
第
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部

町

----E
・・

冨

E-----

E
E

，ノ

上

第

編

自

あた

士
壮

一三
日

第

一
章

位

置

・
面

積

);~ 

1，¥11 

)11 
村

桜
樹
村
の
両
村
に
接
し
、
西
部
は
杭
川

(旧
久
米

位
置
・
境
界
・
区
画
・
面
積

川
)
を
以

っ
て
北
古
列
村
に
、

BY
H
U

l
J

、

'
T
LF

一
、』
目1

南
部
は
三
内
村
、
行
志
村
の
川
川
村
に

北
部
は
山
脈
を
以
っ
て
北
吉
井
村
に
接
し
て
い
る
。

地
川
附
を
聞
い
て
み
る
と
、
愛
媛
県
は
抗
虎
の
う
そ

ぶ
く
よ
う
な
形
を
し
て
い

る
。
其
の
中
部
を
占
め
、
和
北
に
位
置
す

る
も
の
を
組
米
郡
と
し
川
上
村
は
胤
泉
郡
の
東
端
に
位
し
、
東
部
は

位
置
、
境
界

(川
上
小
川
子
校
は
京
経
円
三
十
二
此
五
十
五
分
、
北
糾
三
十
三
位

区
画

川
上
村
を
区
凶
し
四
大
字
四
十
三
区
に
区
分
す
る
。
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四
十
七
分
に
在
る
。
)
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更
に
四
大
字
の
小
字
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ふ
む
{
子

A
H
A
T八
円
二
十
凶
町

一
段
h
似
二
十
八
歩

(昭
和
二
十
一h
作
九
月

川
上
村
役
均
台
帳
に
よ
る
)
(
付
代
に
よ
り
多
少
変
動
あ
り
)
一一一
問
、
刀

h
V
ん
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

(
h
.力
分
の

一
地
形
凶
、
関
上
測
定
)

(役
以
位

置
大
字
北
方
二
二
七
七
番
地
の

一
)

必

ぶ
川

山
川

(内
川
)

l五

村山iJ:l~ 
が

" .1ヒ山
llX 

ムILム|乙り

長 ifli1(11 

t，g 1'ii ，h'( 

h
二
h
O
米

問
問
O
O米

一
O
七

eh
O
米

原 山 宅均11m 

山
U

1
4
1
t
'
 

十
A
T

4
b
q
 

mよ

反

一
八
O
九
七
、
八
O
四

円
七
七
三
、
円

一二

一一

七
九
、
六
二
二

三
九

て

三
O
六

一
一六
九
二
、
七

一
五

六
O
、
六
O
九

第
二
章

地

勢・

地

質

車車

説

川
上
村
は
、
道
後
平
野
の
東
端
に
あ
っ
て
、
北
部
、
北
東
部
は
高



山
が
割
合
に
多
い
。
本
村
の
中
心
を
な
す
西
南
部
の
平
野
は

縄
山
塊
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
南
に
は
四
国
山
脈
の
支
脈
が
あ
っ
て」ー

の

両
山
脈
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
で
、東
は
せ
ま
く
、
西
に
い
く
に
つ
れ

て、

ひ
ろ

が
っ
て
い

る
。
重
信

川
が
そ
の

西
を
北
か

ら
南
に
流

れ
て
北
吉

井
、
南
土
口

井
両
村
と

境
し
て
い

る
の
で

ほ
ぼ
三
角

形
を
し
て

い
る
。
こ

の
平
野
の

レ
U

ミ
コ
-
1

、

J
I
て
刀

F
J円
河

て
、
よ
く
紛
さ
れ
て
い
る
。

の
山
裾
に
か
け
て
は
、
台
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
と
も
刺
地
と
し

文
こ
の
平
野
の
東
に
、
小
山
を
へ
だ
て
て
、
本
谷
川
の
川
筋
に

山
松
瀬
川
の
細
長
い
平
地
が
連
な
っ
て
い
る
。

川
上
村
の
雨
、
三
内
村
、
持
志
村
か
ら
上
浮
穴
郡
に
か
け
て
黒
森

山
、
大
熊
山、

前
司
ケ
森
、

連
な
っ
て
い
る
。

皿
ケ
嶺
等
の
、
千
米
を
越
え
る
山
々
が

北
も
亦
霊
信
川
の
き
ざ
む
山
之
内
の
谷
を
へ
だ
て
て
、
千
米
以
上

本
村
内
で
も
、

の
福
見
山
、
明
神
ケ
森
、
東
三
方
ケ
森
等
の
山
が
重
な
っ

て
い
る
。
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ヨ
ソ
山、

横
倉
山
、
捻
山
讐
の
連
な
る
北
方
の
山

は
、
千
米
に
近
い。

南
の
梅
ケ
森
は
、
航
空
燈
台
が
(
昭
和
十
六
年
)
出
来
て
か
ら
、

有
名
に
な
っ
た
。
北
の
経
座
ケ
森
、
川
ケ
森
か
ら
、
奥
松
瀬
川
の
部

894.5 

735.5 

さ

m 

917.1 

山峠の名 |高

~LJ 

tl~ 倉 山

経座ケ森

ねじれ

捻

641.0 

31?0 

1

1

 

n
u

nu 

-

-

n
u
n
u
 

ro

，b
 

つL
n

正

928.4 

525.5 

224.71 

390.9 

Jlll ケ森

山
知
釆

リ
ノ

ノ

ノ

ヨ

旦

小鳥魁峠

J.1iitケ森

絵 jぷ Ihl'
Lょう

山淑ケ崖

大.I~七位山:~



落
を
切
り
は
な
す
よ
う
に
、
南
に
延
び
る
低
い
二
条
の
山
な
み
が
あ

る
。
大
鳥
越
、
小
鳥
越
の
両
峠
は
、
北
日
の
街
道
筋
で

こ
の
山
を
越

し
て
、
前
松
瀬
川
と
、
島
〈
松
瀬
川
の
三
軒
屋
を
結
ぶ
近
道
で
あ
る
。

桧
皮
峠
は
、
道
後
道
前
の
両
平
野
を
つ
な
ぐ
国
道
川
一
号
線
後
廿

四
号
線
、
讃
岐
街
道
の
要
地
で
、
北
日
は
大
鳥
越
、
小
鳥
越
を
経
て

七
山
坂
た
登
り

こ
の
峠
に
出
て
、
更
に
、
桜
三
里
の
け
わ
し
い
山

協
を
、
周
桑
却
の
来
見
駅
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
国
道
が

通
じ
、
峠
も
れ
を
刷
り
切
っ

た
の
で
、
坂
も
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い

る
。
高
い
山
の
辿
な
る
、
南
と
北
の
、
上
浮
穴
、
越
智
郡
地
方
へ
は

近
代
的
な
交
通
路
の
開
発
が

遅
れ
て
い
る
た
め
、
本
村
と
の
交
沙

は
少
な
い
。
し
か
し

近
年
の
陸
業
の
開
発
に
と
も
な
い
道
路
も
挫

備
さ
れ
て
米
た
。
持
に
道
前
道
後
平
野
水
利
の
開
発
事
業
の
進
以
に

よ
っ
て
、
出
森
峠
が
上
浮
穴
郡
と
の
交
通
の
要
所

と
変
り

つ
つ
あ

る

山
以
ケ
庄
は
、
大
鳥
越
か
ら
南
に
延
び
た
山
の
先
に
あ
っ
て
、
端

が
、
表
川
に
け
づ
ら
れ
て
扉
風
を
立
て
た
よ
う
な
絶
壁
に
な

っ
て
い

る
。
下
を
流
れ
る
表
川
の
川
床
か
ら
凶
十
米
、
水
成
山石
の
地
陪
が
横

i

納
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

)11 川
上
村
を
流
れ
る
大
き
な
川
は
、
西
の
村
岐
を
流
れ
る
重
信
川
と

村
の
南
を
流
れ
て
重
信
川
に
入
る
表
川
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
い
で

主
要
な
も
の
は
、
本
谷
川

(
奥
松
瀬
川
と
も
よ
ぶ
)
渋
谷
川
、
{玉
泉

川
等
で
、
北
部
の
山
地
か
ら
南
流
し
て
、
表
川
に
は
い

っ
て
い
る
。

以
上
の
川
々
は
平
野
に
出
る
と
、
水
は
伏
流
水
と
な
っ
て
、
地
下

に
も
ぐ
り
、
水
無
川
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
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表
川
の
支
流
と
し
て
た
の
緒
川
が
あ
る
。

て

本

行

川

点
源
は
出
火
松
瀬
川
御
所
の
御
城
山

志
太
尾
谷
川
、
若
荷
谷
川、

U
野
地
谷
川
、
枝
野
芥
川
、
水
越
川
、
坂
の

谷
川
、
日
の
谷
川
、
大
山
谷
川
、
仏
会
川、

船
野
川
、
中
灼
谷
川
、
ダ叶が

水
谷
川
に
巡
く
。



て

渋

谷

川

中
川
柳
は
必
瀬
川
の
大
以
谷
山
、
小
渋
谷
山

黒防相川什
川、

小
渋
谷
川、

等
が
渋
谷
川
に
撚
く
。

て

宝

泉

川

水
源
は
本
谷
山
、
医
王
寺
山
、
角
田
山

苔
谷
川
、
池
の
谷
川、

角
旧
川
、
が
ヨ
泉
川

5
mく
o

H
(の
他
大
剛
一寺
山
を
水
源
と
す
る
狩
子
谷
川

山
谷
山
を
水
源
と
す
る
山
谷
川、

需
の
小
谷
川
は
北
方
上
井
手
広
注
さ
込

み
海
上
三
嶋
神
枕
北
よ
り
重
一信
川
に
入
る
も
の
と
且
ノ
上
鍛
下
を
廻
っ

て

ん牛
肉
本
川
に
出
く
。

重
信
川
が
、
山
の
内
か
ら
流
れ
出
た

と
こ

ろ
の
大
加
を
扇
の
要
と

し
て
、
見
奈
良
、
吉
久
に
か
け
て
の
扇
状
地
は
、
こ
の
川
が
流
し
だ

し
た
砂
棟
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
、
時
代
に
よ
っ
て

川
の
流
れ

は
一周

の
悩
の
よ
う
に
う

つ
り
か
わ
っ
た
も
の
で
、
或
る
時
は

の
上
の
す
ぐ
下
、
産
下
の
あ
た
り
を
流
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ

る
。
今
の
重
信
川
の
河
道
は
約
三
百
年
前
、
足
立
重
信
の
治
水
工
事

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
以
後
と
も
に
、

度
々
洪
水
が
繰
か
え
さ

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
海
上
か
ら
吉
久
に
か
け
て
の
東
岸

の
地
形
や

堤
坊
の
枝
子
を
見
る
と
、
昔
か
ら
現
在
ま
で
の
村
人
の
苦
心
が
、
う

か
が
わ
れ
る
。
今
日

こ
の
川
筋
一
砲
に
辿
設
省
の
治
水
大
工
事
が
続

行
せ
ら
れ
て
い
る
。
表
川
の
柳
土
手
も
重
信
の

工
事
で
土
手
に
残
る

松
は
、
其
の
頃
植
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
い
伝
え
て
い
る
。
然
し、

さ
し
も
の
、
こ

の
大
工
事
の
土
手
も
洪
水
の
害
が
昭
和
二
十

一
年
前

後
三
固
に
及
び
、
出
水
に
よ
っ
て
流
失
し
た
。
そ
の
後
当
局
の
才
許

よ
ろ
し
ま
を
得
て
柳
土
手
と
二
の
培
も
近
代
的
セ
メ
ン
ト
作
り
に
改

修
さ
れ
た
。
し
か
し
三
百
有
余
年
の
松
並
木
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、

昔
日

の
面
影
を
失
っ

た
事
は
誠
に
お
し
い
。

池
と
水
利

川
上
村
は
瀬

戸
内
平
野
の
例

に
も
れ
す
、
夏

の
稲
作
に
備
え

EI 

て
池
が
多
く、

大
小
合
せ
て
約

二
十
の
抑
制
他
が

あ
る
。
特
に
前

松
瀬
川
か
ら
、

北
の
山
裾
に
か

け
て
並
ぶ
池
の

問
は
、
本
村
農
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業

の
強
み
で
あ
り

り入山
祈
の
風
景
に

一
段
の
組
を
そ
え
て
い
る
。

吹
上
池
は
、
本
町
第

一
の
大
池
で
、
前
松
瀬
川
の
横
灘
に
あ
る
。

も
と
は
現
右
の
三
分
の

一
位
の
池
で
あ
っ

た
。
間
延
元
年
に
、
北
野

田
村
、

南
野
田
村

(現
南
吉
井
村
の
内
)
南
高
井
村
(
現
浮
穴
村
の

内
)
の
三
村
が
合
同
し
て

旧
叫
在
の
よ
う
な
大
池
に

つ
く

っ
た
が

引
き
水
の
水
路
が
長
く
、
不
利
な
点
が
多
い
の
で
、
明
治
十
年
に
、

南
方
に
ゆ
づ
っ

た
も
の
で
あ
る
。

見
奈
良
の
水
似

吉
久
の
古
川
仲
村
を
中
心
と
し
て
、
土口
久
方
市
は
き
れ
い
な
水
に

恵
ま
れ
、
泉
が
多
い
。
尚
吉
井
村
の
見
奈
良
部
絡
は
、
土口
久
を
ぷ

川
州
地
と
し
て
い
る
。
表
川、

五
ケ
村
泉
、
オ
キ
テ
泉
等
、
有
久
万

耐
の
水
を
集
め
、
重
信
川
の
川
底
を
、
川
出
に
よ

っ
て
波
し
、
刊ん

奈
良
へ
み
ち
び
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

川
上
村
の
水
利

本
村
の
水
利
は
、
正
と
し
て
村
内
を
流
れ
る
川
を
せ
い
て
、
水
を

引
き
入
れ
、
利
川
し
て
い
る
。
仙
の
水
は
州
民
業
川
水
の
一本

μ
を
仙

ぃ
、
高
い
台
地
の
稲
田
に
、
利
則
せ
ら
れ
る
。
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吹
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古
記
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を
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し
て
お
こ
う
。

相
川
泉
州
川
上
村
大
字
北
方
A
に
部
品
目
速
水
利
組
合
規
約
抄
トホ

第

九

挙

総

白

川
間
以

の

定

法

北
方
富山
油
取
に
関
す
る
書
類
写
の
中

惜
別
斗
l
二

日ろ

H
H
 

相川
泉
市
川
上
村
役
場

所
蔵

釘
凶
J
l
条

本
部
ザ
向
上
打
開
用
木
は
狗
年
遅
く
と
も
六
月
五
日
迄
に
関
山
県
可
致
事
。
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l
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長
収
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切
波
に
取
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な
す
以
〈
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1

山
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応
一
付
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改
め
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る
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し
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に
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り
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議
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て

弐
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版
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よ
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川
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h
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切
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王

手

道
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し
州
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新
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郎
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日
川
辺
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り
J

ハ
孫
鍬

迄
但
し
、
H
止
ま
で
に
て
、
切
波
し
、
州
上
の
分

一
必
相
務
中
校
、
+ん

長
問
…
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節
は
龍
王
京
よ
り
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段
の
、
党
版
、
ー
一心
の
道
よ
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卜
も

民
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当
道
ま
で
の
間
氷
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下
げ
に
て
れ
民
ヨ
i
J
辺
よ
り
、
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々
切
、
似

し
可
品
品
川
お
し
そ
の
上
長
山
川
の
仰
は
ふ
船
ド
ム
辺
よ
り
上
の
処
は
相
淡
の

卜
fuγ
寸
収
可

ζ
d
k
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ヲ
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一
刀
町
村
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附
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ヲ
加
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向
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枇
刊ニ
古
市
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以
テ
日
立

ヲ
似
シ
置
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此
処
比
(村
ニ
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係
ス

ル
詰
苅
堰
ハ
彼
川
工
山ド
ヲ
型
ス
ベ
キ
別
状
ナ

ル
ニ
只
胞
行
-
一
関
シ
テ
米
タ
刷
担
保
山
知
之
小
山
ハ
川
県
刷
ニ
テ
胞
行
以
儀
ハ
決

シ
テ
不
相
成
峡
条
関
係
お

へ
叱
弘
山
。
間
ケ
ラ
レ
後
来
ヲ
ペ
ゼ
ザ
ル
刊
百
セ
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為 |ーl明ベ
巾川代シ

辺
校
ス

四
年
凹
月
十
八
日

松
木
喜
一
殿

出
之
事

杭

泉

川

役

所

川
川
先
例

堰
切
被
申
付
条

|布]

後

相
造
有
間
数
之
状
如
件

和
田
式
』部
少
川
柳通

安
判

本I

嘉
吉
元
年
六
月
十

u

大

興

寺

方

丈

大
興
寺

参レ
U
J
J

品切、コ・
1
L

l
A
寸ノ
d
M
Z
H叶‘
L

通
頼
判

氏
巾
心
判

通
春
判

過
置
判

泰
氏
判

近
光
判

通
定
判

泰
家
判

通
勝
判

-日
山
成
判

仁、
A
k
m
u
dH
リ

P
LF和
市
並
，

政
俊
判

頼
一切
判

弘
氏
判

通
公
判

高
苅
堰
木
利
市
川
門
事
は
川
内
役
場
に
「
永
久
保
存
」
さ
れ
て
川
る
。
HA
の

数
約
六
綴
に
及
ぶ
。
編
纂
に
当
り
そ
の
一
部
を
抜
卒
し
た
。

て
北
方
大
興
1
寸
は
川
河
野
家
と
故
も
関
係
傑
く
比
の

一
泌
を
心
し
て
比
る

ん
」。

一
、
後
一
松
御
領
分
寺
院
れ
称
に
日
く
建
長
一
冗
己
凶
年
十
一
月
十
二
日
に
劫
認

為
光
井
て
先
き
の
む
ね
に

任
せ
て
太
下
木
に
て
、
せ
き
さ
り

た
る
べ
き
物
な
り
拝
之

も
し
此
旨
を
そ
む
き

乙
う
げ
小
土
を
お
き

い
己
れ
ざ
る
が

な

り

同
為
末
代
之
状
如
件

fi?i 
(i 

京
吉
元
作
六
月

l
u

に
よ
り
悶
守
河
野
伊
政
守
通
久

余
戸
郷

川
上
庄
を
寄
附

嘉
吉
二
年
二
月
間
左
馬
頭
通
智
伽
藍
再
建
政
鎮
守
笠
共

作
能
冠
帆
引
太
郎
通
禿
問
志
伽
桃
山
神
山
LM
し

吹
上
池
見
取

図

山
林
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む
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歩

波
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郎
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波
戊
三
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L
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外
二
十
三
名
以
上
出
池
/
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川
悩
防
品
川
地
所

h
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h

一
、
川
反

一
畝
一
|
九

忠

商

万
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利

組
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て
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以
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似
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歩

川

町

制

川
ボ
利
制
A
H

て
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似
二
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歩
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て
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二
歩

引

肝

孫
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郎
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二
畝
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久
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郎

て
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似
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歩

以
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て
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似
の
八
歩

問
中
金
百
郎

ふ
吹
上
池
は
大
字
南
ト刈
川
上
川
の
東
方
川
道
の
南
側
に
あ
り
。
任
!
日
は
川
女
ー

の

一分
の

一
政
だ

っ
た
が
出
処

rhiq北
川
判
問
、
南
肝
問
、
南
山
川
川
の
一
.村
が

A
H
M
し
て
抑
制
の
ね
史
に
加
勢
し
た
が
引
木
に
f

小
川
氏
な
の
で
、
明
治

l
qに

南
方
に
乙
れ
を
譲
っ
た
o

池
の
水
似
は
北
に
あ
る
新
池
よ
り
、
叉
渋
川
作
川
の

山
山
川
下
勺
よ
り
引
入
れ
て
い
る
。
泌
さ
九
間
半
、
廻
り
は
六
円
ドハト
間
で
あ

ツ
色
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。
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二
十
八
口
二
河

十

七

匁

但

し

一
人
に
付

て

文

久

元
介
内
政
利
〕
引
を
行
ふ

人
夫
総
尚

三
下
百
五
日
五
十
八
人
九
歩
役

〈一

人
役

一
刀
)

ほ

児

玉

ハ

孝

之

助

組

町

長

松

、
同
久
左
術
門
、
儀
ト
心
的
門
、
弥
三
八

三
匁
狗
〆

ぬ

上

池

心

録

て
大
字
削
似
似
川
字
以

(以
上
)
八
円
三

l
h器
地

六
反
九
畝

一
(
U
歩

て
際
政
似
域
彼
山
川
問
刀
手
以
下
の
会
郎
水
間
と
す
。

て
起
一
兆
却
制
不
明
な
る
も
本
部
抗
最
十
日
の
淵
池
な
ら
ん
と
云
ふ
。

一
、
経
過
弘
化
元
作
洩
留
及
外
政
付
工
事
を
行
ふ
。

人
夫
高

口
』
午

1
・k
」
l
l

、
¥

q
hhv

psで|
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」
j
j
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リ
ト
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C

庄

原

玉

川

庫
之
助
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下
山
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町
山
叫

γ
山
出

I
L
jぷ

q
l
・-

j

明
治
三
作
三
月
北
ぶ
村
山
以
、
知
山
と
、
必
瀬
川
村
、
庄
原
利
引
、
と
の
聞

に
於
て
契
約
成
政
。
本
溜
池
を
築
透
す
る
こ
と
と
な
り
同
年
耗
下
。

山
村
よ
り
取
材
什
し
の
説
文
は
附
す
。

明
治
三
竹
三
川

北

方

村
庄
原

f
k
r
げは
uh
H

b
〆
仏
削
百
止

松
瀬
川
村
御
正
以

玉

川

孝

之

助

敗

外

納

期

三
%
殿(

必
瀬
川
村
よ
り
の
分
時
す
)

川
刷
所
削
初
、
大
{
子
比
古
川
双
山
町
小
作
御
林
之
内

九
反
二
畝

打

歩

長

さ

七

十

間

山

三
J
l
九
間
五
作

(内
沢
時
す
)

〆
九
反
三
畝

一
O
歩

築
造
一

夫
前
総
人
夫
問
下
行
八
人
問
分
役

電
松
熊
太
郎

六
名
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町
八
反
じ
似
二
十
歩

同
所
円
以
三
品川
|
八
渉
淀
川
明

て

mvMKM以
仙
北
似

川

川

祇

倒

的

州

問

一
川
と
す

掛

問

約

十

町

一
畝
歩

安
政
eh
付
制
川
よ
り
ι
ハ山
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竹
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ケ
作
断
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h
河
川
叶
J

J
J
2
4
T
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8
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佐
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助
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正
1
J
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H
r

A
ふ
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八
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助

h
u
'
¥
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H
H

l
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t
べ

/

山
ぷ
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l
t
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市
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伊
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術
信
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街
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次
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円
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h
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安
政
六
作
よ
り
始
め
忍
七
年
内
八
二
十
七
日
之
を
終
了
す
る
の

東

A
1川
叶
川

似
方

、V1"1 

才
許
人

経

向
山

て

国

延

山・
政
御
殿
級
よ
り
川
川
入
た
り

村
方
日
照
的
制
加
州
一午

可

l
l

、げ
¥
wnv
1
H
V
H
1

hM引
μ
町
叫
U
JHμ
ィ
4
t
N
H
r

て

六

十
九
山
川
行
十
五
匁
円
分

て
円
円
山
山

11: 
の
他

大自l

日::J二
斥

↓A
ド
γ

山
ζ
-t
hp
d
f
J

3
J
ν
山
川

'ev

-
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《

、
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処.
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苔
谷
地
ト
笠
坪
池
附
近
山
林
地
図
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て
明
治
六
作

'r
h
m
入
た
れ
共
早
川
胞
の
為
必
巡
山
来
郊
く

公
ロ
小
作
池
を
以
上
す
均
二
郎
外
十
八
人

て
泌
総
置
引
と
ーな
り

士
族
、
奥
半
氏
日
(
の
他
1
H
b
h
o

明
，市
九
付



第

l
ご
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人

似

第

卜

土
小

い

伊

政

同
久
米
山
北
方
村

一
川
八
反
じ
似
じ
歩
山
N
V白
川

五

反

h
似
一一
J
l
1
歩
一
県
川
J
N
付

九一以
h
似
二
|
九
段

山林
正山山
一

九
以
九
似
ご
十
じ
歩
総
肝
信
作
円
以

一(い
歩
天
山
本
ぶ
一
，

h
以

似

一
ー
し
h

少
佐
伯
小
人
中l

中川川ド小山
l
川
よ
り
ム
J

ハ
れ
れ
れ
作
し
た
る
も
早
川
脳
咋
の
九
以
後
に
は
化
川

せ
り
。

一
、
明
治
|
六
作
中
川
悦
白
の
川
l

六
%
。

(H
(の
後
川
次
変
る
)

以
上
〈
i
印
の
以
川

h
i
一
一反
九
畝
二
十

一
歩

川化
山
刀
心
i

一
一川
打
以
九
似
一
歩
持
し
九
総
代
と
な
る
。

レ
し
、
ノ
ト
f

ト

ltヒ
lυ
v
-J

↑
ヒ
い
川
芯
本
H
可

収
H
V
7
1
'門
川
ト

L
ν
l

，H

Q

J
』

?
l
ドい
J
1
JH
UJ
J

1

4
1
バレ
ヱレ
HV41ド

ιv'引
一」、

仙
波
ぷ
三
郎

恥

〈十
「
民
的
波
川
州
市
九
郎

(以
ド
料
)

近
付
は
泌
を
刷
っ
て
、
水
似
ホ
ン
プ
で
、

mに
水
を
引
く
こ
と
も

始
め
ら
れ
て
い
る
が
道
後
ボ
町
内
の
、
他
の
村
と
比
べ
る
と
、
少
な

い。
水
利
に
つ
い
て
は
、
各
部
落
ご
と
に
、
水
利
組
合
が
あ
っ
て

、
(
-

地
改
良
似
)
ハ
か
ら
の
山
行
に
よ
っ
て
配
水
が
行
は
れ
て
い
る
。

川
に
設
け
た
取
の
小、

亙
伝
川
の
菖
補
壊
、
表
川
の

一
の
刷
、
二

の
取
は
、
氷
の
取
り
入
れ
け
と
し
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
巾
で
、
パ
州
取
は
、
す
ぐ
下
手
に
、
北
吉
井
村

一
体
に
か
か
る

北
吉
井
村
の
取
が
ら
る
の
で
、
分
水
に
つ
い
て
は
実
に
細
か
い
き
ま

北
吉
井
三
制
八
分
の
割
合
で

り
が
あ
る
。
現

A
は
川
上
六
割
二
分

さ
れ
た
。

分
け
ら
れ
て
い
る
。
汁
か
ら
こ
の
分
水
問
題
で
は
伯

J

い
が
繰
り
か
え

レ
し
ト
H
J
M巾
~
町

1
4
-ノ
，i
E
-
ap

こ
主
川

J

汗
e

t
t
1
1
 

山本
下
付
の

川
土
口
年
間

(五
山
余

介
前
)
の

記
川
仰
を
は

じ
め
↓
μ
記

れ却
が
大
事

に
似
存
せ

ら
れ
て
い

る
と
ゅ
う

こ
と
で
あ

打
ノ
、

4
吋
凡
X

川切
に
も、
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こ
れ
に
関
す
る
沢
山
な
記
似
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
分
水
間
組

に
関
し
て
、
度

々
役
人
の
山
張
が
あ
り
、
明
治
に
入
っ
て
も
、
水
勺

を
し
，
つ
め
る
た
め
に
、
山
明
日
・
い
の
出
動
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

一
粒
の
氷
も
、
村
々
辛
折
、
と
い
、
コ
が

川
よ
が
し
治
め
て

田
を
開

き
、
池
を
刷
り
、
川
を
つ
く
っ
て
水
を
み
ち
び
く
。
山
(
に
今
日
の

い
代
に
は
、
机
先
以
米
の
苦
心
が
含
ま
れ
て
い
る
。

地

質

川
上
村
の
広
い
山
地
は
、
殊
ん
と
砂
山
山
及
び
頁
れ
に
よ
っ
て
、

お
わ
れ
て
い
る
。

」
の
地
問
は
、
大
阪
の
和
泉
山
脈
の
地
質
と
同
じ
も
の
で
、
和
泉

砂
山
行
間
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
和
泉
砂
山
記
の
隠
は
、
紀
伊
半
島
か
ら
淡

時
に
渡
り
、
石
川
県
に
入
つ

て
は
、
讃
岐
山
脈
に
あ
ら
わ
れ
、
-タ

て7

の

連
り
が
、
愛
媛
以
に
入
っ

て
、
三
島
の
東
か
ら
新
居
浜
四
条
聞
の
日

院
、
道
後
平
野
の
南
北
の
山
地
、

天
山、

庄
の
問
、
城
山
等
に
あ
ら

オつ
れ

さ
ら
に
、
長
浜
沖
の
青
島
に
お
よ
ん
で
い
る
。
上
部

h
m紀

時
代
に
、
枇
和
し
た
も
の
で
、
接
触
変
質
を
受
け
た
和
泉
砂
れ
は
村

子
が

こ
ま
か
く

、a
F

-

、。

治
ふ
れ
し

出
ケ
森
の
田
上
附
近
に
は
、
昭
一
一
芸
悶
安
山
れ
が
あ
り
、
番
駄
h

ノ
森

の
田
上
か

ら
南
に
か

け
て
は

斜
方
制
川
γ
ね

安
山
山
が

鉱
山
し
て

い
る
。

出
ケ
森

:t" 

番
駄
ケ
森

の
別
上
の

斗川
に
は

♂

14
ノ
J
F
A
-

-4J〈
イ
チ
'
H

」
叶

火
焔
造
線

が
通
っ
て

い
て

ぃ。

中
央
構
造
線

愛媛県地質略図 |
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こ
の
線
の
附
近
に
は

地
質
学
上
変
化
に
富
む
と
こ
ろ
が
多

小
火
椛
造
線
は
東
は
桜
三
皿
の
佐
瀬
か
ら
、
小
松
、
三
品
を
経
て

布
告
ま
民
認

i
l
l
i
 

奈
川
県
か
ら
、
紀
伊
半
島
を
経
て
、
中
部
地
方
の
諏
訪
湖
に
達
し

九
州
の
長
崎
県
に
及
ぶ
も
の
で
、
四

郡
中
を
通
っ
て



円
本
を
地
体
wm
バ氾
|
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r、、
二|じ
¥J  

外
川

(
雨
)
の
二
仰
に
灰
分
す

る

1
裂
な
叫
で
あ
る
。

こ
の
山
川
駄
な
出
に
し
て

北
側
が
断
川
で
陥
熱
し
た
の
で

ILI 
の

口一
凶
一
凶
一
醐
圏
一
凶
図
四
回
ケ

(
「量
級
的
自
然
」
岱
よ
り
転
戦

図質

十ー
ベ

I也

が
一二
角
川
を
し

て
い
る
。
川
上

J¥1¥ 

11'，] 

と

北
か
ら
眺
め
る

と
三
川
川
が
叫

ら
か
に
見
ら
れ

る。
平
川
判
部
の
北

か
ら
点
に
か
け

て
の
台
地
、
並
ひ
に
奥
松
瀬
川
の
谷
合
は
、
洪
積
附
か
ら
な
り
、
砂
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平
野
の
広
い
低
地
は

が
多
く
合
ま
れ
て
い
る
。

沖
積
削
で

粘
土
砂
及
び
、
砂
の
川
か
ら

山
米
て
い
る
。

こ
の
「
半
肝
部
に
は
、
川山
灯
段

F

い
や
、

い
別
状
地
が
ム
上
る

と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。
大
宮
神
村
l
l
、
円
の
上
の
四
の
が
け
も
、

に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
も
の
と
巧
え
ら
れ
る
。
扇
状
地
と
し
て

は
、
渋

谷
川
の
つ
く
っ
た
、
原
か
ら
、
西
側
、
西
組
、
横
測
に
か
け
て

ひ
ろ

が
る
も
の
は
、
特
に
、
見
事
で
あ
る
。
今
の
川
上
町
の
あ
た
り
は
、

川
端
に
あ
た
っ
て
い
る
。
扇
端
は
、
伏
流
水
が
湧
き
出
る
と
こ
ろ
で

派
い
井
戸
を
つ
く
る
こ
と
の
む
づ
か
し
か

っ
た
大
昔
は
、
き
れ
い
な



水
が
出
る
の
で
、
家
が
こ
こ

に
集
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
花
伐

っ
て

い
る
、
大
何
仲
村
を
小
心
と
す
る
古
川
引
の
対
や

川
上
駅
が
こ
こ

に

お
か
れ
た
事
な
ど
と
考
え
A
n
せ
て
み
る
の
も
、
而
内
い
。

州
民
業
を
す
す
め
て
い
く
の
に
、
地
質
や
土
城
を
し
ら
べ
る
こ
と
は

大
切
な
研
究
の

一
つ
で
あ
る
。
川
町
和
二
十
五
年
十
月
か
ら
、
村
内
の

土
撲
の
酸
度
調
谷
川
が
、
千
は
じ
め

と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。

第
三
本

止で.ー

ヌL

{長

ー
、
総

説

川
上
村
の
気
似
は
湖

μ内
向
型
と
い
わ
れ
る
型
で
あ
る
。
大
休
に

山
川
和
で
、
志
ま
れ
た
気
似
で
あ
る
。

}II 

1:: 

守ー

校
の

出
利
八
年
三
川
か
ら
現
在
に
至
る
十
五
ケ
作
間

の
矧
測
に
よ
れ
ば
、
午
前
十
時
一
同
の
観
測
で
年
平
均
気
胤
一
六

・

九
度

(摂
氏
)
で
あ
る
。

松
山
は
午
前
十
川
の
ず
均
一
七

・
四
度
、

一
円
六
川
矧
測
で

は
干
均

一
凶

・
九
位
と
な

っ
て
い
る
。

最
高
気
侃
の
似
は
附
和
十
七
句
八
月
一
日
の
三
六
度
で
最
低
の
似

は
附
和
二
十
凶
作
二
川
凶
け
の
活
下
七

・
二
度
で
あ

っ
た
。

松
山
市
に
く
ら
べ
て
、
夏
は
や
や
高
く
冬
は
や
や
低
い
の
は
、
海

か
ら
速
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

昨
水門
一旦
は
十
五

4
間
平
均
で
作
て

四
五
八

・
一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、

-i¥
l
l
町
、

戸
μl

/
{
寸
ム
ム
ー

作
に
よ
り
相
当
の
変
化
が
あ
る
。
最
も
雨
の
多
か
っ
た
の
は
昭
和
十

番
少
な
か

っ
た
の
は
附
和
十

間
作
で
九
一
一

国

し

-
R
ミ
リ
J

、

r
L酔

J
e
ノ

-ノ

れ
大
水
害
大 そ
早 れ
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7
、
気
象
に
関
す
る
但
諺

気
象
に
関
す
る
但
諺
は
そ
の
数
が
多
い
。
天
気
を
砂
崩
知
す
る
こ
と
は
、
H
U

も
今
も
人
々
の
作
爪
に
と
っ
て
必
生
で
あ
り
、
人
々
は
強
い
闘
い
を
持
っ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。

天
気
に
つ

い
て
の
知
識
を
あ
ま
り
も
っ

て
い
な
か
っ
た
大
汁
の
人
々
は
、

市
い
な
と
を
や
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
今
も
子
供
達
が
や
っ
て
い
る
、
下
駄

を
ポ
ン
と
ほ
・つ
っ
て
表
が
山
れ
ば
天
気
、
哀
が
出
れ
ば
雨
、
ほ
仙
に
な
っ
た
ら

主
と
い
う
の
や
、
巡
助
会
法
一
以
の
前
の
日
に
、
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
作
っ
て
、

明
日
の
天
気
を
祈
る
な
ど
は
、
そ
の
時
代
の
名
践
で
あ
ろ
う
っ
大
人
も
長
い

日
和
や
雨
の
続
く
時
、
雨
乞
や
、
御
析
誌
を
さ
え
す
る
の

で
あ
る。

し
か
し
人
々
は
次
第
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
日
を
つ
け
て
天
気
を
滋
知
し

よ
う
と
試
み
て
き
た
。
例
へ
ば
、
生
物
の
行
動
か
ら
天
気
を
汲
知
し
よ
う
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
生
物
が
変
災
の
時
に
収
っ
た
行
動
が
、
そ
の
変

災
を
橡
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
乙
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
生
物
K
は

何
か
神
沌
的
な
感
覚
が
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な

例
を
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

O
院
が
午
前
に
空
を
郷
え
ば
附
、
午
後
に
舛
え
ば
悶
或
い
は
上
に
向
い
て

飛
べ
ば
附
、
一ト
に
向
い
て
(
低
く
)
飛

べ
ば
雨

心
姉
が
上
を
向
い
て
あ
く
び
を
す
れ
ば
附
、
顔
を
か
く
し
て
限
れ
ば
問

。
鶏
が
遅
く
ま
で
似
を
た
べ

て
い
る
と
き
は
雨

O
も
ず
が
明
け
ば
雨
が
あ
が
る

O
蛇
が
山
て
く
れ
ば
山
、
道
を
仙
切
れ
ば
雨
、
木
に
上
れ
ば
雨

O
む
か
で
が
山
て
く
れ
ば
雨
、

一
寸
む
か
で
が
人
を
さ
せ
ば
雨

O
ひ
く
、
り
し
が
叫
け
ば
雨
が
は
れ
る

O
わ
た
う
り
が
と
べ
ば
雨
(
わ
た
う
り
は
ぶ
と
の

一
向
)

O
あ
り
じ
ご
く
の
背
が
黒
け
れ
ば
州
、
山
く
か
わ

い
て
い
れ
ば
附

O
雨
降
り
前
に
は
み
み
ず
が
山
な
い

O
蚤
を
火
に
く
べ
て
告
が
け
叶
け
れ
ば
天
気
が
よ
い

植

物

で

は

O
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
が
し
ほ
め
ば
尚

(
夜
と
か
州
天
の
同
は
し
ぼ
む
辺
川
却
を

し
て
い
る
)

乙
れ
等
は
あ
ま
り
科
学
的
な
似
拠
は
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
物
の
位
淑
か
ら

天
気
を
故
知
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
、
科
学
的
な
阪
拠
の
あ
る
も
の
も
あ

る。
O
茶
碗
の
飯
校
が
よ
く
取
れ
る
と
天
気
が
わ
る
い

O
飯
一
令
を
お
ろ
し
た
と
き
底
に
星
(
す
す
が
も
え
て
き
ら
光
る
)
が
限
れ

ば
天
気
が
よ
い

前
名
は
空
気
中
に
湿
度
が
多
く
、
後
帆引は
少
い
こ
と
を
示
す
。

O
あ
か
ぎ
れ
が
か
ゆ
け
れ
ば
刷
、
こ
れ
は
淑
皮
と
侃
皮
の
変
化

ιよ
る。

川
合
儲
か
な
天
気
の
滋
知
は
雲
、
風
、
虹
な
と
天
気
の
変
化
や
天
体
を
Hん

て
の
も
の

(
観
天
叫正
気
の
法
と
い
わ
れ
る
)
で
あ
る
。
今
日
の
天
気
後
初
術

の
進
止少
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
乙
れ
笥
の
中
に
は
科
川
f
的

に
も
辺
自
が
あ
り
今
も
布
刈
な
数
知
法
で
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
出
先
は
、
こ
乙
ま
で
達
す
る
の
に
幾
代
を
仰
は
し
、
何

T
作
の
句

バ
を
一
食
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
?

む
秋
の
夕
焼
鍬
を
と
げ
、
ム去
の
夕
焼
川
向
う
へ

行
く
な
(
水
門
を
下
げ
、

川
位
す
る
な
と
変
っ
た
い
い
方
も
あ
る
)

中
川
糾
度
の
地
万
で
は
天
気
は
白
か
ら
来
へ
と
移
る
。
秋
の
美
し
い
夕
焼
は
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四
方
の
天
気
の
よ
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
翌
日
は
必
ず
や
よ
い
川

和
で
あ
ろ
う
し
、
反
の
け
は
翌
日
も
又
よ
い
天
気
で
強
い
日
光
が
カ

ン
カ
ン

と
照
り
つ
け
れ
ば
、
地
耐
か
ら
水
蒸
気
が
盛
ん
に
立
ち
上
っ
て
下
針
気
流
を

起
こ
し
人
道
主
と
な
り
、
そ
れ
が
く
ず
れ
て
夕
立
を
起
こ
し
て
、
川
に
山
山
水

を
見
る
こ
と
は
巧
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

O
H川
に
州
傘

、
け
に
日
傘

傘
は
巻
脳
重
に
よ
っ
て
つ
じ
る
、
地
上
に
は
別
に
変
化
も
な
い
時
、
上
空

に
は
低
気
。
川
の
先
ぶ
れ
で
あ
る
巻
雲
、
巻
庖
主
が
雨
の
疋
づ
い
て
い
る
乙
と

を
知
ら
せ
て
い
る
。

し
か
し
巻
脳
主
は
低
気
川
の
仰
に
ば
か
り
山
る
と
は
限

ら
な
い
か
ら
、
出
と
な
ら
な
い
場
合
も
お

乙
る
。
雨
の
あ
た
る
場
合
は
六
十

句
く
り
い
だ
と
い
わ
れ
る。

O
朝
降
り
と
友
の
腕
ま
く
り

朝
円
十
く
山
か
ら
山
仰
に
向
っ
て
吹
く
風
が
、
悔
の
上
の
空
気
と
ふ
れ
合

っ
て

す
こ
し
ば
か
り
州
を
降
ら
せ
る
も
の
で
、
乙
の
刷
は
す
ぐ
消
え
て
仙
と
な

る
。
友
の
腕
ま
く
り
な
ら
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
は
、
A
i
の
出
時
女
の
人
に

少
々
失
礼
な
い
い
ト々
だ
が
、
女
の
人
も
腕
ま
く
り
を
し
て
働
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
し
た
ら
::・

つ
い
で
に
「
と
」
を
「
は
」
と
変
え
て
。

O
朝
虹
は

刷

グ

虹
は
附

朝
灯
は
内
の
い
み
が
降
っ
て
い
る
の
だ
し
、
タ
虹
は
山
は
も
う
東
へ

過
ぎ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
の
乙
と
。

O
朝
焼
に
袋
を
持
て

O
虹
が
川
を
へ

だ
て
て
立
て
ば
州
、
山
か
ら
山

へ
か
か
れ
ば
崎
、
地
形
に

も
よ
る
が
之
だ
け
で
は
波
山
が
な
い
。

O
空
が
向
い
時
は
晴

。
州
制
川
去
が
山
山
れ
ば
川
町
、
さ
ば
七
五
は
山
川
の
兆

。
場
の
あ
し
が
揃
っ
て

一
度
に
附
れ
れ
ば
川
、
ハ

t
り
は
出

。
凶
の
空
に
主
が
卜
駐
を
作
れ
ば
州

(お
日
の
入
り
が

け川
か
っ
た
ら
刷
、

お
け
の
入
り
が
見
え
た
ら
お
天
気
)

O
山
が
近
く
見
え
た
ら
闘
が
近
い

υ川
の州剛
山川
、
れ
簡
が
近
く
附
え
た
ら
山
が
近
い

O
起
が
チ
ラ
チ
ラ
と
ま
た
た
く
と
州
が
近
い

郷
上
的
の
も
の
で
は

C
石
拙
山
に
ギ
が
か
か
れ
ば
刷
、
以
対
に
(
じ
山
の
む
ぎ
山
し
は
山
が
近

い
)
山
の
辺
く
見
え
る
場
介
。
も
山
が
疋
い
わ
け
で
あ
る。

。
山
行
伽
椛
山
が
公
れ
ば
似

の
l

け
れ
い
川
が
比
え
て
い
る
う
ち
は
雨
ば
降
、りな

、し
O
闘
は
砥
部
か
、
り

O
山
之
内
か
ら
降
っ
て
い
米
た
山
は
ひ
ど
く
な
い

O
以
南
が
叫
れ
ば
出
山

O
U
は
山
、
夜
は
い
東
風
が
吹
け
ば
天
気
(
制
点

へ
叫
が
ぷ
れ
ば
附、

山間

へ

応
れ
ば
刷
、
タ
ト刈市民
M

肌
が
吹
け
ば
天
気
が
よ
い
)
こ
れ
ら
は
向
胤
間
風

を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

O
凶
凪
が
吹
け
ば
崎
、
東
風
は
山

O
以
は
問
、
糸
、
は
凶

o
h月
六
月
の
頃
風
雨
へ
ま
わ
れ
ば
天
気
日
和
な
り
、
十

一
月
、十
二
パ
、

正
川
の
頃
胤
北

へ
ま
わ
れ
ば
川
和
な
り
(
山
1
M
m
学
箆
法
応
二
介
伊
像
以

益
兵
術
板
)

五
月
山
、
呑
は
尚
に
秋
は
北、

~115-
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れ
ら
も
よ
く
合
う
。

。
つ
む
じ
風
が
凶
へ
い
北
っ
た
ら
雨

O
冬
東
が
泣
れ
ば
孟

O
日
が
沈
む
時
白
黄
の
玄
が
山
山
て
い
た
ら
大
風

O
陵
台
(
臨
ケ
森
)
の
光
が
空
に
二
市
じ
に
見
え
て
い
た
ら
雨
、
こ
れ
は
札

雲
な
ど
下
の
方
に
山
る
雲
の
あ
る
場
合
で
あ
る
、
新
し
い
但
診
が
作
れ

て
く
る
の
は
、
お
も
し
ろ
い
。

長
矧
の
滋
知
で
は

O
夜
上
り
の
雨
は
天
気
が
長
続
き
し
な
い

O
初
利
の
翌
日
一
向
が
降
る
と
刈
の
た
び
に
ふ
る

O
亥
の
子
に
降
っ
た
ら
翌
年
は
日
焼
け

。
寒
rh
雨
ポ
」
が
降
れ
ば

E
n焼
は
し
な
い

そ
の
他

。
朔
円
和
は
三
日
の
雨

O
っ
ち
円
和
等
は
気
象
の
週
則
性
を

O
十
月
の
凶
し
く
れ

O
ト
バ
の
仰
も
ど
し

(凶
風

)

O
半
夏
の
は
げ
上

り

O
K川
雨
あ
け
の
百

O
八
十
八
夜
の
汽
残
の
箱

O
伊
放
の
タ
川
匂
季

節
の
特
徴
や
、
移
り
変
り
な
ど
を
う
た

っ
た
も
の
が
あ
る
が
科
学
的
な
天
気

旅
報
の
発
速
に
つ
れ
て
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
行
く
。

し
か
し
そ
の
十
-地
の
必
確
な
一大
気
の
資
報
に
は
乙
の
よ
う
な
地
域
的
な
気

象
の
変
化
の
特
徴
の
研
究
が
必
必
で
あ
る
。

第
四
章

変

災

飢

鍾「
制
松
山
部
御
州
問
介
諸
問
叩
村
大
下
銃
」
中
、
た
と
え
ば
浮
山
八
郎
古
久
利
の

q

武
上
納
一
両
は

克
永
十
三
子
年
は
六
ツ
二
分
(
御
免
の
事
)

(
此
の
解
釈
は
i

口
久
村
大
手
鑑
に
あ
り
)

立
文
江
五
年
は
八
ツ
九
分

一
応
録
疋
辰
己
午
未
申
出
成
年
は
問
ツ
九
分

止
徳
一冗
卯
以
己
午
来
年
は
行
ツ

享
保
一
正
由
・
よ
り
亥
迄
年
は
五
ツ

問
子
作
は
不
納

と
、
ま
た
南
方
村
に
つ
い
て
は

寛
永
十
三
子
年
は
九
ッ
三
分

克
文
-
Y

ん
百
年
は
ト

一
六
分

立
禄
・
4
辰
己
午
米
市
作
は
八
ツ

h
分

間
凶
成
灯
は
八
ツ
九
分

日止
徳
一正
卯
辰
己
午
未
年
は
九

ツ

ー
下
保
止
中
よ
り
亥
ソ
込
山
川
は
九

ツ

同
子
何
十
は
不
納

と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
上
納

K
差
宍
が
あ
っ
て
、
付
々
の
川E
L
小
作
状
態
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

川
時
代
の
同
姓
は
限
机
上
、
非
常
な
風
中
小
、
火
山
主
口
匂
の
被
%

を
受
け

た
。
田
平
山
討
に
つ
い
て
も
終
始
抑
制
州
を
世
固
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
被
遣
の
対
策
と
云
う
乙
と
が
郊
の
村
々
行
政
の
最
屯
引
な
問
題

で
あ
っ
た
。
乙
う
し
た
こ
と
の
た
め
に
、
部
は
、
各
地
に
貯
木
池
を
新
に
川
則

っ
た
り
、
以
前
か
ら
あ
る
も
の
を
拡
張
し
た
。
わ
が
川
上
付
に

つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
あ
っ
た
小
山
谷
池
の
大
拡
張
工
事
を
起
し
、川
川
六
百
ぃh
J
l

間
余
、

水
深
九
間
半
と
云
う
大
貯
水
池
、
吹
上
池
を
竣
工
し
た
。
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卜
H
考
の
淡
に
よ
る
と
、

一
川

T
人
の
人
夫
を
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

人
犬
を
は
げ
ま
す
た
め
に
、

「J
川
歩
と
り
」
と
云
っ
て
、
よ
く
働
く
も
の
は

賃
州
艇
を
憎
し
て
支
給
し
た
。
ま
た
、
浮
内八
川
則
之
内
の
百
姓
で
、
も
つ
乙

の

川
酬
の
前
河
内
一

J
も
あ
る
の
で
牝
引
を
し
た
と
云
う
大
々
自
の
人
犬
が
い
た
と

一五
、っ。こ

う
し
た
ト〈
l
一引
は

一
山
ま
た
以
術
事
業
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
北
万
村
の
昨
日
回
日一
山
川
相
は
一
川
肝
氏
時
代

K
築
造
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
大
山
卵
、
守
'M

人
訟
を
叫
ん
る
と
、
当
時
樋

U
村
と
の
聞
に
分
水
間
組
の
も
め

が
あ
っ
た
こ
と
が
閣
は
れ
る
o

A
f
も
ハ
も
用
水
に
は
許
制
川
が
つ
き
も
の
で
あ

る
。川

町
引
け
そ
の
他
の
虫
色
対
策
も
什
は
虫
祈
悼
と
云
っ
て
村
中
又
は
制
小
の
山

姓
衆
が
集
っ
て
、
き
な
粉
、
限
り
飯
を
供

へ
て
念
仏
を
唄

へ
、
鐙
や
太
鼓
で

ト〈
川
筋
へ
の
流
し
祈
桜
を
行
っ
た
も
の
で
、
乙
れ
を
虫
祈
いM
U
人
は
虫
辺
り
し
」

云
っ
て

い
た
。
い
ま
で
も
こ
の
行
事
は
処
々
で
行
な
は
れ
て
い
る。

兎
に
州
、

以
υ

川
は
、
ょ
っ
ぽ
と
忠
ま
れ
た
年
で
な
い
限
り
は
閃
竹
だ
っ
た

の
で
あ
る
の

川
上
村
に
も
'
火
献
に
附
伏
さ
れ
て
い
な
い
大
小
の
災
吉
が
多
数
あ
っ
た
こ
と

と
川
心
は
れ
る
が
、
判
明
し
て
い
る
も
の
を
あ
げ
て
比
よ
・
っ
。

そ
れ
はい
f
保
の
飢
附
で
あ
っ
て
、

J

日
久
村
、
南
方
村
、
北
方
村
、
必
制
川

村
と
も
み
な
、

日ぃf
保

1
じ
壬
了
付
は
「
小
納
」
と
大

T
鑑
に
ぶ
さ
れ
て

い
る
ω

い
た
こ

-
フ
ん
か

J
H

チ
保
の

川
町
古
、
浮
耀
子
、
早
川沿

一ア
保
J

ー
し
れ叶
パ
バ
二
十
け
か
ら
七
川
上
旬
ま
で
附
雨
止
ま
ず
、
次
ぎ
て

浮
慶
子
発
作
せ
り
。
松
山
議
談
に
「
七
月
十
三
日
、
迫
々
稲
枯
れ、

御

mm

分
中
持
制
…
と
相
見
え
、

一
向
日
の
内
に
は
不
残
枯
れ
腐
る
模
防相な
り
」

、

と
あ
り
。
よ
っ
て
代
官
匂
付
閃

ι

一
家
老
氷
川判
倍
左
衛
門
邸
に
会
し
て
、
そ
の

救
済
方
法
を
議
し
、
又
、
家
町
を
派
し
て

乙
れ
を
幕
府
に
報
告
せ
り
。
物

州
は
次
第
に
時
間
討
し
、
細
民
は
困
窮
丈
」
紙
め
た
り
。

松
山
叢
談
日
比

米
、
銀
札

一
匁
に
つ
き
一

合

一
勺
、
銀
札
通
用
恕
く
、
銀

一
匁
に
十
枚
挽

へ
広

々
七
川
始
め
よ
り
胤
相
殺
切
に
つ
き

米
、
肖
六
|
匁
、
ハ
友
パ
二
l

h
匁
、
小
友

h
ニ
ト
h
匁
、
あ
ら
い
之
内
匁
、

ト八
一以
斤
九
匁

七
日
川
二
十
八
什

米
川
町
札
二十
円
八
|
匁
、

そ
の
後
三

-U
ハ
|
匁
と
な
る
。

米
七
斤
五
十
匁
、
麦
eh
でけい
九
J
l
匁

ト八
一旦
六
百
五
寸
匁
、
小
豆
七
円
匁

八
片
山
川
口

↑
匁
に
つ
き
米
二
A
川
八
勺
、

'H変
円
A円

あ
ら
去
h
九日
、
大
豆
門
A
H

小
V
問
〈
川

と
あ
り
。
と
れ
に
よ
っ

て
物
川
勝
山
の
引
況
を
知
る
乙
と
が
山
来
る
り

己
に
し
て
庶
民
飢
餓
に
せ
ま
り
、
川
乞
に
山山
づ
る
者
泌
一
だ
多
し
。

北部
は
A
V
を
山
山
し
て
こ
れ
を
禁
止
し
た
が
、
餓
死
者
日
を
逐
う
て
附
加
せ

り
。
享
保
十
七
年
十

一
月
十
九
日
、
務
よ
り
老
中

へ
の
届
山
数
日
仏
よ
れ
ば

男
、
二
千
二
百
十
三
人
、
女
、
千
二
百
七
十
六
人
、
計
三
千
四
百
八
十
九

人
の
多
き
に
達
し
、
牛
馬
の
終
死
三
千
余
。
而
し
て
伊
務
全
同
の
飢
民
の
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数
は
噌
じ
ん
に
十
六
万
九
千
人
に
上
れ
り
。
か
の
伊
滋
川
内
川
刊
川
村
の
民
夫
作
丘
(

術
が
亥
袈
袋
を
枕
と
し
て
餓
必
せ
し
は
突
に
手
保
十
七
年
九
川
二
十
三
日

の
乙
と
な
り
。

務
は
そ
の
紋
一併に
〈J
力
を
傾
パ
印
し
た
り
。
そ
の
救
助
米
の
州
市
は
久
米

m

の
例
を
巧
ふ
る
に

享
保
十
七
付
末
ま
で
一

人
に
付

一
μ
三
勺
六
才

同

十

八

作
r
んい
い
よ
り

一
人
に
付
五
勺
列

同
六
日
よ
り
了
ハ
什

(
一
一け
の
以
助
米
A
門

A
十

一
一ゐ
)

し
か
し
て
、
米
以
外
の
救
助
川
は

出
、
凡
そ
二
LH
九
十
民

ご

依仁川

1
二
升
入
)

十
三
郎
へ

味
附
円
丁
目

話
部

へ
、
刊
新
若
干
、
あ
ら
め
六
百

一
白
目
、
神
山
川
革
、
ひ
じ
き
、
小
料
、

み

苧
の
く
さ
、
醤
仙
の
憎ん
、
似

(
十
郎
へ
六
十
一
ゐ
)
、
漆
の
巾
い
い
〈
(
和
気
附

以
下
八
郎
へ

-J
1
三

J
C

勺
な
り
o

u
入
、
日一f
保
十
八
竹
一
.川
に
は
阿
川
問
問

T
八

h
卜

一
泊

一
.1
問
刀
九
人
什
も

消印州
に
剣
山附
す
の
こ
れ
は
、
れ
と
し
て
訪
問
よ
り
購
求
し
た
る
も
の
な
り

と
云
う
。

山滞
t
h一松市
!一
応μ
火
は
そ
の
阿
山
内
餓
叫
凡
打
多
く
、
政再川
Y

小
行
日
の
附
献
を
以
て

享
保
十
七
山
川
ー
卜
一
一川
、
町
市
よ
り
差
控
を
命
ぜ
ら
れ
し
が
、
翌
K
叶
門
川

M

除
と
な
り
、
五
川
リ
限
に
千
せ
り
。

(船
山
議
談
)

の
り
と

寛
政
九
作
大

1
魁
あ
り
。
代
{自
大
u
uu
神
科
参
拝
、
祝
詞
を
奏
上
。

克
政
J
i
作
、
雨卜
M
M
村
大
字
が
の
州
山
地
に
餓
必
お
塔
が
恕
て
ら
れ
、
そ
の

ザ
仰
を
引
ふ
け

昭
和
九
年
の
日
午
魅

昭
和
九
年
は
冬
期
か
ら
降
雨
少
く
、
吹
上
池
に
お
い
て
も
一半
量
の

貯
水
程
度
で
あ

っ
た
が
、
植
付
期
に
な
っ
て
も
降
雨
な
く
、
各
水
利

制
作
で
は
度
々
の
会
合
を
重
ね

昼
夜
兼
行
で
回
植
の
完
了
に
努
め

た
。
而
し
九
月
に
至
る
も
、
雨
ら
し
い
雨
な
く
、
苗
代
で
出
穂
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
大
体
七
月
二
十
円
.
駒
田
被
は
終

っ
た
も
の
の
、
謎
い
水
な
く
、
稲
は
枯
死
す
る
し

回
は
止
以
内
に
屯

州
九
を
生
じ
惨
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
八
月
に
な
っ
て
も
松
水
が
な
か

っ
た
の
で
、
稲
は
m
尽
く
変
色
し
、
稔
り
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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昭
和
十
五
年
皐
害
見
舞

'
AK

県
的
に
見
て
、
開
和
十
四
年
は
、
昭
和
九
年
に
次
ぐ
早
魁
で
あ

っ
た
。
此
の
時
秋
田
県
か
ら
米
三

U
二
十
俵
、
新
潟
県
北
山
川
部
広
州

村
、
桝
井
俊
一
氏
側
人
か
ら
米
二
十
五
依
を
本
県
の
平
総
見
併
と
し

て
中
旬
附
附
さ
れ
た
の
で
、
本
村
で
は
こ
の
割
当
三
依
を
い
た
だ
き
椛
災

出
家

へ
配
給
し
た
。

翌
十
五
年
三
月
、
山
手
県
か
ら
も
同
様
な
意
味
で
二
つ
H
依
の
待
問

が
あ
り
、
本
村
へ
も
二
依
の
割
当
が
あ
っ
た
。

経
済
土
木
事
業

H
i
山小口復
旧
応
急
施
設
一
卒
業



州
和
九
竹
の
け
い
魁
と
十
句
の
風
水
引
一
口
の
限
災
農
家
救
済
の
た
め
、

政
府
に
お
い
て
は
応
む
対
策
事
業
を
起
し
た
の
で
、
本
村
で
は
事
業

主
体
を
水
利
組
作
に
km
aM
し
て
、
北
方
で
は
中
小
山
川
女
改
修
し
、
雨
ぃ刈

で
は
吹
土
地
の
版
利
寸
ぃ
事

松
倣
川
で
は
下
池

山
戸
池
の
修
約
を

吉
久
で
し
は
水
路
の
修
結
た
行
っ
た
。

叫
川
区
救
引
業

附
和
五
、

山川
川升
的
な
不
創
作
代
で
あ
っ

て

銀
行
の
川

-、、
ト

t
h

J

ノ
イ

h
L

鎖
す
る
も
の
多
数
あ
り
、

金
融
は
何
度
に
破
叩
砲
を
し
た
。
し
た
が

つ

て
出
村
で
は
棉
川
な

ι機
に
当
川
し
た
の
で

政
小
川
は
山
村
似
興
の

目
的
で
、
全
国
に
医
救
ゴ
本
事
業
を
起
し
た
。
本
村
で
は
こ

の
附

奥
松
瀬
川
に
水
谷
林
道
、
三
千
四
百
米
を
新
設
し
、

L
1
7
t
B
T
F
 

ボ

寸
λ

寸
h
h
土
l

主

池
の
修
約
を
行
い

松
制
川
で
は
県
松
池
の
胞
付

1
市
引
を
行
い
、
北

方

n
の
よ
、
水
谷
川
林
道
も
新
設
し
た
。

明
治
二
十
六
年
の
水
害
(
川
上
村
部
結
布
川
踏
に
関
す
る
抑
制
よ
り
)

明
治
二
十
九

4
十
月
稲
の
完
熟
期
に
豪
雨
が
あ
り
午
後
三
時
凶
に

な

っ
て
北
方
向
上
地

K
三
嶋
神
社
哉
の
重
信
川
た
山
が

口
五
十
米

れ
似
れ
重
信
川
の
本
流
は
祁
之
謀

せ
ん
だ
の
作
を
経
て

凶.

東
の
低
部
よ
り
南
方
の
森
部
落
を
な
め
つ

く
し
て
、

相
の
川
よ
り
表

川
に
至
る
問
、
山
も
一川
も
共
に
流
失
し
、
そ
の
流
域
凶
十
川
ι少
は
全

く
の
川
原
と
な
っ
た
。

そ
し
て
復
旧
に
当
つ
て
は
、
決
潰
場
所
に
巨

.A
で
、
丈
夫
な
れ
何

式
出
防
を
き
づ
き
、
仙
川
地
は
長
い
も
の
は
十
五
介
の
免
机
的
問
に
よ

っ
て
、
地
主
負
担
で
長
作
川
と、
多
田
辺
の
労
力
を
か
け
、復
旧
し
た
。

随
っ
て
、
此
の
被
害
地
域
に
は
、
と
り
除
い
た
石
が
各
一
山
に
山
の
よ

う
に
得
せ
ら
れ
、
訂
以
と
し
て
伐
っ
て
い
た
が
、
川
引
地
物
別
の
道
路

新
ぷ
に
利
用
し
、
取
り
の
ぞ
い
た
の
で
、
現
在
は
ん
什
一
山
に
其
の
跡
形

を
刊
に
止
め
て
い
る
。

大
正
十
一
年
の
雪
害

~ 1 1 9 ~ 

大
正
十

一
作
大
正
十

一
年
十
川
上
旬
か
ら

気
温
が
附
下
し
、
稲

の
以
川
知
が
お
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ

十
一
川
に
な
っ
て

一
夜
豆
大
の

附
川
辺
が
ら
り

稲
川仰
は
脱
杭
し

農
家
の
人
は
干
引
で
旧
の
削
仰
を
州

き
集
め
た
。
収
躍
は
巾
1

作
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
と
い
う
。

昭
和
十
八
年
の
水
害

附
和
十
八

4
七
川
下
旬
県
下
に
わ
た
る
・
隷
闘
が
あ
っ
て

近
1"1 
H 

本
村
で
は
、
章
一
信
川
の
川
、
防
が
決
潰
し
、
下
林
よ
り
花
田
村
に

.f
る

旧
州
、

家
犀
が
流
失
し、

惨
状
を
口
正
し
た
。

本
村
で
は
、
部
分
的
な
被
害
は
あ

っ
た
が
、
拝
士
一心
村
や
荏
原
村
ほ

と
で
は
な
か
っ
た
。



昭
和
二
十
年
、

二
十
一
年
の
水
害

nf1 
拘|

十

)J 

数

H
に
わ
た
っ
て
降
雨
が
統
品
目
¥

表
川
二
の

桝
よ
り
道
'
川
、
竹
久
に
五
よ
る
応
防
が
決
出
し
、
多
く
の
水
田
を
流
失

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
木
部
落
は
、

一
戸
残
ら
ず
現
在
の
と
こ
ろ
に

転
住
の
や
む
な
を
こ
と
と
な

っ
た
。

土
口
久
に
お
い

て
も
小
川
の
凶
よ
り
問
中
に
か
け
て
、

石
峨
堆
積
し
て

河
原
同
様
に
な
っ
て
し
ま
い
、
復
旧
も
絶
望
さ
れ
た
程
で
あ
っ

た
。

翌
二
十
一
介
、
出
仙
の
復
旧
が
完
成
し
な
い
う
ち
に
、
又
も
豪
州

が
あ
っ
て
、
以
前
の
流
れ

刊
は
謎
々
流
失
し、

宝
泉
川
、
渋
谷
川
、

木
谷
川
な
ど
を
始
め
、
小
川
川
の
流
域
に
多
大
の
流
失
田
を
生
じ
、

総
被
害
前
作
分
と
〈
n
わ
せ
て
、
六
十
町
少
に
も
な
り
、
村
の
紛
地
の

制
二
分
が
流
失
或
は
州
没
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
の
台
風

-d，e
川
川
H

A

凶

」

詞

'
L
I
l
-
-

F
iu
'
L
4
J

、

川川

zrl
二
『寸
コJ
4
J
j
l
j

キ
ジ
ャ
ム
リ
臥
が
あ
っ
て

稲
刈
川
は
大
被
川
市

を
受
け
、
村
の
生
注
目
以
一
万
七
円
五
十
九
ふ
の
二
割
五
分
、
又
hEl 

生一口
に
誘
発
さ
れ
た
諸
病
虫
害
を
加
え
て
、
村
の
刺
地
の
四
割
四
分
が

被
害
田
と
な

っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
の
台
風

本
村
被
害
県
大
、
金
成
家
庭
七
判

γ
法
八
判
中
住
宅
全
壊
六
、
ホー

壊
三
、
其
他
学
校
民
家
の
屋
根
瓦
飛
撒
多
数
、
稲
作
、
村
有
林
倒
木

等
の
被
害
が
あ
っ
た
。

地

震

医
王
寺
文
章
に
よ
る
と、

天
正
十
二
行
頃
、
大
地
震
が
あ
っ
て
、

殿
堂
、
岐
川
て
ん
ぷ
く
な
ど
の
記
事
を
見
る
。
又
安
政

4
小
に
大
地

震
が
あ
っ
て

7ω
釘
を
こ
わ
し
、
土
地
に
抱
裂
を
起
し
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
、

大
地
誌
が
あ
っ
て
、
村
内
各
所
の
ゐ
俺
筒
、
毛
布
法
、
家
屋
な
ど
倒
決

し
、
人
命
に
ま
で
被
告
が
あ
っ
た
。
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火

災

川
比
政
九
作
南
方
村
2
U
性
U
ハ
次
郎
納
何
よ
り
、
出
火
し
名
所
に
瓜
火

処
腕
し
、

四
十
戸
の
家
屋
が
以
燃
に
州
し
た
。
大
正
七

4
4、
釈
川
-

の
け
北
方
台
谷
山
引
間
歩
余
り
を
焼
き
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
明

治
の
初
、
絵
波
山
の
大
火
災
以
来
、

山川
々
血
什
一
山
に
あ
る
が
町
余
に
述

す
る
こ
と
は
な
い
。

第
五
章

生

物

本
村
の
生
物

本
サ
主
化
品交に

;
j
q

t

;

j

l

 
ヨ

y
山
九
二
八
メ
ー
ト
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、



槌

合
山
、
仕
山
、
経
時
ケ
獄
、

川
ヲ
燃
の
山
々
を
め
ぐ
ら
し
て
、
M
松

瀬
川
の
谷
を
抱
き
、
東
南
に
表
川
、
西
に
重
信
川
が
流
れ
、

そ
の
問

に
平
地
が
聞
け
て
川
る
の
で

問
料
々
川
原
比
例
が
児
な
り

生
物
の
鹿
煩

も
少
な
く
な
い
。
特
に
珍
ら
し
い
の
は
ド
〈
然
担
念
物
に
街
定
さ
れ
て

い
る
オ
キ
ヰ
ノ
モ
ツ
ク
で
あ
る
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
。

動

物

針
生
の
動
物
小

山川川
崎
の
矧
は

付
々
そ
の
数
や
廠
類
が
少
な
く

な
っ

て
ゆ
く

G

川
叩
乳
知
で
は
ノ
ウ
サ
ギ
、
イ
ノ
シ
シ
が
よ
く
猟
の
対
集
と
な
る
が
、
サ
ル

ア
ナ
グ
マ
、

キ
ツ
午
、
タ
ヌ
キ
も
叫
々
兄
-
つ
け
ら
れ
イ
タ
チ
、
ム
サ
サ
ヒ

、

リ
ス
、
コ
ウ
モ
リ
は
ぷ
の
日
に
も
よ
く
と
ま
る
。
少
く
て
よ
い
、不
ズ
ミ
は
m州

知
数
H
(
に
多
く
、
不

コ
を
削
い
、
ま
た
近
付
川
山
の
小
安
か
ら
イ
ヌ
を
削
う

家
も
多
い
。

山
知
で
は
ゴ

イ
サ
ギ
、
カ
モ
の
波
る
安
の
美
し
さ
が
討
を
ひ
く
、
ツ
バ
メ

に
は
さ
す
が

ω
い
た
ず
ら

f
も

T
を
山
す
こ
と
が
少
い
が
、
こ
の
く
ら
い
に

他
の
九
も
夕
、
し
た
い
も
の
で
あ
る
、
ク
マ
タ
カ
、
ハ

ヤ
ブ
サ
は
よ
く
ス
ズ
メ

を
お
そ
う
。
キ
ジ
、
カ
モ
、
ハ
卜
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ツ
グ
ミ
、
ア
ヲ
ジ
、
カ
ケ

ス
、
ホ
ウ
ゾ
口
、
モ
ズ
匂
徹
鋭
の
ほ
か
無
免
許
の
空
気
銃
に
ま
で
ね
ら

わ
れ

る。

メ
ジ

口
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ

ジ
ユ
ウ
ガ
ラ
、
ヒ

タ
キ
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
コ

マ
ド
リ
、

ク
ワ

ツ
コ
ウ
、

ウ
ク
イ
ス
、
ヒ
バ
リ
な
ど
H
H
か
ら
訪
や
歌
に
よ
く

泳
ま
れ
て
い
る
が
、
同
じ
十
川
歌

K
川
て
い
て
も

d

ホ
ト
ト
ギ

ス
や
ク
イ
ナ
な

と
の
戸
は
近
代

ω人
ιは
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
川

川
町
に
よ
く
比
か
け
る
キ

セ
キ
レ
イ
、
セ
ク
ロ
セ
キ
レ
イ
、
引
け
く
れ

ωト
ヒ

カ
ラ
ス
、
夜
の
フ
ク
ロ
ウ
な
と
私
た
ち
に
籾
し
い
も
の
で
あ
る
。

以
矧
で
は
コ
イ
、
フ
ナ
、

ハ
ヤ
、
モ
ツ
コ
、
ト
ジ

ヨ
ゥ
、
シ
7

ド
ジ

ョ
ウ

ナ
マ
ズ
、
ア
ュ
、
ヒ
メ

マ
ス
匂
が
あ
る
。

川川
と
い
っ
て
も
以
も
抑
制
の
多
い
の
は

μ公
知
で
あ
る
。

ツ
バ
メ
が
来
、
ナ
夕
、
不
の
花
が
麦
の
緑
に
映
え
る
頃
ピ
は
ま
ず
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
、
キ
チ
ョ
ウ
、
キ
ア
ゲ
ハ

、
ス
ヂ
ク
ロ
チ
ョ
ウ
な
と
な
ど
が
が
の
舛

を
始
め
る
。
や
が
て
ア
ヲ
ス
ヂ
ア
グ

ペ

ク
ロ
ア
グ
ハ

、
オ
ホ
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ

ョ
ウ
モ

ン
が
柊
快
に
空
を
か
け
り
、
鍛
か
げ
に
は

ジ
ヤ
ノ
メ
チ

ョ
ウ
、
コ
ヂ

ヤ
ノ
メ
、
ミ
ス
デ
チ
ョ
ウ
、
コ
ミ
ス
ヂ
、
ア
カ
タ
テ
ハ

、
ヒ
オ
ド
シ
チ

ョ
ウ

、

サ
カ
サ
ハ
チ
モ
ン
ン
、
協
の
小
か
げ
に
小
川
ゅ
の

シ
ジ
ミ
チ

ヨ
ウ
、
ク
イ
ミ
ヨ

ウ
セ
セ
リ
な
と
が
戊
ひ
た
っ
。

ア
シ
ナ
カ
パ
チ
、
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
、
ク
マ
バ
チ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
、

ン
カ
パ

チ
、
ル
リ
パ

チ
、
ミ
ツ
バ
チ
が
花
か
ら
花

へ
忙
し
い
。

川
中
山
山
の
ー
は
抑
1
1
の
けけ
か
ら
め
で
ら
れ
た
ず
マ
ム

シ
で
あ
ろ
う
。

コ
メ
ツ

『
ム
シ
、

ハ
ネ
カ
ク
シ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
と
色
山
即
日
〈
に
め
づ

ら
し
く
ぷ
し
い
も
の
が
多
い
の
は
乙
の
仙仰山
で
あ
る
。

川
州
に
ヨ

ト
ウ
ム
シ
、

ア
ブ
ラ
ム

シ、

テ
ン

ト
ウ
ム
シ
タ
7

シ
、
カ
メ
ム

シ
、
カ
ナ
ブ
ン
、
つ

つ
い
て
ズ
イ
ム
シ
、
ッ
7

ク
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
ウ
ン
カ
な

ど
が
か
ら
r

ぷ
に
か
け
て
は
宙
虫
駅
除
に
忙
し
い
。

山本
の
けg
M

虫
、
コ
キ
ブ
リ
、
シ
ミ
、
イ
エ
川
イ
、
シ
マ
バ
イ
、
ル
リ
バ
イ
吋
J

の
ハ

イ、

ヤ
ブ
カ
、
ア
カ
イ
エ
ヵ
、

ハ
マ
世
ラ
カ
ザ
サ
は
け
取
も
多
く
ζ

れ
匂
の

駅
除
は
午
前
の
術
性
化
近
代
化
の
第

一
歩
と
し
て
の
急
務
で
あ
る
。

H

川
代
に
水
が
は
ら
れ
る
と
ツ
チ
ガ
エ
ル
、
ト
ノ
サ
マ
カ
エ
ル
、
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ヒ
キ
ガ

ヱ



ル
、
ア
マ
ガ
エ
ル
が
叫
を
付
制
聞
に
耐
を
よ
ぷ
。

渓
流
に
工
h

を
こ
ろ
ば
せ
る
、
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
に
、
タ
ゃ
み
が
せ
ま
れ
ば
、

ゲ
ン
ヂ
ホ
ヲ
ル

、
へ
イ
ケ
ホ
タ
ル
が
れ
円
い
灯
を
木
市
に
美
し
く
乱
れ
さ
せ

る
、
が
凹
月
初
回
引
か
ら
一
闘
の
夜
や
、
明
方
、
川
端
の
草
や
一
ゐ
と
い
は
ず
、
道

路
に
ま
で
心
い
上

っ
て
く
る
、
尻
に
火
を
つ
け
た
毛
虫
が
乙
の
伎
の
幼
虫
で

あ
る
こ
と
。
卯
も
光
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
人
も
多
い
。

キ
チ
ヨ
ヅ
も
こ
の
頃
は
、
羽
先
の
間
前
い
ぷ
型
と
な
り
、
ル
リ
タ
テ
ハ

、
ベ

ニ
シ
ジ
ミ
、
イ
チ
モ
ン
ジ
、
キ

マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ケ
チ
ョ
ウ
勾
が
春
の
蝶
に
代
っ

て
山
て
く
る
n

ヤ
ン
マ
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ

、
ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン

ボ
、
シ
オ
カ
ラ

ト
ン
ボ
、
オ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
、
ィ
ト
ト
ン
ボ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
ッ

ノ
ト
ン
ボ
、
へ
ヒ
ト
ン
ボ
は
初
夏
の
爽
快
を
思
わ
せ
る
が
、
本
絡
的
な
以
を

代
表
す
る
も
の
は
仰
で
あ
ろ
う
。

ハ
ル
ゼ
ミ
に
始
ま
っ
て
、

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ク
7

ゼ
ミ
、

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
は
以
の
王
将
で
あ
る
。

ミ
ン
ミ
ン
が
、
ヒ
ク
ラ
シ
に
ツ
ク
ッ
ク
ボ

l
シ
に
か
わ
る
と
よ
う
や
く
秋

が
訪
れ
て
く
ろ
の

河
原
の
焼
け
つ
く
砂
胤
に
ま
だ
、
ア
リ
ヂ
コ

ク
が
ア
リ
を
伺
っ
て
い
る
o

H
中
の
炎
熱
が
よ
っ
て
、、

タ
風
の
立
ち
始
め
る
頃
オ

ニ
ク
モ
、
ジ
ヨ
円

グ
モ
、
ク
サ
ク
モ
、
チ
グ
モ
な
ど
が
網
を
張
っ
て
符
て
ば
、
燈
火
を
し
た
っ

て
、
フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
、
ャ
7

7

ィ、

ス
カ
シ
パ

、
ア
ケ
ヒ

コ

/
ハ
の
煩
か
ら

ヨ
ト
ウ
ガ
、
ヵ
ノ
コ
ガ
、
ズ
イ
ム
シ
ガ
、
ハ
ア
リ
、

ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
、
ホ
シ

カ
ミ
キ
リ
、
カ
ナ
ブ
ン
或
は
、
水
生
の
グ
ン
ゴ

ロ
ウ
、
ミ
ズ

ム
シ
、
タ
ガ
メ

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
ガ
ム
シ
、
タ
イ
ユ
ウ
チ
な
と
が
、
網
を
く
ぐ
っ
て
只
聞
の
水

遊
び
に
放
れ
た
子
勾
の
枕
辺
に
ま
で
よ
っ
て
く
る
。

州制
似
を
わ
け
で
ホ
刈
る
頃
、
シ
7

へ
ヒ
、
ア
ヲ
グ
イ
シ

ヲ
ウ
、
ヤ
マ
カ
カ

シ
、
7

ム
シ
に
肝
を
冷
や
す
こ
と
が
あ
る
が
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
へ
ヒ
な
ど
胞

虫
知
は
別
に
宝
ロ
も
し
な
い
が
嫌
ふ
人
が
多
い
。

イ
ナ
ゴ
、
パ

ツ
夕
、
シ
ョ
ウ
リ
ウ
パ
ツ
夕
、
ト
ノ
サ
マ
パ
ツ
夕
、
が
そ
ろ

そ
ろ
秋
の
お
と
づ
れ
を
忠
わ
せ
る
。

ア
カ
ト
ン

ボ
が
瓜
び
か
い
、
州
制
タ
Jm
叩
し
く
な
る
頃
秋
の
夜
長
を
廿
却
に
す
だ

く
虫
は
、
キ
リ
ギ
リ

ス
、
ウ

マ
オ
イ
ム
シ
、
ス
ズ
ム

シ
、
マ

ツ
ム
シ
、
コ
ホ

ロ
ギ
、
な
と
で
あ
る
。
ク
ツ
ワ
ム
シ
は
桧
皮
峠
か
ら
東
に
多
く
、
平
地
叫
岬
に

は
不
思
議
に
円ん
ら
れ
な
い
。

山
ム
の
泊
日
の
お
と
ろ
え
と
共
に
生
物
は
、
糸
、
の
似
り
に
つ
い
て
行
く
。
ミ
ノ

ム
シ
、
カ
マ
キ
リ
の
卵
、

イ
ラ
ガ
の
ま
ゆ
、
な
ど
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
冬
越

の
姿
で
あ
る
。
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植

物

村
を
貫
く
国
道
に
立
っ

て
先
づ
私
た
ち
の
自
に
つ
く
も
の
は
西
重

日仁
川
川
、
南

表
川
土
民
の
ク

ロ
マ
ツ
の
巨
樹
の
並
木
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
私
達
制
先
の
治
水
の
た
め

の
苦
心
を
物
語
っ

て
い

る
。

ク
ス
、
カ

ν
、
ν
ィ
、
ム

ク

エ
ノ
キ
、
な
ど
の
暖
帯
林
を
代
表

す
る
市
緑
樹
は
村
の
各
所
の
神
社
仏
閣
の
域
内
や
村
の
要
所
に
或
は

森
を
作
り
或
は
巨

大

な

姿
を
張
っ

て
人
々
の
目
じ
る
し
と
な

っ
て
い

る。



村
内
に
あ
ろ
代
ぷ
的
な
い
樹
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

n

北
ん
か

1
4
ω
ト
チ
の
本

向
上
士
山
仲
川
の
ク
ロ
マ
ツ

北
ト
刈
仰
向
州
引
の
ク
ス

士
川久
長
内
水

iJω
ピ
ヤ
ク
シ
ン

松
瀬
川
長
川
守
の
イ
テ
フ

次
に
目
を
北
に

wwす
と
向
上
か
ら
必
瀬
川

へ
述
る
北
ん
の
山

々
を
お
ほ
ふ

ア
カ
マ
ツ
の
林
が
似
の
中
に
亦
い
併
を
礼
状
べ
て
い
る

U

秋
の
同
7

ツ
亨
ケ
を
沢
山
に
山
す
乙
と
も
さ
こ
そ
と
う
な
づ
か
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
の
他
杉
、
段
、
ム
ロ
匂
の
釧
必
樹
の
林
を
綴
っ
て
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、

ク
リ
、
サ
ク
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、

ニ
レ

、
ウ
ル
シ
、
ハ

ゼ
、
フ
ン
、
イ
テ
フ

、
ク

ル
ミ
、
な
ど
の
澗
必
樹
が
芥
は
納
え
る
若
葉
に
、
秋
は
美
し
い
も
み
ち
を
い

ヲつ
ν」
守令
。

其
の
他
山
に
多
く
戊
っ
て
い
る
。
本
に
は
、
ヤ
ナ
ギ
、
ツ
グ
、
ノ
ブ
、
ネ

ム

/
木、

エ
ン
ジ
ュ

、
サ
ン
ジ
ユ
、
ブ
ヨ
ウ
ブ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ツ
バ
キ
、
ケ

ン
ポ
ナ
シ
、
ア
ヲ
キ
、

ク
ロ

カ
ネ
モ
ト
キ
、
カ
シ

ワ
、
勺
が
あ
る
。

必
瀬
川

M
山
に
は
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、

ニ
カ
タ
ケ
匂
も
多
く
モ
ウ
ソ
ウ

ω

竹
簸
も
多
い
η

ま
た
、

コ
ウ
ゾ
、
ミ
ツ
マ
ヲ
、
チ
ャ
、
シ
キ
ミ
、
写
の
栽
培
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。

十
問
刀
の
山
h
、
に
は
烈
、
み
か
ん
等
の
栄
樹
闘
が
山
か
れ
、
こ
れ
ら
の
闘
の

堺
や
家
々
の
小
川
に
は
杉
の
他
カ
ラ
タ
チ
、
ホ
ソ
パ
ノ
ト
キ
ワ
サ
ン
ザ
シ
、

の
ほ
か

ノ
バ
ラ
、
な
と
も
刑
い
ら
れ
る
。

山
掛
か
ら
問
中
の
陥
伐
に
は
凹
季
さ
ま
ざ
ま
の
草
が
あ
る
。
森
の
七
市
を

つ
じ
凶
は
町
山
は
ま
だ
ペ
ー
や
氷
に
附
さ
れ
て
い
る
が
、
ん
か
の
か
す
か
な
お
と

づ
れ
は
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、ノ
ミ
ノ
フ
ス
7

、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
の

か
す
か
な
花
に
は
じ
ま
り
、
ス
ミ
レ

、
サ
ギ
コ
ケ
、

ハ
ル
ノ
ノ
グ
シ
、

ニ
ガ

ナ
、
ジ
シ
バ
リ
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ア
ザ
ミ
¥
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
、
サ
ワ
オ
ク
ル
7

、

句
と
と
も
に
春
も
た
け
な
わ
と
な
る
。

ス
イ

パ
、
キ
シ
ギ
シ
、
チ
ガ
ヤ
匂
は

了
供
等
の
ま
ま
ご
と
材
料
と
な
り
、
ツ
ク
シ
、
ワ
ラ
ビ
、

ゼ
ン
マ
イ
は
容
の

mωiyと
し
て
食
脈
を
賑
わ
す
。

ぷ
に
な
る
と
畑
に
は
、
ス
ベ

リ
ヒ
ユ
、

ス
ズ
メ
/
テ
ツ
ポ
ウ
、
カ
モ
ジ
ク

サ
、
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、

ニ
ワ
ボ
コ
リ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
ト
ク
ク
ミ
、
ツ
ユ
ク
サ

メ
ヒ
ジ
ワ

、
コ
フ
ナ
グ
サ
、

ア
レ
チ
ノ
ギ
夕
、
句
、
次
か
ら
次
へ
と
っ
て
も

と
っ
て
も
生
え
て
く
る
。

可
憐
な
山
か
げ
の
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
や
、
ウ
ツ
ポ
ク
サ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
河
原

に
は
マ
ツ
ヨ

イ
ク
サ
、
ヒ
ル
ガ
オ
な
と
が
花
を
つ
け
る
。

水
中
に
は
フ
サ
モ

、

マ
ツ

モ
、
キ
ン
ギ
ョ
モ
や
ア
ヲ
ミ
ト
ロ
が
戊
る
。

秋
の
め
れ
ば
七
市
の
キ
キ
ョ
ウ
か
ら
は
じ
ま
り
カ
ル
カ
ヤ
、
オ
ミ
ナ
ヘ
シ

ク
ス

、

ハ
ギ
、

ス
ス
キ
、
ナ
デ
シ
コ
は
冬
の
凶
ま
で
仙
川
原
の
士
山
に
は
衰

え
も
せ
ず
咲
い
て
い
る
。

ヨ
メ
ナ
、
リ

ン
ド
ウ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
、

ミ
ス
ヒ
キ
草
は
七
草
に
も
劣
ら
ず

か
わ
い
ら
し
い
花
で
あ
る
、
β
円か
ら
つ
づ

い
て
オ
イ
ジ
ワ
、
メ
イ
ジ
ワ
、
コ

フ
ナ
ク
サ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
ヌ
カ
キ
ピ
、
チ
カ
ラ
シ
バ

、

ハ
ッ
カ
、
ミ
ゾ

ソ
パ
は
水
を
+
治
し
た
問
の
畔
を
出
め
て
い
る
。

山
や
刑
判
か
ら
侃
へ
る
人
の
す
そ
に
、
イ

ノ
コ
ズ
チ
、
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
セ
ン

ニ
ン
ク
サ
、

ス
ス
ピ
卜

ハ
ギ
、
メ
ナ
モ
ミ
、
チ
ヂ
ミ
グ
サ
の
突
が
く
っ
つ
い
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て
い
る
n

川
上
校
庇
に
川市
ぷ
ア
メ
リ
カ

ス
ズ
カ
ケ
の
一
風
変
っ

た
実
と
そ
の
利
子
の

と
び
方
と
共
に
小
川
下
校
で
刊
行
っ
た
児
科
の
一
vr

」
ま
が
思
い
山
さ
れ
る
。

秋
の
山
ty
に
は
ヤ

マ
ノ
イ
モ
、
ア
ケ
ビ
の
%
な
と
も
少
く
な
い
。
此
に
は

必
到
、
ク
ロ
コ

、
シ
メ
ジ
、
ハ
ツ
タ
ケ
、
コ

ウ
タ
ケ
、
勾
が
あ
る
。

楽
用
枯
刷
物
に
は
ア
カ
ネ
(
然
さ
ま
し
)
リ
ン
ト
ウ
(
熱
さ
ま
し
)
オ
オ
バ

コ

(
せ
き
止
め
)
セ
ン
プ
り
(
門
焔
)
ゲ
ン
ノ
シ

ョ
ウ
コ
(
下
例
化
)
ド
ク

ダ
ミ

(
利
尿
)
等
が
H
け
か
ら
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
ら
の
ぺ
物
は
滞
の
同
に
も
よ
く
と
ま
る
。
ご
く
出
屈
の
も
の
を
あ
げ

て
み
た
だ
け
で
あ
る
の

表
川
原
か
ら
、
水
問
や
畑
、
山
側
の
池
や
泉
、
山
境
の
山
々
か
ら
、
…災
Mm

瀬
川
の
谷
々
匂
を
、
く
ま
な
く
た
ず
ね
た
ら
、
ま
だ
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な

い
利
矧
も
あ
る
で
あ
ろ
う

(
た
と
え
ば
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
な
ど
の
よ
う
に
)

私
た
ち
が
心
な
く
けん
す
ご
し
て
い
る
木
間
の
、
成
は
道
ば
た
の
木
た
ま
り

の
木
の

一
滴
を
、
顕
微
鋭
一
卜
に
う
か
が
う
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
仏
工
の
織
物

に
も
劣
ら
ぬ
ア
ヲ
ミ
ド

ロ
の
繊
叫
抑
制
胞
の
美
し
さ
や
、
緑
色
の
色
素
休
を
川

則
必
し
く
、
そ
の
透
明
な
体
に
円
つ
ず
つ
叫
べ
て
、
水
中
を
ふ
る
う
よ
う
に

回
転
巡
勤
し
て
行
く
ゴ
ニ
ウ
ム
宅
の
単
細
胞
生
物
の
い
じ
ら
し
い
妥
に
思
わ

ず
感
歎
の
声
を
発
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

天
然
記
念
物

オ
キ
チ
モ
ズ
ク

下
〈
然
記
念
物
メ

キ
テ
モ

ズ
ク
は
淡
水
障
の
紅

磁

の
一

一般
で
あ
る
。

学

名
を
ネ

マ
リ
オ
ノ
プ

V
ス
、

ト
ル

ツ
オ
す
と
い
う
。
昭
和
十
三
介

愛
媛
県
の
生
物
苧
の
権
威

松
山
高

校
の
八
木
繁
一
先
生
に
よ

っ
て
発

見
引

先
さ
れ
、

m和
十
九

4
九
日
ハ
二

十
九
日
国
の
天
然
記
念
物
に
桁

定
さ
れ
た
。
世
界
中
で
川
上
村

と

熊

本

県

と

た

だ

二
ケ

所

だ

け

し

、、
l
k

、
0

・
刀
ふ
臼
し

学

問
上
非
市
に
珍

ら
し
い
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

お
汁
口
の
伝
説

(伝
説
の
柄
引
参
照
)
で
知
ら
れ
た
山
久
部
第
「
お
き
ち
泉
」

の
流
れ
口
か
ら
下
方
約
門
百
メ
ー
ト
ル
の
閥
、
い
は
み
に
お
お
わ
れ
た
一日
い
淀

防
と
屯
信
川
の
河
床
を
く
ぐ
る
川
町
梨
と
で
、
円
陰
と
な
っ
て
い
る
と
乙
ろ
に

だ
け
、
浅
い
流
れ
の
中
の
小
石
に
作
え
て
い
る
。

向
付
十

一
月
初
め
に
発
休
し
て
一
川
の
中
凶
か
ら
二
月
初
め
に
か
け
て
以

も
戊
り
三
月
こ
ろ
に
は
大
方
は
な
く
な
る
が
ナ
市
は
問
、
ド
九
日
け
ま
で
伐
っ
て

い
る
乙
と
も
あ
る
。

政
い
紅
褐
色
の
何
本
に
も
校
分
れ
し
た
糸
状
の
粘
り
の
あ
る
鋭
で
あ
る
。

μさ
は

h
l
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
い
の
は
問

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も

あ
っ
て
、

一
市
に
水
に
な
び
い
て
い
る
紋
は
お
i

円
の
田
町
笈
を
関
心
わ
せ
る
。

体
の
表
市
川
に
胞
子
が
山
来
て

乙
れ
で
ふ
え
る
。

こ
れ
に
似
た
柏
物
は
川
界
で
フ
イ
リ
ツ

ピ
ン
の
パ
タ
ー
ン
半
仏
に
あ
る
だ

け
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
熊
本
山
に
チ
ス

ジ
ノ
リ
と
い
う
オ
キ
チ

モ
ズ
ク
に
よ
く
似
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
北
海
道
大
学
の
山
田
教
授
が
実
地

に
川
代
し
比
鮫
研
究
せ
ら
れ
た
と
乙
ろ
チ
ス
ジ
ノ
リ
で
は
な
く
て
オ
キ
チ
モ

ズ
ク
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

こ
れ
で
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
の
必
地
は
二
ケ
所
に
な
っ
た

G

私
達
は
乙
の
此
屯
な
帥
刷
物
を
持
つ
こ
と
を
誇
り
と
し
、
大
切
に
し
て
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ぬ
。
同
時
に
泣
く
ま
で
こ
の
よ
う
な
珍
ら
し
い
も
の

も
知
ら
れ
ず
に
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
も
っ
と
も
っ
と
郷
土
の
向
然
に
つ
い
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て
も
研
究
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

薬

肘
仙
他
物

本
付
は
寸
川
一地
と
山
間
地
引
と
で
気
似
皮
が
迫

っ
て
い
て
、
'H然
、
ベ
ムM

す
る
捕
物
に
も
差
兇
が
あ
る
。

3
ん

さ

ら

い

お

お

れ

ん

弓

ど

し

ゃ

く

や

く

ま

た

た

び

ふ

し

深
山
に
は
、
山

帰

来
、
故

辿
、
独

活

、

初

来

、
木
天
多
、

.hm子、

ま
け
U

せ
ん
.
ふ
り

木
通
、

ニ
ハ
ト
コ
、
サ
ン
シ
ヨ
、
当

楽

其

の

他
何
々
あ
り
、
半
川
地
に
は
、

“
お
ば
ニ

ヲ
〈
ら

ぃ
半
前
子
、
桜
、
ホ
l
ズ
キ
、
山
雨
天
、
ハ
ブ
品
午
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

、
。
ン

ポ
ポ
、
ト
ク
タ
ミ
ヨ
モ
ギ
、
桑
、
ハ
ト
ム
ギ
、
ホ
|
ズ
キ
、
ハ
コ

ベ
、
け
(の

他
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
訓
の
自
に
も
、
よ
く
と
ま
る
こ
く
昨
日
通

ωも

の
を
、
あ
げ
て
み
た
だ
け
で
あ
る
。
左
に
H
A
氏
作
製
の
柴
革
の
色
々
を
収
録

し
て
山
厄
こ
う
。

セ ( グア| ι川ん
三 ; / 川

ンコ/
シシケ 物

ク

ン

一
ノ、

，jo ハク
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コ
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umρ 

ゴょ
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色
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7"¥ I } J 
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~ij5 I竺
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ゾ
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ワ
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cj.9 ::J ス
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ナ
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ベ

タ
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川

ニ
ト
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カ
グ
ボ
シ
ニ
ス

全

世
H
↓
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則
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リ
カ
グ
ポ
シ
ト

ス

阪
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花

υ

川
ニ
水
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ト
シ
カ
グ
ボ
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ト
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ぷ

集

開
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時
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取
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ボ
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ト
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ぷ
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川
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シ
タ
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ツ
テ
用
フ

カ
グ
ボ
シ
又
ハ
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仕
業
ヲ
ソ
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7

7

食
用

皮
ヲ
ハ
ギ
卜
リ
カ
ワ
カ
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成
熟
シ
タ
ル
モ
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カ
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ボ
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マ
リ
大
キ
ク
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イ
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ノ
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田
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ヲ
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シ
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7
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l
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M
M
ハ

(
注
志
)

て

一
併
し
人
切
ナ
コ
ト
ハ
係
収
/
時
李
ヲ
桜
ラ
ヌ
コ
ト
。
時
李
ヲ
誤
ル
ト
収

戸
出
力
以
シ
ク
リ
品
質
、
ガ
必
ク
ナ

ル
、
シ

夕
、
カ
ツ
テ
薬
効
モ
減
ズ
ル
ヨ
ウ
ニ

ナ
ル

。

二
、
大
休
ニ
於
テ
花
ハ
開
花
中
ニ
、

葉
茎
ハ
ヨ
ク
繁
茂
シ

テ
ヰ
ル
夏

ニ、

収

ハ
ヨ
ク
ト
先
巾い
よ
ω
ノ
晩
秋

-一、

民
主
ハ
熟
シ
秋
ニ
採
収
ス
ル
ガ
ヨ
ィ
。

三
、
収
集
シ
テ
米
タ
モ
ノ
ハ
作
ノ
7

7

用

フ
ル
場
へ
円
ハ
別
卜

シ
テ
出
通
ハ
山
首

乾
燥
ス
ル

ガ
、

コ
レ
ガ

一
革
命
簡
単
で
効
果
的
デ
ア

ル
。

問
、
他
物
性
薬
ハ
凡
テ
合
服
球
団
パ
ヲ
鰍
フ
カ
ラ
士
山
術
矧
ヲ
用
ヒ
煎
ジ
ル
叫
川

ハ
l
l
二
十
分
写
卜
一五
フ
ハ
凡
テ
沸
騰
シ
テ
カ
ラ
ノ
時
間
テ

ス
。

但

三

一A
円
/
氷
ヲ
入
レ
テ
煎
シ

一
合
ト
ス
ル
場
企
ハ
分
間一旦
テ
見
ル

。

h
、
州
市
浪
ハ
ア
ツ
イ
内
ニ
フ
ウ
フ
ウ
吹
キ
ナ
ガ
ラ
版
ム
む
ガ
効
果
ガ
多
イ
ω



第

編

人

文

第

二

早

沿

革

(一)

村
の
あ
け
ぼ
の

悠
久
の
品

霊
的
ぶ
鎚
の
嶺
に
あ
か
つ
き
の
光
が
さ
し
は
じ
め
た
頃
、
北
方

の
山
の
鎚
に
は
朝
げ
の
煙
が
あ
が
り
始
め
た
。

見
下
す
南
西
の
あ
た
り
は

ま
だ
拓
か
れ
な
い
扇
状
地
に
、
制双

筋
か
の
川
が
流
れ
て
い
る
。

ま
も
な
く

μ
の
や
じ
り
の
つ
い
た
弓
矢
を
持
ち
、
山
へ
狗
に
ゆ

く
も
の
や

ゐ
出
丁
を
も
っ
て
、
苦
心

の
末
よ
う
や
く
、
こ
の

土
地
に
育
つ
よ
う
に
な
っ
た
稲
を
刈
り
と
る
た
め

い
そ
ぐ
人

々
の
去
が
見
え
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
古
の
わ
が
村
の
姿
を
、
私
達
は
海
上
の
山
や
主
浪

か
ら
岡
山
り
出
さ
れ
た
石
の
や
じ
り
や

〔註
l
〕
石
庖
丁
や

〔註
2
〕
土

器
「註
3
〕
に
よ

っ
て
、
想
像
す
る

こ
と

が
出
来
る
。
そ
う
し
て
円
一の

上
、
宝
泉
に
あ
る
古
墳
や
大
宮
社
の
前
方
後
円
の
古
境
都
や
〔註
4
〕

斗誌
φ 

@
 

作
間
似
胸

上
一
福
寺
に
至
る

の
の

λ
ν
い

す
な

存
在

現
現

@
⑨
 

⑫ 
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そ
の
北
方
に
か
け
て
あ
っ
た
多
数
の
よ
こ
ー一八の
山
凶
跡
〔引
5
〕
に
よ

大
i
u
uN
内
及
北
s
M
十
日
頃
川
見
収
同

り
、
当
時
の
人
々
が
、
今
の
北
方
の
山
館
か
ら
大
宮
川伯
附
近
に
派
結

を
な
し
て
、
住
ん
で
い
た
こ
と
が
お
し
は
か
ら
れ
る
。

か
く
悠
遠
の
原
始
時
代
に
川
上
の
地
は
払
け
て
い
っ
た
の
で
あ



冷

nH
A
孝
一
同
士
宮
早
稲
骨
冷
T

t
t停
止

ま

3
々
f
J2
4・

h

ド
企
均

常
時
五
多
，命
的
T
忠
長

川
・仰
木
宮
H
H
F
.2

£

る〔註
〕

行
の
や
じ
り

川上告11 社~ !~境 11\ 二1:. 11~~1 

ト八
字
北
方
宝
泉
の
北
方
の
日
に
あ
る
州
か
ら

数
多
く
発
見
。
多
く
は
れ
製
で
あ
る
。

jt 

O 
• 0 0 
o 0 t'i 

0 " 
O 

w. 
市 z

明治以前の川上駅及屋号

t図

天
保
二
年
八
月

大
宮
吐
石
段
往
路
人

一

鍵
庄
仁
兵
エ

一、

偏向
鳥
屋
質
問
町

一
、
夜
産
自
右
ヱ
門

一

供

肝
哩
半
成
良

一、

島
屋
冒
忍

一
米
国
屋
砂
章

一
=
一
再
壇
相
手

-'ddlh 
i自

|リj治以 liijの 川 上 駅 及 b1 ~~ 
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2 

-L
庖
丁

(行
小
刀
)

海
上
の
山
川

(
渡
部
四
郎
所
有
)
カミ

ら

一
個
発
見
。
打
製
の
も
の
で
あ
る
。

3 

土
器

-h
泉
の
新
池
工
事
中
発
見
。
破
片
で
あ
る
が
、
紋
様

も
明
か
で
、
三
極
類
あ
っ

て
弥
生
式
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。

4 

ト
」
地

け
の
上
の
山
上
に
塚
山
八
と
よ
ば
れ
、
巨
行
を
残
し
て

い
る

0
1・H
水
の
渡
部
政
義
氏
宅
西
南
の
森
に
口
石
あ
り
、
古
川
川

と
忠
わ
れ
る
。

5 

大
宮
仲
村
J
L
U

以

前
方
後
円
式
古
助
で
長
さ
二
十
一
問
削
十

二
問
、
高
さ
三
聞
で
、
内
部
は
行
榔
で
あ
る
。
大
正
二

4
発
掘

の
際
の
出
土
品
は
土
器
約
八

O
、

専i手

刀
剣
二
、
杏
集
四

ム
球
環
銀
数
個
、
弓
欠
等
で
古
凶
上
に
は
雑
木
茂
り
、
同
四
に
は

本
酬
を
め
ぐ
ら
し
、
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(~ 

拓

け

ゆ

く

村

小
品
八
に
於
て
大
和
朝
廷
の
勢
'H
川
が
昨
立
さ
れ
る
と
、
い
放
の
固
に

は
五
つ
の
国
造
が
任
命
さ
れ
た
。

そ
の
中
小
市
の
国
造
で
あ
っ
た
子
致
命
は
、
こ
の
固
に
定
住
し
て

越
智
氏
の
机
と
な
り

そ
の
子
孫
は
豪
族
と
し
て
栄
え
て
来
た
が

二
十

一
代
目
の
玉
滋
は
分
れ
て
、
瓶
ι

い
水
郡
一
川
町
の
地
に
住
ん
で
何
野

氏
の
机
と
な
り
、
こ
こ
に
伊
旗
第
一
の
名
門
が
誕
生
し
た
。
こ
の
凶

(
和
銅
五
年
)
伊
橡
の
固
に
十
四
郡
を
置
き
、
七
十
二
郷
を
設
け
た

小
に
、
久
米
郡
余
戸
郷
野
々

μ
邑
が
あ
る
こ
と
が
、
久
米
L

一仙
〔
片山
〕
l

に
見
え
て
い
る

(
異
説
あ
り
〔
註
〕
2
)
之
が
わ
が
村
が
股
火
に
あ
ら

わ
れ
た
始
で
あ
る
。

吏
に
野
々

口
が
一但
武
じ
人
皇
の
延
脳
二
十
三

4
に
な
る
と、

川
之
内

と
野
々

口
に
分
れ
〔
註
〕
3
、
然
し
て
そ
の
野
々
U
は
、
北
方
昧
似
川

南
方
よ
り
な
る
と
あ
る
を
み
る
と
、
山
沿
い
の
松
瀬
川
方
州
や
、
一蹴

状
地
端
で
あ
る
南
方
方
耐
も
、
よ
う
や
く
開
拓
が
す
す
み
、
名
所
に

小
さ
い
な
が
ら
も
楽
落
が

形
づ
く
ら

れ
て
、
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ

~ 129 ~ 

コ
部
落
が
形
成
さ
れ
る
と
人
々
は

そ
の
れ
つ
の
山
旧
作
を
祈
り
、
生
命

の
安
全
を
希
っ
て
政
J

」
の
凶
仰
を
ま
つ
り
、
司
院
を
組
立
し
て

IL、
の

拠
り
ど

こ
ろ
か
」
求
め
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
ゆ
か
り
を
誌
と
し
て

開
桁
の
あ
と
を
こ
れ
ら
の
仲
村
や
守

院
の
縁
起
に
求
め
て
み
よ
う
。

原
始
時
代
に
大
き
な
楽
落
が
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
北
方
の
地
却
に

は
、
さ
す
が
に
早
く
か
ら
文
化
が
進
ん
だ
と
見
え
、
文
武
天
皇
の
御

山
、
医
王
寺
山山
立
の
記
録
が
ら
り
、

X
製
武
天
皇
の
夫
一半
七
年
に

北
方
協
じ
入
社
阿
佐
の
棟
札
が
〔一
一社
〕
4
伐
っ
て

い
る
。



そ
う
し
て
此
辺
一
帯
の
地
は
河
野
家
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ら
し

く
、
松
瀬
川
上
福
寺
を
小
子
玉
純
が
建
立
し
た
り
、
河
野
氏
の
氏
神

で
あ
る
大
山
抵
神
社
を
、

一
郷
一
宮
と
い
っ
て
そ
の
勢
力
下
の
郷
に

設
け
た
時
、
わ
が
海
上
に
一
宮
三
島
大
明
神
を
造
営
し
た
。
〔
註
〕

5
0

河
野
氏
は
民
政
に
よ
く
留
意
し
て
、
仙

一
三

O
七
年
に
野
口
保
の
荒

地
を
医
王
寺
の
荘
固
と
し
て
、

寄
贈
し
開
拓
さ
せ
た
り
し
た
。

こ
の
頃
に
は
南
方
の
衆
落
は
相
当
大
き
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
こ

と
は
、
以
前
三
軒
屋
船
野
城
主

と
し
て
お

っ
た
卿
口
発
氏
〔註
〕
6

(
新
田
の
一
族
)
が
退
官
し
て
、

野
口
郷
に
住
ん
で
高
須
賀
氏
と
な

っ
た
が
、
そ
の
曽
孫
一発
倫
と
い
う
も
の
が
、

南
方
板
戸
邑
主
と
な

っ

て
、
後
小
松
天
皇
の
応
永
二
年
紀
州
熊
野
権
現
を
勧
請
し
て
、
竹
の

鼻
に
熊
野
神
社
を
作
っ
た
こ

と
や
、
こ
れ
と
同
時
代
に
横
流
権
現
を

改
め
吉
井
神
社
が
造
営
さ
れ
た
な
ど
か
ら
、
批
察
す
る
こ
と
が
で
き

る

然
し
こ
の
中
、
山
里
吉
久
方
面
の
開
拓
は
す
こ
し
お
く
れ
た
ら
し

い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
山
里
の
氏
神
が
則
之
内
三
島
村
刻
で
あ
る
こ

と
は
、
昔
仙
里
方
市
の
と
川
地
を
聞
い
た
の
は
則
之
内
出
身
の
人
々
で

あ
っ
た
故
だ
と

玄
う
占

老

の
言
や
、
戦

国

時
代
頃
、
士口
久
村
州
川

に
、
大
西
八
兵
衛
正
次
が
荒
地
を
開
墾
し
、
そ
の
技
後
大
西
大
明
神

と
把
ら
れ
た
と
云
5
、
碑
文
か
ら
証
こ
だ
て
ら
れ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
わ
が
川
上
村
の
開
拓
は
現
在
の
川
上
町
、
北
方
、

前
松
瀬
川
方
.面
よ
り
南
進
し
て
、
天
正
十
五
年
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て

五
十
七
代
一
千
七
百
有
余
年
続
い
た
、
伊
設
の
名
門
河
野
氏
が
滅
さ

れ
た
頃
に
は
、
現
在
の
形
に
近
い
も
の
が
出
来
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

伊
諜
久
米
誌
。

(
成
立
)
元
和
八
年
三
月
依
領
主
命
球
刊
加
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藤
内
記
著
、
延
宝
九
年
正
月
松
山
議
奉
行
稲
川
八
右
衛
門
木
灯
、

御
代
官
林
政
太
兵
衛
信
秀
増
補
貞
享
五
年
正
月
成

(前
略
)
元
明
天
皇
の
御
宇
和
銅
五
年
に
至
り
、

国
号
を
減
じ
郡
号
を
増
し
、
境
界
を
直
し
給
ひ
、
駅
場
を
柏
し

五
後
七
道
に

て
使
宜
を
与
え
ら
れ
る
。
即
伊
強
固
に
十
四
郡
を
置
去
、
七
十

郷
を
設
く
。
此
地
を
久
米
郡
余
戸
郷
野
々

υ邑
と
呼
ぶ
。
什比一後

に
延
暦
村
三
年
に
至
川
余
戸
郷
を
分
割
而
庶
野
内
と
野
々
口
と

を
置
く
。
神
亀
よ
り
延
志
の
頃
迄
に
は
、
分
郷
及
郡
の
組
川
品
川
分

勝位一寸
の
所
数
々
有
り
、
川
上
駅
名
、
米
見
駅
、
久
米
駅
等
、
和

銅
の
頃
よ
り
み
る
。
古
き
駅
場
の
部
な
り
(
中
略
)



放
に
此
の
地
を
野
々
口
郷
と
号
し
其
の
内
を
南
方
名
、
昧
畝
側

名
と
呼
ぶ
(
後
略
)

2 

異
説
ω

久
米
郷
土口
井
郷
と
は
、
今
の
北
古
井
村
川
上
村
辺
な

る
べ
し
と
あ
る
。

3 

伊
放
漫
遊
記
。

(
成
立
)
起
慶
長
二
年
至
寛
永
十
五
年
成
、

川
十
成
外
池
備
中
著

一
、
久
米
郡
余
戸
郷
野
々
口
と
庶
野
内
と
、
分
郷
の
時
野
々

μ

郷
を
お
く
。

4 

出
泉
郡
誌
及
川
上
村
誌
の
宗
教
の
項
参

M
の
こ
と
。

~ 

U 

一名
州
神
川
悦
令
紗
の
中
、
伊
与
国
上
山
神
社
勅
祭

口
社
の
部

の
黒
滝
神
社
の
項
と
、
伊
隊
漫
遊
記
中
一
宮
三
島
大
明
神
の
項

参
照
。

6 

一回
向
須
組
員
氏
系
図

発
氏
|
新
聞
之
一
一
政
川
口
備
中

1
・泌
氏
子
制

μ
術
後

1
発
氏
住

干
紀
州
熊
野
人
王
八
十
七
代
後
嵯
峨
院
御
宇
克
元
二
年

航
干
伊
政
国
和
気
郡
堀
江
之
浦
。
八
十
八
代
後
深
草
院

御
手
版
元
年
中
暫
住
同
国
久
米
郡
熊
畑
邑
。

立、

k
i
，ァ・
?
'作
λ

司
「

j
L
L
μ
月
仲
川
4

於
伊
勢
大
神
宮
最
篤
突
年

4
往
詣
大
神
宮
川
山
神
宮
久
保

倉
氏
廿
米
国
受
御
抜
雨
後
。
後
人
王
八
十
九
代
亀
山
院
時

一弘
長
年
住
干
同
国
道
前
与
道
後
之
中
山
船
野
械
姉
レ
主
ニ

一国
務
一有
レ
放
下
一一千
民
間
}是
為
高
須
川
H

高
机
云

一ふ

-

1
3
マ
L

ド

1
l
寸ふ
ノ
は
与

I I I 
尭|発
尋 |重

発
倫

(三五

に
ぎ
わ
う
駅
路

駅
路
の
う
つ
り
か
わ
り

号
次
郎
作

「
人
王
九
十
代
後
円
l
芝
山
時
弘
主

J
叩

位
伊
政
国
久
米
郡
千
川
上
野
口
郷

号 Ii11次
出illRri I良G
1;:: I兵|作
術 |衛u
刊しl

久
米
111¥ 

ブi
村
似

F' 
o 
為

芝
、

E
t
n
u
j」

b
k
二
ド
L
l
J
v
r
じ
ヨ
，方
t
サ

EHF-ド

ノ

l
J什
ふ
小

W
U伯
仙

a
-
f
p
一
Y

二
3
4ノ
i
j

一
戸

|

仇
P
-h
古
川
盟
却
下

社
創
建
宮
殿
。
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あ
る
が
、

和
銅
年
中
、
諸
国
に
駅
旧
拐
を
設
け
て
、
旅
人
の
似
宜
を
計
っ
た
と

そ
の
頃
の
こ
の
村
は
、
抗
れ
た

M
状
地
に
、
州
民松
瀬
川
、

そ
れ
に
渋
谷
川
な
ど
が
介
し
て
、

河
之
内
川
、
井
内
川
、

一
つ

の
大

き
な
川
と
な
り
、
柳
械
の
な
い
頃
は
大
水
が
出
る
と
、
今
の
大
宮
神

(
地
質
の
項
参
照
)

社
下
の
辺
ま
で
水
が
や
っ
て
来
た
ら
し
い
。

文
海
上
の
三
札
神
社
の
ん誌
の
誕
の
な
い
頃
は
、
山
之
内
よ
り
溺
れ

出
た
洪
水
が
北
方
の
西
部
を

侵
し
た
こ
と
も
、
届
々
で
あ
っ
た
ろ

ぅ
。
そ
の
よ
う
な
変
化
市
な
い
地
借
を
避
け
て
、
安
全
な
流
れ
な
い



土
地
を
旅
人
は
通
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

今
、
そ
の
順
路
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
古
老
よ
り
う
か
が
っ
て
表

示
し
て
み
る
。

海
上
1
1
|
医
王
寺
前
ー
ー
ー
上
福
寺
前
|
|
原
鳥
の
子
|

|
小
桧

皮
峠
1
1
1
三
判
屋
|

|
七
里
l

|
大
桧
皮
峠

つ
ま
に
、
久
米
誌
に
よ
る
と
延
暦
二
十
三
年
に
、
久
米
郡
余
戸
郷

町
々

μ
郷
を
分
け
て
、
町
々
U
と
河
之
内
を
置
く
と
あ
り

X
後
に

川
上
駅
安
ぷ
け
て
、
米
見
駅
、
久
米
釈
と
相
応
じ
、
又
駅
協
を
は
さ

ん
で
南
北
を
、
南
方
、
北
方
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
之
か
ら
判
断
す
る

と
自
然
の
ま
ま
流
れ
て
い
た
重
信
川
(
旧
久
米
川
)
表
川
は
人
々
の

努
い
け
に
よ
っ
て
従
も
で
き
て
、
洪
水
の
害
を
防
庁
、
道
路
も
新
に
ギ

川
郎
の
小
火
・
窓
口
く
も
の
が
山
米
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
て
、
れ
つ
を
経
る
に
つ
れ
て
人
々
の
往
き
米
は
多
く
な

っ
て

江
戸
時
代
に
到
っ
た
。

駅
路
の
制
度
は
次
第
に

と
と
の

っ
て
、

m 
ィ~i

ムー江
戸
時
代
の
駅
順
と
出
程
と
女
表
示
す
る
と

一
必
山
駅
(
札
の
辻
を
い
ゑ占一
と
す
る
)
|
|
|
久
米
駅
久
米
村
伝
馬

総
場

(一

民
二
十
町
)
all
l
川
上
駅
松
瀬
川
村
伝
市
紋
場

(二

山
一二
十

川
)
!
|
|
同
命
制
叫
ん
氷
見
駅
米
見
村
伝
馬
紙
場
(
凹
叫

の
よ

w

コ
に
な
っ
て
い
る
が
、

一
丁
)
l
l
小
松
駅
大
頭
村
伝
馬
継
場
)

旦

一ゐ
が
建
立
さ
れ

そ
の
問
札
の
辻
を
基
点
と
し
て
、

道
の
別
れ
に
は
道
案
内
の
立
石
が

心
あ
る
人
に

よ
っ
て
立
て
ら
れ
、
旅
ゆ
く
人
を
よ
ろ
こ
ば
し
た
。

?t~ 

道

そ
れ
ら
の
も
の
を
現
在
の
川
上
村
に
た
づ
ね
る

と

金
毘
羅
大
門
よ
り
刊
七
盟
、
嘉
求
九
申
作

，~， 
[ 

ニ』

一
松
木
屋
(
今
は
旧
国
道
筋
)

済
院
木
一
日

.h

小

之

町

道

標

必
山
札
の
辻
よ
り
四
盟
(
時
御
堂
よ
り
下
手
)

金
郎
経
大
門
迄
廿
七
山
、
施
主
嘉
永
三
句
米
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名
凶
陛
座
前
道
標

田
屋
仙
助
(
米
問
屋
自
転
車
屋
前
)

小
比
讃
岐
金
毘
維
道
、
ト
仙
川
之
内
金
毘
縦
道

永
ト
ド
刈
精
一
凱
-h

j二

屋

一
単
行

あ
っ
た
が
今
は
失
っ
た
ら
し
い
)

松
山
札
之
辻
よ
り
六
民
(
旧
道
登
り
川
辺
に

に
あ
る
。

松
山
札
之
辻
よ
り
五
日
(
三
判
屋
の
上
手
)

い
わ
ゆ
る
桜
三
思
と
い
う
の
は
、
小
桧
皮
峠
あ
た
り
か

で

こ
こ
を
す
ぎ
る
と

ら
、
土
屋
|
|
T
以

(
七
単
)
|
|
落
合
(
八
叩
)
の
閣
を
一広
う
の

道
前
の
宇
野
が
拓
け
て
い
る
。

駅
の
お
も
か
げ

川
上
の
名
の
生
れ
た
わ
け
は
、
主
信
川
の
」
流
に
位
す
る
と
い
う



こ
と
か
ら
ら
し
い
。
こ
の
地
は
、

大
山
神
社
の
北
の
い
山
山
川
や
、
物

部
塚
に
よ

っ
て
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に
、
!日
く
か
ら
聞
け
て
お
り
、
そ
フ

し
て
派
総
が
次
加
に
ト
人
さ
く
な
る

と

こ
こ
が
川
上
の
小
心
地
と
な

っ
て
米
た
。

そ
こ
で
従
米
こ
の
辺
の
小
心
と
忠
は
れ
た
巾
村
よ
り
応
永
三
十
凶

下
十

ζ

、

4
f
 
川
上
五
村
大
川
仰
を
選
附
附
し
て
・1
謹
神
と
し

い
つ
き
ま

っ
た
。
後
一
人
疋
十
五
介
川
町
家
滅
亡
の
川

神
社
の
変
H

山1
あ
っ
て
よ

り
、
こ
の
慌
を
川

1
卜
八

'h五
村
大
川
仰
と
号
し

七」

3
4
、L
W
-
J
J

4
4
↓ノ
'Iq

--

フ
4

松
瀬
川
村
下
分
の
氏
日
と
あ
が
め
ま

つ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

伊
政
の
名
族
河
野
家
が
滅
び
、
こ
の
あ
た
り
を
治
め
る
大
名
は
小

l
-
|

、

二

f
l
'

j
j
 

r-、
白 t
JHI 
、』ノ

市
生
と
移
り
か
わ

っ
た
が

ト

ト

:

州
V

彬
山手

福
島
、
加
藤

名
よ
り
、
久
必
定
行
が
人
同
す
る

に
及
び
、
政
山川
は
虫
定
し

そ
0) 

子
孫
十
凶
代
こ
の
地
に
臨
ん
だ
。

こ
の
間
二
百
余
介

山
川
は
ト
ぷ小

e

十
を
ぷ
歌
し

h
6
ム
H
l二
」
日
、k
・午、、

ん
利
引
I

J
4
1
4か
1
J
Jノ
炉
仰
い

'
↑，

μ
'h

r
、

れ
、
川
上
駅
は
、
讃
岐
金
毘
純
一
川
や

-A鎚
山
大
権
現
等
の
講
参
り
が

宿
場
に
出
入
し
、
諸
国
の
商
人
も
集
り
、
又
そ
れ
を
送
り
迎
え
の
か

ご
や
馬
文
は
駄
馬
が
、
む
れ
を
な
し
て
往
来
は
激
し
か
っ
た
。
当
時

川
上
駅
に
は
、
伝
馬
民

(
出
向
叩
様
、
山
伏
霊
場
)
さ
て
は
大
川
社
の

辺
に
は
、
開
絵
に
あ
る
よ
う
な
、
尚
家
ゃ
、
，M
屋
が
立
ち
な
ら
び
、

完
全
な
駅
川
の
姿
を
し
て

い
た
。

松
瀬
川
字
広
見
に
は
伝
馬
毘
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
駄
民
組
合
な

と
が
あ
っ
て
開
絵
の
下
に
書
い
て
あ
る
村
々
か
ら

助
郷
と
い

っ
て

交
代
に
、
民
や
力
h
μ
h
k
供
給
し
た
も
の
が
、
そ
こ
に
つ
め
て
お

っ
て

旅
人
や
荷
物
を
辿
ん
だ
。

山肌
の
川
家
に
は
、
領
主
代
日
等
の
川
る
御
定
一
川
が
あ
っ
て

代

以
上
が
人
以
す
る
折
に
は

小
走
を
も
っ
て
村
山叩
に
川
町
物
し
づ
め
の

お
ふ
れ
が
ま
わ

っ
た
。

出
家
に
は

川
双
方
役
所
か
ら
駄
馬
の
持
ち
出
す
川
仰
木
の
小
川
尾
が
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あ
っ
た
外
、
帰
絵
の
よ
う
な
、
各
種
の
商
売
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

れ
ら
の
川
市
川
業
は
代
日
一山
の
出
川
可
の
も
と
に
行
わ
れ
、
勝
手
に山山
米
な

、
コ
こ
o

仇

μ
J
-
ふ
れ

そ
う
し
て
時
折

(後
に
巾1
井
に
新
築
)

の
代
ー
日
一山
か
ら
、

久
米

前
の
目
円
以
検
資
ゃ
い
附
品
改
め
に
き
た
。
向
日
山
仕
入
は
概
ね
大
阪
方
而

か
ら
買
込
み
州
江
の
浜

・
三
津
ケ
浜
よ
り
駄
馬
で
辺
ん
だ
。
そ
の
頃

大
阪
え
の
舟
路
は
帆
船
で
往
復
に
四
十
円
も
か
か
っ
た

と
云
う
。

明
治
四
年
ご
ろ
の
、
出
の
う

つ
り
か
わ
り
が
激
し
く
て
人
心
が
お

だ
や
か
で
な
い
と
き
、
久
万
に
一
挟
が
お
こ
っ
て

そ
の
駁
ま
は
こ

の
村
に
も
及
び
、
伎
に
な
る
と
、
各
商
川
を
竹
析
な
ど
で
お
と
し
て



佐
川
し
廻
っ
た
り
、
名
村
の
作
用
の
宅
を
お
そ
っ

て、

火
を
つ
け
た
り

書
類
を
焼
い
た
り
す
る
乱
暴
を
は

た
ら
き
、
翌
朝
は
平
井
の
方
耐

に

い
っ
て
、
代
官
所
を
お
そ
っ
た
り
し
た
。
其
の
後
悪
い
事
を
し
た
者

達
は
つ
か
ま
っ
て
刈
せ
ら
れ
た
と
古
老
は
伝
え
て
い
る
。

j9~ 
、-ノ

以
上
の

こ
と

か
ら
批
察
で
き
る

よ
う
に
わ
が
川
上
駅
は
当
時
近
郷

に
於
け
る
、
文
化

の
中
心
地
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

)
 

け
HJ

 11
 
1
 
新
し
い
村
"つ
く
り

江
戸
時
代
に
於
け
る
わ
が
村
は

、
松

瀬
川
村
、
南
方
村
、
北
方
村
、

吉
久
村

に
わ
か
れ
て
い
た
。
A
ー
そ
の
な
り
た
ち
を
各
村
-
こ
と

に
た
ず

ね
て
み
よ
う
。

全

M
M
H

斗
叶
J

j

i

J

4

 

い松瀬
川
村
は
以
前
、
取〈
と
下
分
と
い
っ
て
よ
ん
で
い
た
が
、
A
1
は
州
、
史

の
名
を
冠
し
て
よ
ん
で
い
る
。
取〈必
瀬
川
は
始
ど
山
間
地
認
で
、
往
色
、

道
後
半
肝
よ
り
道
的
に
越
す
多
く
の
峠
の
あ
る
所
で
、
従
っ

て
摂
や
茶
所
が

あ
っ
た
の
で
古
老
の

口
問
に
は
添
谷
川
筋
に
は
渡
部
倉
之
頭
、
居
守
、
木
谷

川
筋
に
は
、
日
知
折
、
弓
矢
似
友
術
川、

的
場
、
権
問
八
郎
左
衛
門
、
御
所

の
以
山、

水
舷
は
篠
森
左
辺
之
市
一
、
坂
に
は
今
井
兵
庫
守
応
守
、
等
伝
え
て

い
る
。
中
村
の
長
信
y
J
一
り
に
は
多
く
の

χ
輪
培
あ
り
又
寺
の
莱
に
は
大
州
政

脊
あ
り
て
廻
り
八
米
あ
り
古
き
を
物
日
っ
て
い
る
。
高
知
慌
の
跡
よ
り
は
広

町
時
代
の
明
銭
(
水
楽
辺
川
J

、
決
氏
泊
(
ホ
)
十
三
践
が
干
製
の
慌
に
入
れ
て

四
あ
り
し
を
叫
ん
つ
け
山
し
た
の
で
口
仰
の仲間
、
務
所
跡
で
あ
っ
た
布
が
立
抗

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
社
は
沢
れ
神
社
を
氏
神
と
崇
め
災
他
多
く
の
寺
社
が
手

鏡
に
記
さ
れ
て
い
る
が
今
は
A
口
記
さ
れ
た
も
の
も
多
く
あ
る
。

村
民
の
人
口
も
少
な
く
未
聞
桁
の
土
地
も
多
か
っ
た
こ
と
は
維
新
前
後
ま

で
大
桧
皮
峠
か
ら
小
桧
皮
峠
に
か
け
て
は
桧
の
大
森
林
が
あ
り
、
野
叫
叫
が
絞

ん
で
い
た
が
、
大
火
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
烏
行
に
却
し
た
の
で
、
村
人
は
之

を
拓
い
て
稲
田
と
し
た
の
で
、
入
門
家
も
刑
し
て
来
た
と
の
1

山
録
が
あ
る
こ
と

か
ら
も
ほ
ぼ
わ
か
る
。
人
々
は
孜
々
と
し
て
耕
作
、
開
墾
に
つ
と
め
る
傍
、

民
も
焼
い
た
り
、
或
は
良
土
の
あ
る
山
鎚
で
陶
然
を
作
っ
た
り
す
る
別
業
を

し
て
い
た
。
比
(他
紙
の
原
料
の
絡
の
皮
む
す
仕
市

4

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

此
の
地
の
石
お
は
七
十
九
石
九
サ
ニ
刀
八
合
で
、
御
免
八
つ

二
分
、
明
利
八

卯

4
改
(
大
手
鑑
参
照
)

向
大
松
瀬
川
村

庄

犀
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松
瀬
川
村
庄
原
と
同
人
儀
太
郎

久
米
川
叩
必
胤
川
村
山
，
W

〈刊

(
愛
股
M
aJι
図
書
飢
市
川
)

山イ保
一川
丙
巾
付
イ
ニ
バ
イ
六
日

3
2
1
守
也
u
r
k
u
M

“f
世
阿
川
川
小
中

l
l
'
L
4
，

安
永
h
丙
中
作
十
二
月

2
1
l
f
z
く

く

hu婦
問

Hμ
ふ
小
阿
川
A
庁
制
加

一大
保
十
二
升

4
寸
一
刀

一
、
村
方
仏
谷
正
序
火
郎
新
池
築
カ
記
録

3
E
l
I
 

i

j
i
、

京
三
作

Hr平

池

定

型

日

て

浮

穴
叩
山
団
地
必
瀬
川
村
公
水
掛
に
付
稲
作
中
者
勿
論
冬
春
辿
茂

仏
小
川
中
小
掛
之
池
山
川
水
致
似
迄
名
水
終
万

一
切
不
相
成
蚊
山
ド



て

松

瀬

川
村

新

池

新

井
f
kJ

匂

山
来
之
的
故
防
巾
間
品
川
小
ド

て

何
等
故
障
及
山
入
段
飾
者
一
松
瀬
川
村
之
役
入
用
失
却
坪
ι
一
八
市
よ
り

日
H
il
r
J1
h
H
B
れ

H
'

L
m
1
4
6ノ

l

I

NEV
--

附

於
池
収
入
水
不
時
川
知
勺
之
儀
者
南
方
村
川
之
一下

ロ
い1

1
.

コ

。1
J

4

4

j

 

布
文
川
之
通
両
々
納
ね
致
候
上
者
於
松
瀬
川
村
立
石
彫
付
山
問
地
江
早
々

立
方
吋
致
尤
桁
役
入
用
化
〈
却
名

浮

火
山
よ
り
相
弁，
川，巾↑山ド

て

山
田
池
之
儀
前
一

如
何
枚
之
変
市
中
有
之
候
共
以
前
之
通
問
畑
作
付
相

成
候
迄
者
賦
米
同
十
川
依
浮
穴
川
付
掛
持
に
而
一
松
瀬
川
村
山
川
泌

H
M州

H
f」

，

y次
官
伊

-R
I
l
-
-e
 浮

穴
山

御
代
官
所

表
紙山

田
池
定
書
御
波
書
入

天
保
十
三
寅
年
二
月
七
日
於
御
役
所

御
渡
し
相
成
候

慶
応
e
Y

ん
卦
年
八
月
改

て

松

瀬

川
村
田
畑
人
別
地
品
川
帳

南
純

一
、

全

西

組

間
間
品
Hh

長
附
に
て
竹
の
見
山
付

明
治
凶
辛
未
年
正
月

て
久
米
郡
松
瀬
川
村
神
社
明
細
帳

川古
川
い
八
作

一
、
久
米
郎
絵
瀬
川
村
一戸
知
帳

明
日中川
r
A
壬
中
作
二
八

て

久

米
川
州
松
瀬
川
村
人
川
一戸
絡
帳
一戸
長
控

明
治
九
何
十
十
二
川

て

段
別
畝

順

帳

八

附
之
内
第
一
円
勺

知
寸
三
大
似
十
否
小
川
円
伊
保
閃
久
米
川
W
M
似
瀬
川
村

一
、
全

第
二
日

て

外

州制
緩

一
郎

気i

， J 

レ
し
い
円
J

斗
叶

4

1
J

一
ノ

A
-

乙
の
村
は
北
に
山
を
お
い
、
南
山
に
払
け
て
い
て
、
川
上
村
で

一
系
山
く

か
ら
聞
け
た
土
地
で
あ
り
中
心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
医
一j
t、
問
問

天
王
山
、
八
幌
げ
山
、
凶
法
し
寸

(
建
長
年
中
-
h
愉
格
)
等
の
引
い
由
緒
や
、
小

字
の
山
米

〔一
一社
1
〕
は
、
こ
れ
を
物
訊
っ
て
い
る
。
は
じ
め
は
山
総
に
い
た

が
だ
ん
だ
ん
下
え
お
り
て
扇
状
地
を
開
拓
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
道
は
安
易
で
な
か
っ
た
、
険
郊
の

一
路
で
あ
っ
た
。
ま
ず
官

し
ん
だ
の
は
溶
液
の
水
で
あ
っ
た
、
間
池
を
巾
品
川
年
に
捗
っ
て
七
悶
築
造
し
て

は
い
る
が
、
北
方
村
の
大
部
分
は
山
之
内
川
を
せ

い
た
、
山
間
岡山
川
桜
に
仰
い
で

い
る
た
め
、
隣
村

(
旧
樋
口
村
)
北
吉
井
村
と
の
悶
に
と
も
す
れ
ば
紛
争
が

お
乙
り
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
両
村
の
聞
に
厳
重
な
水
利
の
と
り
き
め
が
行

わ
れ
た
乙
と
は
、
幾
多
の
古
文
書
〔
註

2
〕
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
早
川胞の
時
等
は
水
喧
嘩
が
お
乙
っ
て
、
あ
わ
や
胤
の
雨
を
降
ら
さ
ん
と

す
る
ま
で
切
迫
し
た
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
突
に
漉
減
水
の
確
保
乙
そ

は
、
民
民
の
生
命
線
で
あ
る
。
爾
来
水
利
は
旧
慣
例
の
定
法
に
基
き
両
村
は
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時
山
刊
に
か
ん
が
み
、
平
和

ω仰
に
引
花
は
、
川
上
六
前
二
分
、
北
吉
引
三
川

八
分
の
川
合
で
分
木
さ
れ
て
い
る
。
民
民
の
生
活
に
大
切
な
の
は
入
会
山
で

あ
っ
た
。
薪
炭
採
京
地
の
山
は
北
方
郎
務
は
、
よ
ほ
と
不
似
で
、
自
然
と
近

い
山
行
き
い
的い
山
を
巡
ん
だ
の
で
、
北
(
の
資
制仰を
隣
村
に
求
め
た
。
東
部
抗

民
は
松
瀬
川
村
渋
川
作
山
に
入
会
山
を
求
め
、
川
村
の
聞
に
紛
争
の
乙
と
も
あ

っ
た
が
、
川
村
訊
A
円
が
成

hvし
て
、
入
会
山
定
約
託
の
締
結
と
な
っ
て
入
会

山
の
場
所
が
決
定
し
、
入
会
山
鑑
札
が
先
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
役
場
川
凶

作
)
凶
郎
の
北
方
郎
訴
は
人
公
山
に
よ
小
以
し
た
の
で
、
伝
説
に
あ
る
綴
な
-
品

聞
の
行
は
れ
た
と
の
事
な
と
と
考
え
A
口
す
と
れ
(
の
f

小
H
A
の
程
が
桁
察
で
き
る

の
で
あ
る
。
隣
村
山
之
内
村
の
入
会
山
は
、
そ
の
後
、
山
之
内
村
よ
り
、
北

方
村
に
代
4
1
を
以
て
民
受
た
の
で
、
北
方
村
(川
上
村
)
の
所
'刊
縦
で
あ
る
。

(μ
附
は
兆
古
川
村
地
内
で
あ
る
)
そ
の
後
も
境
界
笥
の
為
紛
争
の
起
る
と

乙
ろ
は
川
上
村
に
賀
市
¥
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

か
く
の
如
く
先
人
の
労
持
と
努

β
の
史
的
の
上
に
北
方
川
刊
の
地
は
似
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
政
治
の
中
心
地

ば
中
村
で
山
原
は
不
必
氏
が
刊
へ
印
さ
れ
て
い
た
。
附
近
に
御
縦
ー
が
あ
っ
て

御
ナ
初
日
は

T
二
円
七
十
九
ゐ
を

q
九
刀
と
下
鉱
山仏
見
え
て
い
る
。

川
治
一↑

1
一
年
九
バ

久
米
川
州
北
卜
刈
村
引
('H川
パ

長

tlli 

m 
市

太

郎

一 字 lりl
塚治

II'r Jl 二二
林:JL-1・

lel一
|引 三 1， 1二

日~十 JL
tl-- )j 
:!J主洛

j也 J也
{llIi 

tl!i 
!刊
市
太
郎

一戸
長レし

7
J
弘
a

l
A
-
ノ

ι+』

L
¥
い
え

-ノ
f
J

十
れ
は
北
方
村
民
有
伐
を
以
て
修
絡
を
浮
橋
染
一光
用
ゆ
べ
き
女
笹
較
に
什

据
置

字
松
原
子
二
円
三
十
二
孫

一
、
池
反
別
凶
反
二
畝

歩

北

方

作

治
は
北
方
村
団
地
益
水
池
に
付
州
内

字
片
山
千
三
川
九
J
l

二
孫

て

他
反
別

問

反

六

似

内

歩

北

万

作

卜
れ
は
北
方
村
岡
市
花
水
池
に
付
川
町
置

字
片
山
下
問
百
七
十
五
孫

て
墓
地
反
別
六
品
川
什
歩

北

方

作

ト
れ
は
北
方
村
ル
ん
の
の
墓
地
に
て
川
恒

字
宝
泉
千
五
百
七

一l
務
地

て
去
地
反
別
間
以
一
似
卜
同
歩
凶
/
側
主
山
本
州
制
作
と
あ
る

ト
れ
は
北
ト々

村
叫
ん
む
の
ぷ
地
に
付
州
出

字
削刷
り
二
千
円
二
十
内
需
地

て

石

谷

旧

制

反

別

一

畝

三

歩

北

方

持

ト
相
は
北
方
村
氏
士刊
の
耕
地
の
畑
小
に
の
之
は
処
設
地
に
小
笹
の

Hf山
す

れ
は
畑
地
の
陰
と
成
故
刈
笹
の
4

似
合
白
1γ
」
に
付
制
置

字
御
成
一パ
二
千
六
百
h
茶

一
、
宅
地
反

川

九

畝

十

歩

北

方

作

地
州
内
川
h
治
問
銭
地
肌
ペ
ー
一
銭
円
州

ノ
川
は
村
内
赤
災
者
災
パ
I
H

に
係
り
た
る

陀

一
時
仮
小
山
品
川
MU
K代
以

J
J
比
一他

共
有
物
等
を
砧
置
等
の
為
に
裂
す
る
川
刷
所
に
打
川
地
方
持
と
許
決
す

字
必
瀬
川
村
一
飛
地
三
千
三
円
七
十
一
茶
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て
他
以
川
一
以
一
一似
一
ふ
一

北
方
持

れ
は
氏
H
N
泡
H
H
ω

資
本
と
し
て
休
日
川
比
卜刈
村
氏
ノ
寸
山
中
よ
り
l
築
し
出
ん

村

へ
先
附
あ
る
氏
れ
白
川
に
て
比
ん
村山
限
り
の

u〈
h
に
付
似
山

字公口小〈
H
F
日
一
卜
じ
孫

て

岬

h
又
刊
叫
υ
人

攻

1
・
九
長

-

u

l

!
J

l
J

H

J
J
 

山

山

川

h
l

h
九

也

ベ

リ

一
主
叫
引

j
t
H
I

l

i

-

-

一

j
↓
h
r

トれ
は
従
来
よ
り
北
ん
村
限
り
の
山
小
山
に
付
紅
白
H

A
l
北卜

Hem内
の
止
〈

.11: 
)J 

の
と
す
る
に

id
決
す

字
l山巾千三f
IIiIj 111 芥
川プー:{;
j:Q iii'l.三

11" -1 
j也 L八
fll砂浜

1'11 

.1仁
)J 

イl

イl¥

弓乙

l也小一斉
(，llj 111 谷
じ ノ』¥，=i
民 liii'， I~Y 

11 
j也六
.fII歩帯

1'1': 

十」

fJhrf

l
A
j
，J
ι
4
，
 

i

h

-

/
Aq

F

什

l
J

字
引
ム
い
れ
r
H
h
l
th

一
、
Ht
1
h
川

h
山
山
仏

l
i
h
h
V

-

1

-

(
H

-

F

J
一

山}川山
一
叩

1
14

+)
 

.lt 
}J 

j也
1IIIj 

3見

J

J

l

j

 

イI 、字
人 j也 t干1JT
T (，llj 111 才干
」八七 1'1

~:巳 iiíi'， 1， 
IJY 1-

j也~j;: -
fll 部

1'1; 

十」

eJhrJ

i
A
-ノ
ifd

字
本
口
谷
T
H
h
十
三
落

一
、
革
山
二
畝
卜
歩

地
側
三
銭

地

利

一
一州

十
引
人
ヤ
~
上

字
wh谷
円
五
十
阿
茶

て

小
山
二
川
歩

地
側
コ一
銭

地

相

一
一州

J
h

会

上

Jヒ
}J 

.1七
)J 

字
以
川
谷
引
1
H

十
Th
孫

一
、
此
公
平
山

一
反
-h
畝

h
歩

晦日山
卜
九
段

也川
H
h
川'

d
1

d
;

J

J

l
 

ト
れ
は
素
よ
り
北
方
村
限
り
一
氏
民
を
以
助
労
新
の
H
〈
の
山
に
付
人
l

上

字
以
一
王
寺
釆
百
九
十
七
需

て

い必
山
h
以

九

畝

歩

北

ん

作

地
川
二
川
六

l
=一銭
地

制

六

銭
l

ハ
州

ト
れ
は
素
よ
り
北
方
村
限
り
貧
民
を
放
助
恨
ん
薪
の
共
有
山
に
付
川
町

字
以
一王
i
J
釆
二
行

h
t七
孫

て

り
山
十
h
川

一
以
ニ
以
J
l
二
歩

北

刀

作

也
州
ト
九
リ
十
一
ハ
市
南
也
U
H

叫
1
じ
中
角
九
削
れ

1

1

;
l

-

j

j

|

↓

-

i
J
P
 

F

引
は
北
方
村
限
り
の
山
佐
山
人
引
上

{
子
医
王
寺
釆
二
有
五
十
八
事
情

一
、
市
山
十
七
町
七
畝
二
十

円

歩

北

方

持

地
川
二
|
七
川
二

1
八
銭

地

利

六

|
八
銭
ニ
州

ー
、

4

4

J
A
q

ノコ
l
」
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字
灼
問
釆
二
百
六
十
八
孫

一
、
草
山
十
七
町
三
反

六

似

八

歩

北

方

持

地
悩
二
十
七
円
二
八
銭
地
和
六
十
八
銭
二
回

十れ
人
」
上

字
角
間
釆
二
反
六
」1
八
孫

一
、
草
山
十
七
町
三
反
六
畝

八

歩

北

方

持

地
価
二
十
二
円
十
三
銭
地
利
五
十
五
銭
三一
川

右

会

上

字
品
川
閉
凹
釆
百
六
十
三
務
地

て

柴

草
山

一
畝

十

八

歩

北

方

的

地
師
二
銭

地
机

一
-m

右
は
人
ム
上
薪
山

字
角
田
釆
五
百
二
審

て

草

山
三
畝
二
十

六

歩

北

方

的

地
州
五
銭
地
利

一
一川

イ心人
L
上

肥

草

山

字
旦
の
釆
六
百
八
十
九
帯

て

草

山
七

町

五

反

六

畝

十

歩

北

方

持

地
川
九
円
六
十
三
銭

地
利
二
十
四
銭

一
陀

十
七
人
♂

ヒ

字
日
一ノ
釆
七
百
四
番

一
、
草
山
冗
畝
二
十
八
歩

地
側
七
銭
地
和
二
川

イ
山
本
山
上

字
日
ア
釆
七
五
三
十
七
恭

一
、
草
山
冗
畝
歩

地
価
六
銭
池
和
二
阿

右

全

上

字
且
の
釆
七
丙
K
十
九
恭

一
、
必
山
ニ
畝
十
一
歩

地
仙
八
銭
地
利
二
印

右

企

上

薪

山

{子

H
一の
釆
七
丙
六
十
二
系

て

草

山

一
畝
十
八
歩

地
価
Th

銭
地
机
一
一
州

右

全

上

肥

草

山

字
日
一の
釆
七
行
七
十
二
祷

て

車
山
内
反
円
歩

地
川
h
十

一
銭

地
利

一
銭
三
内

治

全

上

字
海
上
釆
八
百
山
十
三
務

て

流

山
三
反
七
畝
十
八
歩

地
価
間
十
八
銭
地
組

一
銭
二
州

ふ
ん
ム
上

。。。

山
の
内
村
畑
宵
二
十
門
事
情
の
内
第
二

一
、
回
十
八
歩

地
側
三
川

地

租

七

銭
一h
M

れ
は
北
方
村
之
関
係
の
車
引
手
鍋
の
都
合

κよ
り
北
方
村
よ
り
集
〈
ん
を

レ
じ

」

1

f

J
A
1人
犯
ド

北
方
持

f全/，，: ィ、
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。
。

o

n

A
し
民
求
め
た
λ
に
什
川
町
間

。
。
。
。
。
。

(
註
)

山
之
内
村
字
大
畑
同
十
七
高
地
の
内
第

一

て

力V
-
木
山
八
一
民
八
日
似
二
十
円
以

北
ん
刊

地
仙

一
川
八
|
三
銭

一
州
地
机
門
銭
六
日
州

。
。
。
の

の

。
n

h
は
前
山
川
地
万
村
山
中
山
小
けん
に
付
山
之
内
村
よ
り
北
方
村

へ
山貝
請
た

o

o

n

o

n
 

zw見
町
L
η
J刊
日
甘
い凶
ζ
1
1
L
l
ト
L

J
4

3
L
HN
az
-
-
{
ノ

-

。
。。

。。

山
の
内
村
{
子
大
畑
七
十
七
孫
地
の
内
第

一

て

ん札
木
山
三
十
七
町
五
反
h
似
二
十

七

歩

北

方
H
N

地
川
八
円
三
十
六
銭
七

州

地

利

二
十
銭
九
州

ー

、h
-

J

イ

，
λ

1

1

」

字
問
中
三
千
三
百
七
十
早
川

ω内
第
二

て

似川内
二
反

九

似

十

五

歩

刷

川
牧
版

北
方
作

地
仙
h
十
r
h
銭

地
机

一
銭
円
川

れ
は
北
方
村
山中
限
り
の
作
H
J
一
兆
泌
を
州
却
す
る
の
地
所
に
什

M
m

字
版
二
下
内
心
円

一
係

一
、
間
以
川

一
一民
一-
似

夢

北

方

持

地
側
七
十
四
円
問
十

七

銭

地

相

一
川
八
卜
六
銭
二
一州

ー
引
は
北
仁刀
村
限
り
の
集
令
を
ね
し
民
求
め
別
〈
J

ぷ
村
中
共
有
の
建
物
有

之
人
小
村
限
り
の
融
通
物
に
什
川
川
間

字
川
の
必
巾
八
丙
七
十
孫

ω内
第

一

て

宅
地
反
川
七
畝
イ

一
広

地
側
三
十
八
円
七
十
銭
六
川

右
人
」
上

弓乙

上
り

千
イ

J存
1血

L
it--

」
」
寸
ノ
ι小
L
仁
a

'
Hド
}
'
4
L
t

し
日
一、、い
仁川・
1k

、
!:

h
A
引
制
イ
ノ
」
1
」ノ

b
E
f
J
h川

ヒ

7
1

』」
↓
，ノ
レ
f

一
、
畑
反
川
六
畝
十
八
歩

地
価
パ
円
八
十
三
銭

後

U

L
は
明
治
二
十

一
作
戸
長
柿
問
市
太
郎
時
代
北
方
村
持
と
な
っ
て
い
た

川
内
の
I

山
録
で
あ
る。

特
に
汁
出
品
す
べ
き
点
は
山
之
内
村
の
問
や
肥
前
山

hy木
山
等
の
広
大
な
土
地
を
貿
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
仕
(
の
後
村
の
統

合
合
併
等
が
あ
っ
て
引
在
の
財
必
台
帳
と
は
相
注
す
る
。
川
肌
次
整
刷
出
処
分

さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

仙
波
隆
次
郎

地
初
十
円
銭
三
川

南

方

村
川
閃
道
の
南
m
J
t
fA-
つ
。
併
に
表
川
を

へ
だ
て
て
、
恥
ケ
が
そ
び
え
、
同

は
市
民信
川
に
は
す
る
大
半
川
地
で
、
表
川
、

一
之
桜
、
二
之
似
よ
り
水
を
入

れ
る
外
、
吹
上
地
の
大
山
木
池
を
有
し
て
、
初
作
に
好
適
の
良
岡
地
相
を
な

し
て
い
る
。

間
払
は
、
大
V
H
M
M
附
近
は
erH
く
よ
り
附
け
、
駅
間
制
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
来

た
が
、
新
閑
道
が
つ
く
や
そ
れ
に
沿
う
て
、
人
家
が
丘
ち
な
ら
び
東
山
に
長

い
街
道
川
を
形
成
し
た
。
出

IW
の
部
釈
は
次
第
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と

は
す
で
に
の
べ
た
が
、
そ
の
問
、
荒
地
を
拓
き
、
水
を
治
め
る
な
と
の
努
力

は
、
村
人
を
し
て
勤
勉
、
円
前
川
の
気
風
を
つ
く
ら
し
め
た
も
の
か
、
{矛
盾
十

三
竹
二
川
百
円
将
卸
家
治
代
絡
の
時
孝
子
と
し
て
表
日
り
さ
れ
正
火
に
が
れ
を
と

と
め
た
芳

d

子
九
郎
兵
術

〔討

5
〕
を
山
し
て
い
る
。

こ
の
ご
ろ
の
南
方
の
状
態
を
十
日
火
告

〔芯
4
〕
よ
り
み
る
と

間

制

百

三
的
問
七
反
三
畝

上
納

日

千

三
治
石
三
斗
三
刀
じ
代

戸

数

弐

一円
三
十

円

山

門

人

口

八

百

K
十
八
人

ぺ

H
J

t円
治
弐
似し
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で
之
が
庄
原
は
代
ん
に
ハ
川
須
賀
氏
で
似
ド
に
す
ん
で
お
っ
た
。
尚
、
似
い
に
一
円

御
悩
正
が
あ
っ
た
の

神
社
仏
間
に
は
ト
八
一
川
神
社
、

一の

い
稲
荷
村
、
熊
町
神
社
、
森
天
神
、
称

正
八
隔
日
、
必
同
州
1
J
、
南
円
川
i
J
が
あ
る
n

又
当
H
刊
の
仁
納
・
H

川
は

一
ハ
)
三

υ八
小
で
あ
る
。

久

吉

村
乙
の
村
は
、
浮
山
八
仰
に
属
し
て
い
た
。
位
置
は
南
方
の
凶
南
仰
に
あ
り
、

屯
信
川、

表
川
の
合
流
山
…
で
純
仙
川
、
た
る
扇
状
地
で
む
か
し
は
川
原
で
あ
っ
た

ら
し
く
少
し
刷
れ
ば
、
砂
が
山
る
と
い
う
。

、
収
録
ニ
付
、
人
以
仰
の
決
トしし
人
州
八
只
術
、
諸
問
を
め
ぐ
っ
て
此
地
に
到
み

や
、
以
っ
て
川
裂
の
地
と
・
4

止
め
、
川
川
の

H

祥
地
を
凶
釈
し
、
的
以
後
、
大
州
一
本

一
族
よ
り
小
社
を
た
て
ら
れ
た
と
の
仰
伝
は
、
乙
の
村
開
桁
の
一
市
を
日
っ

て
い
る
。

間
什
州
が
だ
ん
だ
ん
山
一どし」
、
似
の
山
般
に
あ
っ
た
桃
滝
品
川
引
を
-
つ
つ
し
ム

ル
神
社
と
し
い
つ

き
ま
っ
た
υ

そ
の
他、

t
J
と
し
て
は
長
泉
l
J

が
あ
り
、
そ

の
境
内
の
仙
の
い
制
はがて

ω山
絡
の
1
1
さ
を
物
知
っ

て
い
る
。
乙
の
i
j
と
れ

の
中
間
に
庄
原
所
が
あ
っ
て
、
相
川
郎
氏
が
そ
の
任
に
当
っ
て
い
た
。

尚
、
竹
久

ω
納
ト
引
'u

川
は
、
一↑ご
山
ゐ
で
あ
る
。

以
上
で
作
村
の
H
H
ω

お
も
か
げ
の

一
端
を
の
べ
た
が
、
と
の
村
に
も
共
通

し
た
'
什
治
制
皮
の
告
が
あ
っ
た
れ

ま
ず
付
主
役

ハ九社

5
，
と
い
っ
て
、
庄
原
、
長
十
円
性
、
組
頭
が
紋
も
市
ん

ぜ
ら
れ
て
い
た
。

又
、
一川
川
道
路

ω
取
締
や
村

ω
治
安
を
保
作
す
る
た
め
郷
間
と
い
う
も
の

が
お
か
れ
て
い
た
内

そ
の
他
、
辿
給
係
と
し
て
小
定
、
作
改
め
、
水
利
の
係
の
水
平
併
や
、
政
訴

な
と
の
仕
事
を
う
け
も
つ
も
の
も
い
た
。

下
部
組
織
と
し
て
は
、

fA
人
組
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、お
互
に
助
け
あ
い

、

叉
犯
罪
を
お
か
さ
な
い
よ
う
相
戒
め
あ
っ
た
り
、
首
の
「
ゆ
い
」
の
名
残
り

と
し
て
、
労
力
供
給
の
単
位
と
な
っ
た
り
し
て
い
た
。

乙
の
制
度
が
維
新
に
な
っ
て
刷
れ
た
が
、
念
仏
識
と
な
っ
て
〈
ー
な
お
そ
の

名
絞
り
を
と
ど
め
て
い
る
。

(/i) 
|リl
治

新
の
変

』土

新

し

き

村

ヘ

十
は
い
封
位
制
度
の
殻
を
倣
っ
て
そ
の

U
歩

を
す
す
め
、
我
が
村
に
も
大
変
小
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
激
し
い
う

つ
り
変
り
は
、
種
々
の
形
で
あ
ら
わ
れ
た
が

~140~ 

そ
の
中
の
最
も
大
き

い
而
で
あ
る
政
治
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と

庄
屋
は
じ
め
従
米
の
役

前
は
泌
れ
て
(
明
治
凶
作
よ
り
十

作
迄
変
川
小
中
山
附
)
(
政
治
の
引
に

あ
り
)
明
治
十
一
作
四
ケ
村
に
、
村
会
が
聞
か
れ

つ
い
で
役
場
が

設
け
ら
れ
、
戸
長
が
お
か
れ
た
c

そ
れ
か
ら

四
ケ
村
は
他
の
村
と

〈
n
併
や
分
離
を
く
り
か
え
し
た
末
(
政
治
の
項
参
照
)
明
治
二
十
三

作
凶
ケ
村
合
併
し
、
遂
に
川
上
村
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

小

字

の

由

来

①，:1'. 
υ 〕

iilj 小
ー子

上の
1'1:1 

来大!日
、
こ
の
辺
ま
で
湖
が
よ
せ
て
米
た
の
で
、
向
上
と
つ
け



た
と
1
1
E
は
伝
え
て
い
る
。

こ
こ
は
l
l
く
か
ら
聞
け
た
尚
い
附
で
あ
る
|
一地
故
名
付
け
た

、り
f

レ
い
。

よ
い
米
の
あ
っ
た
処
で
あ
る
か
ら
、
た
ろ
う
。
人
ー
で
も
ハ
い
を

似
る

に
も
す
乙
し
似
る
と
よ
い
水
が
山
る
。

こ
の
川
刊
の
安
全
地
川
で
地
が
似
っ
て
い
る
放
と
も

X
M.人
l

uが
あ
る
に
よ
る
と
も
云
う
。

本
の
い
品
と
云
う
小
れ
あ
り
し
に
よ
る
。

民
一1
1
j
の
大
川
あ
り
し
処
か
ら
や
引
付
け
ら
る
。

け
l
川、

川
が
H
一
の
上
の
鍛

F
辺
ま
で
流
れ
て
き
た
故
、
い川地

の
川
の
下
に
当
る
の
で
云
-っ
た
の
で
あ
る
。

持
政
時
代
に
大
中
h

の
肢
が
あ
っ
た
故
乙
の
名
が
山
た
。

伐
州
批
の
あ
る

t
地
故

乙
の
や
れ
が
あ
る
。

火
山
川
刊
の
上
北
御
村
山
内
の
地
故
、
中
ハ
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

北
み
の
半
川
郎
の
以
も
中
山
〈
に
あ
た
る
た
め
で
あ
る
。
ハ
こ

の
れ
の
つ
く
所
は
多
く
村
の
中
心
で
あ
っ
た
と
云
う
。

い川
山
H
A
の
む
つ
で
あ
る
地
で
あ
る
か
ら
乙
の
%
が
作
れ
た
。

乙
こ
は
刊
一ゐ
の
以
が
六
ケ
所
れ
あ
り
、
そ
の
他
小
さ
い
以
迫

が
多
い
の
で
つ
け
ら
れ
た
。

H

内
科
山
民
ヨ
叶
J

の
一
史
の
院
の
あ
っ

た
一的
で
こ
の
心
れ
が
あ
る
。

八
幡

M
の
鎖
市町
の
尖
で
%
付
け
ら
れ
鍛
は
衆
孫
の
地
で
あ
っ

た
。

O
民
3

1J
栄

以
一
コ
」
も
が
尖
仙
川
に
あ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

。
此

州

此

地

を

聞

い

て

畑

と

し

、
は
じ
め
て
人
家
が
山
来
た
こ
と
か

J 
11 

u 

1".1 
ノトよ

U O
本
の
い

O
大

川

η
山
の
卜

η御
山
川
正

O
川
の
正

。
，
 

l
 
、
ト
ふ
午

ι

O
小ry 

111 J)x 

。
お

れ

0
・八

M
mポ

つ
ぷ

つυ
J'e ノ足

コυ つ
十J.， 111] 市
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必1%1]lili )1 

)
山

ぺ)
御
塚
線

。
塚

U 
-仁

，、，'，

ら
つ
け
ら
れ
た
ら
し
い
。

む
か
し
通
行
の
人

々
に
お
茶
の
抜
刊
を
し
た

あ
っ
た
故
%
引
川
け
ら
れ
た
。

ー
八
州
日刊
お
ま
つ
り
し
て
あ
る
た
め
。

光
法
天
神
れ
が
あ
っ
た
故
と
も
、
九
州
山
相
竹
道
路
が
一↑一

つ
に

分
れ
て
い
た
の
に
よ
る
と
も
い
わ
れ
る
υ

大
川
口
社
，川
に
市
場
が
あ
っ
た
の
が
地
約
と
な

っ
た
。

以
協
の
一
以
の
ぷ
。

友
川
が
'
川
伏
…
の
ま
ま
流
れ
て
い
た
の
を
、
出
防
を
つ
く
っ
て

山
つ
け
の
方
を
流
れ
る
よ
う
払
っ

た
の
で
お
が
山
来
た
。

ぷ
川
の
'川
に
な
る
か
ら
、
川
け
は
山
'
什
川
山
の
地
で
あ
っ
た
。

け
八
嶋
川
の
仙山
内
の
地
で
あ
る
か
ら
。

小
さ
な
採
が
問
の
中
に
あ
る
か
ら
。

学
校
仰
を
す
こ
し
東
出
竹
の
H
W
へ
ゆ
く
小
辺
附
辺
に
h
LA
の

い松
が
あ
っ
た
か
ら
云

っ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。

則
之
内
村
=一
日
川
仲
村
が
寸
H'U
か
ら
〈
J

の
一
山
へ
御
選
山内
の
叫
御

移
転
げ
い
こ
の
辺
の
人
家
が
ま
が
る
の
で
そ
の
氏
子
の
川
判
か

が
今
の
地
え
米
て
此
地
を
聞
き
叫
ん
だ
か
ら
だ
と
い
う
て
い

る
が
、
外
に
も
説
が
あ
る
。

山
之
側
、
戸ト八γ
小い
い
北

に
以
が
あ
る
の
で
れ
づ
け
た
。

H
の
上
に
塚
山
八
が
あ
っ
て
大
川

l
作
凶
土
保
、
人
刊
、
十l
銭

匂
が
山
た
。
い
一ゐ
は
巡
び
山
さ
れ
て
い

る
。

旬
開
通
じ
て
風
多
く
、
そ
の
た
め
砂
を
W
'さ
上
げ
る
か
ら
中
山

付
け
て
上
砂
と
云
う
。
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②

木

利

の

卜U
P
久
宝
田
本
書
の
水
利
の
項
参
照
。

③

本

暦
卜
三
年
二
月
江
目
、
松
山
倣
孝
心
将
、
南
方
村
、
た
七
郎
、
召
泣

九
郎
兵
衛

(南
方
村
大
子
錐
に
依
る
)

今
年
将
軍
家
(
家
治
)
御
代
替
に
付
諸
国
巡
見
伎
四
月
下
旬
松
山
領
御
通

行
の
節
於
当
悩
4
4
心
者
有
無
の
儀
御
尋
に
付
左
の
通
寄
付
を
以
て
、
川
叩
春

行
よ
り
差
山
之
下
賊
の
身
と
し
て
、
日
(
の
心
引
を
官
伎
に
達
す
る
官
、
巾わいんに

忠
孝
の
大
徳
な
り
。

②

両
方
村
の
寸
日
父
蓄
(
大
手
銭
其
他
)

各

村

の

大

手

鑑

へ
川
内
町
役
川
掛
川
叫
)

い松

山

部

領

内

大

下

鍬

弘
化
三
丙
午
年

浮
ん
八
郎
南
方
村
大
手
鑑

正
川バ改
元

門川

T
一ニ
ト
泊
三

4
三
升
七
A口

}

百

三

十
町
七
反
三
畝

内一円同
三
石
九
1
1
一ニ
升
三
合

九
反
二
紙
十
九
歩

内
向
三
ゐ

凶
反
二
畝
卜
九
歩

Jn
同
九
司
三
升
三
A口

五
反

T
二
卜
六
石
川
斗
凹
合

問
畑

畑 四
方 方

池
山
体
制
引
地

_.~ 

Z守

InJ 

伐
一-'I<〆両両

、十十 I弓
PIJ子 三 三 凶 十九

'.1二 II~ 卜 六百 円
八九 三 六 II~ 八 二
つつ 反石 1!9十内 十

三 八二反石九
分 畝 -"1二一 11汀

1'4 îi~ 斗八
升 卜六 反

一 升 | 
歩1'4 ー
合歩

オミ

lリ IJえ
八 一暦一応 一 一
分、元 、元

未 "r!J."年]:成

て

子

て

己

午

ラ
問
分

l干l
ゴj

知1
)j 

一
、
丑

八

つ

三
分

一
、
以

己

九

つ

化
保
元
竹

一
、

中

九

つ
三
分

一
、
内

山腹玄
γ

ん年

十
ヲ
一
分
一

、
亥

十

ヲ
円

分

一

、
子

十
を
六
分
.h
一

山

て

資

ー

を
h
分
以
出

九
つ
三
分

十
ヲ

一
分

十
ヲ
八
分

十
ヲ

一
分
一

て

己

ー
ヲ
一一
一分

十
一
ノ
二
分

克
火
元
年

て

丑

-w円

一/
J
ハ
分

オミ

十
ヲ
円
分

、 、

'J- ~ii 

九
つ

二
分

八
つ
七
分

九
つ
七
分
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十
を
六
分
瓦
犀

て

卯

卜
ヲ

て

午

十

ヲ

五

分

力
治
元
年

て

成

亥

/ 

て
卯
一
一
以
十
ヲ
h
分

御
定
免
迄
六
ヶ
年

一
、
中
凶
成
亥
子

十



延
安
一花
作

て

丑

十
ヲ
円
分

て
円
以
己

十
ヲ

七 十
ツ ヲ
)L 六
分分

貞 天
ー享 一 平'1'1 一 一

元、元 、、

子年白勾午寅

て
μ
ゑ

て口県

八
ツ
七
分

九
ツ
一
ハ
分

十
ヲ
凶
分

て

卯

て

未

十
ヲ

一
分

十
ヲ
五
分

七
ツ
山
分

一
氏

延

O
免
こ
の

八
ツ

て

丑

八

ツ
主
分

4
じ

eFじ
ド

-
『ノ
h
悟

vh
-Y
ノ

'a

て
い以
己
午
未
巾
八
ツ
八
分

-石、

κ.し
|

，一一
'''

t
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I

て
州
刑
政
亥

hu
y

一
子
刀
，
M

J

七
ツ
六
分

八
ツ
六
分

て
凶
此

八
ツ
九
分

司
、十
糸
子
丑
寅
卯

一
辰
己
午
未

下
保
一バ
付
よ
り
同
十
六
年
ま
で

:JL 
、y

正
徳
元

ne

:

卯
反
己

一

午

未

)L 
‘Y 

て
申
よ
り
亥
ま
で

克

保
γ
ん
い午

ツ 一

分 11:
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八
ツ

一
分

て

亥

八
ツ
九
分

一
出

{
王
暦
元
年

て
未
よ
り
米
ま
で
十
三
山叶

安
永
元
作

て

い
以
よ
り

F
ま
で
九
年

)L 

ツ

一
、
子

ィ、
納

じ
art
-じ
ド

r

sノ
スノ
ご
ノ
，ー

戸
、
阪
己
午

-

未
申

八
ツ

一
分

て

川
氏

延
J

日

7
見
付

て

子

丑
jhuDノ

μ北
在
一

e

・L
ド
1

1
P
7
4
 

て

辰

己

午
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明
ー 和

ヨじ
"1.1 {Iー
よ
り
J)lJ 
ま
じ

八
イ|

JL 
':; 

)L 
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じ八
明
元
年

て

五

よ

り
山叩
ま
で
八
付

ぃ一千
和
元
年

て

白

成

亥

九
ツ

ヶ、レ
U
4
4L

ド
十

1
1

ノ，
E
A
l
-
-
ノ
ー
かJ

て
子
よ
り
社
ま
で
十
三
作

天
保
元
年

て

ん胤
よ
り
丑
ま
で
十
二
作

天
保
十
三
年

:
i日
正

一

M
刻
か

f
l
u
ん
uA
-仁
M
E
l

d-，ぷ
ル
F
1ノ
，，

九
ツ

一
、
内
よ
り
巾
ま
で
十
二
作

火
政
一川
竹

九
ツ

て
氏
よ
り
ー
ま
で
十
二
年

九
y
:
、

弘
化
二
年

九
ツ

一
分
h
川

て

己

九
ッ

一
分

h
川

て

地

相
延
安
八
作
巾
年

御
作
寄
吉
村
直
只
術

一
、
同
延
」
宇
二
芳
年
御
代
官
伊
八
郎
大
七
八
般

H
:
;
1
1
7
1
i、
J

I
L
;
-
f
l
t

待

T
判
明
川
首
ー凶，
h
po
F
4
L位
山
ハ
万
件
川l
w駒

田
力

一
反
に
付
八
サ
九
升
九
勺
引
才

御
代
自
付
朕
IM
--へ桁
役

1

J
'
|

)

J
1
4
1
h
 

J¥ 

て

九
百
三
十
九
一ゐ

一
汁
六
升

て

ト

八
石
七
斗
八
升
三
合

一
、
二
十
五
石
七
斗
五
刀
八
合

て

μ
十
三
石
百
ヰ
七
升
七
合

〆

千

三
十
七
石
ニ
サ
七
升
八
合

但
シ

) ~ 

flJ 

自111 夫 11 l' 
廠米米米
子
米

聞
方

一
反

ニ
付
八
斗
九
列
九
A
H
h
才

御
入
ト小
山
一一

-J
l
h

荷
代

て
相
川
三
宵
五
十
一

'匁

)L 
':; 

;!L 
':; 

~ 1 43 ~ 



一
、
M.
二
山
三
十
円
匁
五
分

て

削
卜
J

ハ
匁

.、

二
ト
じ
匁
二
分

て

斤
目
川
員
八
百
目

114 i!月 JL :. 11q 1 
1 1長 1友 :1W 八

二 !ぷ l
{炎 、 IJ~ ノに
ー・ 1氏
、11:1.ぇ小桝 キII1.上 -
IJ4 is: ，と J以 iiJi}?il :1 
JI 

¥

わい火

川
ロ
依

一

伝
え

i

、Fi-

-

F
本
b
h

，J

二
依
二
1

一l
八
九

七
依
一ニ
サ

e
e

一刀

依

即

U
4叶

U4¥
卜
叫

4
'

交

t

A
I
l

-
一

j
-
v
j
イ

公
印
4
U
川
女
℃

1
4
4
}
1
4
1
 

新
地
間
信
御
辺
上
鋭

ト
L

リ

u
h
H
ム
口
υ
r
h

u
S
3
 

役
立
給

T
Z一行
五
十
同
人

米
二
〆

J
刈
a

判

別

一

三
1
1
問
升

n改
一

二
俵
二
斗

相
対

一
六
升

米
川兄

一

二
九

役
帳
付
一

一
依

ハ
予
浜

川
州

O
持

役
帳
付
明

御
城
下
米
品
川
宿

小桝 こLIU ~
ノ，tl!¥(Tm:r

り孫 リ 孫
増

二一 一 一円
斗 俵 俵 俵依

JI' -'1 

仁川人
一以

U
W
M
市
入

川

H

dγ
叫
，
h
州
J
r
j

c
L
 

叫
イ
よ
μ

首
諮
方

組
役

〆

{ぷ

役
竹
刀
用
改

け
(他
の
い
札
人
-以

一
、
三
依

一
ぺ
九
升
三
合

一
、
三
依
二
升
六
合

て

一一
依
三
，q
九
升
六
八
日

一
、
二
ト
九
依
二
汁
八
升
三
代

一
、
五
依
二一

4
九
刀
問
ム円

一

'
l
七
卜
依

ノ¥"行 j也イiH~ 日百
'，i;IJ 111 ")I~ I"J ITJi山
米初J11: rHi 、初1
1:，1 M T 伴コ総
入米 賦 女ゼ米
IIJ 米 納

λ-*村物
的 111払 .;Jぐ
り分

一
、

1
九
依
三
斗
七
刀

一
合

小
物
成
銀
代
米
直
段
二
依
ニ
日

以
五
十
日
替

〆

ニ
ム円
十
問
依
三
A
円

人口

二
千
九
十円
七
俵
八
引

一
合

田
方

一
反
ニ
付
二
民

一
斗
九
刀
八
九日
八
山
コ一
J

御
物
成
米
山
川
入
用
米
共
山
山
米

新
旧

-1 ~4 -

仙

イ

九

石
七
斗
六
升
六
合

て

一
川
九
反
じ
畝
二
卜
歩

-ョん禄
l
h午
山
叶
御
改
以

氷
川
御
引
捨
佼



て

ニ

反
七
畝
二
十
歩

門川
二
泊
七
斗
六
升
七
〈
u

尚

一
石
七
斗
七
九
三
合

て

反

七

畝

二
十
二
歩

市
二
斗
八
列
三
合

て

二
欣
二
十
尺
歩

両
五
石
六
升

一
五
反
十
八
歩

尚

一
石

一
ぺ

一
、

一
反

一
畝

高

三
石
二
斗
ニ
升

一
、
三
反
二
似
ムハ
歩

ず
同
五
石
六
斗
一
升
七
合

一
、
b
反
六
畝
行
歩

日日

行
石
七
斗
七
引
七
〈
口

て

h
反
七
畝
二
十
三
分

高

凶

石

二
斗

一
、
凶
反
二
畝

高

五

石

三
斗
一
升

て

五

反

三
畝
三
歩

高

七

石

二
斗
バ
升
七
合

向
三
ツ

布
同
年
御
改
畝

一
、
七
反
二
似
卜
七
歩

仙

一
一右
打
斗

一
列

て

一
反
h
畝
三
歩

b

二
1

ゴ

l
I
ト

一ド

一
74
t、
1
1
7

て

一
反
七
畝
十
h
歩

出

七

石

一
ヰ

一
引

て

七

反

一
似
三
歩

品

川

一ゐ
u

i
1

一
升

て

凶
反
h
畝
三
歩

尚

一
石
三
斗

て

一
反
三
畝

尚

一ニ
一ゐ
八
刀

て

=一
反
二
十
問
歩

刈

八
十

一
石
三
ベ
九
刀

O
八
町

一
反
三
似
二
十
じ
歩御

伯

-一
八
分

て

五
十
三一
依

一
寸
斗
一
円
升
六
A
口本

米

-145-

イI同
制l同三
号|年ツ
J1i Klll 
残改

11改
ノ'l(

)11 

，，1]司 1，，1ま御 イ 口l主|川J-t，-

治 二 ぶ ニ イ!三 麿 免 同 一 !常 二 |白1
同つ同つ問つ九 三 イ|二つ 三 つ1，1

断 IJ4断七|却 PIl つ 術l八 l出 術l
分 分 1，1 三 改分 !tr'. 改

御分 ii玖 i~jl 政
改改
lij;z iiii-

同
右三
岡ツ
1:1)[ 

御
免
二
ツ
二
分

元
禄
十
冗
午
付
御
改
似

同
二
つ

一
分

右
同
断
、氷
川
御
引
的

同
二
つ

二
分

同
十
三
民
竹
御
改
似

永
川
御
引
的

同
二
つ

三
分

以
徳
凹
午
年
御
改
似

同
凹
つ
五
分

古子
保
一
冗
申
年
御
改
畝

同
二
つ

間
三
成
句
御
改
似

同
三
つ

究
延
元
辰
何
十
御
改
畝

間
二
つ
行
分

新
田

'dリ

L
EI-

J
7
件
ゴ
ム
、
、r

て

一h
畝

-H

川

六
升
七
合

て

二
十
歩

山

五

斗

五

升

て
，
K
畝
十
r
凡
歩

二
つ

一
分

明
和
三
以
句
御
改
出
品
帆

M
二
つ
三
分

イ引
同
断

同
凶
つ
五
分

イ
イ
戸
m
F
刷
出



一
、
二
畝

高

二

斗
て

二

畝

尚

三
司
凹
列
七
A
什

て

三
畝
十
四
歩

J

門川

二
石
三
斗

一
升
七
A
U

一
、
二
反
三
畝
五
歩

一
円
同
三
石
h
升

一
、
三一
反
れ
似

h

L

|

 

一「ド

ィ
ノ
ご

一
、
九
畝

尚

一
句
七
九
三
A
n

一
、

一
畝
ニ
ト
二
歩

尚

三
石
三
斗
七
刀

て

三
反
三
似
二
十

一
歩

尚

一
石
七
斗
八
刀

て

一
反
七
畝
二
十
凶
歩

高

一
石
凶

q
門
刀

て
一

一
次
同
紙

l
二
歩

尚

卜

二一
ゐ
七
ヰ
問
刀

一
、

一
町
二
反
七
畝
十
二
歩

尚

二
石
七
斗

て

二
反
七
畝

尚

一二一
ゐ

一
斗
一一一刀

同
三
つ

右
同
断

同
二
つ
五
分

右
同
断

御
免
三
つ

明
和
三
成
年
御
改
畝

間
二
つ
K
分

小
市
同
断

同
一
つ

五
分

ふ
間
断

同
二
つ
七
分

明
和
五
子
年
御
改
畝

同
二
つ
れ
分

同
六
刀
年
御
改
似

同
三
つ
三
分

安
永
三
午
勾

i

御
改
似

同
二
つ
三
分

右
同
断

同
三
つ
八
分

火
政
二
卯
作
御
改
似

同
三
つ
h
分

心
同
断

同
三
つ
二
分

ぷ
同
断

間
二
つ
八
分

て

一ニ
反
一

畝
九
歩

n

同

ニ
ヰ
一

升

て
二
畝
三
歩

一的
五
石
七
斗
三
合

て
十
九
反
七
畝
一
歩

一日間

一
斗
四
升

て

一
以
十
二
歩

尚
一
石
六
斗
七
列

一
、

一
反
六
畝
二
十

一
歩

山

内

l
一
る
六
パ
1

三
刀
七
分

。
川
町

一
反
六
畝
十
一
歩

一
、
三
十
二
俊
一
列
七
合

新
畑

日川

h
石
二
列

一
合

て

六
反
二
畝
ニ
イ
二
少

一品
川
石
川
斗
八
到
三
人n

て

h
反
六
畝

一
歩

- 1

川

一
-q
三
列

て

二
日以

-川

一
ゐ

一
ヰ
三
品川
三
九日

て

一
反
凹
畝
三
歩

出

八

千

h
力

一
合

一
、

一
反
寸
九
歩

川

一
石
凶
斗
九
升
一
合

右
間
断

同
一

つ
五
分

右
同
断

御
免
三
つ
五
分

文
政
十
亥
年
御
改
赦

同
三
つ
O
分

布
間
断

同
三
つ

天
保
十
三
肉
付
御
改
畝

御
悩
米

木
米

-146-

御
免
一
つ

一応
禄
寸
六
未
句
御
改
品
川

同
九
分

字
保
三
成
年
御
改
畝

同
七
分

間
三
氏
引
御
改
畝

同

一つ

党
延
一正反何十
御
改
似

御
免

一
つ
二
分

主
制岨
三
州
付
御
改
畝

同
一
つ



一
、

一
反
八
畝
卜
九
歩

高

石

九

斗

三
升
八
九
円

一
、
三
反
七
畝
三
歩

高

二
石
二
斗
二
列
間
人
門

て

二
反
七
畝
二
十
円
以
J

高

一
石
ニ
サ
六
列
問
合

一
、

一
反
五
畝
二
十
凹
歩

高

」
l
九
石
古
斗
九
升
八
合

O
二
町
凹
反
問
畝
二
十
九
歩

て

h
俵
三
引
六
九
円

お
畑

高

四

斗

八

升

一
、
六
畝

高

ニ
ヰ
凹
刀

て

三
畝

宣同

一
石
三

4
三
川
八
〈
u

て

一

反
七
畝
三一
歩

高

三
石
二
斗
八
列

一
、
凹
反
二
畝

高

一
石
二
斗
二
列
門
〈
口

一
、

一
反
五
日
以
九
歩

一角

一
斗
七
升
三
合

て

二
畝
六
歩

高

四

斗

一

升

三

合

本 i白 司|可[;:，j同
米償右七右 一 九 - ;{; 

ニ同分間つ J)[J つ同
入断 | 析 作 -11. 析
分 1:111 分

改
11玖

新 、 一一一一
一 間 二 O 雨 、一 、一 、凶

九依九畑依 一 二石 - ;{:i 71. ~l 11. 
卜 三 卜ノト 三 IIIJ 卜反 六反 一 ii玖凹畝
1;. -'1三 米司 二 石 三三i間 三1-1升六
依|出俵ノ 二 反 三 歩八iI政 二 11. 歩
七升 J1 九 三| 合 JI歩
JI六 11.. 政 IJ

合 二 f?? 卜 JI
JI 三 二
IlY 歩合
ノ、

御
免

一
つ
二
分

明
和
三
氏
刊
御
改
似

q
L
L
j
 

F
rr
J
j

f
z
 

/引川
断

御
免
二
つ

安
永
三
氏
(
午
)
作
御
改
畝

同
九
分

右
同
断

同
八
分

天
明
記
孔
年
御
改
以

同

h
分

十山
間
断

同

一
つ
司八
分

メ
て

二
円
三
十
円
判

内

-
H
h
十
三
判

1

-
l

、111

l
11

/
山下

二
十
三
判

此
の
外
ニ

三
十
二
疋

一
、
八
百

h
十
八
人

内

間

百

二
十
三
人

男
問
丙
二
十
三
人

女
凶
百
十
凶
人

て

百

十

二

疋

同天間 同支;
右八保 _.;Y-;一 政
同分 一| つ同つ 二
断 三 断 二 p[J

'j.ij 分年
"1・ f白1
1川! 日次
改 畝
11政

'
山
叩
此
川
q
J
ベパ
T

?
l
L
r
l
メ
d'

、、，
L
¥

1
A八
1
叶
河
川

IJ 
米

'" 147 -

渇え

数
111¥ 世!(オド
縁給門
rlJ [11J 

タト

丙 門
h 人

七
人



- I，，'J 一 波
境 、f白J}完南

熊九|付よ1:J七祭内方 主|
型r)~J 号 八キL 村!母
校'I! 十一 I~長 Iplfi 八久 ~K
.l}'~ 七、付出 ) J 一 米付

日若 ー| 荒 1111必
'品 九や11北 子
小ド11 円方
社 L 村

小松
社瀬

)11 
村

出

家

凹

人

道
心

三
人

山
伏

二
入

社

人

五

人

神

子

二

人

座

頭

二

人

持

女

二

人

医

師

一

人

メ

一
行
卜
ニ
疋

、彼

li{吊 f品l
'JA・祭
稲礼
1奇八
7i. )'J 
ト| 二
大十
lij.J 六
相11 FI 

IJ~ 

ミ
司

L
E

J

ノ

-
l
-uN

円
十
七
疋

I J~ 

l引六 外
ー|十円ニ
ー七 Ir. .Ir 

疋疋ト
ー七

}I;; LI二人

相11
出f~L 
|コ

lき|
Illill 

肝
口
筑
前
守

凶
社
人

山
口
凶
慨 H;; LIニ

川
れ
門
ち
帳
付

域

内

て

若

L
M
白
小
社

川
上
祭
礼
九
月
二
十
四
日

て
天
神
温

弧
社
人
右
同
入

社
号
帳
付

似
一戸
祭
礼
六
片
七
日

一
、
抵
園
牛
-
以
天
主

一
以
神
主

l
l
l
j
 

t
仁
川5
J
叩

社
号
似
付

一/
-
M山
祭
礼
八
月
ニ
イ
八
け

一
、
市
ノ
王
子

一民
社
人

山
間
人

M
N
H
う
帳
付

トホ
h
寸
京
総
妙
心
1
寸

一

d

川
可
い

、/、 111 、高

荒木 村 山ノ 社 熊木
村1 号右之事11写預野祭
小 帳預神祭帳社権礼
tl: 付社 礼付人現九

一 人九右月
、森j"，f 月間十

爽 九人二
子 日日

~ 1 48 ~ 

一 川
、上

祝
抑

制

、1111
):;Lり
相11

rJ 

本
向

:{g山
Eヨ

祁
山
市
十
車
内
リ
観
音

日
出
池
公
儀
御
似
川
川

本

lv久
米
川州北
方
村
e
h
b

正
寺

内
山
山
如
立
総
院

一
、
内
(吾
一円
京
本
的
弘
法
大
川
応
観
寺

法
池
公
儀
御

帳

付

場

内

鎮

守

山

社

点

郎

聖

護

院

末

流

山

川

山
正
小
川
則
院

て

本

山

方

山
伏
行

山

山

山

・

中

山

寺



本
iJ
久
米
川
州
北
ん
村
禅
宗
大
m
m
LJ

て

他

村

入

山、

川
川H
H
1
、
小
川
削
午
、
北新
、
川
ノ
内
村
、
川
/
内
村
、
ハ
内

村
、
久
米
川
州
制
官
瀬
川
村

似
、
治
問
問
ケ
村
入
山
之
儀
、

Jγ
保
川
亥
h

叶
山
入
行
之
、

川
γ

礼
子
作
旅
行
、
久
米
川
以
刈
原
村
れ
、
御
十
本
行

O
、

伽
代
官
御
山
郷
、
被
仰
波

O
上八
二
札
分
け
い
帆

110
も
虫
、
J

H
円、』しし
た、

-
B
ホタ
ι

士、
ーか叶
l
q
ノ

'rト

川
上

一
、
池

一
つ

山
地
床
刈
御
引
地
的
ニ

0
・
仙
川
よ
り
上
南
ト
グ
込

九
ケ
村
他
ニ

0
・4
似
処
、
中けん政
二
氏

介
、
南
方

村
池

ニ
相
成
、
八
ケ
村
ニ
例
ケ
州
と
中
川
水
相
波

似
組
、
川
(以
ぃ
小
山
ん

一
ケ
村
作
之

引

トヘH
防

仰
と
上
ム円
芯

;
!
1

f

'

S

r
i
-
-i
 

一
、
防

河

原

仰

心

同

断

、ら、、一子
川川

h

川川市
μい
』
}
bh
d
十
b
i肱は，

uor，A1
lL
比

例

制

ー'一
一L
λ
7
J
lJh

引
火
食
米
中
l

川
被
一卜
似

、
法
泉
川
筋

村

N
H
前

但
大
仰
の
卜
ム制川
及
々
の
仰
い
引
開
山川
御
山
止
法
外

犬
山
似

て

泉
内
問
ケ
所

以
来
、山
ハ
卜
泉
、
他
ノ
川
門
以
、
向
ハ
川
以
来
、

二

川
二
ケ
所

付制
問
ケ
淵
泉
、

下
筋
八
ケ
村
持

見
奇
良
泉
、

見
奈
良
村

用
水

メ

f

二
3

M
い

l
H
rH

公 '/r.~'
儀念、

お "]'
jじIlt)?n; 
Jilt ~、
中1#1
μ'守-也
:τ)Iii 蔵

n j ;~ QI[ 
1. I:A付
γ|士「
ゲ1 .lJ
只 j'j'(
dえり

尚
須
賀
山
弘
一ト
れ
術
川

h
j
 

i
b-

て

地
球
市
川
本
的
地
政

境
内

一
一
地
版
盆

竹
之
川
町杯
以
前
八
し
寸
預
り

一
、
光
公
山
川
本
市
同
州
弥
陀ー「

:
'aTri
l
--

d
i
s
-
-
-
-

SA
l

-
A
J
U叶
J
b亦

1
4
4
a

五王

!む
'I'J、
4、
1'1 

森 、川、川

1甘 JJ&上川 上
木 Jftμ 活久

治日 ';"¥' Mt)¥(: 
久 町1 1: 本 111¥ ;{， 
米 断本 此;-{i ~与必 |百I
/:[¥ 41: 傾向締~瀬 川
:1仁 m -"]' 1析首 川
方 7少 村
村 P'J 真
祥 持吉
宗 |二 宗

森 大 上
高Il~jl JII /r. ffJ 
'IJ -.'J 上じ .1・

I~i T-i'i キIl J'!日 m

て

ー
川
心
判

VI1 frk )11 
/ I向上
仁l
同

一 、、 右本
、地闘同 ~1

地 蔵魔断矧
賊堂堂 :g:. 

ア
イ
ノ
川

中
ノ
森

て

地

般

常

て
地
蔵
山
'i

~ 149~ 



て
用
心
小
ハ
関
七
ケ
所

内

大

川

一
、
二
、
西
打
開

二
ケ

所

御

定

法

普

談

三
ケ

所

渋

谷

法

泉

川

筋

村
首
誠

一
ケ
所

一日川木
一卜
引
口小。品位

草川

j
t
t
i
 

一
ケ

所

向

井

川行
列
口十

h
同
断

ん
化
辺
筋
小
川
悦
さ
や
木

て

橋

二
ケ
所
、
但
柿
木
御
定
法
依
州
被
卜
似

杭
川
原
筋
二
の
北
手
口

て

知

日

航

松

五
ケ
所

心
々
新
聞
刷
御
竿
誹
有
之
御
引
波
似
ニ

f
小
引
〈
五
市
中

御
迎
上
銀
三
十
九
匁

一
分
八
鹿

内
二
十
七
匁
二
分
仕
掛
免
内
向
ニ
相
成

村
中
波
三
分

一
ケ
一防

御
巡
上
製
二
分

桃

河

原

東

凶

二
十
問
問
南
北
三
間

一
ケ
所

同

所

東

西

十

八

閥

南

北

十

六

間

一
ケ
所

め
二
ケ
所

御
巡
上
鋭
五
匁
七
分
八
一m

横
河
原
安
宿
衛
門
植
松
間
空
地

司、
ru
」、
、
-
円リリ
一叶4Jυ
γ
〕

f
u
a
U
H
リ

甘

U41」
ノ
」
l
n
H
寸凶
』
1
ノ
」
l
M
H

一
ケ
所御

巡
上
銀
十
五
匁

メ
主

|付 r~

M
t
 

J
 

-150-

ーλ
Y
ん〆

イ

一
'
匁
九
分
八
川

人
川
被
三
分

杭
川
原

東

一

山

三
百
五
十
問

一
ケ
一山

南

北
J
l

二
間

御
巡
上
似
十
八
匁
二
分

二
/
川

関

下

東

西

三
間
南
北
五
山

、、、

仏f挺挺

/1 11 斤i
IL、
筒 Nr

玉玉玉宵
住|目罰則.

九L九L九L
11. h. 11. 
分分 分

助
右
衛
門

i
i
I
i
 

山
荘
待
問
l

-1
J

占

1
一

r
J
1
1

1

一イ主
待

F

一
、
御
古
川
札

一
枚

切

死

丹

御

札

南
H
川
内
村

境

東

則

之

内
村
境

て

古
川
木
御
山

崩
北
十
h
丁
、
京
凶
十
丁
、
必
木

但
城
ケ
谷
新
制
、
制
松
替
地
当
山
之
内
ニ
有

zws 



東
凶
ト
間

南
北
三
十
山

南
北
二
十
問

ji~ j~ 

被
下
置
川
山
儀
ム
川
之

て

い
〈
山
保

】

-
4
T

一
う一が

一
ケ
所

東
凶
二
十
五
間

本

j
i
l
:
[
j
l
 

山い
リ44
T
3
4小
筒

川

!

位『
父
政
h
午
山
川
庄
ハ
何
役
被
仰
什
同
十
亥
作
庄
日
役

御
差
仏
川
、
同
卜
三
山
山
作
ぃ
札
ん
照
役
被
仰
付
、
天
保
六

未
h

川i

改
山
口
川
被
仰
付
、

同
九
氏
付
大
庄
原
役
被
仰
什

山
川
役
件
以
持
三
人
扶
持
被
下
位
、
同
十

一
子
作
大
爪
日

一
役

ニ
被
仰
什

メ

イ1

l，iJ 
mi 

一 一 l判 ー
ケ 、 n
jifr 11'1上内 Jil~

成トiケ
泊jl J:Jil ;Jlf; 
山凶 lil11
南l古 I11
;1じ久
一1--;j:'J 
IJq J:.;i 

東
ιi 

7 

東
凶
南
北
二
了
間
方

t
i
 

-

-

東
凶
三
十
γ

打
開
南
北
七
十
間

1会
中5

J

川
一刻判
H
女
十
れ
術
門
怜

改

erh阪仙
相

以
之
川
一

メ

T
、'
V
U
A凶
古
川
川

1
1
4
t
k
己

廿
バ
l
A
L
抗
世
門
H
円
I
A
1
h
HJ

て
天
神
御
山

但
東
崎
一

わ位木

三
所
ケ
ほ
と
申
立
怪
向

但
天
保
九
山
氏
介
改
正
保
絡
-
一

被
仰
付
、
同」
i

一

イ

q
，川
原
役
被
仰
付

市
川
目
白
川
巾
小
〈

I

旧
柑

i

i

i

i
 

但
天
似
卜
火山
叶い一
死
上
米
妓
紋
付
、
改
-M
隠
仙相

被
仰
付
、
川
|
二
日
作
山
万
村
々
的
米
支
配

1
之
内
山
米
致
似

ニ
付
、
山
川
万
御
免
被
仰
付

eada
'i
ぺ

0
4
4

乙

川

『

υ
p

-

1
h
ラ
ノ
字
放
上
叶
寸

H

0
1
H刊か

仰
天
保
」
l

亥

q差
上
米
州側蚊

ニ
一
付
改
庄
屋
仙相

川
万
御
免
被
仰
付

-151-

J
ノ

て

悶

み
村
久
米
川
州
よ
り
浮
ハ
八
市
ヱ
御
粘

江
文
十
二
子
年
記
川
卜

一
一川
、川州
御
十
本
行

大
田
忠
左
衛
門
殿
、
菱
問
桁
右
術
門
川
町
よ
り

被
仰
付、

御
代
官

O
水
八
左
衛
門
倣

一
、
必
山
御
札
之
辻
よ
り
四
里
二
丁

坂

本

仁

兵

術

て

川
上
、
出
犀
佐
七
郎
家
来
九
郎
斤
(品川
川
と
山
叩
ぷ

j
入
信
七
郎
儀
、
幼
少
之
似
よ
り
作
く
致

介
抱
忠
、
む
を
尽
峡
段
御
聞
に
、
+山川
特
之
儀
ニ

被
思
召
、
宝
脈拍
一見
子
年
九
凡
為
御
後
英
二
人
以
H
N

仰
心
同
断

て

代
々
年
始
御
礼

TU

姓

ト

山

市

代
総
シ
節
V

刊
御
附
州
中
上
、
相
続
被
仰
付
似
引



〈
武
智
日
日
信
氏
寄
贈
」

大
正
十
五
什
六
月
下
旬

久

郡

手

明
和
八一
卯
作
改

鑑

米

二|じ

(
伊
抽
出
史
談
会
版
)

園

、

寸
ノ

l
q

北

万

村

松

山
札
辻
よ
り
門
川
二日
J

け
斥
役

u
よ
府
内
成
作
被
仰
山
川

大
庄
原

=
:
:
l
 

弔
紅
引
は
川

一向

千

二
行
七
十
九
一
ゐ

一
司
九
乃

一
、
七
十
二
町

一
以
三
品川
二
十
一
歩
御
免
九
つ

h
分

内

町

川

畑

一日
川
内
升
川
合

似
内
似
十
六
歩
南
方
村
他
山
未
け
此
よ
り
引

日

午

八

行

八

寸
三
石
三
斗
三
引
七
A口

て

十円
三
十
五
町
任
以
二
一般
二
十
八
歩

川
九
十
h
石
八
司
h
月
三
合

一ニ
十
六
町
ド
円
以
九
似
一
一十
三
歩

J
r
 

先1/
)} 

f
・H
a

-

川
H

，
ド
lu

h

イ
ド
イ

日

三
十
三
泊
三
斗
円
引
門
A
ロ

一
、
三
川
円
以
三
畝
二
十
三
歩

内

日

三
十
石
七

4
二
合

コ
一町
七
畝

J

L
J

k

t

l
ト
、

寸

l
n
u
l
T
J
f
，

御
悩
新
問
州

m 
:Ji 

m 
方

一日川
二↑
ゐ
九
斗
問
刀
ニ
合

三
反
六
赦
二
十
三
歩

〆

日

三
石
三
斗
七
A
口

て

二
反
十

一
歩

日

一
石
七
斗
八
刀

一
反
七
畝
二
十
円
分

百

二
一ゐ
六
斗
九
刀
六
A門

三
反
三
畝
二
十

一
歩

引

九

斗

六

引

九
畝
十
八
歩

山

一
泊
二
斗

一
九
七
A
n

一
反
二
畝
冗
歩

日

二
石
頁
斗
問
刀

二
反
五
畝
十
二
渉

日

こ
る
ニ
サ
ド
九
九

ニ
反
二
畝
十
五
分

日

六

九

七

A門

一一
」l

五
分

サ

4

1
川
叫
寸

1
1
-
、、
i
I

1
L
ド

一
ワ
本
日
ト

三

」ノ

rJ

一
以
内
畝
十
八
渉

一日川

ニ
石
山
斗
九
升
じ
A
円

二
以
内
畝
二
十
九
分

同

一
斗
七
引
九
A
口

二
畝
七
歩

御
免
二
つ
八
分

同

つ

同
九
分

同
二
分
六
分

同
三
つ
九
分

同
三
つ
問
分

同
門
つ

二
分

同

一
つ
一
分

同
三
つ
h
分

同
門
つ

一
分

日

つ

知l
ブj

御
定
免

村
中
新
田

村
中
新
聞

村
中
新
聞

曽
川
似
儀
太
郎
新
問

村
中
新
田

村
中
新
岡

-152-

I
l
-
-
-

中
川
羽
目

村
山叩
新
問

村
山
叩
新
聞

村
山
巾
新

m

村
中
新
聞



hγ
相
門
サ
九
汁
七
A
n

h
以
内
品
川
二
十
九
広

一日川

二
泊
三
汁
八
刀
じ
合

二
反
三
似
二
十
三
歩

刊

行

右

じ

サ

一一一ハ
じ
合

T
H

反
七
似
十

一
歩

川

一
いわ
三
リ
同
日

1"1 
一
反
三
以
十
二
歩

一日川

T
三
川
十
一
-A
-ハ
サ
三
月
間
合

k
I
E
l
七
卜
h
町
h
又
じ
は
卜
l

叫

-F

ノ『

)

↑一

一
l
u

-l
'
♂

ド

l
:

一日川

三
ゐ

τーし
n
-
h
A口

て

三
以

一
二
卜
三
歩

川

一
ゐ
八

1
八
八
七
合

て

一
以
八
似

一卜

二
歩

、問 、-
114 :1 一 、l
iiii. 玖

一日
川

一
斗
1
N
升

て

一
似

l
h分

て

一
畝

日

ー

ー

ー

↑

プ
h

I

t

、
t
t
TJ

て

μ
欣
十
h
分

同
一二

つ
六
分

同

つ

山川九
Y

.

つ
h
分

同

つ

h
分

御
九
叱
つ

御
九
r
-
つ

御
免

一
つ

御
免
一年

つ
八
分

御
免
三

つ
九
分

御
印
三
つ
円
分

御
佐
川
つ

一
分

御

人

一
子
八
つ
草
分

二

刊
レ

つ
L

ハバ

一
以
じ
つ
取

一一

己
じ
つ
取

一
中
し
つ
七
分

一一

川
八

つ
一分

一
子
八
つ
じ
分

一一

正
八
つ
円
分

一
以
八
つ
取

十一

己
八
三
分

一
中
九
つ
五
分

二

内九

つ
九
分

一
了
八
つ
山
分

二

刊パ

つ
九
分

一
以
八
つ
五
分

二

己
八
つ
七
分

中
川
氏
亥
了
刊
vv-

一
員
八
つ
七
分

ご

卯
八

つ
八
分

二

長
八
つ
円
分

一
一
己
八
つ
六
分

一
小
八

つ
山
分

二

米
心
九
つ
取

二

中
山
つ
収

二

.内
八つ
=斉

一
成
八
つ
四
分

一一

亥
八
つ
じ
分

一一

子
八
つ
八
分

一一

羽
山
つ
=一
分

一
山
内
ん
つ
国
分

一一

卯
九
つ
円
分

一
一
い
坑
つ
四
分

一
一
己
九
つ
凶
分

一
午
九つ

調
介

一似
h
1
以
よ
り
未
盛
迄
三
」l
八
竹
之
間
一御
免

村

新
111 

n ，'::j i:":j ~" :j ，:":j 

七 じ 、 二 、一 、114
liィゴ 二 ご|ー ご1"114 -'1 
一一 li政 Ii玖 li氏 7，
ii氏、 1"JI 
|川 ← 11.
歩 JI 少

|川
/T 

新
111 

新
川

判
柑

叶
H

わ

~"I 
Illk 

新
川

新新
111 n1 

新
In 

ffi 
m 

新
Dl 

新
m 

御
免
三
つ
六
分

御
免
問
つ

二
分

御
免
二
つ
↑九
分

一
前
八
つ
エ一
分

二

午
七
つ
収

一
成
八
つ

一-一分

一
一
節
八
つ
五
分

二

午
八
つ
じ
分

一一

成
九
つ
九
分

↑
一
寅
八
つ
山
分

十一

午
八
つ
七
分

ffi 
/1l 

新
11'1 

新

m
ヨピ未 卯 亥 151ミリ1I
jしブL .t=: .I¥. I ~f=: ノ、

ーコ♂コてコてコ|ーコてコ
同取 百 六 17i;.凶
分 分分 |分分

一
卯
八
つ
九
分

二

未
八
つ
E

分

一

御
定
免

~ 153 ~ 



一
ー
巾
九
つ
車
分

二

凶
九
つ
草
分

三

成
九
つ
E

分

二

亥
九
つ
m
分

一

子

不

納

一
刀
政
よ
りん
i
以
迄
一八
つ
六
分
御
免

二

未
八
つ
六
分

一
山

l

八
つ
六
分

一
一
門
八
つ
六
分

一
一
氏
八
つ
六
分

一
一
亥
九
つ
四
分
一
州

一
子
山つ
百
分

一
己
九
つ
百
分

一山
卯
氏
己
午
米
中
川
御
免
ん
つ
百
分

一
成
九
つ
五
分

二

亥
歳
よ
り
卯
歳
一迄
十
七
年
之
間
御
免
九
つ
目
分

一
、
三

T
三
円
七
十
h
依
三
パ1
円
刀
八
A門

内

御

物

成

米

三
千
百
六
依
ニ
サ
ア札
引
行
合

本
米

六
十

一
依

一
パ1
問

到

六

合

日

米

七
卜
九
依
三
サ

八

升

夫

米

行
二
十
七
民
三
汁
六
升
七
A
円

御

利

子

米

江

〆
相
川
円
行
八
十

一
公

同

九

匁

六

分

同

六

十

三
匁
h
分

て
一
円
行
九
十
円
匁

-刈』

問
十

一
枚
仙
川
木
礼

三
枚
渉
必
札

〆

て
二
十
七
依

て

六

依

て

九

依

一
、
問
依

御
人
木
行
八
t
1
h
山
川
代

新
御
請
銀

上
り
千
五
民
間

H
H代

市川
山
札
円
二
十
一
代
分

七
寸
一
枚
歩
川
木
札

一
校
歩
山
氏
札

庄
原
給

制
加
六
人
約

小
走
り
給

御
脱
落
給

て

一
依
二

4

一
、
円
依

て

二

斗

三

升

て

一
依
二
千
六
月
h
〈什

一
二
依

二
斗

一
刀

一
、
二
俵
三
刀

て

八

依
三
リ
八
刀
八
A
け

て

七

刀

七

合

て

一
快

、、F
E
l
tC

七
十
二
依
一
刊
二
力

一
〈H

-
、

1
1
-
L
i

一
I
I
下

l
」
l
イ
ノ
ト
山
十

バ
V
l

三
円
三
十

一
制

本

家

へ
l

q

J

ι山
m
l

円

n
i
l

-
q

一変

h
七
十
判

肥
家
ヰ
応
家

一
、

T
二
円

九

十

七

人

男

女

人

U

川

-
d可，

川
刈
六
円
三
十

一
人

心
外
六
百
六
」
l
E
人

て

無

住

寺

守
二
人

僧

一

人

大

興

寺

辺
心

一
人医

王
寺

岡
之
め

て

僧

三
人

て

無
位
寺
守

僧

人

川
川
取
六
人
給

村
夫
務
総

池
落
給

川
孫
給

開
州
夫
平
常
給

井
手
落
二
人
給

消
初
出
米

陀
頭

O
女
勧
物
米

山
守
り
給

家
数

~ 154 ~ 



本
苛
一日川
町
山

内
初
院

て

'ハ
(一一
日
山
川
本
増
/小
動

似
コ
J
3

一
、
中

一
υ
j
、
本
的
茶
削

h
関
門
川
川
か
や
ぶ
々
で

て

十
T
T

F
川

一一
間-一

一
一間
平
か
や
ぶ
さ

ト

rJ向
付
医
王
オ
可

て

山
(号円
以
ト
ホ
尊
制
官

一
代
h

一
υj

トホ
現
副
t
n

一
、
川
仰
山
本
土
づ
以
妙
心
寺

本

当

制

科

大

間

(土寸

本
苛
同
川
村
大
剛
一ナザ

て

山
伏

一
人

て

山
伏

一
人

一
、
山
伏

一
人

て

山
伏

一
人

一
、
五

人

内

氏

側

二
人

女

三
人

て

作

女

一
人

一
、
作
女

一
人

て

仰

女

一
人

一
、
ご1
J
」

¥
i
1
L
¥
Vし

一

白，
l
一，ノ

-

F

，，，
』/

，
叫
可
a

h
r
H
H広

六
十

一
疋

〆

J1.j!. 1:1' 
Il: 卜iii

I~'é I~'G 

4

判パ
仰
'

-M
川
V
↑1
h

4

1
4
Hト

徳
永
t
A
三

て
天
王
川

i欠
!?; 
J.j 

Z 天八 〆
，1;，¥ -tl' ;j~ H n J(J ;j~ IIJifi n J(J 

殿 H よ IJliZJ，妓付 ':;11' 殿 ITt立

'1て米
，11; }j; ).j /

 
J
Y
 

間
之
幼

十F;j~ IIJifi -t;1 
殿1<1':~'， IJ役

本
現
阿
弥
陀

-¥コ
-ノ
，

'H性
伝

(.1 
人

間
方
村

兵
庫
太
夫

;j~ 
11 

石
川
ハ
ニ
八
尺
か
や
ぶ
さ

一
丈
二
間
山
1
か
や
ぶ
さ

一
一
μ
三
一一
γ
け
か
や
ぶ
さ

ィ、
ド|

H
N
人

心

同

人

h
u八ニ
八
パ
か
や
ぶ
さ

一
丈
ニ

一
-間
山
ー
か
や
ぶ
き

二
間
ニ

三
聞
か
や
ぶ
さ

れ
人

右
同
人

一
丈

一一
二
問
中
r
か
や
ぶ
さ

二
川
ニ

三
間
か
や
ぶ
さ

れ

人

側

日

村
伊

-ν太
火

h
u八
-一八
パ
か
や
ぶ
さ

二
間
ニ

三
聞
か
や
ぶ
さ

社

人

小

山

間

人

i
J、
二

1
¥
1
¥
戸

コ

く

E

1
1
1
ニ
ω/
i
j
・刀
4
J
A
〓

一
一山
ニ

三
聞
か
や
ぶ
さ

L
:
F:
リ

司

J
l

イ
ノ

h
J
ニ

一
一
刊
作

τI寸，
i
f

か

や

ぶ

さ

れ

人

~ 155-

兵
庫
太
夫



江
尺
と
六
尺

か
や
、

打
尺
二

一
間

か
や
ぶ
き

て

弁
才
天
日
二
社
刊
尺
一

二

聞
か
や
ぶ
さ

て

鋲

守

山

一.一社

TH
尺
二
八
代
先
か
や
ぶ
き

て

枕

訓

川

二
村

一
間

二
間

似
葺

'
b
b
ql
vト
t

d

て
欽
一
寸
本
尊
矧
音
二
間
ニ

三
間
瓦
葺

て

主

一
んj
本
尊
釈
迦

二
間
十
円
問
品
川
強

一
、
阿
弥
陀

笠

五

千

九

尺
門
間
H

‘冒
頭

て
堂
一
円
ト
本
尊
奴
北
口

二
間
ニ

一
間
半
川
円
皆

一
、
堂
一
千
本
羽
不
動

九
尺
凹
間
品
問
葺

て

立

一
(j
上半
身
民
沙
門

三
問
問
問
火
山
詞

て

一
反
二
十
歩
御
付
加
薮

て
若
'
川
八
慨

一

、

・it
、
宇
品
川
・
1

一

，J
，m
mo
a0

・
8

て

鉄

砲

一

持

て

鉄

砲

一
挺

て

鉄

砲

一

拠

d
y
 

て

鉄

砲
二
折一

〆、
御
山
川
札
一
枚

一
ケ
所

郷
筒川ト

h
t阿
川
』

1
:
f
i
 

依
数
三
下

問

山

内

八

依

六
汁
九
A
円

州
制

A
n

一
川
国
川
十
八
匁

一
分

}II 

11'1 
UIJ 
役

浮松 JI:~

穴 山

郡古
士 りl、直
口生領

d 久 ニ
)j H 丙 内
改 日 ' I~

Jじ大 介 入

手手

鑑鑑

1'1 
人

十
れ
同
人

|ドy

_ ' _ 0 ノ |包八 一 一 - 11'.
、 iàjJ 〆 二I~ *i~ 内、 、、 j立法 陥

二担当~. 寺 111 白l門 土筋 J荒 川
人不iJ 111 111 樋 Hi }II JJ;! 
jJ; 114 ほ
十ll U〉

f"1'1大 ぎ
111 ~l~ 
111 .'j 

111 

社
人

i
d
¥
 

イ
イ
ト

H

Jノ

玉
目
三
匁

玉

H
三
匁
五
分

玉
村
三
匁
五
分

三
何

威

筒

玉
目
三
匁
三
分

三
匁
三
分

J寺f# r~f 
L ): 
1¥ 1'1 
!tl: !tl:八

f!1¥ 
ilJ;l n;{， 
正i;{ i桁
街術 1"1
!I'l 1"1 

I'Y 
イi
j/(，i 
f1'1 

技
生
向

一1'1

一 一| 久
IJlj I'LI ，j:.t 
1¥ イl

)父

Jii'l-

き
り
し
た
ん

ニ
ケ
所

一つ
六
ケ
所

1111本
谷行
111 111 

-156-

m 
知l



，斗
J

/
 

い門
川
二
河
八
「
仰
ド
札
斗

ト
八
町
九
反
二
以

ー

:
1
1

r
h
i
-
-
，γ
r
t
l
』、
、

二
川
八
反
九
似

11:1 
)j 

畑
プJ

(竹
刀
山
十
刀
法
は
i
u
久
村
山
二
一内
二
卜
同
右
に
J

ハ
ツ
二
分
を
掛
た
も
の
が
川
(

の
付
の
上
納
と
云
ふ
)

寛
永
十
三
年

て

子

六

ツ

二
分

一
p

止
保
-
Yん
h

什

て

叩

六

ツ

川

分

て

亥

七

ッ

六

分

度
安
一五
年

一
、
-F
d
H
h
A

じ
リ
ノ
ベ

E

;

'
J

F

、
;

'K

』、.Ul
j
J

ノ
イ

一
、
以

七

ツ
h
分

明
隔
地
必

4

て

未

八

ツ

て

山
・

争
力
治
正
作

て
山
氏
八
ツ
じ
分

寛
文
一川山『

て

到

八

ツ

九

分

一
、
未

八

ツ

内

分

延
宝
一
兆
年

て

刀

八

ツ

問

分

一
、
以
己

八
ツ
六
分

一
、
反
己

114 

て

己

一
、
亥
子

l上

i
e
y
L
コ
グ

J
t

‘

一ノ
ノ

六
ッ
ご
分

J

、、，〆ー
、、‘、I
'

J

ノ
H

，J
ノ
/
ノ

YjJ 

じ
ツ
円
分

じ
ツ
六
分

八
ツ

h
分¥

/
L
t
j
 

，J
、
l
ノ
ノ
ノ

て

い山
卯

八

ツ
九
分

一
、
巾
州
成
亥
子

八
ツ
二
分

八
ツ
二
分

八
ツ
問
分

て

出

六

ツ

二
分

て

午

末

J

ハ
ツ
円
分

jえ

七
ツ
一会
分

七
ツ
八
分

114 

八
ッ
九
分

一
、
以
己
午

八
ツ
六
分

八
ツ
円
分

て

卯

八

ッ

一
分

、

三
、
l
a

ー

ー

八
ツ

h
分

¥
HH
仁】

t
!

1
ノ

E
'うノ
3

一
、

川寸

L
¥
Y

丁
A
リ

-

r
一ノ
、

-
f

-'3:. - Jl -' n 
、ノ'k 、録 、γ
IIJ :)じiJ.-<.Ii::子j乙
よIr.! 己"1 イ!
り 午/14
'd.( 未ツ
iζIIJ 114 
じ l円 分
作成

jじ一 一tI':
火 、、f!st

h.iL JI: yjJJじ

己"1， 'di h"l 
午 yjJ 己
未 Lト

111 三 米
"J 
八
分

-'l~ -''!i. -~j 一
、政、水 、!日;

I I~ ;乙iJ.'.( )L:未 J[ ゑ
よ"f よ"1よ匂ー
りりり
qJ 子 オミ
ユ手 足~

l' )L 1 

"1:， {I 

問
ツ
八
分
八
州

火
、化

予Jじ
よイ|

り
11 
~ 

一
¥
寸
ド
ェ
し

11

「
J
J
h
r
ν
1ノ

'
I

て

ih
よ
り
川
迄

|
二
付

弘
化
二
打

て

己

パ

ツ

一
分

一ツ
八
分

一
、
成

延
綿
布
二
入

、

五

円

ツ

七

分

JT..' 

円
ッ

一
分

リ
ー

，
ノ

J
M
LJ

H
v
j
v

t
f
，J

，
什ノ

川
ツ
九
分

、

・i

、
t

J-

一

致
未
v
J丸
山

リ

‘Y 

‘Y 

f~~ ツ
、Jl
1.， 

111・1

J:. 
り
JK 
iζ 

f 

、
!1

，4
M
H
 

、y

-" ~ 

子Il

IJ:'o! 一花
← lりj'Lii 、向:
、和1!JIJ 円コじ

IIJ 元 J~と "1
J: "1て U
yJJ 
J2 

I~ 

三
ツ
八
分

一ツ
八
分

パ
7」
心

hq

!

'
 

一
、
以
己
'川1

ツ

~ 157-

'J 

'J 

、y

-，)¥ 

戸天 ー火 ー '/ 、|リi
、 f~< 、政 、相 1 .11: J己
!iι 1-'di.Iじ 11l{:.Il:よfド
卯三 よ"1:， J支{I り
}.I-¥("I り亥 111

TI: 与
迄 1， 八

l' ッ "1

‘Y 

'J 

‘y 'J .ノ

h
ツ

一
八日
μ

地組いい
子
保
六
中
山
川

i

御
代
・一
日
竹
村
半
任
ハ
術
殿
御
下
代
三
戸
太
f
山
術
門
限

て

川
中
川
処
元
以
チ
例
代
前
卜
方
恒
克
術
門
刷
版
御

T
代
州

M
U川
バ
川

J
い
HP
パ，
d
寸
寸
Ar
M
m山



ぷ
山
初
穂
米

wm
-凶
作
文
納
物
米

右
同
断

いいん先

井

下

賦

米

出

現

明

米

大
前
米
村
入
用
米

中
よ
り
大
川
り

小
物
成
叙
代
米
首
段

二
依
ニ
ハ
付
制
m
k
卜
国
替

〆

七

十

一
依
三
斗
凶
升
一
合

合
凶
百
六
依
一
斗
一
引
凹
合

田
方

一
反
ニ
付

ニ
民
五
列
八
A
門
九
勺
h
才

御
物
成
米
消
入
用
米
共
山
米

出
方
一
反
ニ
付
.門川町什一

ゐ

一
司
八
升
三
介
九
勺
三
J

て
百
卜
門
一ゐ

ニ

サ

円

札

ハ

本

米

一
、
二
石
ニ
サ
八
川

μ
〈門

什

米

一
、
h
T相
六

刈

I

K

八

米

一
、
十
一
石
六
斗
山
引
八
人
μ

御
冊
一
寸
米
リ

一川

F
伊

〆
行
三
十
三
石
七
1
1

七
刀
三
合

但
、
回
ん
一
反
ニ
付
七
斗
七
A
H
問
勺

ー じ 二
依

了|斗 JI

川
に
吋
ソ
J
川

4
H刈

T
山
収

川
状
持

一4
1
h

升

引
い
い
見
マ

仇

m
h
M
寸

l

米
預
宿

〆ニ

川賞

U
問

l

l

c

 

司
、
1

リー
ペ
マ
、

一
1

1
dh

-

創

剖

」

ノ

1
1
11
ん
万

て

同

凹

卜
問
匁
h
分

て

斤
目
六
十
二
匁
九
分

一
、
同
一
質
問
十
五
匁

d
y
 

て

卜

二
依
問
刀

h

ー

し円、七
次
ヤ
主寸
い引いい

一一
U
U
A

ノ

l

f

j

;
l

一
依
二
千

伎
寄

〆
て

十

一
依
三
ペ
三
升

a八

内

二
依
ニ
ヰ

一一一
。lt

、
一，ノ

一
、

一
依
六
九
九
八
円

一
、
二
4
六
引
六
人
円

て

ニ
4
内
九
七
合

て

一
斗
八
万
二
合

一一

q
二
川
円
台

御
入
本
一一
ー
ム
何
代

御
山
札
1

一
枚
代

上
り
山
一
机

上
り
A
j

以
引
へ

Hμ
ト

ー
司
、
ノ

て
問
ト
俵

中Ll
iiJj 

114ニ
n f.友

fI小
l以 ノヒ

、
円
俵

一
ーー
八
升
三
A
n

役
ホ
払
相
川
町円
七
卜
三
人

米
ニ
〆

、ーし
七ごl
畝八新
二子|

l!ll 
歩

(ム

h
人
一肌

御
蔵

m

米

見

l到

桐作 品11

府改 i1fi

一 七 一

JI 

チ|

一斗
h
刀

111 1'): 
IIIJく

iTi {，J 

一
一q
h刀
1'): 
IIIJく

J<，'11てl

{去

子ι
jι 

114 
JI 

ι

、LVべ
問
削

-kx

d
河
何
世
山
v
m
L
K
M
m

改
良
役

~ 158~ 

制1

~ 

ノJOじツ
}II禄六
御 卜分
号1.1:1
捨午
残年
JIi~1担l

畝



高
九
サ
一
刀
七
人什

て

九

畝

-h
歩

高
いれサ
三
列
三
〈
け

て

h
似

i
歩

高
七
石

一
斗
八
引

て

七
反
一

畝
二
十
円
歩

高
九
石
内
斗
一

刀

小
以
九
反
凶
似
三
歩

て
eh
依

一
寸叶
ユ
ニ

η
=一人
川

〆

新

聞

一口同
凹
ヰ
六
升
七
ム円

て

凹
畝
二
卜
歩

山川
二
ゐ
二
川

て

二
以
六
歩

I
H

同
一
石
三
刀

て

一
反
九
歩

出
一
一
ゐ
八
1
1
九
刀

て

一
反
八
似
二
十
七
歩

高
h
A
l
、、円

7

て

h.
反
h
似
卜
二
歩

一両
三
一ゐ
州
斗
八
刀

て

三
反
円
以
二
十
円
歩

高
十
円
弱
門
司
二
刀
七
九
日

小
以

一
町
内
以
内
似
八
歩

て

七
依
一

サ

一
刀

一
八
円

|ロ1

イ-1三
、y

l司

|相i

〆
ト
二
依
三
斗
円
札
ハ
h
〈日

I<'，j 

、y

イ，"[Jy
分

j，iJ 

て

二
十
八
粁

一
、
h
k
卜
門
人

内

児

七

十

h
人

久
七
寸
門
人

山・
一本

二
人

汎
人

二
人

仲
子

一
人

d
〆

l'Hi 

、、H
j

e

，A1け
H
l
l

間
二
ツ
二
分

完
延
正
い
れ
れ
汁
仰
改
似

仰
的
ニ
八
分

A、

ヰと

l'iJ 術l
~t 

ツー
イ1 .リlツ
分布IIJy

l'iJ 三分
l長

制l
改

li政

波
御
祭
礼
九
月
九

μ

て

パ
一
い
い
川
川
流
大
杓
山
叫

間i

M
刊
り
似
附

必
/
木
川
公
九
月
二
J
l

阿
川

十
、
佐

天

仙

川

同

一
ッ
一
分

宏
、
水
八
交
付
御
改
似

同
一
一ツ

天
明
日
ん
刊
作
改
畝

ト
L
J
JKM山
川
け

'
F
e
，b
f
l
 

御
免
一
ツ
三
分

天
保
川
己

q御
改
畝

天
王
祭
礼
六
バ
イ

h
u

て

パ
コ
肌
天
王

御
免

一
ツ
八
分

一I
M
q御
改
畝

一本-

(ip京荒
川ミ何1や11

4、1E小
尊 悶 主l

tLl 妙
i也一 心
公1(li.'j 
fMt(Q inj fl 
ia1l't，口
制、 - 1阪
|附 ILII刑

神

社

イ¥首相

米外

AW
一
北
川
』

!

|
 て

以
守
少
M
M

新
聞
本
米
〆
ト
ニ
山山
ニ
リ
州

η
門
合

一
、

一
汁

一
介

日

米

〆

'1、 完え

1"1 
人数

L
J
-

L

:

 

々
ノ
二
一

L
l
L
¥
日
L
U
1
イ
ノ

日
パ

一
-
3
J
u
r
七
疋

相11

府、

前
日
刊
人

イI

以
付
人

イ1

』ι、
長111
)J~ 

メL

i正

~ 1 59 ~ 

li，j 

人

IllJ 

人



jrn; 
I~Jて
イ4
IIH 

て
い
必
山
御
礼
之
辻
よ
り
州
旦れリ人い七」

H
々
合

て

庄

屋

日

LJ
r
r
;

目
立
い
い
れ

v
k
m

lr
rl
h
υ

「“"で
f

h
A
U
N
Y

但
天
保
十
九
午
作
庄
原
役
被
仰
付
同
十
一
次
年
差
上
米

致
蚊

ニ
付
改
庄
犀
格
問
叩
刀
御
免
被
仰
付

、 'l

jrn; 1!1i 
~\ 
増
i山
Ji:& tij[ 

長
JIt 

iJ! 
l王持

相j呈主
151 
IfII 
J欠
n日

畑
川

一
、
地
州
主

〆
て

壱
反

て

大

川
筋

一
、
桃
川
原
筋

火

川

筋

て

肘
木
判
川
桜
三
ケ
所

内
畑
川
H
川
口

伝川シ
一何d

lrp
唱'
一A
t

レ'
一
一
地
械
立

(
武
智
日
信
氏
寄
贈
)
大
川
卜
h
年
六
月
下
旬

日間
以
三
匁

一
分
三
町
一

A"'i (jj/ 1.;'; 

同在所

開711必〈

久

米

郡

手

鑑

別
利
八
卯

4
改

(川日出出
火
淡
へ
ぶ悩
)

l

i
-

-、
f

1
1

L
+
d
t
:n 

LA
1
l
i
 

-

-

i

、

K
M
曲川打川
l
A
1

央
総
瀬
川
村

;
1
1
I
 

b
位
品
川
町

Hμι
十

い訟
山
札
之
辻
よ
り
円
山
中十
町

-U
M役
明
利
王
子
作
被
仰
付
似

儀

太

郎

-160-

レ
U
川
円
1
1
1
1

J

1
j
l
 

〆

叶叶，て

川

一
ケ
所

て

泉

坪

一
ヶ
一
助

見
奈
良

岡
山出

〆

て

山
川
仰
れ
御
山
東
川
出
イ
丁
南
北
尺
丁

架
ノ
木
な
る

一
ケ
所

iJ::1 

五
ケ
村
川
中小

II1J 

l' r:~:j 二 l'I l' 1 
三 II~ 1-七畝 IfJl 九

l付 111] 二 じ 十七 三 イ
三 卜lÌ政 r~:j 111] 六反石六

lI氏 16J 反 石 :11二 六る丘 二社i
一二二一 反 石反七敵、|七
反 三 政 Jl七九 Ir 三1. :/，. 二 '1
七六 十 二 iI氏・1. 1以内 歩 JI-
ii玖子1./14合 十 六二合 六 Jl
十 一h 歩七升卜 合六
八合 歩 一 八 千T
歩 介歩 ~4

プJ
H 
7也
l末
未
政
よ
り
つ|

H
万

但

見

奈
良
村
川
水
パ
川

五
ケ
村
泉

向
後
間

I I~ 

木

寸サ

3

〆

↓
、
尚
木
御
山

東

凶

一
丁
南
北
三
十
間

内

一
ケ
一山

南

北

十
円
聞
東
山
二
十
川

〆

東
西
三
十
間
南
北
二
十
五
間
桧

池
山
件
以
引

均H
)j 

Jt: 

桧 木

池
山件
以
引



，F
 ・門川段十

二一
ヰ

代

下

段

七

列

代

て

尚

二
十
石
三
斗
ニ
升
六
A
ロ

て

二

川

一
反
七
畝
二
十

一
歩

内

一門
川
十
円
石
五
斗
五
升

一
向
凹
反
五
畝
十
五
歩

間同

4
石
七
ヰ
七
升
六
合

七
反
ニ
畝
六
歩

一品
川
γ
相
行
司
七
到
六
〈
門

御
品
川
一
つ
八
分
内
政
よ
り
御
定
免

h
反
七
畝

六

歩

し

つ

川
村
七
郎
右
衛
門
新
畑

山川

一
石
eh
リ

九

升

御

免

二
つ
六
分

一
反
虻
畝
二
十

七

歩

村

中

新

聞

出
二一ゐ
七

斗

同

二
つ
六
分

二
反

七

畝

村

中

新

岡

尚

一
泊
二

斗

同

一
つ
八
分

一
反
五
畝

村
中
新
聞

J

向
十
石
ニ
ベ

六

升

同

二
つ
八
分

一
町
二
畝
十
八
歩

出
ニ
宵
十
七
石
山
到
二
〈口

合

凶

十

三
町

一
反
六
畝
三
歩

高
七
石
九
斗
八
升
二
合

て
七
反
九
畝
二
十
五
歩

守
川
一
石
八
斗
六
列
七
合

一
、

一
反
八
畝
二
十
歩

高
二
斗
六
升
七
合

先
方

一
、
二
以
二
十
歩

川
二
-h七
司
七
合

一
、
三
反
三
畝
二
十
h
分

的
一
石
八
斗
二
列
凶
合

て

二

反
二
似
二
十
円
歩

高
凹
斗
八
升
三
合

て

凶
畝
二
十
五
歩

的
十
ぃ
九
十ね
て
斗
三
升

小
計

一
川
六
反
二
畝
十
九
歩

寸斗
J

d
v
r
 

十
五
石
五
斗
二
列
九
合

一
向
六
畝

同
石
.h
斗
三
列

一
A
口

五
反
六
畝
十
九
歩

御
免

一
つ
h
分

御
的
新
田
畑

御
免

一
つ

田
方

御
免
二
つ
六
分

1'，~fJ 

新
111 

新
日l

新
知l

沼l
:J:1If 

新
111 

-161-

五fr
均H

一
御
初
入

二
、子
六
つ
七
分
吾
回
二

、丑
五
つ
取

二
、自
白
つ
四
分
=
、卯

ニ
つ
二
分

=
、
反
一
つ
穴
分
=
、己

一
つ
穴
分

=
、午

一
つ
五
分

=
、未

一
つ
五
分

、申

ニ
つ
E

分
一
一

、凶

三
つ
五
分

一一、成

=一
つ
三
分

士
、亥

=一つ
五
分

、子

=一
つ
七
分

EE
て
丑

三
つ
七
分
車
庫
守
山
四
つ

E分
謂且一

、卯
回
つ
五
分

、辰
四
つ
五
分
=
、己
四
つ
七
分

二
、午
四
つ
=穿

二

、未
四
つ
取

、申
E

つ
七
分

=
、凶
E

つ
九
分

=
、成
六
つ
四
分

=
、亥

六
つ
四
分

、子
大
つ
四
分

=
、丑

六
つ
草
分

一一、山
以
内
つ
ニ
分
=
、卯

ニ
つ
草
分

、辰
穴
つ
ニ
分
=
、己

六
つ
ニ
分

=
、午

車つ
草刈

士
、未

五
つ
七
分

一

一

卸
定
己

申
酉
成
亥
子
一
丑
迄

一

、寅
E

つ
八
分

、卯
六
つ
取

二
、辰
六
つ
取

~ 
m 

郷
村
監
品

御
免
三
つ

御品川

一
つ
八
分

新
岡

新
聞

御
免
一
つ
二
分

、己
軍
つ
七
分



、午

五
つ
七
分

、成
六
つ
一
分

、・以
五
つ
六
分

、午

五
つ
七
分

、氏
Z

つ
八
分

、申

E

つ
山
分

、子

不

納

、己

軍
つ
置
分

、凶
五
つ
五
分

、仕

六
つ
一
分

、以
内
つ
い(分

=
、米
(
本
)
買
っ
山
分
一
て
申

五
つ
九
分

、凶
六
つ
取

=
、亥
五
つ
二

分

二

、子
温
つ
二
分

、
V
E
つ
草
分

ご
、卯

五
つ
六

分

=

、辰

五
つ
六
分

、
己

む
つ
六
分

士
、米
E

つ

七

分

守

中

古
つ
七
分

、州

五
つ
八
分

=
、亥
軍
つ
九
分

一但
亥
ぷ
よ
り
末
十
一
一
手
之
問
日
伽

ご
、凶
軍

つ九
分

=

、成
車
つ
九
分

、亥
E

つ
九
分

布
収
E
り
卯
歳
迄
五
つ
一一一分
川
御
免

、以
引
っ
E

分

=
、午
五
つ
百
分

一、未
五
つ
車
分

、中
川
つ
五
分

=
、成
五
つ
五
分

↑一、亥
六
つ
四
屋

、子
一
(
つ
一
分

一小山
卯
辰
己
午
未
申
一御
免
六
つ
一分

、川

六
つ
六
分

一一
、亥
成
よ
り
卯
政
一迄
ち
付
之
附
御
免
一六つ
い(分

て
三
十
円
七
J
l

七
依
三
1
1
h

刀

，
叫
官

J

三
斤
三
卜
九
依
九
列
」
ハ
九
日

六
依
ニ
サ
六
升
七
人
口

一
一依

一
斗

一
丸
八
合

卜
九
依
二
4
六
升
九
A
H

創l

物
成

制J夫日 本新 米
純 米米 米田
子畑
米共
Jじ

〆十
、
銀
二
h
八
匁

て

同
二
十
九
州
五
三
分
八

M

一
、
同
二
ト

一
匁
二
分

十
、
同
二
円
九
匁

ね
』J

枚

卜
じ
枚

御
入
米
八
」
イI
引前川代

戸什川司1

川
引
M引「ト

h
れ

h'』

1叫
ψv

.ふ
以
刷
伯
似
-b
一
引
剖
訓
却山

上
り
苧
一
覧
八
れ
同
代

市
川
山
札
問
十
円
枚
分

J
J
1
3
4
¥
『

L

1
4
d
fゴ
円
，
寸
干

尚
一
割
木
札

六
枚

二
枚

ユ

p
r
、ll〕

4
0
M
L
剥
中

歩
一
松
札

〆
て
漆
宵
六
」
l

川

て

茶

二
十
五
斤

〆
て

九
依

山

口

肱

紛

-
、
円

山

凶

州

州

政

凹

人

給

一
、
八

依

一

ヰ

小

走

り

給

て

ニ

サ

列

取

給

て
円
山
山

村
犬
需
給

一
、

一
依
士一

4
h
n

池
添
給

て
一

司
問
刀
問
A
H

月
溶
給

て

門

l
一
刀
わ

九

日

開

夫

需

給

て

円
山
山
三
・11
九
万

治

初
尾
米

て

七

升

宗

門

図

録

筆
げ
は
米

一
、
三
1
二
刀
九
九
日

陀

顕

伴

女

動

物

米

て
一

山

山

守

り
給

小
川

三
十
五
民

一
|
八

η
八
合

て

三
円
六
十
三
判

一

本

数

-刈，

二十
円
三ぺ
l
h
判

t
f
 

」
ノ
ホ
平

行
二
十
判 枚枚

歩
材
木
札

一円同
炭
札

枚

灰
キL

上
り
漆

上
り
茶

-162-

Jl巴 土川本
家!誠家
牛後
fI主家
家



九〆
|人J {I 

jL 

人

凶 Ir

|弓 (1
八卜

三 人
人

n
J
 

女

て

上
下
三
人
内

て

門
人
内

て

六

人
内

て

六
人
内

仁
凡
人
山
川

て

山
伏
二
人

一
、
山
伏

一
人

一
、
山
伏

一
人

て

山
伏
二
人

一
、
山
伏
二
人

一
、
臨
顕
一
人

て

瞥

女

一
人

て

同

一
人

)
、
七
十
七
疋

内

六

十
二
疋

女H 道僧
人心

人J¥ 人，¥

社
人

一
人

男

二
人

女

三
人

女児(.1
人

〆¥人人

夕、伊Ii十1:
子人

人人人

L
A
J
l
川
町
山
金
剛
一
味
院

て
点
言
山
市

上

川

有

本
尊
地
蔵

一
、
主

一
一十

本

円
釈
迦

一
、
主

一
'

J

L
平
行
地
似

て

地
蔵
山
V
一六
千

て

観
音
堂
円
千

て
H
一
h
仙
仰
い
山
二
社

一
、
杓
現
IH

一
、
三
品
明
神
山
一一
川

jJミ

見
女
人
一円同

〆

一仁

ゴ!J:

森
長
門

hr
n
Il
-
-
A
 

f
Aペ
川
川
本
正

fょが
大
内
政

本
社

|
役

〆
て

天
王
泊
二
社

本
社

二
尺

ニ
一ご
尺
似
ぷ
さ

Hn般

二
間
ニ

一
一川川
半
昔
ぶ
ふ
さ

-〆
て

山
神
ru口
二
社

一
、
権
現
宮
二
社

一
、
明
神
山
二
社

二
尺
三

尺
似
ぶ

さ

二
間

三

-間
半
川
円ぶ
き

LI芸;政 千行長宝金会
止|二鳥 |立 美j 弥 ~i~ 元 Æ ij依 剛

A I~'，し I~しめIし

本
社

二
尺
ニ

一二
尺
板
ぶ
き

l 13j 

間
間

一
一
山
間
品眠、
ふ
さ

一
間
ニ

二
附
半
品川ぷふさ

附
問
問
き
川
円、
ふ

一
問
問
問
官
、
ふ
さ

一
尺
ニ

二一
尺
板
ぷ
き

九
八
-
一

一
丈
鋭、
ふ
さ

村
人
出
ん
村

兵
庫
大
仁
八

~ 163 ~ 

数
民
太
ド〈

二
尺

ニ
一一一
尺
似
ぶ
き

二
尺

ニ
三
尺
賞
ぷ
き

社
人
松
瀬
川
村

大
内
旅
太
火



一
、
御
高
札
一
枚

黒
穂
が
谷

て

航

必

二
ケ
所

一
、
川
ほ
の
さ

汁
川

J

A
V
I
 

大

渋

谷

川

小

渋

谷

川

す
き
ゃ
う
ざ
川

'
川
の
川

〆
て

御

山
ほ
の
さ

均
，

大
渋
谷
山

鳥
子
山

一
松
葺
山

〆
一
、
稲
内

一
つ

一
つ

一
つ

拝
殿

〆
一
、
明
神
ι

国
王
社

一
、
八
幡
宮
一
社

一
、
天
神
宮

一
社

二
関

ニ
二
間
半
萱
ぶ
き

て

鉄

砲

一
挺

一
、
鉄
砲

一
挺

尺尺尺

尺尺尺
板板板
J~ Jもよ、
ききき

一
、
鉄
砲
一
挺

〆
凶
拠

て

七

つ
平
池
一
つ

水
舟
一
つ

ほ
り
け
一
つ

笠
張

一
つ

新
池

一つ

同
一
つ

黒
穂
谷

一
つ

〆三
反
三
畝
十
七
歩
三
匝

て

鉄

砲

一
挺

玉

目

三
匁

池

数

水
沼
五
反
三
J

以

同

九

畝

ル
小
溜
凶
畝
十
歩

同

一

反

八

歩

同

h
反

同

一

反

六

畝

間

七

反

一
畝笹

:f!f ~夜

百
wt& 
左

p~ 

一
、
鉄
砲

一
挺

玉
目
三
匁

持
七
百
川
知古田一口左衛

門

一
、
鉄
砲
一

挺

玉
目
一
二
匁

持
七
百
姓新

兵

衛

〆

三
挺

一
、
鉄
砲
一
挺

政

問
玉
目
三
匁

三
分

持
主
百
姓雨明

三
右
衛
門

玉
目
三
匁
三
分

玉
目
三
匁
三
分

玉
目
三
匁

殺

生

筒

小
渋
谷
山

し
た
尾
山

吹
ざ
こ
山三

ケ
所

吹
上
池
の
古
手
橋

す
き
ゃ
う
さ
川
橋

吹
上
ケ
上
橋

持
主
百
姓勘

左
衛
門

持
主
百
姓伝

左
衛
門

持
主
百
姓次

郎
兵
衛

き
り
し
た
ん

久
七
分

六
ケ
所

渋生
谷 川
jll 

-164-

f白!神 i討j

所子越
J J 111 
域 山
111 



似 uミ
イT数

円
引
十
三
依

一
司
問
升
八
合

同
山
六
十
七
匁
h
分
八
児

同品、、、冗
H
l
l
L
l

M
門
ノ

L
F
川
市
神
打
川
上
T

民
m
m

'
J
リ

e

J

一

f
L

1

1
」

i
l
-
-lit
-

、、ー

い
1
L
Jl
l
ノ
i
化

l
ノ

、

一一

γ
j
j
/『

一
、
二
十
三
一町
内
畝
寸
h
歩

す

に
リ

一
、

:
円

le-
-コ-
1
6
1
1

1
h
」
ノ
1
1
7
s
づ
4
7
J
TJ

十
二
町
五
紙
二
十
1
H
歩

卜
山
石
八
司
七
九
八
合

イ
問
九
反
八
品
川
二
十
歩

I，.J 〆
出

段

十

三
半
代

ハ川
内
イ
.h
石
九
斗
凶
刀
二
A
門

て

寸
八
町
三
反
二
十
八
歩

h-
山川
三
卜
三
石
三
司
九
月
九
〈
口

十
六
町
七
反

刈
九
γ
口
一
斗
三
升
五
A
U

一
町

一
反
八
畝
」
l

歩

両
三
石
凶
斗
八
合

四
反
二
畝
十
八
歩

〆

山

三
十
三
石
三
斗
九
升
九
合

ー
六
町
J
U

以

右
同
人

日川
こ
る
八
ヰ
三
刀
じ
〈
川

二
反
八
畝
イ

一
歩

山川仁川

qrH升
七
〈
円

パ
似
十
七
歩

JH

川
二
石
二
斗
六
刀
七
合

二
反
二
放
二
」i
歩

リ川
二一
ゐ
五
斗
三
刊
ハ
七
A
H

二
反
五
畝
十
一
歩

仙
九
斗
三
刀
七
合

九
畝
十

一
歩

一品
三
石
山
ヰ
八
合

凶
反
ニ
畝
斗l
八
歩

一品

宵
二
十
五
る
八

q
七
升

合

同

十

一
町

八
畝
十
三
歩

叫1J
~0. 
i¥.. 
つ

用 分
知l

田
ブj

先
方

下
段

イに御
伯
新
聞

十
川
新
畑

山
川
十
石
二
司
六
刀

一
入門

十

一
町
二
畝
十
八
歩

一日川
三
石
六

4

ー
三
反
六
畝

日

て
ゐ
三
斗
七
刀
三
A
H

寸

一
反
三
畝
二
十
二
歩

山
二
斗

十
二
以

問
方

nu
--J 

品
川
寸
λ

御
免
L
A
m
同
免

ト
れ
新
畑

御
免
五
つ

一
分

間

放

よ

り
御
定
先

村
中
新
聞

|司

つ
問
分

同
二
つ
六
分

同
二
つ
三
分

同
州
つ

三
分

御
免
三
つ

御
免
三
つ

御
免
二
つ
二
分

御
免

一
つ
h
分

御
免
二
つ
六
分 村

中
新
岡

九
兵
衛
新
問

同
人
新
問

村
中
新
聞

-165-

新
聞

郷
村
阪
高

新
岡

新
岡

新
田

新
岡



- .'~I ニイ1
畝 7i. 政
十 Jl

.!:J5: 

ー

l

-l
h
-/
丁
ノ

て
二
十
円
歩

出
十
h
石
八
斗
六
升
川
合

小
計
一
一
川
1
H
以
八
品
川
十
九
歩 御

免
二
つ
三
分

御
免
川
つ
三
分

御
免
h
つ
一
分

、亥
六
つ
六
分

、子
六
つ
六
分

、孔
七
つ
収

、
卯
七
つ

一分

、反
七
つ
二
分

、己
七
つ
草
分

、未
七
つ
三
分

、巾
七
つ
三
分

、
問
七
つ
四
分

、
亥
t

つ
四
分

、子
七
つ
回
分

、升
七
つ
六
分

但
一
白
政
よ
り
未
一段
迄

=一十
一
作
，
之
間
一
川
御
免

、酉
七
つ
七
分
=
、成
七
つ
七
八
分
=
、亥
七
つ
七
分

、丑
政
よ
り
卯
成
一迄
七
つ

一分
川
御
主
一
、
以
七
つ
=穿

、午
七
つ
=

克

二

、未
七
つ
一一
一
分

=
、中
七
つ
=穿

-、成
七
つ
一一斉

=
、亥
七
つ
八
分
間一星
一、子
七
つ
九
分

、
'h
卯
辰
己
午
未
山
・御
免
じ
つ
山
分

=
、
円
八
つ
=
分

亥
成
よ
り
卯
成
一迄
十
七
件
之
間
御
九
九
一八
つ
=
分

て

二

百
七
」I
九
民
三
パl
二
月

一
合御

物
成
米

新

m州
北
(

fd<i' i 
じjt|付
JI--1 
114一
介{夫

JI 

介

lコイ元
米米

新
問

新
岡

新
汗|

小
山
七
つ
一
分

午
七
つ
一一斉

成
七
つ
四
分

、申
一
つ
四
分

、子
f

小
納

、己
七
つ
五
分

、出
回
七
つ
=
斉

、丑
七
つ
九
分

、山
氏
八
つ
一斉

四
依
三
斗
九
刀
八
A口

七
俵
三
斗
九
刀
七
合

〆
三
軒
家
之
上

一
里
石

夫
米

御
種
子
米
.
ん

ケ
所

明

治

五

年

壬

申

庄

屋

戸

藷

(
括
孤
内
は
後
の
書
入
れ
)

伊
消
印
国
久
米
川
州
北
方
村
T
H
八
十
八
事
的
戸

平

実

父

易

熊

長

男

生
国
久
米
市
北
方
村

一戸
主

竜

松

宮

太

郎

一正
治
え
年
叩
子
化
一
月
十
六
日
々
-

Mm
父
弥
次
郎
亡
妻 民

-166-

ぺ
悶
久
米
川
州
一
松
瀬
川
村

半
民
玉
川
伝
六
亡
次
女

制

問

玉

川

モ

ト

文
政
二
己
卯
年
三
月
十
六
日
生

ぺ
問
当
因
調
川
泉
市
東
乍
一
町
士
族
河
束
尚
致
長
女

安

河

東

イ

ワ

慶
応
λ
乙
五
年
十
一
月
二
寸
H
住

促
同
当
同
組
泉
州
叩
三
浜

町

長

女

屯

訟

ヲ

シ

ヅ

明
治
十
六
年
十

一
月
三
十
ハ
ペ

作

閃

同

長

児

荒

川

似

刈

明
治
寸
九
丙
成
付
。
三
八
十
六
日
パ
J

氏
神
当
同
下
一
呼
{
八
川
南
方
村
川
上
大
川
仲
村

ゴ
4

当
同

当
村

μ号一
川宗
-b「ゴ
オ寸



初
出
開
問
久
米
川
州
必
抑
制
川
村

二
'リ
ニ
1
h浜
地
川
ハ
り
い
一
ち

h
八
十
二
浜
原
放
川
住
引
宅

内
凶
ハ
火
玉
川
一
山
間
八
亡
次
旧
点

、
j
f

L

;

l

i

、l
'

¥
川
JJ

“ll
j
h川
↑
l
Jl
l
f
l
/
I
I
I

-

、
.

一
山
知
叫
J
Y
M
川
川
川
ド
|

一川

一
日
山
地
隠
ス

一1

1

J

H

F

J

j
〆

1
1
h
同
u
l
J

」

モ
巾
午
二
l

，

f

「
1

、A

ト+、
へH
M

川
、
水
川
半
ム
付
J
l
二
八
八

日
川
)

)1 

(州

f
」
l

二
川
じ
日
病
死
)

l
i
l
-
-

;

l

「
Lc
l
i

-

-
「

l

当
同
和
釘
川
氷
川
1
J
M
州
以
い
倣
lJJ1
m川
l

いし
長
友

(山
政
パ
亡
川
内

h
H川
h

H
作ぃ
)

トIl
I:J 

八本

1'4 

/ーー、、
*辛1，
ニじ大
i立青;:1ベ
Jlil不l
:W，;1J!i)L 
ス I;~/ J 、
大1><
i年小
椛)11
直己

¥ー/

父
l泳 三f

)1 

門

亡
:，，;.欠

久

イに

し

----一ーーー-、、
ユ|乙|ーIIIWI
方二当ifi閃
へiFi同 1':':1
HI，';i'I--.，H 
子敷シ¥イ|
卜、1'1:1¥ー

シ民司王 )J 
テ!日j)j二i
iき焔村|
:f1";A~ 八 一
』、ーー一一-----

~~ 
延
IL 

!夫父
IJ!可j玉
イl' jl 
li. -1;: rI: 
)-J 
三 )1ε
11 H三
It: = ~1 
............ {!一

日1¥

J戸ー『町、、

lぷと|七
父同作
用品ll卜

'i'H1IJJ 
南鉄1111
長l臼 ~m
タ:I-i，

111] 

¥-----

安

下

加

H

安
政
三
丙
辰
仇

二
月

J
二
日
作

〆- 、、

.Tニー|
11:船"1ー
同 íii'jïJ~"I. 1リl
当 jiy'Jj' IJij 7(i 
l育 I :~ ';f J 
@.l li.lel一 行
ノド 孫迄1"1') 
喧 へ侃ヨ ←l
1， '，;1泉}

高!2tflíi~-í ・ ) J
II1T ¥----一

11 
2ι 

|りj 興
治戸退
ゴL-1". 沼
イ|長 1101
丙 男 続
子 玉

-' ;)1 
J-J 

l' ，E 
ノ¥

11 IE. 

氏
神
川
上
大し
v
u
h
Hれ
大
明
神

苛

当

村
山
(一一↑
川山
ボ
上
い
仙
寺

伊
政
同
一

w-一八
郎
南
方
村

T
円

h
」
l

一一一
帯

(
川
庄
一同
)

行
問

l
六
需
尽
仙
品
川
村
，
け
宅

山

花

父
当
同
久
米
川
一
日
刊
川
村
地
分
民

相
応
終
久
、
、
長
刀

川

円以

加

μ
1弘

山

弘
化
門
下
未
年
九
川
二

九

U
作

1:.，.---， 

悶|リl
当治
悶|
伊二

t象"1
p山¥1¥じ
出fil1¥)J 
三rt二
行ii:1111
亡町タヒ
次 i、
久

」
l
九
大
似
二
小
-Mml胤
生
村
六
恭
一
州
政

門
岡
知
太
郎
妹
焚
凶
ニ
リ↓
川加
的

明
治
九
勾
白七
バ

1
三
川
離
別
ニ
ハ
付
除
知

、
第
八
大
正
ト
パ
小
似
浮
山
八
郎
上
山
帥
川
村
〆

~
版
町
六
飛
住
地
川
什
山
門

m知
太
郎
泊
以
J

一
永
六
川
年
八
月
八
日
山
ぺ
明
治
治
じ
作

一

一
七
日
け
や
公
子
ト
シ
テ
参
リ
川
純

一

「
第
八
大
M
F
r
l
小
un
麻
生
村
原
町
二
十
八

~

，
帯
地
門
口
利

一
郎

カ

江

川

帥

川

、

氏
神
川
上
大
'川
口
五
社
大
明
神

i
l
当
悶
久
米
川
州
W
A

↓刀
村
側
京
大
興
L
J

父

l¥ffi 

高

須

賀

市

三
郎

天
保
三
壬
口
氏
付

三
月
二

i
円
円
生

-167 -

火:ト11
化 lヨ
ご「
IJ4 

八、1m
Jj 

プミ i-ド
11 

安

夫

似

日始、点
二
己
口
内
山
叶
内
月
卜
三
川
H
叶

X

公
子

hに

1
川

i

u

口'乙
1
1

0hJ
5
1

1

d

l
 

江川
K
L
¥
m定
作
L1
7
1
v
¥
1
1
1

1
ノ一
ノ

f
l

j
j

j
|
/



伊
時
間
国
浮
穴
郷
土
口
久
村

三
事
情
尽
品
川
肘
住
(
向
宅
)

決
別
系
相
原
政
次
郎
隠
居

〈
明
治
十
二
年
九
月
一
日
死
亡
)

相

原

庫

次

郎

壬
申
年
五
十
六
才

文
化
十
円
丁
世
年
七
月
十
五
日
山
生

当
悶
久
米
爪
久
米
村
南
分

出
乃
万
和
之
布
術
門
長
女

¥
明
治
十
二
年
凶
月
二
十
八
日
離
別
府
/

一
伊
政
相
鶴
吉
村
五
十
三
事
情
地
黒
星
朝

一

/士
口
方
へ
送
籍
す
る
市
中

¥

妻

fこ

[J4 

十め

才

(川

庄

原

)

氏

名

住

所

大

字

吉

久

壬
中
戸
知
得

明
治
五
作
改
正

伊
抽
出
同
一
洋
山
八
郎
吉
久
村

二
十

一
番
地

凹
悉
原
敷
川
住
円
宅

hs
一三

、J
k
h
ド
巴
く
市
川
叶
ド
ー

H

h

d

J
に且

wr，
引
が

PLy-川相

原

紙

次

郎

壬
中
山
主
二
十
六

天
保
八
丁
内
作
三
月
二
十
五
日
川
口

(明
治
十
二
作
七
川
七
日
死
亡
)

当
山
南
方
村
山
波
郎
長
制
仁
長

安

ふ
J

、

't

'u
 

女
勾
二
十
七

(明
治
十
七
年

一
一八
二
十
万
円
死
亡
)
弘
化
三
丙
午
付
三
八
十
五
日
山
生

¥
山
川
泉
川
持
岡
村
之
内
一右
下
川
見
/

一
上
岡
山
巾
心
初
心
安
明
治
十
九
作
三

一

/
汁
十
日
送
籍
ス

¥

長
女

て

"1 
¥-い

一正
辛
円

BX久
二
壬
成
作
h
ハ
十
一
日
山
生

¥
淵
泉
郡
出
淵
町

一
丁
目
士
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小
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一
広
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方
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明
治
十
九
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三
月
十
円
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送
籍
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---ーー、、
郎良l別
太村治
長五十
男百八
直三年
視十六
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妻務八
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送民当
籍相B1~
ス原見
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へ
幼
年
ニ
付
後
見
人

J

F

当
川
南
方
村
波
郎
英
問
郎
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(明
治
十
二

4
二
月
間
日
比
亡
)

女

ヌ;
夕、

安
亥
壬F
正
月
十 た
二 年
日
出や
生十

女

w= 
応、

丙
寅

"f 
八
fJ 
|“ た

日
U~ か
さ|ミ七

明
治
十
二
作
八
月
二
十
五
円
相
続

戸
主H

n
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壬

作

月

トイド弘
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長
男

原

二
男

相

原

市

術

策

明
治
十
一
作
七
月
六
日
生
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士
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村
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サ
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刀
二
十
八
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一
、
人

第
二
章

口

人

口

戸

数

meハ
ポ
附
州
北
川
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
八
竹
の
統
計
と
し
て
、

そ
れ
以
前
の

三
九
、
女
一
一
七
三
九
計
五
六
二
八
人
と
な

っ
て
い
て
、

男
二
八

紘
一叶川
は
不
明
で
あ
る
。
抗
日
後
の
資
料
は
役
場
た
淵
点
H

し
た
が
見
出
せ

[>< 

ず
、
判

っ
た
三
ヶ
年
に
つ
い
て
は
次
の
織
に
な

っ
て
い
る
。
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付

~ 169-

数
一一一 -

V吋 Cコ プ" cコ t: ::JL -1:;:; .1、一一
一ー pq  cコ J、 ヱ二 寸~; -L' 、 一一

九
五
一

'13 三? ;;>.， 仁ゴ J吐k之 巨9 ::J む と::.. f守、
コ口 ー ブじ L.: ，，-¥. く ニニ プc 巨ヨ

古 1111八北京凶西

八 I[ユ 11"，1， 
久明脈脇 村村市

ゴ=.，'， ー-' cご) .......く C二コ ーtニ
ブし ー ブじフ町 一一ー院封 寸」

一円五一
一八
一

一LL
一一
一一O

一

一七
一一一

一U
一一

一五一一一-

一O
ニ
一

一一=
ぃ(一

ニ五(〕
一

百
、一-L
八
七
、C
U
L
一一

七
、O
七九

一

一

一
一一一石
一

一室
一

一一一一一

ワワ

1、， ， 

に
つ
い
て
記
此
す
る
。
尚
粗
泉
郷
誌
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
八
年
、

[>< 

八
七
二
戸
と
な

っ
て
い
る
。

三 桧古 川上 ;J( 七

判集 / ケ

!宗谷 田 筋 l変 越成 fンI

宍1I!4
Z ニ E. _ ') "1'.和
Ii. ~ cコ Cコ ブb 三五 よ

手IIR
E 

回 弓子 = 喜一二 ''"' "I'.tfl 
一 一一一一一.--

竹内山 1心凶桃特 IL)<" 
/λ可 |

の |山

山木凶束中Ili難 子 l引

!プサ昭

三一- ニ さご子三 --;-. 1"1'.和
一 ム ー い …

|干IIg

z ー=三ニニ ヶー 二ζ平n
-'= '-些， cニ ーL: 片ブ'-' cコ l一一一

|手II{J，
1::1玉

挙 :ζ きさ主自 主["1三和

=一 一 } 一 一 円
/、ご . 二 二 J、 〈コ o 



上小下中市 天 1111 道 八 北 芥板
I~'é 

/之 八森 /

砂 JJ.>iIIIT 111]以や11111 [自[ '1% 1版 木戸

三主主 ニァ =:. Ti'. P刊 一三 一~ -，i， 一】 -
pに 1;. し 〆ι、.JL _ '， P-.!叫 ......，.....く ー- F吋L:

L' 

V吋 ド吋 ;=:. :JL ::--'" -ー 一一ー 旦ーコ Ti. ? ニァ
1.1'=1 L" .J1I ......， C二) JL .....目、豆:i. ......、 c二〉 ー- - - py 

^ '11¥ト，';， .11 IJlj 東京 1)4iIlf JJji ~i{ 内

之 / '1-' '1-' ，，， ;，， i'l' / 

'fh i'l'久 上半j+，j市 rli上 '1-' !i~ ([[Ij 

ー 一一 - '， -r.. VLI てニー一 一 ←→ 二-.
ノい L: ノし I i. L-" I、 ーー 一一- ，、 J 、 J 、

m
和

二
」i
九
作

一

数

一

人

H

一一

1>< ;J，上 上

のケ

m j日行筋必段成| 何

音絵添 川

二
五

二
回

ニ
凶=回

二
四

三

(

〕
一
じ

一一一一=一一
一-一

=一
」(

円
F

・

ニニ一

一=
5

三
回
一

三

九

二
回
一

=一三

ニ
軍
一

一一一四

ニ
六
一
三
一
一

一一一一一

一一=一六

一
九
一

一一
七

一
石
一
=
一
九

三

ニ

一

四

四

百
五
一

問
主

ワ
・一

三

四

ワ
・一

一
一一

九
九
凶
一

一
、
=一
六
=

円
F

・
'r
、、
ブ
J
J
f

人

nn 
羽1

イ
4下:

フ、 L" JL 0 C二〉 ニ" ニアー
L: ，、 、 ー一ー ニ二.

数
置しプ

=一
目

一一
山

一
一一一

一一
一

[-1 
ニプ〈 ーしJ ブ" c二コ ζ二コ ジミ ニ二
三三 L: -ー マ..、 一ー ニニ

三

判

原

一

九

の

子

一

原

一

肌

灘

一

U

U

1

n

u

一

四

の

側

一

u
d

--A 

且

ノ

上

一

上

向

上

一

下

向

上

一

約

之

作

一

上

十
川
市

一

下

!日
市

一

回

前

市

一

凶

中

村

一

甘
A

J
H
1

L
b1

一

東

一

天

神

一

市

場

一

中

之

町

一

、

民

一

μ
1
4
-

下

之

町

一

二?プ'. I:lq ミ~. -{ニご プく ーー・ 'E五 二7・a 三三 二二二 一日 二二二 一一ー ーー ー~ I~ 三三三 三_. 二二二 三::. p吋 ー- 三E
，、 J・、 ヨ':i. 、 Jc  一一ー .JL pq ;!L 三王子 ~t::i. ー ーし- ，・、 ニこL 主主三 ノ、 ブL 官.. ニコ ノ一、 F斗 Fよ

一 一一 一 一 一一一 一 一一 一 一一 一 一
三一 五 二ごe5 0 巨亘 /;ノし :ri. ::;; • ....;: ~. -L:九 八 三 五一ご百九ノ" B . 九 テ
ーー ニ」ノ〈 二二二 三き Cコーー ノL ;>'，、 ーー プ、 C二〉ミ五 三己ニニ三三 回 f、 ヨ1 三己 三五 L: 

ヒゴ プ〈 一一・ B . P . 二二ニ ー一 二士 一一ー 一一- - - I~q 三吉 宮古 二二二 三~- pq 三三三
L: ←ー Jc  一一 二JL J.l4 :JL .-:-"， ~H ニ=. -L" ....、 三三 P吋 J、A ご1i. Cコ r、ド吋 J、

二二二 "q 三デ
F、1;. ....、

一一一一一一 一 一 一 一一一一一 ← 三三 C二コ ~E;. -OD 民主./ :Ei. :Jし ヨCi. ~Iï. 三三 七ゴ プ" r、 三=- Ti.. -ーー E . :JL プL ヨCi. :;JL .-
ζ二;;;.， ......， cニコ ニご 三三 三三 Jc  一 三三 L' L' 0 J、 ご 二 ニ ニ 三三乙 "叫 r¥. -L' Ti. 三三 C二) py 

~1 70 -



}i 1111 八北 J4 芥辺 11)(竹 I:":j 上

八必与 の

久 111.1[% 1[1;li ':;: 木 [ilJ } I I)"i.， 本 砂 川I

江1

一、
一ん

、・，-.
111. 

持
政
時
代
は

一
、
川
上
村
役
場
の
沿
革

分
下
分
)

-'-i. - '-'1.1 .~円
I i. JL I i. 

，、
、

ノ ーー・ 一一 ー一 ・一一 ー- 今一
F 、:，.....;: L' コ ，、"ノ、 f、， ， え!と 1，. /i 
ノし ー- -/; ニー ノ、 二 .Jl.. -L; ノ、 〈ニコ ζ二〉 ノし

治

=一
一

吋

'

一、F

一
で一 二二 ]"''-] ["''-1 ::= 一一ー ーー ヲヨ ー， "吋 三三三
L: Cコ ー・ じ Ii. -， i. ..... • ...; jし /;. v吋

J、、
Jc ニコ ー- 一一 ーー 一 ー一ー ー一 二 ー・ ニ_. ー一ー
ε-!. ，G. -L.; ー 亡コ ノ、 "吋 J、ノーに " -ー ヨB プミ
Cコ プ、 U - L' Cつ 〆日 ノし 七J プミミ ;;:....; 亡二コ ニ土

ー 土で二 PLI PL] 
Jく 【三 、

政

川
J
U刊
は
久
米
川
岬
必
似
川
村
川
奥
松
制
川
村
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司
化
トリサ
、
J
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J
I
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1
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'
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山川
l

J
ソ
H

組
刈
が
あ

っ
て

巾

l

ば

'M
治
制
が
敷
か
れ
て
い

士口
久
村
の
五
ケ
村
に
分
れ

明
治
四
年
四
月
成
務
置
県
、
問
符
七
月
愛
媛
全
県
を
二
十
九
大
区

二
川
八
十
七
小
区
に
分

っ
た
。
小
区
に
は
戸
長
役
場
を
起
き
、
戸
長

什々
村
の
」
九

が
川
庄
屋
の
仕
事
を
引
紋
い
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
改
号
前
の
川
上
村

民
は
、
松

d
l
i
、

辿
山
山
川

μ
4
r

;J~ 
1公
判lU
)I[ 

村
は
同

人
で
玉
井

氏
、
化
方

川刊は
重
松

氏
、
雨
方

川刊
は
高
須

山
氏
、
士円

久
村
は
相

山
氏
で
あ

っ
た
。

川
治
七

山川五
川

j目
タJ
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区
の
区
域
が
改
正
せ
ら
れ
、
十
四
大
区
三
白
十
一
小
区
と
な
っ
た
。

こ
の
時
、
川
上
村
は
第
六
大
区
と
な
り
、
士口
久
村
、
南
方
村
は
第
二

小
区
、
松
瀬
川
、
奥
松
瀬
川
村
は
第
十
一
小
区
、
北
方
村
は
第
十
二

小
区
と
な
っ
た
。

明
治
十
作
二
月
ま
た
改
正
が
あ
っ
て
、
い
ま
L

で
の
第
六
大
区
は

第
十
三
大
限
と
な
っ
た
が
、
川
上
村
の
名
小
区
名
に
は
変
更
が
無
か

っ
た
。

こ
の
ご
ろ
の
区
別
制
成
の
桜
準
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

ド
数
五

μを
一

川
と
し
、
五
川
乃
主

一
十
五
仙
を
一
組
と
な
し

こ
れ
に

一
の
組
長
を
直
く
、

(
民
選
に
し
て
無
償
な
り
)
。
大

凡
十
大
組
、
乃
七
三
千
戸
を
合
せ
て

一
の
小
区
と
な
し
、

の

小
区
長
を
説
く
。
大
凡
八
小
区
乃
至
二
万
四
千
戸
を
合
せ
て

大
一以
と
な
し
、
こ
れ
に
大
区
長
を
置
く
。
然
れ
ど
も
、
各
地
に

大
小
広
状
、
mm
落
の
が
附
接
、
戸
口

の
疎
密
相
ひ
と
し
か
ら
ざ
る

も
の
あ
り
、
川
よ
り
一
定
す
べ
か
ら
ず
。
放
に
名
地
'l然
の
形

状
に
従
い
、
そ
の
制
を
設
く
べ
し
。

明
治
十
一
旬
七
月
(
太
政
口
布
告
)
郡
区
町
村
編
成
法
が
発
布
せ

ら
れ
て
、
従
米
の
灰
を
出
し
て
郡
町
村
と
し
、
名
郡
新
く
は
数
郡
に

郡
長
一
人
を
ほ
き
、
ま
た
、
各
町
村
又
は
数
町
村
に
戸
長

-
人
を
山
一
円

、-F
-
0

1
V
ふ
れこ

の
当
時
、
和
気
、
温
泉
、
久
米
の
三
郡
に
一
一
部
長
を
置
き
、
郡

役
所
は
温
泉
郡
(
松
山
市
は
祖
泉
郡
に
属
し
て
い
た
)
二
番
町
に
あ

っ
た
。明

治
十
三
年
、
浮
穴
郡
は
二
分
せ
ら
れ
、
上
浮
穴
郡
、
下
浮
穴
郡

と
な
っ
た
。
そ
し
て
下
浮
穴
郡
の
郡
役
所
は
森
松
村
に
あ
っ
た
。
問

方
村
、
吉
久
村
は
下
浮
穴
郡
に
属
し
た
。

明
治
十
八
年
ご
ろ
松
瀬
川
村
は
北
方
村
と
が
、
又
久
米
郡
北
方
村

外
一
ケ
村
と
云

5
一
戸
長
役
場
に
統
合
さ
れ

そ
の
役
場
は
北
方
村
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同
州
沖
に
あ
っ
た
。
南
方
村
、
吉
久
村
は
後
の
三
内
村
、即
ち
井
内
村
、

川
山
之
内
村

河
之
内
村
の
五
ケ
村
一

戸
長
役
場
を
置
く
こ
と
L

な
り

名
称
を
下
浮
穴
郡
南
方
村
外
四
ケ
村
区
長
役
場
と
呼
ん
で
、
役
場
を

川
上
釈
に
置
い
た
。

明
治
二
十
二
年
四
月

郡
制
町
村
制
の
実
施
に
と
も
な
い
、
南
方

村
外
四
ケ
村
は
分
離
し
て
、
井
内
、
則
之
内
、
河
之
内
村
が
三
内
村

と
な
り
、
吉
久
村
、
南
方
村
、
松
瀬
川
村
、
北
方
村
は
川
上
村
と
な

り
、
久
米
郡
川
上
村
と
し
て
新
発
足
し
た
。
そ
し
て
そ
の
初
代
村
長

は
坂
本
公
賢
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
年

川
上
村
(
三
内
村
も
)
は
温
泉
郡
に
編
入
さ
れ
た
。



最
初
川
上
村
の
役
場
は
、
川
上
駅
、
渡
部
蔵
五
郎
宅
を
仮
役
場
と
し

た
が
、
後
、
坂
本
公
賢
の
持
家
に
移
り
、
見
に
そ
の
後
、
北
方
字
川

上

二
二

五
五
番
地
城
謙
三
の
持
家
に
移
っ
た
。

ト八
fL

四
年
八
月
二
十

u、
松
本
喜
一

村
長
の
時
に
、
北
方
字
川
上
、

二
二

七
七
の

一
番
地
に
役
場
を
新
築
し
、
こ

れ
に
移
り
、
関
来
約
凶

十
付
の
問
、
川
上
ハ
治
行
政
の
本
拠
と
し
て
そ
の
使
命
を
果
し
た
。

附
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
、
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
三
内
、

川
上
の
山
村
が
合
併
し
、
川
内
村
と
し
て
発
足
し
た
が
、
そ
の
役
以

は
従
米
の
川
上
村
役
場
を
川
い

支
所
を
当
分
旧
三
内
村
役
場
に
山

い
た
。
後
新
庁
舎
が
一
南
方
二
八
六
番
地
(
坂
本
新
宅
)

に
建
築
し
、

M
m
和
コ
一
十
一
年
九
月
八
日
そ
こ
に
移
転
し
た
。

附
和
三
十
一

4
九
川

一
日
川
内
村
へ
川
A
A

m
小
川
村
大
字
削
川

大
字
川
一
川
字
九
騎
字
海
上
の
区
域
が
編
入
合
併
、
同
時
に
町
制
を
し

会
¥

川
内
町
と
し
て
発
足
し
た
。

旧

川

|一村
役
場
は
尚
米
、
川
上
公
民
飢
と
な
っ
て
現
在
に
主
る
。

川
川
に
郎
村
の
出
合
を
記
恥
し
て
見
る
と
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

部

村

の

民

A
口

一一「一一一一ー一一一
久りJ
)¥と古

川τ
川土

上"1'.
村

ムl羽10:1七
制

久 ん川 ノb
l'、t+'J村，f，J

1，lnt リl
;民 ifi
/:1IIJlj章

一上」主
卜"1リj
i宇治
ノL

/:111 

|人J"I
，f'J 

河口Ij)1 
之丞 I)~
内内
村 H1"J 

久lリ1
)t(l{-i 

外1:111'
_.-1じ八
ケ}j"1
村村

久久長).. ;{IljJ 
j除米北米役ヲ治
iM!lill，./:1¥ n~ /j1f 1， 
)11 ノJ liltシイイ1'.
村十泣II JI: 

明
治
|
八
作

↑卜
百
と
て
郎

、別
h
h
1
1
4叶
F

-
J
;
1

、
I
iJ

4

|
一

'
凶
ん
村
外

一浮
ハ
八
郎

問
ケ
村
1
一

南

ん

村

一

竹

久

村

-

，IJ''
J
υ
r
l

t
r
小'

一
ld
則
之
内
村

「

川
l/
」
内
付

~ 1 73 ~ 

浮
穴
仰
は
明
治
|
三
年
に
二
分
し
て
上
坪
火
山
及
び
卜
浮
火
山
と
な
っ

た。

川
村
制
発
布
明
治
二
十
二
刊
以
前
は
I

山
鯨
不
充
分
に
し
て
戸
長
氏
何
、
役
以

位
置
笥
洋
か
な
ら
ず
参
考
資
料
と
し
た
も
の
を
ぶ
に
掲
げ
る
w

。
明
治
十
eh
句
土
地
先
貨
の
詣
矧
に

久
米
州
州
北
力
村
戸
長
一
色
忠
長
殿

。
明
治
十
五
作
北
方
村
地
誌
編
纂
の
蓄
に

久
米
州
ル
ル
カ
村
戸
長
、
仙
波
皮
次
郎
(
村
会
所
以
ヨ
ち
)

υ明
治
十
七
介
家
仔
相
続
阪
に



久
米
川
北
ん
村
川
長
、
仙
波
法
次
郎
殿

役
切
所
在
地
、
北
方
村
大
字
中
村
二
六

一よ
ハ
(
一戸
長
役
以
)

?
明
治

i
六
年
書
入
者
矧
に

ト
弓
f
h

ヘm
L
判
ト
h

リ川
i
I

長
、
山
，μ
川1
仁

1
L
ル
ー
役

j
;
l
i

d-4
1

1

1

J1
4
i
b
 

U
明
治
ト
九

hH他
物
先
波
が
に

久
米
川
叩
北
卜
刈
村
外
一
ケ
村
一
戸
長
、
柿
田
一

太
郎
@

仁
川
約

一
l
h川
絶
一
本
科
刷
(
附
叫
に

久
米
側
州
北
庁
付
外

一
ケ
村

μ
長
、
附
田
市
太
郎
殿

rL
hけi

代
小
ぷ
(
明
治

1
八
作
以
後
な
ら
ん
)

卜
坪
山
八
川
州
南
ん
村
外
問
ケ
村
ハ
J

長

山川
川引
引

先

的

小

山

初

切

〔
仙
政
党
三
郎
氏
回
以
附
書

て
明
治
七
年
八
月
よ
り
同

l
川
ま
で
一位
瀬
川
村
印
刷
到
助
助
れ
務
(
戸
長

役山一
切
村
会
所
州
灘
)

一
、
明
治

l
-hH
九
川
よ
り
川

l
一ケ
作

l
川
ま
で
必
瀬
川
村
々
会
議
長

A

劫

て

明
治』「一
こ
れ
十

一
一
川
よ
り
ト
ド
凡
作
ま
で
必
瀬
川
村
戸
長
問
係
在
勤

一
、
明
治
l
h
h川
|
バ
よ
り
卜
八
年

一
川
ま
で
選
挙
に
よ
っ

て
川
広
瀬
川
村

U
J

長
未
申仰

て

明

治
卜
h
作
|
け

l
H付
久
米
市
俗
瀬
川
村
学
務
委
白
山
叩
付
兼
務

て
明
治
|
八
作
|

一H

け
か
ら
J
l
九
作
卜
川
ま
で
必
、
瀬
川
村
々
会
議
員
在

主
h
H

JE
A
J
 

一
、
明
治
二
十
年
二
月
地
抑
之
誠
に
付
き
池
主
惣
代
在
務

て

明
治
二
十
年
九
月
よ
り
久
米
巾
北
方
村
、
松
瀬
川
村
聯
A
H
会
議
員
及

村
会
議
員
兼
務

一
、
明
治
二
十

一
年
一
月
十
行
日
よ
り
山
松
瀬
川
東
組
長
花
務

ー

~Í'. 

h
x
vづ

仙
一
政
党

ニ
郎

表

杉

本
村
の
ハ
治
関
係
行
は
、
ハ
リ
市
川
肢
を
辺
水
し
、
村
円
止
を
尚
な
し
て
治
村

の
為
め
和
衷
協
同

H
進
円
歩
地

N
改
良
発
反

κ尽
'M
さ
れ
た
の
で
あ
る

】
昭

利
ト
門
付
二
月
卜

一
川
の
紀
式
的
に
於
て
は
、
本
山
市
町
村
治
紡
件
に
地
方

改
良
功
労
い
引
い
い
ぷ
杉
川
明
日
に
よ
り
阪
良
村
と
し
て
川
山
知
いが

よ
り
表

wwを
受
け

た
》

友

杉

l

火

山

川

泉

川

川
上
村

和
京
協
同
山
ん
く
公
共
の
山
引
に
川
町
し
成
制
見
る
べ
き
も
の
砂
か
ら
ず
的
て
ぶ

山
市
町
村
治
結
以
地
ん
改
良
功
叶
名
友
杉
脱
位
に
依
り
之
を
表
杉
し
川
紙

目
録
の
令
員
を
授
十J
す

川
口
れ
1
l
叫

.
l
二
l
ト
-
l

H
1

ド
f

-j

-
|

定
問
問
山
以
知
山
H
a

川
以
内
山
川
似
?
.
匂

~ 174-

，'， 

)1¥ 

tr 
Jけ
川

j之

一」

1
4

t

t

 

木
村
は
仰
の
東
郎
怯
山
市
を
距
る
こ
と
点
ん
約
阿
川
に
の
位
置
に
孔
り
、

戸

数
千
五

l
二
、
人
什』
ハ
T
内
山

、
州
大
字
上
り
成
り
、
地
勢
概
ね

vm-

肥
沃
、

m
h円
二
|
川
町
歩
、
例
行
十
九
町
歩
及
山
林
千
八
町
歩
を
有
す

る
川
内
有
数
の
大
村
に
し
て

-w業
民
家
大
郎
分
を
山
む
、
民
風
一
仇
だ
劫
勉

協
同
畑
中
中
ひ
て
村
内
山
ん
く
叶
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概
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年
十
二
月
1
1
七
日

一
家
事
の
部
A
口

昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十五
日

一
満
州
川

附
和
J
l
六
年
|
二
月
二
十
五
日

一
満

期

附
和
二
十

一
作

一
月
十
凶
日

一
満

期

一
附
ニニ
、四
五
選
挙

昭
和
二
十
六
作
間
一
刀
凶
日

一
任
則
満
了

-

一
…附
三
、、回
、ニ=一
日

昭
和
三
十
年
間
月
二
|

J
一一

一

-

一
選

挙

南
方
八
幌

南

方

森

南

方

森

北
方
宝
泉

北
方
宝
泉

南

方

税

南
方

私

南
方
八
幌

北
方
宝
泉

北
方
宝
山木

一必
瀬
川
出
納
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レ¥」

F
レ
U
I
ソ
'阜
ト
L

『ノ
二
一-t
A

一ノバ
い
一

三
内
村
、
川
上
村
、

北
古
川
ハ
村
南
吉
井
村
、
打
志
村
、
小
町
村
、
六
ケ

j
l
T
 

ト
「
幻
削
A
r

附
和
二
十
七

4
一
月

一
日

川
上
小
学
校
六

1
4
1山
念

「村
の
お
も
か
げ
」
編
纂
展
示
会
開
催

(P
T
A
)

附
和
二
十
七
年
凶
月
十
五
日

拠
必
瀬
川
校
州
学
'一f
治
成
式

同
年
凹
月
二
十
日
策
調
高
等
学
校
川
市
成
式

同
年
四
月
二
十
八
日
新
日
木
国
独
立
発

μ

同

q六
月
二
十
二
日

川
上
中
学
校
二
附
位
校
件
処
築
に
就
て
村
会
行
来

バ
他
東
川
川
六
ケ
村
巡
病
A

かげを
北
古
井
村
市以
後
所
内
に
建
築
決
定

て

川
m
和
三
十
年
内
月
二
ト
五
日
三
内
川
上
同
村
合
川
切
に
よ
り
新
村
川
内
村

ん
」
わ
は
司
令
ω

て

川
上
村
最
後
の
村
長
一則
円
光
春
凶
ケ

4
の
経
過
概
要
は
次
の
総
で
あ

ス
一w》

最
後
の
村
長
樋
口
光
春
在
職
四
年
の
経
過

前
村
長
大
凶
時
久
の
後
任
、
昭
和
二
十
六
年
就
任
。

昭
和
二
十
六
年
十
月
国
道
第
十
一
号
線
改
修
期
成
同
盟
結
成

桜
樹
村
、

三
内
村
、
川
上
村
の
三
村

川m
和
二
卜
六
年
十
二
月
東
川
川
高
等
学
校
建
築
起
工
式



同
作
七
月
|
一三
川

防
庁
式

，刈』

，、、J

川

r

h
y』

H
本
キ
リ

ス
ト
教
1

門
年
部
、
外
人
共
二
二
名

応
媛
M

松
山
市
川
(他
各
地
よ
り
山
本
仕
参
加
あ
り
、
木
村
山
川開放

二
戸
一
%
労

刈
準
仕
、
ト
ラ
ッ
ク
及
三
輪
市
所
有
名
の
無
料
未
仙
、
州
以
協
奉
化
、
変

緩
県
の
h
M
添
え

工
事

A
刷

出

土

下

向、

ゐ
材
運
搬
、
排
木
品
川
(
中
学
校
、
小
学
校

仕
(
)
防
火

m
k池
、
凶
、
村
道
，

m…栄
t
叫
d

二
ケ
所
、
十
本
社
人
民
処
約

二

T
人

昭
和
二
十
七
均
十
月
川
上
小
学
校
、
南
東
校
合
大
修
繕

附
和
二
ト
八
作

一
月
」l
一二
日

間

道

寸

一
号
線
改
修
工
山ド
起
工
式
、
川
上

校
に
於
て
、
桜
樹
村、

三
内
村
、
川
上
村
、

三
村
の
村
長
村
議
、
県
庁

建
設
行
、
各
係
員
、
近
村
の
村
長
村
議
列
席

同
年
ご
川
1
h
H

川
上
村、

一て
内
村
、
山
村
A
n
川
切
に
関
す
る
懇
淡
人
以
を

天
仲
間
、
来
必
に
於
て
開
似

山
一話
人
ゃ
れ
必
明
呑
(
天
神
)
古
川
久
卓
美
(
惣
田
谷
)

附
和
二

1
.八
件
三
月
二
十

刊

日

川

上

中
学
校
二
附
辺
校
Am
以
前
成
式

昭
和
二
卜
九
年
一
月
二
十
二
日

三
内
川
上
両
村
合
併
の
為
め
三
内
村
役

場
校
上
に
て
懇
談
会
、
甘
部
拠
調
在
委
員
八
名
選
任

昭
和
二
十
九
年
二
月
六
日

三
内
川
上
町
村
合
併
の
件
協
議
、
村
内
屯
話

架
設
の
件
村
会

岡
山
叶
ニ
バ
二
十

一
日

三
内
村
役
場
に
於
て
町
村
合
併
研
究
委
員
会
開
催

同
年
三
片
八
日
川
上
村
役
場
に
於
て
町
村
合
併
促
進
法
説
明
会
開
催
、

村
会
議
員
、
似
託
員
山
本
委
員
、
教
育
委
員
、
出
協
組
合
長
、
小
中
学

川
上
中
学
校
時
学
室
に
於
て
閑
際
ワ

l
ク
キ
ャ

ン
プ

校
長
、
同
人
八
五
役
員
、
上
円
行
凶
役
員

川
作
間
刀
ム
ハ
川

川

1
村
役
場
に
於
て
一
内
川
上
山
村
〈
什
川
閉
山
川
一
協
泌
へム

川
付
行
月
間
什
川
上
村
役
場
、
村
A
H
川
促
進
協
議
会
、
九円
併
に
つ
い
て

の
部
終
懇
談
会
開
仰
の
け
取
に
付
い
て
協
議

川
山1
r
μ

月
七
日

公
ハ以
に
通
知
せ
る
懇
淡
会
場

J
H
月

l
一
一けハ
I
後
八
時

怯
瀬
川
校

ハ
バ
ト
二
日

川

出

灘

へ

ム

代

J

J
U，

4

21

4

H

d

h
H
J
-
1
J

、‘

i
ド

I

l
±

j

j

f

h
ド

い
凡

l
ノノ，け
'SE

M
-
-
H
川

川

上

役

以

川

二
日

川

川

上

小

学
校

同

J
三
日

川

上

口久
、
長
泉
寺

川
作

h
川
二
|

川

川

!
村
役
以
に
於
て
村
内
人
門
川
川
似
進
協
訴
人公
山
山
山

川
付

h
川
二
卜

一
川

内

村

役

以

一
附
に
て
郎
旅
懇
談
会
U
川
県
に
上
る

μ
巴ト

L
1
問
川
在
、
ー
を
つ
オ
川
l
I
也
り
山
回
世
誕

'Z
Jr
J
3ノ
t
L
IN
H
J
I
L
-
-H

附
和
二
|
九
竹
九
川
、

川

内

村

役

場
に
て
三
内
川
上
川
村
〈
什
仙
川
山
川
一

協
議
会
開
催

附
和
二
十
九
作
九
川

h
H

村
何
人
拡
集
に
就
て

川
年
九
月
七

日

川

l
村
役
場
に
て
一一一内
川
上
川
村
〈
門
川
川
似
泣
協
泌
ヘ
ム
山

山
民{
 

附
和
二
十
九

q九
月
二
|
ムハ

U

Jl
h
号
台
風
木
村
被
告
甚
大
、
令
政
一家

山
七
、
半
地
八
、

A
住
宅
金
岐
六
、
半
地
一ニ
、
け
(他
稲
作
学
校
民
家
一九

飛
散
後
之
れ
が
対
策
協
議

同

4
十
月

一一一
内
川
上
川
村
A
n
併
に
関
す
る
疋
点
問
題
。
即
ち
統
合
中
学

校
位
置
に
枕
て
、
部
終
懇
談
会
を
巡
同
開
始

M
4
十
二
凡

村

内
の
関
係
あ
る
部
川市
に
対
し
祁
叫
止
に
よ
り
村
山
山
に
納
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林
地
貸
付
の
件
協
議

昭
和
三
十
年
二
月

悶
道
第
十

一
円
マ
総
町
一公
迄
延
長

同
三
十
年
二
月
十
凶
日
三
内
川
上
両
村
合
併
促
進
委
員
を
一

O
一
取
引
に

増
員

附
和
三

1
句
二
月
十
七
日
川
上
村
の
合
併
促
進
委
員
会
開
似

同

三

十

年

二

凡

十

九

日

川

上
天
理
教
会
大
広
前
に
於
て
三
内
川
上
両

村
合
側
促
進
会
間
協
議
会
開
催

(統
合
中
学
校
問
題
)

附
和
三
十
什

二
川
二
十
内
川
〈
け
側
促
進
委
員
会
召
集
、
部
孫
懇
談
会
の

件
協
議

附
和
三

l
q三
川
卜
九

H

三
内
川
上
両
村
合
側
促
進
会
を
三
内
村
役
場

に
開
催

附
和
三
十
向
三
八
三
十

一
一U

閃
道
第
十

一
号
線
町
一
公
庁
伶
仇
笛
辺
迄
開

川
上
村
自
治
関
係
者
歴
代
表

(助
役
の
部
)

九八 じ 六 11. [J4 三 二 f)J

大
倉
刑
判

一
郎

一
明
治
二
十
三
年
二
月
凶
口

一
波

部

平

太

一
明
治
二
寸
三
年
四
月
十
一
日

7

一
明
治
二
十
七
年
四
月
十

一
日

相

似

儀

作

明

治

二
十
一八
年
内
月
ニ
+九日

波

郎

儀

太

郎

明
治
二
十
九
作
九
月
一一
十=百

-

H

F

明
治
三
十
三
年
十
月
十
日

H

明
治
一ニ
I
十

i

七
年
十
月
二十
七日

↑
一
品
川
例
制
民
民

三
-
明
治
三
十
八
年
十
月
二十五日

一
総

力

繁

太

郎

一
明
治
凶
十
年
八
月
十
四
日

i忍

氏

fi; 

:(， 

月

EI 

!J先

1民

明
治
二
寸
九
竹
九
川
一一六
日

同 同

'Ij 'I[二
八 一|
)J -
-1. ) J 

じ-

" " 
通

問
和
三
十
年
四
月
十
八
日

三
内
、
川
上
両
村
の
合
併
促
必
会
員
会
を
川

上
天
理
教
会
に
於
て
開
催

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
日

川
上
村
閉
村
式

村
長
閉
村
式
砕
を
述
ぷ
、
議
長
大
凶
時
久
挨
ゆ

自
治
功
労
者
表
彰
状
授
与
式
(
表
彰
授
与
者
故
人
、
必

木

喜

て

仙

波
秀

一

生
存
お

三
体
山
保
太
郎
、
大
凶
時
久
、
樋
口
光
春
)

附
和
三
十
年
凹
月
二

l
二
日
川
上
村
消
防
凶
開
閉
式

川
上
村
山
協
陸
上
に
於
て
挙
行
す

川
和
三
十
年
四
川

-
l
U
H

三
内
、
川
上
両
村
は
合
側

川
内
村
允
川

以
上
は
最
後
の
村
長
に
就
き
凶
年
閣
の
組
、
を
裂
な
る
も
の
の
み
を

U
位

し
た
も
の
で
あ
る
u

) J 

一
明
治
二
ト
ゴ
行
間
月
十
一

一回
一
依

明
治
二
|
じ
竹
内
川
ト

一

υ
一
尚

一
明
治
一

一十
八
付
凶
月
二
十
二
日

一
依

明
治
二
卜
九
行
八
日
川
十
日

一
H

一
明
リ
宮
下
一
行
九
川
二
十
百

一
満

-
明
治
三
l
七
年
ト
パ
九
日

一

明
治
三
J
i
八

q
l
Hリ
イ
凶
円

一村
長
就
日
に
付

明
治
問

l
h川
'ハ
リ
ニ
ト
七
H
一
退
職
問
に
依
っ
て

~
明
治
凶
十
円
付
八
月
十
凶
日
一
満
州

jlま

品
山

町
H
M吋

)J 

1:1 

退
職
一
下
山

" 
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川
上
村
自
治
関
係
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代
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イ巳

氏
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" 川

判

中

隊

凶

郎
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(牧
入
役
の
部
)
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明
治
廿
三
句
凶
月
二
十
六
日

明
治
廿
七
年
五
月
十
六
日

明
治
品川

一
年
七
月
凶
日

明
治
情
二
年
五
月
三
十
日

明
治
品川
五
年
七
月
十

一
日

明
治
叶
九
年
九
月
十
二
日

明
治
凶
十
三
年
七
月
五
日

弓多J
"牛、

rトー

1'.1 

)'J 

明
治
三
十
二
年
六
月

一
日

明
治
三
十
五
年
七
月
十
四
日

間

三
十
九
年
七
月
十
円
日
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明
治
廿
七
年
同
月
二
十
問
日

明
治
三
十

一
介
同
月
十
五
日

明
治
三
十
二
竹
下
れ
月
十
二
日

明
治
三
十

u
q七
月
三
日

明
治
三
十
九

q
七
バ
十
三
日

明
治
問
十
三
年
七
月
十
三
日

明
治四十
問
介
同
月
二
十ニ
日

村
長
就
任
げに
付
一

北
方
宝
泉

日
則
前
了

一
大
字
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方
八

M
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引
の
似
合

一
同

所
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レ
u
片
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村
長
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刊
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付

一
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昨
日
以

一
上

砂
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合
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広

見

q
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い
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-
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職

務

内

谷

不
動
産
登
記
、
商
業
登
記
其
他
法
人
登
記
の
事
務
を
取
扱
い
、
州

和
二
十
五
年
八
月
一
日
よ
り
、
税
務
署
所
管
の
土
地
台
帳
、
家
屋
台

帳
の
事
務
を
加
え
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

同

事

業

生

厚
方
面
委
員
と
民
生
委
員
(
担
当
区
係
員
表
)

昭
和
十
二
年
一
月
方
面
委
員
令
が
公
布
実
施
さ
れ
た
。
本
村
に
於



て
は

昭

和
↓

凶
年

一

月
十

一
日
、
方

面
委

員

を

選

任

し
て
地
域

活

動
に
向
っ
て
其
の
任
に
就
て
も
ら
っ
た
。
昭
和
十
四
年
六
月
五
日
の

「
村
報
」
に
は
左
の
如
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

村
人
4
H
川
勢
は
年
と
共
に
幾
多
の
変
転
を
現
出
し
て
、
我
村
民
中
に
も
或
は

粘
神
上
花
、
或
は
健
康
上
に
将
又
経
済
上
に
恵
ま
れ
ざ
る
者
も
各
所
に
あ
る

小
中
と
思
わ
れ
、殊
に
長
賄
事
変
下
に
於
て
は
其
の
変
転
も
又
一

一周
多
い
の
で
、

斯
る
不
遇
の
人
を
保
護
し
相
談
相
下
に
な
る
為
め
、
本
年
一
月
か
ら
村
内
九

区
に
分
ち
、
刀
両
委
員
を
設
置
し
た
。
方
問
委
員
の
仕
事
は
随
分
多
漉
多
様

な
の
で
あ
っ
て
、
大
別
す
る
と
救
訟
法
、
団
子
保
技
法
、
軍
事
扶
助
法
、児
輩

出
待
防
止
法
、
少
年
救
説
法
等
に
依
り
て

一
般
住
民
の
福
祉
施
設
、
生
活
安

定
、
保
設
救
済
、
其
の
他
村
会
百
般
の
御
山
話
を
し
て
貰
う
事
に
な
っ
て
川

り
、其
の
方
同
委
員
の
受
持
区
域
は
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、何
事
に

で
も
遠
慮
な
く
御
相
談
に
な
っ
て
御
利
用
下
さ
る
様
、
方
而
委
員
は
無
報
酬

で
あ
り
ま
す
が
、
各
委
員
に
は
皆
犠
牲
的
に
御
山
話
を
倣
っ
て
周
り
ま
す
。

其
の
方
副
委
員
の
担
任
区
域
と
氏
名
其
の
他
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

カ

川

委

員

担

任

以

一

以

表

下中 天国原 桧Aく
沖之判l東 、皮l述
、町、 鳥 町、

高 、市の 、上
木小場 子音の
坂 、 、回段
、'1.土(柿

下凶灘 三川
の 、軒Aii
IIIJ 凶屋£

部lfJf
イラ

山 三 二 一 11ぷ
区区区 12.<. 1 ))IJ 

4公波 仙 1;.¥i
木目1l 波

久 雌 ix
太凶三

由rs 郎郎

但

|豆

氏

ず土{
 

域

数

:?" 
太

郎

O 
F' 

O 
JコF' 

O 
1コ

五
区

一
仙

波

大

八

郎

六
区

一
樋

口

光

春

七
区

人

丹
仲
谷
信
太
郎

J¥ 

Ix 

武

問

辻

斗jL

JL 
18 

大

凶

11寺

久

JL 

凶
の
側
、
宝
泉
、
原
、
沖
中
、

且
の
上

海
上
、

猪
窪
、
上
古
市
、
下
古

市、

酋
古
市

束
中
村
、

一山
中
村
、
上
妙
、
奔

院
の
木

竹
の
品
、
板
戸
、
道
向
、
森

一一

五
一戸

九
五
戸

一
O
O一円

O 
F' 

一

O
O一同

北
八
眠
、
八
眠
、
山
早
一、
ゴ
口
久

九
八
五
一戸

方

面

委
員
法
令
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
約
八
斗
、
終
戦
後
の
昭
和

十
一
年
十
一
月
三
十
日
に
新
民
生
委
員
法
に

よ

っ
て
方
而
委
員
が
民

-1 94 ~ 

生

委

員

と
改
称
せ
ら
れ
た
。
従
前
の
区
域
及
分
担
に
は
大
栄
な
く
、

担

任

者

は
年
期
に

よ
り
て
多

少

の
変
更
が
あ

る
。

そ

の

後

方

面

委
員

に

就

任

さ

れ
た
人
々
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
d
ヲ
l

n
U
H
-

-
I
J
J
J
l

-

2
1
1
J

-

『
』

M
T
4
4

ル
川
手
，1
7
山
叶

一

J
I--仁

L

H

十
六
年
三
月

四

日

〆f昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日 長

肝

市

一

恭

和

田

顕

京

中

島

炭

山

州

大

凶

政

志

(
吉
久
)

(
北
方
)

(
山
口
束

)

(下
沖
)

伊

原

仁

龍

(

市

場

)

民

生

委

員
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
は
、
次
の
人
々
が
山

て
い
る
。

一侃

砧

tX
恭
(
竹
の
山
野
)



が
市
太
郎
(
山
央
松
)

税
義
太
郎
(
上
砂
)

昭
和
二
十
二
年
=一
月
二
十
日

波

部

フ

シ

仙

波

山

川

附
和
二
十
六
年
七
月
三
十
日

稲

本

と

し

代

田

川

敏

光

波

部

経

広

林

と

き

杉

原

英

一

波

部

卒

昭
和
二
卜
七
旬
以
降

民
生
委
員

橋
本
と
し
代
(
三
折
尾
)

渋
れ
忠

一
郎

(
梢
灘
)

波
郎
総
広
(
上
机
市
)

」
H

川

須

賀

巽

(
ι
'

不
一
泉
)

越

川

パ

ふ

さ

(

天

州

)

杉

原

尖

一

(

上

砂
)

渡

部

+

(

八

嶋

)

名
川
世

話回

蔵
(
中
之
町
)

川

上

村

託

児

所

」
、
創

設

波

郎

彦

市

(

北
方
)

武
問
サ
ヨ
(
茶
堂
)

一日川
須

賀

巽

中
山
越

川

政

担

当

地

奥
一
松
瀬
川
全
域

前
松
瀬
川、

出
束
、
」い凶

向
上
上
下
、
凶
十
日
市
、
束
中
村
、
茶
ポ
一

山玉泉
、
凶
の
側
、
原
沖
、
日
一の
上

天
神
、
市
旧制

土
砂
、
サ
ヤ
ノ
木
、
竹
の
必
、
森

北
八
幌
、
八
眠
、
道
向
、
板
戸
、
背
久

山
里

中
の
町
、
小
坂
、
下
の
町
、
高
木
、下
川

IX. 

て

事

務

取

扱

川
上
村
役
場
内

昭
和
十
四
年
六
月

て
目

的

本
今
夏
季
農
繁
期
よ
り
託
児
所
を
四
ケ
所
新
設
す
る
事
と
な
り

其
の
目
的
は
農
繁
期
に
於
け
る
軍
人
造
家
族
の
労
力
不
足
を
補
う
と

共
に
一
般
銃
後
農
村
の
生
産
力
を
増
進
し
、
幼
児
保
護
の
完
全
を
期

し
た
い
と
思
い
、

主
体
は
主
婦
会
及
び
銃
後
奉
公
会
で
あ
っ
て
従
事

者
は
主
婦
会
役
員
以
び
潟
志
婦
人
並
に
方
同
委
員
等
が
犠
牲
的
に
御

世
話
を
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
設
備
に
つ
い

て
も
不
充
分
な
点
が

極
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

従
事
員
も
引
統
さ
研
究
を
な
し
、
村
民

皆
様
の
援
助
を
得
て
完
全
に
幼
児
の
御
世
話
を
致
し
度
い
党
似
を
持

っ
て
居
ら
れ
る
の
で

是
非
御
利
用
に
な
ら
れ
る
様
、
但
し
賀
川
は

~ 195~ 

少
し
も
申
し
受
け
な
い
。

て
場
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
上
大
神
宮
脳
内
、
川
上
小
学
校
、
北
方
医
王
宅
地
内

川
上
産
業
組
合
醤
油
倉
庫
前

て

受
託
児
の
範
囲

歩
行
し
得
る
程
度
よ
り
学
齢
以
下
の
幼
児

(
順
次
乳
児
も
預
る
予
定
)

一
、
開
所
期
間

田
植
時
、

一梢
刈
時

作
三
回

麦
刈
時
、

受
託
時
附
は
門
出
よ
り
日
没
迄
と
す
。

(
尚
託
児
所
は
順
次
村
内
全
般
へ
増
設
の
予
定
で
あ
る
。
)



自オ

第
四
章

政

経

済

昭
和
二
十
五
年
度
の
川
上
村
一
般
歳
入
は
主
と
し
て
、
村
税
五

U

三
十
九
万
九
千
円
、
一
半
衡
交
付
金
一
千
六
百
七
万
円
、
国
庫
文
出
金

二
百
一
万
一
千
円
、
県
支
出
金
七
十
三
万
五
千
円
、
財
産
収
入
三
万

四
千
円
、
手
数
料
二
万
五
千
円
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

村
税
の
特
に
目
立
っ
て
い
る
の
は
本
年
度
よ
り
国
家
財
政
の
大
巾

地
方
移
設
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
行
政
確
立
を
ね
ら
う
民

主
的
国
家
の
一
つ

の
現
れ
で
あ
る
。
本
村
に
は
先
人
の
識
見
と
苦
心

度

の
賜
に
な
る
約
百
二
十
町
歩
の
村
有
林
が
あ
り
、
ゆ
る
が
ぬ
基
本
財

ド
げ
す

i
明

日

H
Yも

M
U
M引

l
f

Jγ
ム

lりj
ifi 

〈コプ¥..; .... -，、 -t::i -"、 ョ5'.gg 三三

米
む

れム
hv

り
ι
‘

軍

ザ喝臥

v

d
l一、三

五

一、
一四九

一
、三
…見

一、七O
ニ

一、九
ニニ

一、八=一八

一、七四
五一

二
、
七
O

ニ一

プ¥..; -tコ t..:: ;:;'之 プ 、 フ'く プミフミ
ヨ三 一一 ニニー /、 ヨ三 t: 二二 五三
プL 一ー ミ三 三三 B. f、三三 フ可

役

川
恒
州
以
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じ Eコ ζコニニ μy r:三.9 ~ まヨ l 

教

育

代

産
と
な

っ
て

い
る
。
た
め
に
学
校
佐
築
な
ど
超
多
額
の
山
貨
を
ま
か

な
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
村
民
は
先
人
の
偉
業
を
偲
び
後
か
ら
後

か
ら
植
林
の

こ
と
に
力
を
つ

く
し
て
い
る
。

其
の
他
国
営
植
林
県
営
植
林

が
あ
っ

て
村
の

収
入
を
補
っ

て
い

る。

こ
れ
ら
は
村
の
健
全
な
財
政
の
一
つ
の
要
素
を
な
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

歳
出
を
見
る
に
終
戦
前
見
な
か
っ
た
社
会
事
業
費
が
戦
後
一
段
と

き
わ
だ
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
生
活
保
護
を
要
す
る
戦
午
犠
牲
家
族
の

多
い

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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次
に
村
財
政
の
今
昔
を
表
に
あ
ら
わ
し
て
み
よ
う
。

H
A

の

他

」
け
川
上
与
川
4

h
ν
1
4

附
凶

H
H
J
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建
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出(回
、U
(

四
O

一

一
、制百七
、一一七四
一

一口
、一五九
、八八五

一

八
、
一八回
、三

一

八
、凶・((〕
、九四四
一

一一一一
、
一=一六
、四一
一三
一

一五
、七三ニ
、四四
ニ一

一九
、O
一六
、八O
四一

一七
、五{〕
八
、O
Z
(
〕一

経

済

的

地

位

一一一五五
一六
一

四閉山
、ニ九
一一一

一、=5
車
、
一八七
一

二
、一三
回
、口
一(〕十

二
、二九九二
一声〕
眉

一一、八
二五
、四
一ZE
一

=一
、五六八
、O
百
八一

=一
、六七
ニ
、十(二五
一

=一
、五一=一
、七四
二

豆
一、七回
二

四百八
、。ニ
5
-

六八九
、一一
一
七八
一

一、七五
一一一、
一五八
一

ニ
、凶九九
、七
一一品

回
、四
五回
、
一一
六一

ニ
、八
一六
、一三
(八
一

回
、六八Z

一、=芸
一

沼
、
一回五
、ん
を

一一

一呂
、五三
一

円(〕
、。点。
一

八口
、九…究
-

ニ八C
、レロロ
一

一一
凶、凶
-R)

八ぃ(、=百六

八六
、凶一血四

五九六
、。。
二

了一λ
、
一一。

本
村
の
経
済
的
地
位
は
生
業
別
に
見
る
と
昭
和
二
十
四
年
十
川
の

調
べ
で
は
良
業
八

U
二
十
四
戸

(
噂
七
円
三
十
戸
、
状
九
十
四
ド
)

商
業

U
十

二
戸

(
専
八
十
六
戸
、
兼
二
十
五
戸
)
勤
労

U
九
十
二
戸

(ぃ山
寸
U
八
十
八
戸
、
兼
四
戸
)
体
給
面
三
十
四
戸
(
守
山
三
戸
、
昨ぷ

三
十

二
戸
)
大
工
二
十
六
戸
(
卓
二
十
二
戸
、
兼
四
戸
)ト
1
1
六
戸

(ぃ与
五
戸
、
兼
一
戸
)
工
場
主
十
三
戸

(
専
十
戸
、弟
三
戸
)
寺
院
四

戸
、
医
院
六
戸
、
石
工
二
戸
、
あ
ん
ま
二
戸
、
興
業

二
戸
、
無
職
四

十
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
農
家
が
全
戸
数
一
千
三
百
五
十
九
戸
の
約

ハ
十
Mm
を
し
め

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
白
、
小
作
別
に
見

る
と
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
の
調
べ
で
は
自
作
曲
民
四

h
十

二
戸
、
小

今
、
(
八
、
g
J

r

、O
L

問
、凶七
三一

ニ
、パ一Z
、出四
()一

問、
--〕
じ
、
一一一一軍
一

h

、
一一九
、ニO
-
一一一

んO
九
、一九七

ニ
、六九六
、C
六
一

六
、出
二回
、一ニニ

六
、O
五七
、七()八

=一
、三(〕=一
、0
0
2 -一

村
会
事
業
技

二九回
、六八九

一、
一一一一
八
、七七七

一、六六
九
、回〔
)
O

東
引
川
田川
川
一
校
勉
築
外

土
木
災
引い口復
川
外

中
学
校
建
築
外

土
木
災
直
復
川
外

同
道
改
修
外

刊
山
凶
凶
十
九
戸
、
そ
の
他
が

'H作
兼
小
作
農
と
な
っ
て
い
る
。
明
治

凶
十
一

年
の
統
計
表
で
見
る
と
自
作
曲
民
二
U
五
十
戸
、
小
作
農
四

U
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い
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
改
ホ
に
よ
っ
て
此
の
変
動
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
農
業
経
営
は
谷
易
に
な

っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
ハ任

4
の
貧
富

の
Y
ん
の
大
き
い
開
き
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

金
融
面
か
ら
見
る
と
、
本
村
で
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
て
い
る
金
融

機
別
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
昭
和
二
十
五
付
十
川
の
調
べ
に
よ
る

と
、
貯
金
総
額
三
千
百
八
十
一
万
二
千
三
百
十
川
、
貸
付
総
額
六

μ

十
二
万
二
千
五
十
川
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
一
戸
当
り
平
均
三
万
八

千
川
の
貯
蓄
を
し
て
お
り

七
千
四
百
円
の
借
金
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
全
県
的
に
比
べ
て
み
る
と
、
伊
政
郡
南
山
V



磯
村
に
次
い
で
本
村
が
愛
媛
県
で
二

番

の
上
位
に
あ
り
、
小
野
村
が

位
を
占
め

て
い
る
。

一
般
に
安
定
性
の
あ
る
経
済
生
活
が
行
は
れ

て
い
る
こ
と
が
祭
せ
ら
れ
る
。

及

が

村

の

出

業

徳
川
時
代
、
我
が
松
山
藩
K
於
て
も
大
手
鑑
台
帳
に
、
あ
る
が
如
く
、
総

て
、
定
法
に
依
っ
て
政
治
さ
れ
、
上
納
に
事
か
が
ぬ
為
め
、
百
姓
に
勢
を

山
し
て
生
業
に
い
そ
し
む
線
、
孝
子
、
節
婦
を
表
彰
し
、
難
渋
者
の
救
助

に
、
差
上
米
を
し
た
者
に
絡
式
を
与
へ
又
、
五
人
組
の
制
度
を
強
化
し
て
、

そ
の
連
帯
ぷ
任
に
於
て
年
貢
米
の
完
納
を
は
か
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。

(件以

の
介
氏
上
納
の
為
め
に
背
し
ん
だ
。
家
に
病
人
が
出
来
た
り
、
札
〈
他
の
市
中
山

の
為
め
上
納
米
に
手
を
つ
け
て
納
め
る
時
期
に
間
に
合
は
ず
蔵
元
の
牢
に
入

れ
ら
れ
た
為
、
親
族
相
談
の
上
一、
頼
悶
子
誌
を
初
め
る
と
か
娘
を
下
女
奉
公

若
将
を
荒
子
見
広
怒
公
せ
し
め
て
、
給
金
を
得
て
、
米
を
購
入
、
上
納
さ
し

た
例
は
数
々
で
あ
っ
た
と
老
人
は
伝
へ
て
い
る
)

後
、
落
川
川
政
が
片
付
々
窮
之
と
な
る
と
共
に
年
長
の
酬
明
牧
を
計
る
為
め
本
問

畑
よ
り
、
幾
分
年
瓦
を
加
位
以
す
る
乙
と
な
と
に
よ
っ

て
新
聞
の
開
墾
が
焚
励

さ
れ
、
ま
た
、
ぃ
リ
「
保
以
来
、
米
価
調
節
政
策
な
ど
が
と
ら
れ
た
。
民
民
は
倣

主
や
地
主
の
抑
正
に
対
し
て
百
姓
一
段
な
と
に
よ
っ
て
反
抗
を
企
て
る
よ
う

な
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
度
毎
に
民
民
の
要
求
は
渡
航
せ
ら
れ
た
O

田
山

f

保

頃
か
ら
は
、
次
第
に
τけ
れ

一
段
の
規
絞
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
各
所
に
起
乙

っ
た
。
そ
の
為
め
、
児
保

五
年
(
一
七
四
一
)
に
は
強
訴
、
徒
党
、
逃
散
な

ど
の
百

M
一
枚
を
、
法
令
を
も
っ
て
禁
止
し
、
そ
の
首
謀
者
に
は
、
死
非
と

い
う
厳
罰
を
以
て
の
ぞ
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
直
後
そ
の
原
因
が
除
去
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
幕
末
に
近
ず
く
に
つ
れ
て

一
授
は
ま
す
ま
す
附
加
す
る

に
至
っ
た
。

北
(
の
最
も
大
き
な
も
の
は
明
治
凶
年
の
久
万
山

一
段
で
あ
っ

た
。
(
百
姓
一
授
の
項
参
照
)

明
治
維
新
以
後

明
治
四
年
廃
藩
置
県
。
我
伊
後
図
の
八
議
も
順
次
統
合
さ
れ
て
明
治
六
作

に
は
伊
政
一
国
は
愛
媛
県
と
な
り
、
同
年
七
月
頃
よ
り
前
後
約
七
年
を
放
し

て
地
租
改
正
が
完
成
さ
れ
た
。

(
役
場
に
残
っ

て
い
る
土
地
台
帳
悶
而
野
収
版
当
時
測
円
以
は
明
治
九
年
と

あ
る
)

乙
の
地
租
改
正
に
よ
っ

て
課
税
の
基
準
が
、
今
ま
で
の
牧
松
高
か
ら
、
地

価
に
変
り
、
税
率
を
地
価
の
行
分
の
三
と
し
、出
且
凶
に
よ
っ
て
増
減
し
な
い

乙
と
と
な
っ
た
。
京
組
の
物
納
制
を
廃
し
て
金
納
制
と
し
、
そ
の
納
税
者
も

耕
作
名
(
土
地
占
有
行
)
か
ら
土
地
所
有
名
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
為
め
、

自
給
自
足
の
傾
向
の
強
い
山
村

κ大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
後
K
於
て
土

地
を
も
て
あ
ま
す
者
は
品
物
を
つ
け
て
、
他
人
に
も
ら
っ

て
も
ら
う
者
さ
え

一
時
現
れ
る
に
至
っ
た
。

(
金
融
の
怒
い
時
代
の
引
切
れ
。
ζ

の
時
代
に
大
地

下
が
出
来
た
)

な
ほ
そ
の
乙
ろ
地
券
の
発
行
に
よ
っ
て
法
作
的

K
土
地
の
所
有
権
が
硲
認

さ
れ
た
が
、
地
券
の
交
付
を
'
つ
け
た
者
は
尖
際
に
そ
の
土
地
を
耕
作
し
て
い

る
者
で
な
く
て、

そ
の
耕
作
百
姓
を
支
配
し
て
い
る
地
主
で
あ
っ
た
た
め
、

地
下
」と
小
作
人
と
の
関
係
は
依
然
封
建
的
性
絡
の
ま
ま
存
続
し
そ
の
後
の
大

き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
地
利
帆
改
必
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
布
速

が
各
一戸
長
宛
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

(日
川川
議
時
)
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別
抗
八
作
八
八
二
十
七

u

愛
媛
続
令
山
有
村
一
両
俊

て

従
来
地
川
刊
の
法
た
る
や
M
一(地人
l
-
く
人
民
の
私
命
た
ら
ず
其
地
を
出
り

一川
作
す
る
が
如
き
川
悦
に
候
処
今
乙
の
改
正
の
御
組
ぷ
は
然
ら
ず
人
民

地
所
に
ト
刊
に
任
せ
永
代
所
有
す
べ
き
も
の
と
な
し
御
用
の
節
た
り
と
も

相
当
代
令
を
以
て
御
質
上
相
成
全
く
人
民
の
所
合
物
に
定
め
ら
れ
候
儀

に
の
之
就
て
は
'川
A
J
土
地
売
買
の
隙
州
円
分
の
三
を
地
利
と
・ば
め
ら
れ

肢
に
付
改
正
は
仮
令
豊
熟
の
年
と
雌
と
も
一
ゑ
も
増
刷
せ
ず
故
に
天
災
地

児
に
て
υ

証
似
変
換
の
地
を
除
く
の
外
進
作
の
付
制
と
雌
と
も
、
減
免
』/~

偽
は

一
切
知
之
儀
と
吋
相
心
判
事

一
、
従
前
唱
来
候
反
別
は
往
古
の
検
地
帳
下
け
札
帳
警
に
拠
り
候
事
に
て

ぶ
検
地
は
川
球
叫
将
々
の
方
法
に
依
り

'H
然

仲
納
あ
り
て

一
般
な
ら

ず
、
日
付
併
を
終
地
川
変
い切
に
依
り
て
或
は
欠
滅
す
る
あ
り
或
は

m加

す
る
め
り
故
に
従
前
の
牒
待
と
現
今
の
だ
地
と
は
大
に
相
違
し
甚
だ
適

山れ
ん
な
ら
ず
依
っ
て
今
般
の
凋
代
は

一
般
御
則
則
の
泊
出
入
に
粘
併
に
険
代

を
遂
く
べ
き
が
。

て

従

前
切
開
切
添
い却に
一両
外
地
試
作
或
は
家
岸
加
勉
又
は
林
敏
原
野
を

開
発
せ
し
府
知
其
他
隠
回
た
り
共

一
切
其
科
御
差
免
に
相
成
有
休
に
山
中

』M
H山
一
l
怠
に
造
反
し
欺
隠
の
所
九
約
14
改
正
の
後
に
至
り
相
顕
に
於

て
は
明
治
六
年
第
三
円
十
五
号
公
布
の
通
り
欺
隠
悶
樟
作
の
所
刑
に
相

成
政
山
仇
し
て
心
得

h

辺
致
間
以
候
事
(
以
下
川
町
)

然
る
に
こ
れ
ら
の
新
し
い
改
革
は
、
政
府
が
山
米
の
成
人
を
減
ら
さ
な
い

ζ

と
を
前
促
と
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
山
民
の
負
担
は
封
建
時
代
の
貞
利
似
と

始
と
変
り
な
く
、
さ
ら
に
、
従
来
ゴ
汗
さ
れ
て
い
た
共
布
地
が
激
減
す
る
粘
米

と
な
り
、
利
税
の
令
-納
化
と
共
に
民
民
は
次

m
k
m之
し
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
、
地
租
の
幌
械
が
叫
ば
れ
、
遜
に
明
治
十
年
一
月
地
加
が
百
分
の
二

-

i
に
料
以
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
村
恐
慌
に
よ
り
起
こ
る
小
作
争
議
を
解
決

す
る
た
め
、
政
府
は
大
4
十
三
作
小
作
淵
伴
法
を
制
定
し
、

一
方
で
は
大
正

十
五
年
、
自
作
出
創
設
維
持
補
助
規
則
を
公
布

し

て

'H
作
出
創
設
に
つ
と

め
、
更
に
食
総
事
仙
の
恕
化
す
る
に
及
ん
で
、
附
和
イ
六
付
臨
時
民
地
れ
盟

ム
ザ
等
が
発
せ
ら
れ
、
供
山
山
制
度
に
よ
る
食
加
の
岡
山
本
竹
山
な
ど
が
行
わ
れ

た
。主

可
決
~
£

6n

、u
f

'ip

大
化
の
改
新
、
明
治
初
旬
の
土
地
改
革
と
並
ん
で
、
土
地
制
度
の
一↑一
大
改

革
と
も
言
わ
れ
る
民
地
改
革
が
終
戦
直
後
、
占
領
軍
の
強
h
H
な
指
令
の
々
を

か
け
て
行
わ
れ
、
仲代
1
1
よ
り
の
封
建
的
土
地
制
度
は
線
本
的
に
改
革
さ
れ
民

1
的
な
土
地
制
広
が
午
泌
に
%
引
し
然
も
絶
対
的
権
刈
に
よ
っ
て
何
ら
の
以

抗
も
な
く
一
方
的
に
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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耕

地

と

農

家

本
村
の
農
家
戸
数
は
附
和
二

十
五
刊
二
月
の
良
業
セ
ン
サ

ス
に
よ

る
と
八

h
七
十
五
戸
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
専
業
五
山
二
十

二
戸

持
業
三

U
五
十
四
戸
で
あ
る
。

こ
れ
を
経
営
而
砧
別
に
見
る
と

反
未
満
百
四
十
三
戸
、
十
六
M

m

(

全
国
二
十
M
m
)

三
反

i
五
反
が
副

五
十
三
戸
、
十

七

%

(
全
国
十
五
M
m
)

五
反

l
一
川
少
三

山
九
十
五

戸
、

四
十
五
M

m

(

全
国
二
十
六
勿
)

一
町

i
一
町
五
反
百
六
十
戸

4

1

、
ど0
、

-
一/
O
/

一
町
五
反

J
二
町
渉
四
戸
で
あ
る
。
白
、
小
作
別
に
見
る

と
れ
作
四
百
十
二
戸
、
白
作
兼
小
作
三

U
五
十
戸
、
小

作
兼
'l

凶
作
六



十
五
戸
、
小
作
四
十
九
戸
と
な
っ
て
い
る
。

民
地
の
内

聞
の
総
而
砧
は
四

U
七
十
三
町
二
反
三
畝
で
そ
の
内

訳
は
一
毛
作
田
三
十
一
向
七
反
、
二
毛
作
田
四
百
二
十
町
一
反
四
畝
、

三
毛
作
間
一
日
以
、
夏
作
に
畑
作
物
を
作
っ
た

m、
六
町
六
反
七
敵
、

は
す
な
ど
を
作
っ
た
回
二
十
歩
、
休
附
田
十
四
町
六

反
九
畝
で
あ

る
。
加
の
総
而
積
は
六
十
三
町
七
畝
で
内
訳
は
普
通
州
五
十
六
町
五

反
、
牧
平
畑
一
町
三
反

一J
似
、
焼
畑
、
切叫
信
州
四
町
三
反
九
畝
、
休

川
附
則
八
反
七
畝
と
な

っ
て
い
る
樹
園
地
が
二
十
三
川
五
反
六
畝
、
合

計
制
地
総
而
積
五

1μ
五
十
九
町
八
反
六
畝
、
植
林
の
七

U
三
十
二
町

八
反
七
畝
、
其
の
他
の
四
十
五
町
九
反
五
畝
を
合
せ
る
と
本
村
の
農

業
経
営
土
地
総
間
砧
は
一

千
三
円
三
十
八
町
七
反
で
あ
る
。
現
在
の

州制地ナ
川
積
を
農
家

ご
戸
当
り
に
み
る
と
平
均
回
は
五
反
四
敵
、
州
七

畝
、
樹
闘
地
二
畝
半
、
と
な
る
。

米
作
及
麦
と
雑
穀

灘
班
様
式
は
流
水
、
制
池
、
一
山
泉
利
用
な
と
色
々
の
砲
が
あ
り

父
こ
れ
ら
の
複
合
地
域
も
あ
る
。
北
方
方
而
は
主
と
し
た
菖
蒲
取
に

よ
り
重
信
川
の
流
水
を
引
を
入
れ
、
制
問
池
を
加
え
、
主
泉
川
の
河
水

を
利
用
し
、
南
方
部
落
は
一
の
取

ニ
の
以
に
て
表
川
の
流
水
を
利

用
、
合
せ
て
吹
上
の
溜
池
其
の
他
湧
泉
な
と
で
補
っ
て
い
る
。
松
制

川
は
主
と
し
て
大
小
数
々
の
初
池
、
吉
久
部
落
で
は
主
と
し
て
紛
泉

を
利
用
し
て
い
る
。

一
般
に
水
利
よ
く
、
良
く
捻
る
。

戦
前
は
川
上
米
と
し
て
市
場
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
且

つ
早
生
品
種
の
適
地
多
く
郡
内
第
一
の
早
期
生
産
村
と
し
て
、

有
名

で
あ
る
。
麦
類
に
於
て
も
適
地
多
く
品
質
の
優
良
な
も
の
を
多
屯
に

生
産
し
て
い
る
。

N
G
 

i
 

L
い
h
H

E
I
 

度

t-

太
平
洋
戦
争
の
進
展
に
伴
い
食
料
縦
保
の
見
地
か
ら
附
利
十
五
勾

に
供
出
制
度
が
施
行
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
農
村
と
し
て
の
依
命
に
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倣
し
塙
産
確
保
に
努
め
て
来
た
も
の

で
あ

っ
た
。
終
戦
後
も
食
輝
総

似
の
緊
急
に
辿
ら
れ
、
少
い
肥
料
の
配
給
を
克
服
し
て
、

生
産
に

つ

と
め
其
の
成
績
優
良
な
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
軍

政
部
か
ら
表
賞
そ
受
け
て
而
目
を
施
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
争
中
は
強
制
供
出
の
意
味
で
農
家
で
は
先
ず
割
当
て
ら
れ
た
供

山
を
佼
先
に
残
り
を
保
有
に
し
て
飯
用
に
あ
て
て
い
た
が
、
終
戦
後

は
農
家
保
有
を
優
先
に
す
る
と
い
う
型
に
変
っ
た
が
、
供
出
に
は
市

に
圧
迫
感
を
受
け
る
状
態
で
あ
っ
た
。
此
の
間
昭
和
二
十
年
食
邸
調

被
委
員
会
を
作
り
、
問
和
二
十
三
年
に
は
公
選
に
よ
る
農
業
調
整
委

口
会
を
構
成
し
て
自
主
的
な
農
業
計
画
を
立
て
る

こ
と
と
な
っ
た
。



υ人
川
和
二
十
介

に
は

州民
地
長
門
口
会
を
梢
成
し
て
従
来
の
小
作
制
皮

を
改
亦
し
物
納
は
金
約
に
改
め
る
と
共
に
叫民
地
は

一
戸
当
り
六
反
を

回
二
百

限
度
と
し
て
当
時
の
小
作
人
に
解
放
す
る

こ
と
と
な
り

田
で
は
凶
十
伯

十
三一
川
沙
H
ハの
他
の
州
地
三
十
七
川
少
を
小
什
人
に
日
貸
仙
絡
の

削
で
は
四
十
八
倍
の
価
格
で
光
買
せ
し
め
た
。
向

同
地
と
し
て
適
当
な
山
林
も
希
明
者
の
申
出
に
よ
り
売
民
せ
し
め
凶

裕
一
を
し
た
。
そ
の
而
積
二
十
五
川
血
少
に
達
し
上
ケ
成
部
落
は
此

の
際

山
米
た
入
植
者
の
集
問
で
あ
る
。

州
和
二
十

刊
の
統
計
で
は
そ
の
作
付
反
川
放
実
収
高
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。
参
考
に
明
治
四
十
一

4
と
開
和
八

4
の
統
計
を
併
せ
あ

げ
て
み
よ
う
。
米
J
久
の
陀
制
は
侃
泉
郷
の
川
村
で
は
上
位
を
占
め
て

/171杓lニ

¥¥¥|州市l付

ヲ599イ'd2.244平1

3778石11.830{二1

518イーil1.064:t:i 

5イ':il0.313.{:i 

10120111 225凶

640221'ti 238['1 

ワ | ワ

4イ寸10.800ゐ

21-il 0.667石

U i11.000正1

47イゴ10.400ゐ

4277JX: 

3490 

476 

16 

45 

269 

19 

5 

5 

2 

118 

)t(: 

Æ~~ a:. 
小 変

大 ぷ

，ild鈴子宮-

-11・ :f-r，

キ ヒ

ワ

ノミ

ア

18石10.510石35 

、/

大 豆 !

トウモロ!
コシ | 

1I!j f11 J¥. {Iミ

¥WZliliiuiHtl 盟主il段段I師砧|だ11文Ir-iJ

米 15050反110437石12.067石

仰 麦 13593 1 3086石10.859法j

小 麦 1 774 1044石11.349治

大 変 | お 105石12.763石

甘 藷 100 1 27000貨 270は

い
る
。
馬
鈴
惑
は
主
と
し
て
稲
作

治
は
州
に
、
ト八
一口
ル
は
稲

mの
叫
に
、

lリJm凹 l一 年

;\\~~1(iTmw \ 円りl牧磁Tfn杭だilx:，:'lj 牧 1¥:

米 46801反114646石 3.129老i

麦 14322 1 7873石11.822石

甘 藷 ワ 1840凹貨 ?

大 Ii ? 245石?

小口 ? 1 25石?

トウモロ コシ ? 1 616ゐ ?

及
び
野
菜
収
穫
の
後
地
に
、
甘
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ト
ク
モ

ロ
コ

リV
は
主
と
し
て
松

似
川
郎
落
の
山
間
部
に
良
質
の
も
の
を
産
す
る
。

y 

キ
ピ

ア
ワ

果

樹

パ
等
の
雑
穀
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
な

い。

本
村
で
は
農
業
の
多
角
的
経
営
は
先
つ
果
樹
栽
培
か
ら
と
、
明
治

三
十
九
作
曲
盟
区
古
国
一
氏
は
南
山
に
、
西
ノ
側
藤
井
繁
太
郎
氏
は

Mh
谷
山
に
、
渡
部
制
久
氏
は
天
神
山
に
そ
れ
ぞ
れ
蜜
州
、
梨
な
と
を

レ
J
j
t
卜‘

-
v
-
ロ
十

、
ノ

'
r
H
il
J
h
c
dl
f
d
 

納
付
け
る
と
共
に

一
般
農
家
に
呼
び
か
け
て
本
村
果
樹
栽
出
の
草
分

次
い
で
附
和

二
作
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
共
の



当
時
村
に
な
か
っ

た
富
有
柿
市
を
多
量
に
村
で
質
入
れ
約
二
十
戸
に

一
本
の
割
で
無
償
配
布
す
る
等
果
樹
栽
培
え
の
刺
戟
を
加
え
た
。
此
(

の
後
一
進
二
退
は
あ
っ
た
が
戦
時
に
な
っ
て
平
川
地
の
果
樹
は
伐
採

せ
よ
と
の
強
力
な
勧
奨
に
依
り
、
ほ
と
ん
ど
刷
取
っ

て
甘

請
に
転
作

し
た
。
其
の
上
肥
料
及
び
資
料
の
割
合
も
減
少
し
た
為
、
急
速
に
・及

え
て
い
っ
た
。
終
戦
後
或
程
ー肢
の
回
復
を
見
る
に
い
た

っ
た
。
昭
和

二
十
五
年
二
刈
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

っ
て
其
の
収
碓
川
和
は
表
の

通
り
で
あ
る
。

。I~j和二卜.I i.年しらべ)

|¥¥|民家戸数|告書lp詰
梨 I 3什捌|叫
ンコ..1 2111 32" 

2611 

37" 

7411 

453" 

25 " 

104711 

1311 

1711 

2711 

1511 

8911 

O 

11ii玖

486" 。

O 

0 

24" 

311 

53411 

D 

32" 

25" 

52" 

16" 

1511 

188" 

411 

12" 

23" 

1411 

4711 

桃

柿

ぶ どう

びわ

すもも

あんす

うめ

いちじく

くり

j日州みかん

夏みかん

裂
、
州
、

m州
み
か
ん
に
は
梢
や
見
る
べ
ぎ
も
の
が
あ
る
が
他
は

屋
敷
な
と
に
散
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
農
家
の
兼
業
と

し
て
行
は
れ
て
お
り
、
気
温
が
果
樹
園
な
ど
の
諸
条
件
に
海
岸
地
方

の
よ
う
に
恵
ま
れ
ず
盛
ん
で
な
い
。
主
な
る
果
樹
の
収
穫
高
を
昭
和

一
十
二
年
の
調
べ
に
よ
っ
て
み
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

(/11州l二 l二年し らべ)

¥¥|川 l附
集トJj'1技在

200本 10凹員

みかん 6011 550011 

リンゴ 3" 70" 

ぶどう O 5011 200" 

梨 60" 1300011 
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布¥i 7511 700" 6500" 

絡
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2511 
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2111 
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b
 

j
 

J
 
~~ 

みかん

4" 8" 8" リンコA

(/1日和八年のl澗べによる と)

¥¥|疋 牧己:j I f，lIi 

J不l~、l 29000Iri 52201'J 

柿 2130" 63911 

栗 2石 60" 

みかん 6960口 1600" 

栴 23000" 20711 
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工

てtr
A 

作

附
和
二
十
五
竹
二
川
の
州
民
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
木
村
の
γ
L
H
ム

物

作
物
の
種
類
、
農
家
数
及
び
収
穫
耐
砧
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

~ ¥ ¥  | t山2家緋数 |川収側附F磁並山釧州川/(山山州川(1“川川|川川叫l川叫Iμ』

4わ3 た 22171 141i玖

たば乙 3'ヲυ629" 

さとうさび | μ2"  

乙う ぞ | め|
みつまた 28" 

はぜ 6イ

2" 

5" 

655" 

26/I玖

こ
の
調
査
に
は
あ
が
っ
て

い
な
い
が
、
故
近
は
薬
磁
の

紘一
Mm
が
多
く
な
っ
た
。

1Jj' 
し

'l
家
川
の
程
度
を
出
て
い
な

ぃ
。
葉
た
ば

こ
は
大
正
十
四

作
、
木
村
竹
の
山
、
八
儒
部

落
に
裁
前
を
は
じ
め
た
が
、

品
質
余
り
良
好
と
で
は
え
ず

そ
の
将
来
性
も
気
づ
か
わ
れ
て
い

た
が
、
昭
和
十
年
松
瀬
川
地
方
の

(1I!1利l二 |二千1)

|己二三三〉斗::::-11'作側Iけ附州州州イ付州削伽4れ村村/(山(，叫1

わ た 21.以旦又:1 14l口1 

犬た三 (ばま こ 60 "ノ 2100'〆

27川(黒!之)
730 " 

250 "I(黒皮)
7582 " 

こうそ

みつまた

、h
lノ

イt
¥
 

1
ノ|

 

ザ
ふ
川
I

J
1
 

j
l
 

(
 

¥ ¥I  'k~)( ， '::j IUlli 絡

1541trl 387，OOOI'J 

39;f=il 644" 

1150員 345" 

fこ (;f乙

なたね

みつまた

こっぞ

換
金
作
物
の
少
い
の
を
考
え
た
当
時
の
農
業
技
術
員
色
野
頼
一
氏
の

熱引
い
あ
る
指
心
7

に
よ
っ
て
上
段
、
水
越
部
族
に
丘
〈
凶
し
て
平
川
地
に

も
栽
地
を
は
じ
め
る
農
家
も
あ
り
、
現
在
で
は
主
要
食
料
作
物
に
次

ぐ
村
と
し
て
の
現
金
収
入
の
第
一
位
と
な

っ
た
、
み
つ
ま
た
、
こ
う

ぞ
は
主
と

し
て
必
瀬
川
の
山
間
部
に
産
す
る
。

そ
の
他
の

|
芸
作
物
は

'H
家
用
程
度
で
見
る

べ
き
も
の
は
な
い
。

製
H

従
事
業
は
現
在
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
大
正
作
間
頃
は
、
相
以

千
代
太
氏
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
で
盛
に
行
わ
れ
製
荏
組
合
も
作
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

野

菜

~205 -

本
村
の
野
菜
説
的
は

的
山
市
場
が
速
く

気
似
の
凶
係
か
ら
似

成
栽
培
に
適
せ
ず
加
え
る
に
共
の
技
術
も
巡
れ
て
お
り
、
都
市
近
郊

の
野
菜
に
正
せ
ら
れ
て
、
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
、

'M家
川
と
し
て

耕
作
し
て

い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
野
菜
の
中
、
凶
敗
し
に
く
い
も

の
は
、
そ
の
食
、
へ
時
間
り
を
農
協
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
で
、
ま
と
め
て
山

山
何
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
村
内
一前
要
を
充
す
程
度
で
あ
る
。

本
村
の
野
菜
の
麗
類
、
農
家
数
、
作
付
面
積
を
昭
和
二
十
五
作
二

川
の
農
業
セ
ン
チ
ス
に

よ
っ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。



¥ ¥ ¥ |出 家数 1'loj'lJfliW ¥¥¥|農家 数 11'f:NlfJi

れ ん乙 ん 2畝 さとし、も 7411牙 3421ijj，、

わさ び 2 %。 な 825 218 

しょうが 28 5 て7 ト 317 21 

キャベツ 323 25 き ゅうり 673 48 

1'1 来 375 44 しろ うり 55 3 

きような 55 3 か !まちゃ 400 47 

っけな 485 96 すい か 16 8 

ほうれんそう 346 20 まく 1つうり 1;告。

ふだんそう 31 3 メ ロ ン 1;告。

ね き. 554 34 とうがら し 38 8 

たまねき. 672 125 だ L、こ/ν 853 625 

たけのこ 41 45 か ιく 292 25 
匂."

ま 81 742 89 」

らつかせい| 24 3 11 Iζ/ν じ/ν 589 32 

(昭和lニイ二年淵)そ
の
産
額
を
昭
和
二
十
二
年
の
統
計
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

(11(4和二 |二年J品)

¥¥¥ |作付 l叫実4M

f二し、乙 /ν 451又 3 1 500 1~ 
か 5 2500 
ね -」」L4ぐ‘ 8 5000 
な -g- 13 10000 
っけな 8 4000 
I~I 菜 4 2000 
れ んこん 400 
たけのこ 14 650 
たま ねさ 24 14400 
きゅうり 12 6000 
しろう り 5 2000 
かぼちゃ 52 2600 
すし、か 15 ヲ000
ト て7 ト 8 4000 
キャベツ 7 2100 

ほうれんそう 11 4400 

さといも| 140 8400 

養

蚕
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大
正
の
末
期
県
当
局
で
は
、
本
県
を
養
蚕
製
糸
王
国
に
し
よ
う
と

の
方
針
を
縦
立
し、

指
碍
奨
励
を
し
た
の
で
、
本
村
で
も
こ
の
総
に

添
っ
て
、
養
蚕
は
急
速
に
発
達
し
た
。
昭
和
三
年
、
凶
年
の
全
慌
時

代
に
は
、
役
場
に
養
蚤
専
任
技
術
口貝
を
京
知
的
か
ら
一雌
い
入
れ
、
X 

南
方
、
北
方
、
前
松
瀬
川
、
奥
松
瀬
川
等
の
部
落
に
は
技
術
口
県
を
特

に
一履
い
、
畑
は
ほ
と
ん
ど
全
部
桑
闘
、
水
固
に
も
か
な
り
多
く
の
粂

凶
が
あ
り

感
ん
に
養
蚕
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が

川
和
六
付
の
川
刊

界
的
な
不
況
に
あ

っ
て
一
時
に
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。

附
和
二
十
五

q
二
月
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
そ
の
州
民
家
数

円
仰
立
卵
量
、
及
収
繭
高
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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表
で
み
る
同
僚
に 自

次
に
大
正

ミ ζ二1版記震尚喜!読書!
大 Il.八 "1:1 8ヲ戸1 621j芸 5941主{

大止 卜三士1-1 203 1 1913 1 1930 

11付f11三件 372 I 5020 I 4905 

1I{3利八年 I 258 I 2403 I 2460 

州
和
三
年
女
同
以
上
に
現
在
で
は
微
々
た
る
も
の

で
あ
る
。

牧

畜

大
川
八

竹

斗

二
口
七
十
二
邸
、

八
年
同
十

不
十
、

刀
口
打
川
H

i

n
-

年
昭
和
八
付

同
十
五
年
、

同
二
十
二
作

の
養
蚕
農
家

数
と
収
繭
高

を
あ
げ
て
み

る
と
(下
表
)

肥
育
品
川
…
高
ま
り

昭
和
五
、
六
今
度
の
農
村
不
況
時
代
の
切
り
抜
け
策
と
し
て
、
牛
の

照
二
十
五
蛸
の
本
村
宙
産
は

附
和
九
、
十
作
頃
に
は
多
数
の
肥
育
牛
を
販
売
し

て
、
足
の
収
入
も
少
く
は
な
く
、
竹
の
品
、
三
判
屋
、
森
な
ど
は
、

特
に
優
秀
で
各
種
品
評
会
な
ど
に
も
よ
く
入
賞
し
、
牛
の
肥
育
全
成
山

時
代
を
作

っ
た
が
、
戦
争
に
な
っ
て
、
飼
料
難
か
ら
衰
微
し
て
償
牛

て
、
其
の
成
績
も
良
一刻
で
あ
っ
た
が

の
生
産
に
変

っ
た
。
特
に
横
測
地
方
で
は
多
数
の
登
似
牛
を
例
行
し

や
が
て
是
も
哀
え
、
戦
後
に

及
ん
で
国
民
の
食
生
活
改
善
に
呼
応
し
て
、
乳
牛
の
将
来
性
女
考
え

て
、
脈
血
組
合
を
作
り

附
和
二
十
五
々
に
は
、
乳
牛
三
十
一則
、
牛

乳
一
日
に
一
れ
二
斗
の
生
産
状
態
に
な
っ
た
。
其
の
間
昭
和
二
十
四

れ叶
に
は
、
木
県
の
rm
vu札
模
範
村
に
指
定
さ
れ
五
ヶ
年
計
削
で
肌
刷
業
の

と
、
本
村
の
函
産
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

発
以
に
u
貝
献
し
た
。
川
和
二
十
五
件
二
川
の
農
業
セ
ン
ナ
ス
に
よ
る

荷家 音主の~ I飼j民家 養数 I飼益頭数

役I!HfJll 552.v}i 

手L月j'1" 14; ， 18iiJj 

115 11コ 2i'iIj 

111 17戸

11本 11戸 16iiJj 

兎 73戸 139iijj 

lζわとり 514戸 1882頭

あ ひる 36;);j 

(11伺 l二 1.u.iI訓)林

業

木
村
の
地
形
か
ら
し
て
林
業
は
主
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
地

明治問 I.-"!' I 11付利八付

牛 I 79互換 と1: I 371iijj 

1]5 1 39頭.1!5 1 27闘

にわとりI2500;);j'こわと 1) 2183¥iii 
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質
及
び
土
壊
の
法
れ
は
大
部
分
内
製
紀
同
に
属
し
、
前
方
、
北
方
方



一出に
沖
積
回
、
洪
結
問
を
見
る
。
表
土
は
概
し
て
肥
沃
で
あ
る
た
め

林
業
経
営
に
適
し
て
い
る
。
森
林
総
面
積
は
二
千
四
百
七
十
三
町
歩

で
あ
る
。
森
林
所
有
戸
数
は
四
百
二
十
二
戸
で
最
高
四
十
町
歩
、
円取

低
一
畝
、
平
均
二
戸
当
り
二
反
二
紙
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
樹
林

の
生
育
状
態
は
良
好
で
杉
は
三
十
五
年
生
で
胸
の
高
位
で
直
径
七
寸

樹
高
六
十
五
尺
、
松
は
杉
に
つ
い
で
四
十
年
生
で
、
直
径
六
寸
、
樹

高
五
十
尺
、
赤
松
は
三
十
五
年
生
で
径
六
寸
、
高
さ
四
十
五
尺
位
が

北田
通
で
あ
る
。
本
村
の
樹
種
別
材
積
を
昭
和
二
十
四
年
の
調
べ
に
よ

っ
て
み
る
と

金i 主E 樹

樹府t' ~;;J 積

112.007石

絵 217.289石

赤必 152.755石

482.051石

ilZl 1定 *.¥:1 

:rli樹 |材

くぬぎ 5718石

雑木 46968石

52686石

" ダj 

樹:rli材 :h'l 

以ゲJ 19091束

は 竹 759Ht~ 

26682束

昭
和
六
年
に
村
有
林
の
施
行
案
を
た
て
て
計
画
的
な
植
伐
を
行
つ

て
い
た
が
、

附
和
十
七
年
川
上
村
森
林
組
合
設
立
と
共
に
昭
和
二
十

三
年
よ
り
十
ヶ
年
計
画
で
保
安
林
八
十
二
町
を
含
め
た
総
森
林
市
積

を
三
十
六
林
班
区
に
区
分
し
て
計
画
植
伐
を
行
っ

て
い
る
。
昭
和
二

十
四
年
度
の
植
林
而
積
は
四
十
三
町
三
反
で
、
く
ぬ
ぎ
六
万
五
千
五

百
本
、
杉
、
桧
七
万
七
千
五
十
本
の
樹
苗
を
要
し
て
い
る
。

主
な
る
林
産
物
は
、
用
材
、
木
炭
、
松
茸
等
で
あ
り
統
計
表
で
み

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

一

一

薪

一

木

炭

一

一生
必
円
以

一金

制

一
生
佳

品

一金

縦
一牛
応
益

一
令

制

一

一

才
一

円
一

-

川
一

〆
一

円

一大
止

三
年
一
一九EOO
一

芸

一

O

一

一

一zcoo
-

一
0
2

-昭
和
二
年
一
回0=一002=一
一
五
g
一
五
C
C
O
O
L
一
o
g
-
-
E
0
0
0
一

一=一き

有
利
十
五
竹
一一
八8
0
一
元
=
一
芭
一
四CO
揃
一

六Z50一

一一=
一
一=
一
E
E
U
O
一
六
c

m和
甘
問
4
一
二
8
0
一
六ccoco-
一o
g
c
i
=
一
c
o
c
c
c
一
=
5
0
0
o
f
8
0
0
8

木

材

~208~ 

松
茸
は
概
し
て
北
方
山
に
多
く
産
す
る
け
れ
ど
も
、
小
野
村
、

花

原
村
に
は
及
ば
な
い
。
松
山
方
市
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十

二
年
の
愛
媛
県
統
計
表
で
は
本
村
版
売
高
百
七
十
三
買
で
あ
る
。

商

工

業

明
治
以
前
は
、
川
上
駅
の
名
と
共
に
商
業
は
発
達
し
、
市
場
も
あ

っ
た
と
い
う
故
、
市
場
の
地
名
が
あ
る
。
商
は
み
な
、
代
官
の
許
可

制
に
し
て
澗
屋
、
醤
油
屋
、
金
物
、

太
物
、
米
屋
、
小
間
物
商
、

川村

木
問
屋
、
宿
屋
等
あ
り
東
温
で
の
一
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
其
の
後

交
通
機
関
の
発
達
に
と
も
な
い
、
村
の
商
工
業
は
村
外
を
客
と
す
る

山
少
く
な
り
、
し
た
が

っ
て
繁
華
で
は
な
く
、
大
正
三
年
に
は
内
正



業
戸
数
六
十
五
戸
程
度
で
あ
っ
て
、
多
く
は
半
農
半
商
の
形
で
あ
っ

た
が
、
最
近
人
口
の
胤
加
に
よ
っ
て
昭
和
十
五
ね
つ
に
は
百
十
戸
に
附

加
し
専
業
商
家
も
次
第
に
増
し
て
来
た
。

明
治
四
十
年
初
め
て
渡
部
次
郎
氏
に
よ
っ
て
機
械
に
よ
る
精
米
業

が
行
わ
れ
、
同
年
名
組
啓
次
郎
氏
に
よ
っ
て
名
越
座
の
劇
場
が
佐
て

ら
れ
、
大
正
四
年
に
は
川
上
発
電
会
社
が
創
立
さ
れ
、
電
燈
が
つ
く

な
と

gX
化
の
進
む
に
伴
い
商
工
業
も
順
次
活
滋
と
な
り
、
米
を
粕
'U

し
て
阪
神
地
方
に
売
出
し
た
り
、
阿
部
綾
太
郎
氏
は
川
上
産
米
を
神

戸
大
阪
等
に
光
る
等
村
外
と
の
取
引
も
発
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
今
次
の
世
界
戦
争
に
な
っ
て
物
資
は
ほ
と
ん
ど
統
制
さ
れ
、
商

山
本
も
し
た
が
っ
て
企
業
の
整
備
に
あ
ひ
、
酒
造
、
米
穀
、
繊
維
、
肖

果
等
ほ
と
ん
ど
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
終
戦
後
は
物
資
の
生
産
用

強
と
そ
の
他
統
制
緩
和
に
よ
っ
て
一
時
に
商
工
業
者
が
増
加
し
、
昭

和
二
十
四
年
に
は
其
の
数
百
九
十
戸
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
木
村
の
商
工
業
関
係
の
内
訳
を
み
る
に
総
戸
数
百
九
十
戸
、

内
工
業
部
門
二
十
四
戸
、
商
業
部
門
八
十
四
戸
、
技
術
部
門
十
六
戸

特
殊
部
門
六
戸
と
な
っ

て
い
る
。
工
業
部
門
は
精
米
精
粉
業
六
戸
、

瓦
生
産
業
一
戸
野
鍛
冶
業
二
戸
、
下
駄
製
造
販
売
業
四
戸
、
製
材
業

三
戸
調
整
業
二
戸
、
制
打
業
一
戸
、
製
縄
業
三
戸
、
農
具
製
造
業
一

戸
、
傘
製
造
業

二
戸
と
な

っ
て
お
り
、

瓦
年
産
四
万
枚
、
下
駄
六
万

n
k
、
製
材
八
千
一
布
、
製
縦
六
万
買
の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。

商
業
部
門
は
物
品
販
売
業
十
七
戸
、
時
計
修
理
販
売
業
三
戸
、
'l

転
車
修
班
販
売
業
六
戸
、
宿
屋
営
業
一
戸
、
豆
腐
製
造
業
三

ρ
、
飲

食
営
業
六
戸
、
菓
子
製
造
販
売
業
七
戸
、
新
聞
版
売
業
一
戸
、
生
魚

販
売
業
四
戸
、
食
肉
販
売
業
二
戸
、
運
送
業
七
戸
、
青
巣
販
1

日
業
二

戸
、
古
物
営
業
六
戸
、
非
共
販
売
業

二
戸
、
楽
部
販
売
業
二
戸
、
川山

日
営
業
二
戸
、
演
劇
業
一
戸
、
牛
乳
販
売
業
二
戸
、
知
周
旋
業
二
戸

と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
十
三
年
末
ま
で

~209 -

は
商
業
の
隆
盛
時
代
で
其
の
後
急
に
業
者
が
激
増
し
て、

現
在
で
は

和
々
営
業
不
振
の
き
ざ
し
が
見
え
て
い
る
。

技
術
部
門
は
、
大
ユ
職
三
十
五
戸
、
左
(
H
職
十
戸
、
別措
安
美
山
什
織

七
戸
、
表
具
職
二
戸
、
能
屋
職
二
戸
、
仕
立
職
六
戸
、
ラ
ジ
オ
修
別

販
売
業
一
戸
土
木
請
負
業
五
戸
、
周
旋
業
三
戸
、
石
工
業
二
戸
、
ハラ

真
業
二
戸
、
ブ
リ
キ
業
ご
戸
、
あ
ん
ま
業
三
戸
と
な
っ
て
い
る
。

特
殊
部
門
は
医
師
営
業
四
戸
、
歯
科
営
業
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
六
年
以
後
は、

商
業
状
態
に
変
化
を
き
た
し
た
。
各
組
合
の

発
達
に
よ
り
、
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
殊
部
門
と
し
て
は
、
医

師
の
営
業
が
三
粁
、
歯
科
医
の
営
業
が
四
軒
、
薬
局
は

一
朝
、
又
ガ



ソ
リ
ン
販
売
所
二
軒
、
タ
ク

ν
l
営
業
者
が

一
制
、

て
い
る
。

軒
、
又
美
容
院
は
年
と
共
に
増
加
の
傾
向
を
示
し
現
在
五
制
と
な
っ

セ
メ
ン
細
工
一

金

融

木
村
で
は
現
在
民
業
協
同
組
合
が
唯
一
の
令
融
機
関
で
あ
り
、
こ

れ
に
郵
便
局
、

X
U金
庫
関
係
は
主
と
し
て
北
吉
井
村
杭
河
原
に
あ

る
伊
藤
合
同
銀
行
文
屈
を
利
用
し
て

い
る
。

昭
和
二
十
五
年
十
月
の
調
べ
で
は
、
位
協
の
貯
金
三
千
百
八
十
一

て
い
る
。
文
川
上
郵
侠
局
で
は

万
二
千
三

μ十
円
、
貸
付
け
総
知
六
円
十
一

昭
和
二
十
五
年
十
月
の
一

ヶ
月
間

ん
二
千
五
」
1
円
と
な
っ

に
六
十
七
万
一
千
三
百
九
十
五
円
の
貯
金
が
あ
っ
た
。
向
農
協
の
貯

A
W
一の
極
類
及
利
率
貸
付
け
の
稲
類
及
ひ
利

μ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

貯

金小

口

当

山内

似

令

ト
ャ
ず

H
H
，

h
1
』

、

，

4
4a

い
h
M

W
M
M

ノ」

定

期

貯

金

広

州

仙

川

令

平
孔

ト
j

1

・J

，，aq
I

信

用

貸

付

協
同
組
合
担
保
貸
付

制

H
(

の
他

州
一保
貸
付

I~I 11 
ti-~歩
1'1I 11. 
歩 l'li.

毛

日
歩
三
銭

日
歩
二
銭
六
短

H
B
二
銭
八
一
間

年
歩
一
分
八
川
三
毛

針
歩
刀
分
一
回
六
毛

年
歩
五
分
二
股

山
川
止
少
問
分

h
M

昭
和
三
十
三
年
調

ー 1i . JlT 
公 担信 定特小
l上

回 保則付 !切 )}IJ 口金

体
t't貸t't

イ.JH i.J 

1
f
j
 

f
 

r
 

Fn 
ノ、ノ、、 ノ、
耳' 一、 I~: :¥11: 

n歩
七
M

年
歩
引
歩
七
M
六
毛

六
歩

一一川

四
歩

ノノ

日
歩
三
銭

H

二
銭
八
回

二
銭
六
座

1/ 

戦
後
イ
ン

フ
レ
l
ν
ヨ
ン
の
為
則
金
に
不
安
な
心
を
か
き
た
て
て

来
た
が
、
経
済
九
原
則
の
実
施
と
共
に
和
々
村
民
の
生
活
も
安
定
の

~21 0 ~ 

る 度
が
摘
し
、
現
在
で
は
貯
蓄
状
態
も
大
体
安
定
の
傾
向
に
な
っ
て
い

の
発
行
紙
幣
は
、

昭
和
二
十
一
角
終
戦
と
共
に
戦
時
多
額
に
発
行
さ
れ
た
日
本
銀
行

品
川
心
性
イ
ン
フ
レ
の
制
向
を
憎
し
、
国
民
の
生
活
を

お
び
や
か
す
ま
で
に
進
以
し
て
来
た
の
で
、
政
府
で
は
預
金
保
険
払

込
金
、
右
側
証
券
等
の
通
貨
価
値
の
あ
る
も
の
と
現
金
と
を
合
せ
て

一
戸
当
り
平
均
四
千
円
の
保
有
を
認
め

て
残
り
は
全
額
を
一
時
封
鎖

し
た
。
又
五
円
以
上
の
流
通
紙
幣
は
新
円
と
切
り
換
え
た
。
世
に
こ

れ
を
通
貨
封
鎖
、
預
金
の
棚
上
げ
な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
向
こ



の
政
治
相
置
は
附
和
二
十
三
年
六
月
に
な
っ
て
解
除
に
な
り
自
由
に

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
向
こ
の
時
の
本
村
で
の
封
鎖
状
態
は
、
州民

協
で
は
総
矧
凹

U
八
十
六
万
六
千
八

U
七
十
六
円
で
あ
っ
た
。

貯

翌三
匡ヨ

重力

運

本
村
の
川
部
起
動
は
大
正
初
年
県
当
局
の
方
針
と
し
て
聖
徳
川
則
金

と
名
付
け
て
貯
蓄
を
奨
励
し
、
名
村
の
成
績
表
を
発
表
し
た
り
し
て

激
仙
し
た
O

L

人
正
四
作
の
木
村
の
成
績
は
六
百
九
十
人
で

一
千
五

百
七
十
六
円
で
あ
っ
た
。
昭
和
に
な
っ

て
年
二
回
の
収
穫
時
に
備
荒

貯
金
と
し
て
不
時
の
災
害
に
備
え
る
特
別
預
金
を
は
じ
め
た
り
、
又

治
会
貯
合
と

し
て
旬
刀
の
定
例
市
会
に
は
必
ず
現
金
を
持
ち
寄
っ
て

貯
誌
に
励
ん
だ
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
救
国
貯
蓄
運
動
が
起
り
一
人

二
千
六
十
一
川
を
目
標
に
出
誌
に
は
げ
み
イ
ン
フ
レ
防
止
に
つ
く
し

た
。次

に
良
協
に
於
け
る
川
和
元
町
よ
り
の
貯
金
高
を
訓

べ
て
み
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。

/I{3 ff{3 1昭

和羽l布l

九-"元

イ|三年年

一六八
、5
z

三
円
二
昭
和
十
三
年
一

一一毛
、九九
五
円
=
附
和
十
万
年
一

二八七
、一一一九
車
川
=
川
和
十
七
年

一

高

一

四八六
、=一O
一円
一

八二九
、孟
一円
一

ニ七
ニ
、
一山凶川
-

長下

Il'j' 

:'-It 

金

'"j 

)'J 

)'J 

Irj 

/I{1 !I!1 /I!4 118 II!J， 
E!??lT!JEl和l
i干下干+
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"1' I，f-"/. '1 1，/ 第
五
章

寺

小

屋

教

育

一三
去
、四
日
円
=
附
和
二
十
六
年

一

さ一
七五
、八九九
川
=
附
和
二
十
七
年

一

己
凶六
七
、八七八
円
一一
附
和
二
十
八
作

一

三=一
八六
、空
一六刊
一一
附
和
二
十
九
年

一

回

O

宅七
、0
8円
一戸
m
和
三
十
年

一

自
主
一。
、c
c
c
川
一

室
八O
八
、0
0
0
川
一

と

E=一
て
C
O
O
M

一

七点
。
一五
、0
0
0

円
一

九
一O
四=一
、c
c
c
円
一

寺
小
尽
教
育
は
、
鍬
倉
時
代
に
寺
院
の
一
部
を
学
会
と
し
て
、
ィ-J

教

三b>;

|弓

僧
が
そ
の
教
師
の
任
に
当
っ
た

の
に
初
ま
り
、
以
後
足
利
戦
国
時
代

~ 21 1 ~ 

に
わ
た
っ
て
は
、
も
つ
ば
ら
僧
侶
が
教
育
の
任
に
当
り
、
土
収
入
力
〈

に
寺
に
行
っ
て
僧
侶
に
学
ん
だ
、
し
か
し
当
時
は
設
備
も
不
充
分
で

あ
り
又
一
般
社
会
に
も
普
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
至
り
、
庶
民
教
育
の
発
達
に
と
も
な
い
従
来
の
奇
小

屋
は
、
主
と
し
て

一
般
人
の
教
育
機
関
と
な
り
、
多
く
民
家
を
其
の

教
場
と
し
、
教
師
も
僧
侶
の
み
で
な
く
、
幕
日
、
落
士
、
浪
人
、
医

師
、
神
官
等
が
其
の
任
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
寺
院
以
外

で
も
生
徒
を
寺
子
と
い
い
入
学
の
こ
と
を
寺
入
と
い
っ
た
。
教
場
は

普
通
畳
敷
で
、
師
の
山
は
上
山
の
中
央
に
高
く
設
け
ら
れ
、
生
徒
は



各
自
持
参
の
机
で
学
習
し
た
。
生
徒
は
七
、
八
才
よ
り
十
四
、
五
才

ま
で
の
男
女
を
普
通
と
し
、

男
女
共
学
で
あ
っ
た
が
其
の
胤
は
男
女

に
よ
っ
て
別
に
し
て
い
た
。
教
科
は
習
字
、
読
方
、
珠
算
等
日
常
必

要
な
こ

と
を
主
と
し
て
教
え
、
教
科
書
と
し
て
は
、
蕗
子
教
、
庭
訓

往
来
、
商
売
往
来
、
農
業
往
来
、
四
書
五
経
、
実
語
数
、
消
息
往
来

な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
同
以
業
時
聞
は
必
ず
し
も
一

定
し
て

い
な

か
っ
た
が
、
お
よ
そ
午
前
七
、
八
時
よ
り
午
後
二
、
三
時
頃
ま
で
行

っ
て
い
た
。

ま
ず
最
初
は

「い

ろ
は
」

、
数
字
等
の
習
字
か
ら
初
め
数
名
づ
っ

教
師
の
面
前
に
呼
び
出
さ
れ
、
そ
の
前
に
そ
な
え
ら
れ
た
机
に
よ
っ

て
、
交
々
筆
法
と
手
本
の
読
み
方
と
を
教
え
ら
れ
、
終
る
と
自
分
の

比
に
帰
り
、
教
え
ら
れ
た
読
み
方
を
復
習
し
、
叉
文
字
の
築
法
を
習

い

か
く
し
て
次
第
に
習
字
と
共
に
往
来
本
の
読
み
方

日
常
書
簡

LX
の
書
き
方
等
を
学
び
又
そ
れ
と
共
に
そ
ろ
ば
ん
等
も
習

っ
た
。
ト旬

片
一
日
、
十
五
日
、
二
十
五

日
の
三
日
及
び
正
月
、
節
句
、
金
、
祭

等

に
は
休
業
し
て
い
た
。
又
毎
月

回
手
本
の
淡
え
が
あ
っ
て
、
記

請
を
た
め

し、

又
旬
年

一
回
大
淡
い
と
い
っ
て
交
る
交
る
師
匠
の
面

前
に
呼
び
出
し
て

一
年
間
に
習
い
終
っ

た
手
本
の
中
か
ら
読
書
さ
せ

て
、
其
の
成
績
を
た
め
し
た
。
寺
小
屋
の
維
持
の
方
法
は
一

定
し
て

い
な
く
、
多
く
は
自
家
の
資
財
に
よ

っ
て
支
え
、
他
に
生
徒
の
束
尚

及
び
、
年
始
、
盆
、
節
季
等
に
多
少
の
金
品
を
う
け
て
い
た
。

」
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
一
般
の
人
々
の
教
育
は
、
寺
小
屋
に
お

い
て
行
わ
れ
、
明
治
初
年
に
於
け
る
全
国
の
寺
小
屋
の
数
は
、
実
に

一
万
五
千
八
百
有
余
に
及
び
、
明
治
に
至
り
小
学
校
の
設
け
ら
れ
る

に
及
び
、
次
第
に
廃
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。

我
が
村
に
於
い
て
も
数
ケ
所
に
ヰ寸
小
屋
が
開
設
せ
ら
れ
て
、
子
弟

H の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
。
次
に
其
の
紙
略
を
述
べ
よ
う
。

所

在

地

起
原
及
変
遷

入 '1

巡 1ft

修

業

q
限

一
課
業
時
間

教教

科料

学数

下
浮
a

一
八
郎
南
方
村
(
現
大
字
南
方
)

天
保
十
年
頃
起
り
明
治
六
年
頃
ま
で
続
い
た

Q

一
松
木
党
三
郎

見
八
十
名
位
女
十
名
位

川
田
辺
入
学
年
齢
八
、
九
才
、
退
学
年
齢
寸
問
、
ドH
J
で

あ
っ
た
。

制
限
な
か
っ
た
ω

始
業
時
間
午
前
八
時
、
終
業
時
間
午
後
四
時
。
ド
広
川
、

節
句
、
金
、
山
内
小
を
休
業

nと
し
た
ω

刊一刷
、

訟
官
、

相
川町

凡
て
師
匠
の
書
い
た
も
の
を
つ
か
っ

て
い
た
。
読
L
4
は

商
業
往
来
、
内
同
業
往
来
、ぷ
子
教
、庭
訓
往
来
、
問
中
由
打

縦
、
女
大
学
、
内
字
は
説
本
中
よ
り
、
川
匠
の
抜
さ
出

き
し
た
書
き
本
を
使
っ

て
い
た
。
習
字
の
流
派
は
お
一
本

~ 212~ 
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所

約

地

起
川
出

M
A
変
選

W} 入生

i法 j，E
修

業

年

限

出

来

時

間

流
、
特
に
仮
名
を
よ
く
し
た。

米
1
l
、
目
別

j
f
L
l
 

旬
月
二
十
円
同
を
自
制
と
し
て
、川
匠
の
書
い
た
、
「
天

満
国
」
又
は
「
天
神
村
」
の
掛
け
も
の
を
正
聞
に
た
ら

し
、
習
字
の
成
紡
口川
を
反
立
し
、
訓
話
を
し
て
け
(
の
後

で
栄
子
な
と
を
与
え
て
休
業
と
し
た
。
h
節
句
に
は
訓

話
を
行
っ
て
い
た
。

よ
い
行
を
し
た
も
の
に
は
江
川
を
リ
え
た
。

川
匠
の
家
が
資
バ
一
本
で
あ
っ
た
九
め
か
必
筒
謝
儀
と
も

に
な
か
っ
た
。

主

久
米
川
州
北
方
村
医
王
i
寸
組
(
川
引
北
刀
主
泉
)

安
政
二

4
に
起
り
明
治
六
ー
ま
で
存
続
。
仙
波
惣
太
、

元
治
元
年
よ
り
後
継
し
て
明
治
六
年
に
至
り
廃
止
、
刀(

の
後
惣
太
氏
は
村
の
小
学
校
創
立
を
手
伝
っ
た
。

仙
波
五
半
(
初
代
)
後
山
内
部
大
字
北
方
宝
泉
区
凶
法

寺
に
砕
を
立
つ
、
二
代
五
半
は
初
代
五
半
の
二
男
。
仙

波
惣
太
初
代
ム
U
T
長
男
。
伝
馬
応
、
姓
、
丹
生
谷
川本
を

紋
ぐ
。

(
丹
片
山
谷
惣
大
)

男
凶
十
名
位
、
女
十
点
れ
位

出
迎
入
学
年
齢
八
、九
才
で
あ
っ

た
が
中
に
は
十
、十
一

才
位
で
入
学
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
退
学
年
齢
十
二
、

三
才

凹
ケ
年

始
業
時
間
午
前
八
時
、
終
業
時
間
午
後
凶
時
。
休
業
日

学 数

年文

f'↓ 

1J. J'il 

ji[;i 
教

事程

よよ京
峠
附

謝

儀

日

所

在

地

起
原
及
変
遷

h
刈
i

内
抗
4
J

斗
』

」

生

徒

数

入

退

学

修

業

年

限 |ヨ

は
十
日
勾
に

一
日
、
他
に

4
月、

節
句
、
食
、

祭
を
休

業
け
と
し
た
。

H

刷、

書
、
知
。
教
科
書
甘
い
一
仏
本
は
夫
副
録
、
庇
訓
往
来
、

商
売
往
来
、
童
子
教
、
民
業
往
来
、
山
書
瓦
経
。
市中H
字

は
川
匠
の
書
い
た
仮
名
、
日
用
文
、
共
の
他
泣
い
ホ
の
中

よ
り
抜
き
書
き
し
た
書
き
木
を
使
っ
て

い
た
。

珠
算
、

凶
則

天
神
訪
|

|
各
人
米
を
持
参
mm
り
飯
を
作
り
、
天
神
肢

に
供
え
、
之
を
さ
げ
て
共
に
食
べ
て

一
け
を
楽
し
く
持

し
た
。

、品川
行
あ
っ
た
も
の
に
は
江
川
を
与
え
た
。
知
則
と
し
て

は
、
例
人
机

(巾

一
口八

一
可
、
丈
三
い
八
位
)
げ
比
例
を
屯

ね
、
共
の
上
に
立
た
せ
て
、

一
方
の
下
に
点
火
し
た
紘

一
硲
を
持
た
せ
更
に
疋
い
も
の
は
、
机
三
、
四
似
を
亙

ね

日
(の
上
に
立
た
せ
、

一
方
に
点
火
し
た
線
科
、

一
方
の

T
K
は
水
を
制
し
た
茶
碗
を
持
た
せ
て
直
立
さ
せ
、
之

を
こ
ら
し
め
た
。

ボ
筒

l
h米
二
、
三
刀
位
、
謝
儀

l
年
制
f
日
米
二
斗。

~ 213~ 

?リ
ー

浮
穴
郡
南
方
村
字
川
上
(
現
大
山
神
社
山
)

慶
応
二
年
に
起
り
、
明
治
五
作
ま
で
存
続》

い
松
浦
公
売
(
篤
)
医
師

男
二
十
人
位

普
通
入
学
年
齢
八
、
九
才
、
退
学
年
齢
十
二
、
三
才

凶
ケ
年
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束
佐
川
謝
儀

同

主宅起所

科科玉L

11 

山川;
中
釈
糸
口
と
し
て
い
た
。

引刷
、

京
国
、

竹』

説
本
は
実
古
川録
、
庭
訓
往
来
、
民
業
往
来
、
童
子
教
、

四
苦
五
縦
、
市
川
字
は
附
匠
の
苦
い
た
告
き
本
を
使
っ
て

い
た
ω

流
派
は
お
山
本
流

珠
引
、
四
則

天
神
前
が
あ
っ
た
が
不
ぷ

や
刊
行
あ
り
た
る
も
の
に
は
公
討
を
与
え
、
罰
則
と
し
て

は
、

一
方
の
子
に
点
火
し
た
線
香
を
持
た
せ
、

一
方
の

下
に
は
水
を
満
し
た
茶
碗
を
持
た
せ
て
、
机
の
上
に
前

立
さ
せ
て
こ
ら
し
め
た
。

東
修
|
白
米
二
刀
謝
儀
|
年
制
ム
日
米
二
斗

同

強所

在

地トじ

人
ー
に
伝
わ

っ
て
い
て
い
る
》
大
飢
(
!
リ
炎
上
の
た
め
主
的

勾
は
伝
わ

っ
て
い
な
い

Q

件以
の
他
の
こ
と
不
河
川

久
米
郡
松
瀬
川
村
総
灘
(
現
松
瀬
川
杭
灘
)

斗勺
間
作
五
郎
。
以
の
他
の

乙
と
不
ぷ

久
米
川
州
北
方
村
大
字
向
上

(
現
大
字
北
方
リ
向
上
)

起
原
不
詳
、
明
治
四
年
頃
廃
止

鈴
木
屯
述
。
松
山
部
士
に
し
て
判
く
当
地
に
伐
ん
で
い

た
u

見
の
当
時
閑
日
凡
の
中
に
聞
製
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
立
(
の
期
間
は
非
常
に
短
か
く
、
後
松
山

K
戸
川
り
代

議
士
に
当
選
四
川
、
衆
議
院
に
於
て
'
打
数
の
人
物
で
あ

っ
た
。

漢
学

読
本
は
凶
司
五
併
を
ト
ト
い
と
し
て
い
た

』
H(
の
他
の
と
と

小
川
中
川

~ 214 ~ 
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久
米
川
叩
北
ん
村
大
字
円
之
上
(
引
北
点
円
一之
上
)

にい

1
1

'

I

I
 

聖
仙
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川

上

小
学

校

の

う

つ

り

か

わ

り

一
、
久
米
第

一
小
学
校

川
上
村
に
学
制
に
依
る
学
校
が
設
位
さ
れ
た
の
は
明
治
六

4
で
あ
る
、
川以

収
久
米
第

一
小
学
校
が
そ
れ
で
あ
る
。

学
制
が
狐
λ

刊
さ
れ
た
当
附
は
、
ゐ
欽
川以
は
主
中
学
が
、
二
一
二
小
学
M
刊に

分
れ
て
い
た
の
で
、
久
米
市
内
の
第
一

小
学
医
の
学
校
の
立
味
で
、
久
米
第

一
小
学
校
と
れ
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
d

(

註
石
欽
県
と
神
山
県
が
A
n
似

し
た
の
は
、
明
治
六
年
二
月
で
あ
る
が
、
そ
の
後
で
も
、
久
米
郡
の
学
似
は

そ
の
ま
ま
絞
っ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
)

久
米
第
一
小
学
校
は
、
当
時
北
方
村
宇
中
川
刊
に
設
置
せ
ら
れ
、
校
介
は
川

殴
倉
を
佼
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
教
員
は
、
金
子
長
斉
と
い
っ

て
、
必
山

の
人
で
あ
っ
た

b

月
俸
は
三
円
で
あ
っ
た
と
青
う
ζ

と
で
あ
る
。
経
質
は
県

代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
、
時
放
小
学
校

，-、
4ニご 三三三

Cコー-、 、
Cコ 亡コ
亡コ ，'-

同守 』そ円

idi8 8 liJcコ Cコ長

七

(
〕

叫
じ
ん
(

ゴコ
ーじ

封、
巴
フ

山
中
日
作
久
米
知

一
小
学
校
が
以
立
を
解
か
れ
た
の
で
、
公
ぶ
と
な
り
、
れ
も

時
雄
小
学
校
と
か
わ
っ
た

》
此
の
引
の
村
人
は
、
新
し
く
で
き
た
学
校
で
は

年
子
岸
で
教
え
て
い
た
こ
と
と
教
え
る
こ
と
が
追
う
の
で
、
小
学
校
の
よ
さ

が
わ
か
ら
ず
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
の
々
が
つ
く
の
は
、
，t
J
子
以
に
似
る
と

一=
け
っ
て
、
小
学
校
へ
米
る
児
童
は
二
十
何
位
だ
っ
た
と
汁
わ
れ
て
い
る
。

明
治
九
年
愛
仰
他
県
で
は
始
め
て
、
二
審
問
ヘ
附
範
学
校
を
つ
く
っ
た
行
で

あ
る
が
、
そ
の
年
金
子
長
発
先
ぺ
は
転
任
さ
れ
て
、
芥
川
先
作
ぃ
(
む
け
は
不
明
)

服
郎
信
成
先
H
コ
、
穂
坂
先
生
(
名
は
不
明
)
、
宇
一
日
利
久
先
作
が
新
任
さ
れ

た
。
ζ

の
四
人
の
先
作
は
皆
一
松
山
議
の
士
族
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ω

明
治
十
六
竹
に
は
北
方
村
民
王
l
j
組
に
、
校
A

川
口
を
新
築
し
て
そ
と
に
仲
村
っ

た
と
一パ
は
れ
る
。
立
の
後
時
縦
小
学
校
の
先
ん
し
と
な
っ
て
米
ら
れ
た
人
に
は

字
出
実
、
今
城
(
名
は
不
詳
)
、
橋
ぶ
(
名
は
不
詳
)
、
相
原
筒
泊
二
階
f
れ

か
村
大
字
見
奈
良
)
金
子
一光
太
郎
の
各
先
生
が
あ
っ
た
。

そ
の
凶
、
学
制
が
山
さ
れ
て
か
ら
イ
竹
位
た
っ
て
、
小
学
校
の
必
川
に
や
ょ

い
と
と
ろ
が
わ
か
つ
て
米
た
と
u
比
え
て
、
児
童
も
六
イ
ケ
引
位
と
な
っ
た
u
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そ
の
凶
(
明
治
十
五
付
二
ー一
年
)
の
先
作
は
止
教
員
一
人
、
授
業
作
一

人
で
あ
っ
た
と
一
一円
は
れ
る
。

明
治
卜
九
竹
に
は
学
校
〈
υ
が
山
て
而
目
を
一
新
し
た
。
そ
の
凶
の
小
学
校

で
は
、
叫加
ト刈
、
修
身
、
円
授
、
抗
昔
、
幻
術
だ
け
で
、
芸
能
や
体
育
MV
は
無

か
っ
た
、
学
付
は
知

一
級
よ
り
第
八
級
ま
で
に
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

北
z
H
H
刊
川
山
州
小
学
校
に
閃
係
の
あ
っ
た
村
山
氏
は
、
戸
長
成
能
泊
矩
、
戸
長

山
川
同
州
出
降
、

一戸
反
仙
波
慶
次
郎
、
戸
長

一
色
忠
長
、
北
方
村
外
一
ケ
村
戸
長

横
田
市
太
郎
の
諸
氏
で
あ
る
》

三
、
翠
一
松
小
学
校

羽
小
松
小
学
校
は
、
明
治
十
て

二

qM刷
、
必
瀬
川
村
山
畑
灘
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
教
回
以
は
、
徳
永
(
心
れ
は
不
詳
)
、
出
〈
ギ
貞
回
、
越
智
新
、
宇一
u

川
利

久
の
清
光
作
い
で
、
川
市
は
二
十
仇
位
で
あ
っ
た
と
一宵
は
れ
て
い
る
。
明
治
二

ー

一
句
に
は
附
洲
小
学
校
に
〈
円
制
し
た
。

凶
、
必
厄
小
学
校

明
治
十
一
介
凶
の
創
立
で
、
松
瀬
川
三
判
門
怖
に
あ
っ
た
、
教
日
は
、
近
本

光
政
光
ぺ
(
他
は
不
明
)
で
児
車
数
は
十
公
取
引
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
一
年

必
瀬
川
附
払
小
学
校
と
な
る
。

五
、
臼
杵
小
学
校

明
治
十
一

、
二
什

i

頃
の
創
立
で
い
松
瀬
川
村
中
村
に
設
置
さ
れ
、
教
員
に
は

総
坂
之

!γ
先
凡し

(
他
は
不
詳
)
匂
で
児
蛍
数
は
十
余
名
で
あ
っ
た
。
明
治
ニ

イ

一
q
に
は
い
化
川
小
学
校
と
合
併
し
て
い
必
瀬
川
附
い
卸
小
学
校
と
な
っ
た
。

ぃハ
、
河
来
小
学
校

明
治
七
付
、
久
米
第
一
小
学
校
が
廃
止
と
な
っ
て
か
ら
、
下
浮
穴
山
南
方

川
口
問
日
i
寸
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
南
方
村
辺
向
山
似
合
に
移
し
た
リ

教
員
は
、
山
内
(
中
れ
は
よ
小
川
)
、
令
子
長
官
河
、
戸
塚
(
れ
ほ
正
小
川
内
)
、
ニ
ー℃

必
徳
、
山
川
木
共
之
、
ん
じ
り
似
p

郎
、
相
似
山
川
刷
、
の
清
光
パ
が
米
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

片
山
仲
は
、
J

ハ
川
乃
単
九
川
仇
で
あ
っ
た
、川
会
以
数
は
、
凶

O
ケ
ハ
川
主
ム
ハ

υ

中山
山川
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
経
此
は
、
山九川
附
令
や
郎
孫
の
日
〈
J

竹
令
か
ら
山
し
て

い
た
と
ソ
っ
、
明
治
|
五
付
五
日
川
、よ
久
叫
伸
行
大
沢
ハ
l

山
山
村
H
A

比
紛
が

M'一いわ
小
川

辺
外

一
中
引
を
随
え
て
、
巡
似
の
た
め
米
校
し
た
と
一一円
う
こ
と
で
あ
る。

川
必

校
の
関
係
村
吏
は
、
戸
長
奥
半
白
図
、
戸
長
必
須
賀
寸
元
首
、
戸
長
小
山
判
明

の
浦
氏
で
あ
る
。

明
治
二
|

一
竹
改
正
小
学
校
令
が
山
る
に
及
ん
で
、
川
上
村
の
処
々

に
あ

っ
た
学
校
も
統
介
さ
れ
て
、
北
方
尋
常
小
学
校
、
道
'
川
g
山Y
品
川
小
学
校
、
一
松
瀬

川

mH卸
小
学
校
と
三
校
に
な
っ
た
。
教
員
は
、
北
ト
ベ
山
V
M小
学
校
に
は
、
立

品
川
凶

一
郎
、
令
子
正
太
郎
、

u
j
和
川
山
j

太
郎
の
泊
先
小
、
巡
向
小
学
校
は
円

以
他
弥
、ール
附
以
内
、
細
川
向
の
泊
先
ぺ
、
松
湖
川
州
川
い
卸
小
学
校
で
は
川
本

英
和
、
大
内
山
代
刻
、
-川
似
川
一の
各
先
ぺ
で
あ
っ
た
。

七
、
川
上
尋
常
小
学
校

明
治
二
J
l

三
介
凶
バ
イ
五
日
、
町
村
制
定
胞
の
た
め
、下
浮
穴
山
市
方
村
、

古
久
村
を
久
米
川
州
北
方
村
松
瀬
川
村
に
作
併
し
て
u

川
上
村
と
改
称
し
、
そ

の
結
果
、
川
上
村
に
あ
る
三
校
を
令
併
し
て
、
川
上
尋
治
小
学
校
と
よ
ぶ
乙

と
に
な
っ
た
ω

し
か
し
、
北
方
斗
常
小
学
校
を
北
方
仮
教
場
と
い
い
、
道
山

ー
す
川
小
学
校
を
陶
4
N
似
数
以
と
い
い
、
総
瀬
川
町
い
卸
小
学
校
を
松
瀬
川
分
教

以
と
い
っ
て
、
従
前
の
校
Am
け
を
れ
の
ま
ま
仮
り
に
伎
っ
て
い
た
。
北
方
仮
教

協
は
、
児
必
も
多
く
、
汁
山
訓
導
が
常
に
在
勤
し
て
い
た
か
ら
、
北
方
を
木
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校
、
南
方
を
分
校
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
@
必
瀬
川
簡
易
小

学
校
は
、
此
の
四
月
以
前
は
、
簡
易
科
で
あ
っ
た
が
。
木
作
か
ら
弓
常
科
に

程
度
を
引
き
上
げ
た
ω

(
簡
易
科
は
修
業
三
年
I
)

道
向
は
下
浮
穴
郡
、
伊
疎

開
川
の
教
科
書
提
使
っ

て
い
た
が
、
凶
月
か
ら
後
は
、
風
早
、
和
気
、
視
泉
、

久
米
川仰
の
教
科
書
を
伏
う
乙
と
と
な
っ
た
@

そ
の
凶
使
っ
て
い
た
教
科
書
は
、
新
休
校
方
書
、
小
学
校
習
字
帳
(
以
上

四
化
ぺ
)
、
円
本
叫
仰
木
、
説
明
山
小
学
習
字
木
(
以
上
三
旬
以
下
)
、
れ(の
他

小
学
期
円
岡
阪
等
で
あ
っ
た
。
な
お
参
考
書
と
し
て
、
小
学
作
文
書
、
小
学
珠

針
全
常
一
百
、
小
学
校
尋
常
筆
算
書
、
尋
常
小
学
教
師
用
修
身
科
、
体
操
摘
要
、

小
学
作
法
銃
、
修
身
用
書
、
兵
式
休
操
教
範
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
。

、
試
験
を
特
に
定
め
た
日
に
行
い
、
臨
時
試
験
は
年
四
問
、
学
年
試
験
は
作

一
日
と
し
、
そ
し
て
、
そ
の
学
作
試
験
は
、北
古
井
村
芯
津
川
尋
常
小
営
校
、

山
之
内
の
勝
之
内
及
び
荒
木
谷
簡
易
小
学
校
篭
も
北
方
分
教
湯
に
集
っ
て

川
叫
に
行
い
、
似
阻
ぜ
ザ
ぷ
引
に
は
裂
状
と
江
口
聞
を
与
え
て
い
た
と
昔
日
う
。
九
日
口
叩
に

は
羽
織
の
ひ
も
や
、
作
文
帳
、
器
等
が
伎
は
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
児
国
却

を
罰
す
る
の
は
二
時
間
の
留
置
が
一
春
重
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
て
い

る。

試
験
に
不
ム
円
格
と
な
っ
た
者
は
、
ザ
栴
第
と
し
て
い
た
。

明
治
二
十
三
年

に
は
務
第
パ
ー
は
十
三
名
あ
っ
た
と
号
一
ワ
つ
乙
と
で
あ
る
。

そ
の
凶
辺
励
会
を
四
月
八
日
、
寸
刀
十
七
日
、
十
一
月
二
十
八
日
に
実
胞

し
て
い
た
。

四
月
八
日
に
は
、
北
方
分
教
場
と
道
向
分
教
場
が
A
円
倒
し
て
、

疋
信
川
畔
の
柳
十
'下
で
行
っ
た
。
同
』
原
K
春
が
す
み
が
た
な
び
い
て
、

す
み

れ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
れ
ん
げ
却
の
咲
く
土
手
に
集
っ
て
お
と
な
っ
た
品
の
巡
励

会
を
似
山
出
し
て
見
ょ
う
。

イ
パ
十
七
日
(
当
時
は
神
嘗
祭
で
あ
っ
た
)
は
述

μ
で
あ
る
。
そ
の
頃
の

記
録
に
依
る
と
、
坂
本
訓
導
は
、
北
方
仮
分
教
場
の
三
、
四

4
4一
を
引
卒
し

て
、
必
瀬
川
分
札
紙
切
に
い
た
り
、
桧
皮
峠
を
越
え
て
土
谷
に
山
て
三
内
村
河

之
内
に
至
り
、
金
比
開
純
白
に
詣
で
帰
校
す
、
と
あ
る
。

十
一
片
二
十
八
日
、
そ
の
頃
の
1
記
録
に
よ
る
と
、
北
吉
井
村
徳
池
に
於
て

会
校
4
徒
の
辺
動
会
を
胞
行
し、

政
拾
い
、
刊
紙
お
競
争
、
綱
引
き
笥
の
遊
戯

を
な
し
、
村
役
場
よ
り
は
、
助
役
渡
部
平
太
、
京
百
寸
山
必
末
東
1
-
ー郎
氏
等
山
張

し
、
周
旋
よ
く
行
き
応
き
た
り
。
本
日
中
徒
の
特
に
愉
快
を
感
じ
た
る
は
、

英
悶
某
L
U
白の
迷
路
に
擬
し
、
縄
張
り
を
な
し
、
北
(の
中
を
迷
は
ず
し
て
入
り

た
る
者
に
は
江
口
叩
を
与
え
る
市
中
と
な
し
た
る
も
の
な
り
。
天
気
附
朗
瓶
暖
な

り
し
を
以
て
光
分
興
を
つ
く
し
た
り
、
と
あ
る
。

こ
の
年
の
十
月
一一
一ト

n
kは
、
教
育
花
関
す
る
勅
訴
が
淡
発
に
な
り
、
其

の
後
、太
半
内
戦
争
の
終
る
ま
で
、
H
本
の
教
育
の
依
り
ど
ζ

ろ
と
な
っ
た
。

祝
賀
式
は
、
新
年
、
紀

一ん
節
、
天
長
節
に
挙
行
し
、
新
作
、
紀
元
節
は
各

教
湯
で
行
い
、
天
長
節
は
、
A
1
校
合
併
し
て
、
川
上
駅
大
・
'
品
川
社
に
於
て
行

い
、
各
節
と
も
作
ぃ
徒
に
は
ぶ
物
及
泌
を
じ
っ
う
と
あ
る
。
大
体
こ
の
よ
う
な
行

事
は
、
大
同
小
児
で
向
年
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
凶
勾i

新
校
作
新
築
の
説
が
あ
り
、
村
会
の
可
決
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
反
対
す
る
も
の
が
多
く
村
会
の
決
議
が
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

明
治
二
」l
六
年
、一
品
等
小
学
校
を
南
方
に
設
置
し
、
五
月
よ
り
開
校
す
る
。

明
治
二
十
八
作
、
北
方
仮
教
坊
に
、

て

二

、
四
学
年
、
南
方
仮
教
湯
に

て

こ

、
三
引
を
置
く
ζ

と
に
な
る
。

明
治
三
卜
年

l
一
月
上
旬
よ
り
、
校
作
新
築
に
小
川
手
す
る
ω

ζ

の
何
十
の
凶

川
一
日
、
久
米
川叩
を
改
め
て
机
泉
州
叩
と
な
る
。

明
治
三
I
l

一
作
イ
月
三
日
、川
上
尋
常
小
学
校
の
新
築
工
事
が
完
成
し
た
。
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学
校
の
仇
置
が
北
方
凱
砂
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
イ
年
凶
凡
で
あ
っ

て
、
新
築
工
引
に
れ
下
し
た
の
は
明
治
三
十
付
十
一
月
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り

工山
中
を
進
め
て
、
明
治
三
十
一

4
十
月
三
日
に
は
全
工
事
が
終
了
し
た
の
で

あ
る
。明

治
三
十
凶
作
四
月
六
日
、
川
上
「Y
M小
学
校
に
古
川
等
科
倒
置
の
北
川
可
が

あ
り
同
八
日
開
校
す
る
。
そ
の
通
学
灰
域
は
、
南
方
、
北
方
、
及
び
士口久
、

必
瀬
川
の

一
部
分
(
前
一
松
瀬
川
)
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
度
ま
で
は
北

北
ル
村
か
ら
も
、

-H

川
等
利
児
蛍
の
委
託
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
校
介
は

さ
き
の
川
上
尋
常
小
学
校
を
使
用
し
て
い
た
が
、

一
年
経
過
し
て
南
方
の
南

μ」J
を
仙
り
て
綬
業
を
し
た
。
(
明
治
四
一
行
迄
)
修
業
の
期
間
は
、
尋
常

科
凶
ケ
竹
、
J
H

川
守
科
凶
ケ
作
で
あ
っ
た
o

J
却
常
利
一て
什i

か
ら
は
裁
縫
も
ぶ
し

て
い
た
よ
う
で
あ
一
る
。

八
、
川
上
尋
常
高
等
小
学
校
成
立
の
終
歴
(
原
zX)

昨叫
が
川
上
村
に
は
、
従
米
川
上
、
必
瀬
川
の

二
学
校
あ
り
、
叉
木
村
及

三
内
、
北
古
列
、
三
村
の
制
A
h
y
k
係
る
川
上
山
勾
小
学
校
あ
り
、
然

る
に
こ
の
組
合
は
、
町
内
域
偏
長
に
し
て
、
山
川
そ
の
悶
を
阻
隔
し
、
往

々
、
児
童
の
通
学
に
囚
刻
な
り
。
し
か
し
て
時
勢
の
進
歩
に
伴
い
て
、

当
時
教
育
上
大
い
に
吏
張
刷
新
す
べ
き
必
型
を
生
せ
る
折
柄
、
明
治
三

十
三
年
八
月
十
八
日
、
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
を
以
て
、
改
正
小
学
校

令
を
公
布
し
、
又
同
年
同
月
二
十

一
日
文
郎
省
令
第
十
四
号
、
小
学
校

令
施
行
脱
則
の
発
布
あ
り
て
益
々
教
育
の
品
川及
改
造
を
悶
ら
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
に
至
り
け
る
を
以
て
、
理
事
者
及
組
合
員
、
村
会
は
、
言
う
を

待
た
ず
、
地
方
の
有
志
熟
議
す
る
所
あ
り
て
遂
に
、
該
当
組
A
n
を
解
き

山
勾
小
学
校
を
皮
し
て
従
来
の

川
上
尋
常
小
学
校
に
向
等
科
を
併
泣

す
る
引
と
な
り
、
三

凶
什

i

一二
月
三
十
一

円
限
り
、
川
上
刈
匂
小
学
校

出
け
の
泌
可
を
刊
、
同
凶
川
六
口
組
A
H
解
除
及
本
校

(川
上

111山川
川
匂

小
学
校
)
設
置
の
認
可
を
得
。

而
し
て
木
村
長
は
、
四
月
八
円
を
以
て

トホ
校
を
聞
く
行
県
知
事
に
問
中
し
け
り。

此
の
時
村
長
は
、
仙
波
山氏三

郎
、
校
長
は
相
似
直
仰
の
市
山
氏
な
り
。
(
学
校
沿
革
誌
に
よ
る
)
。

明
治
三
十
五
年
七
月
に
は
、
本
校
に
仙
川
河
科
を
お
い
て
、
修
身
、
裁
縫
に

士
山
す
人
の
た
め
に
授
業
を
し
た
。

明
治
凶

1
一
句品守山
川
科
は
六
学
付
と
な
り
、
一
日
川
等
科
は
こ
れー
と
な
っ
た
。

巡
動
場
の
拡
張
は
大
r
比
四
年
と
附
和
二
年
に
行
わ
れ
て
、
別
在
の

一
O
八

九
七
半
方
米
と
な
っ
た。

川町和
十
六
年
四
月
一

日
よ
り
、
川
上
尋
丸
山
川
匂
小

学
校
は
、
川
上
同
氏
学
校
と
改
称
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
、
川
上
同
民
学
校
及
び
川
上
小
学
校

昭
和
十
六
句
凹
月

一
日
。
附
和
」
l
二
年
七
月
中
輩
民
同
政
総
析
に
於
て
出

を
発
し
た
支
那
市
変
は
、
未
解
決
の
ま
ま
引
き
続
い
て
い
っ
た
。
従
っ
て
教

育
も
戦
争
と
粘
び
つ
い
て
、
日
本
の
同
策
の
川献
に
添
う
の
止
む
な
き
に
五
十
る

は
当
然
の
姿
で
あ
っ
た
。
大
学
等
に
於
い
て
は
学
園
の
自
由
を
叫
ぶ
教
綬
な

ど
も
あ
っ
た
け
れ
ど
そ
れ
は
微
力
で
と
う
て
い
教
育
の
進
協
を
か
え
る
ζ

と

な
ど
は
山
来
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
校
門
は
以
門
に
辺
ず
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
皇
国
の
道
を
実
践
す
る
こ
と
に
総
て
の
力
を
投
入
す
る
の
必
裂
を
強
調

し
た
。
校
内
に
於
い
て
も
、
軍
事
的
な
訓
練
、
食
糧
附
此
に
、
教
育
の
方
針

が
向
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
何
H
空
裂
に
お
び
え
な
が
ら
、
叩
布
教
線
、
間
恕

飛
行
場
の
設
針
作
業
等
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
遂
に
は
昭
和
二
十
年

五
月
、
日
本
陵
町山
十
は
困
土
防
術
の
為
に
校
併
を
兵
引
の
代
用
と
し
て
使
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
八
月
十
五
日
、
円
水
が
迎
A
n
同
の
一
川
に
府
服
す
る
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よ
う
に
な
る
ま
で
と
か
く
の
批
評
は
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
全

校
児
ー
並
は
目
ま
ぐ
る
し
い
生
活
に
明
け
く
れ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

敗
戦
と
同
時
に
悶
家
本
位
の
教
育
か
ら
民
主
主
義
の
教
育
へ
。
真
の
教
育

の
途
は
如
何
。
こ
れ
が
真
剣
に
思
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
教
育

に
関
し
て
は
、
山
別
訊
を
中
心
と
し
、
皇
国
の
道
に
帰
一
随
順
し
馴
ちりさ
れ
て

米
た
同
民
は
、
新
し
い
教
育
に
対
し
て
は
階
中川
相
索
冗
里
霧
中
で
あ
っ
た
。

附
和
二
イ
二
付
四
月
、
川
上
悶
民
学
校
は
、
六
三
制
実
胞
に
作
っ
て
、
川

上
小
学
校
と
な
り
、
高
笥
科
一

、
二
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
二
、
三
年
へ

尋
常
科
六
針
生
は
中
学
校
一
年
へ
入
学
し
、
乙
こ
に
川
上
小
学
校
と
、
川
上

中
学
校
が
新
し
い
教
育
、
半
和
岡
山
水
建
設
の
脚
光
を
浴
び
て
発
足
す
る
乙
と

に
な
っ
た
の
で
&
の
る
。

川
上
小
学
校
の
現
状

昭
和
二

十
二
年
五
月
三
十
一
日
、
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
今

ま
で
の
教
育
勅
語
に
代
っ
て
、
民
意
に
依
っ

て
教
育
に
関
す
る
恨
本

基
準
が
一
不
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
育
の
目
的
に
「
教
育
は
、
人

絡
の
光
成
を
め
さ
し
、
平
和
的
な
国
家
及
ひ
社
会
の
形
成
者
と
し
て

真
理
と
正
義
た
愛
し
個
人
の
価
値
を
た
っ
と
ひ
、
勤
労
と
責
任
を
重

ん
じ
、
白
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と
も
に
健
燥
な
国
民
の
育
成
を

期
し
て
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

。
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
教
育

の
方
針
に
於
て
は

「
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
学
問
の

白
日
常
尊
重
し
、
実
際
生
活
に
即
し
、
自
発
的
精
神
を
養
い
、
白
他

の
敬
愛
と
協
力
に
依
っ
て
文
化
の
創
造
と
発
展
に
貢
献
す
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
此
の
目
的
や

方
針
に
則
り
、
地
域
性
を
重
ん
じ
自
主
的
教
育
の
方
針
を
立
て
全
教

ロ貝
は
教
育
課
程
の
設
定
並
に
改
定
に
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
以
来
旬
年
そ
の
設
定
の
改
訂
に
努
力
し
教
育
を
進

め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
将
来
も
研
究
と
検
討
を
重
ね
て
、
よ

内
ノ
ト
ι

い
教
育
課
程
を
作
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
員
数
は
現
在

男
一
一

、
女
一

O
、
計
一
二
名
で
あ
る
。

教
員
以
外
の
職
員
と
し
て

校
医
二
、
使

丁

て

が

あ

る

。
児
童
数
は
、
男
四
二
五
名
、
女
四

-228-

四
名
、
計
八
四
九
名
で
あ
る
。
学
級
数
は
一
九
で
あ
る
。

校
地
校
舎
、
学
校
敷
地
合
計

四
三
九
二
平
方
米
で
あ
り

そ

の
内
校
舎
敷
地
二
九
三
二
平
方
米
、
山
地
動
場
一

O
八
九
七
平
方
米

其
の
他
五
六
三
平
方
米
で
あ
る
。
往
築
総
面
積
二
六
二
三
平
方
米
、

二

O
年
以
上
経
過
し
た
も
の
七

O
六
平
方
米

一
O
年
水
制
九
九

O

平
方
米
と
な
っ
て
い
る
。
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明
治
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年
北
方
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王
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落
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転
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一

明
治
三
十
一
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司
綱
川
倒
刑
判
阿
一

一
村

一
校
と
定
め
ら
れ
、
奥
松
瀬
川
の
分
教
場
と
し
北
方
南
方
の
児
童
を

一
個
所
に
集
め
る
学
校
を
建
て
る
た
め
、
校
地
の
予
定
も
上
砂
と
定
め
ら

れ
た
が
、
新
築
の
運
び
と
な
ら
ず
三
十

)
年
九
月
末
ま
で
従
前
の
校
外
を

仮
教
場
と
し
て
綬
業
を
す
す
め
て
い
た
c



明
治
三
」
!
一
引
(
現
地
へ
創
立
)

位
置
H

大
字
北
方
二
六
1
rh
得
地

原
同
は
校
地
同
と
校
合
同
が
川
心
し
て
あ
る
の
で
校

地
の
何
れ
に
校
Am
け
が
位
置
す
る
か
不
明

・
恕
像
に
よ

り
叶
記
入
し
た
。

間

(2、川上小乍校校 子?変選|モl

λ 口

j 

明
治
二
卜
問
自
阿
凶
同
附
凶
川
伸
伴
版
一

明
治
二
卜
六
年
村
内
ト
日
志
の
熱
心
な
巡
動
化
よ
り
川
上

・
三
内

・

北
も
ハ
の
三
村
協
立
の
高
等
科
が
お
か
れ
た
が
校
合
せ
ま
く
っ
す
'川

科
だ
け
で
も
充
分
で
な
い
)
南
u田
i
j

に
於
て
授
業
が
す
す
め
ら
れ
た
。

明
治
三
卜
同
年
尋
常
一
品
等
小
学
校
と
改
称
せ
ら
れ
た
が
校
合
不

μ

の
た
め
い
陶
H
M
i
j
を
仮
教
場
と
し
問
卜
一
年
ま
で
南
川
ほ
しJ
で
俊
業
が
絞

け
ら
れ
た
っ
南
パ
i
J
数
以
は
当
時
今
の
i
J
の
H

川
の
回
が
辺
助
以
と
し

て
使

mせ
ら
れ

ιの一以
T
は
似
校
伶
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
ゅ
う
乙

と
で
あ
る。

青

年

教

育

本
村
に
於
い
て

川上村立川上小学校l工而 (IIF!荊134{下改築前)

も
青
年
教
育
に
対

す
る
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
明
治
四

十

一
年
二
月
名
越

座
に
於
い
て
、
背

年
同
創
立
発
会
式

を
聞
き
、
こ
こ

に
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'T色
j
r十
川

U
D
正
}

↓A
Tル
1
Z
十
ハ引「『

E
nuh
z
m

生
を
み
る
に
至
つ

た
。
次
い
で
北
方

南
方
、
松
瀬
川
、

瀬
川
に
そ
れ
ぞ
れ
分
凶
が
創
立
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
後
は
各
々
分
同
単

町
、
吉
久
、
恥〈同信

位
で
摘
出
教
育

(浴
時
夜
学
会
)
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
其

の
後
大
正
二
年
九
月
八
日
川
上
農
業
凶
出
学
校
が
創
立
せ
ら
れ
小
学

校
内
に
本
校
を
置
き
、
第

一
分
教
場
(
松
制
川
前
分
)
第
二
分
教
場

(
大
字
南
方
)
第
三
分
教
場
(
大
字
北
方
)
奥
松
瀬
川
柿
留
学
校
の



開
設
を
見
る
に
至
っ
た
。
次
い
で
大
正
十
年
に
至
り
奥
松
瀬
川
を
除

一
段
と
補
出
学
校
教
育
の
進
展
を
見
る
よ

5
に
な

子
部
が
置
か
れ

い
て
、
全
村
農
業
補
副
学
校
が
川
上
校
に
統
一
さ
れ
、
先
実
し
た
1
川

っ
た
。
そ
の
後
の
こ

と
は
次
の
表
に
よ
っ
て
大
要
を
記
し
て
お
く
。

付
教
育
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
其
の
後
十
二
作
に
は
女
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刊
か
に
l
u
右
の
泊
り
伝
え
る
と
こ
ろ
を
綜
介
し
て
そ
の
概
叫
の
一
端
を
然

知
し
仰
る
れ
皮
で
あ
る
。

〈V
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小
以
(
fh
J

河
川
一位
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i
Jリヤし
u

f
ト

v
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l
s
'
1
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所
伐

必
瀬
川
字
巾
村

川
医

・

必
川以

(
あ
る
い
引
は
次
似
に
刊
る
)
和
尚

後
花
山
尚
治
術
門
(
組
制
)

科
目

:
:
抗
告
、
算
(
読
本
ほ
の
ぎ
づ
く
し
、
村
づ
け
、
川
づ
け
、
同

づ
く
し
、
名
が
し
ら
。
ー両
先
仲
代
米
、
消
息
作
米
の
知
)

中川
、
三
h

引い何人
4
7一山
南
の
川
辺
の
傍
に

一
法
の
刊
が
あ
る
。
仰
山
に
は
正

川
に
「
鈍
』
斤
光
ぺ
」
側
山
に
「
通
跡
的
心
小
川
叫
トな
州
川
情
夫
」
「
休

μ山'佐
川

人
建
立
」
と
あ
る
も
他
に
糾
『
久
ら
し
き
も
の
も
見
当
ら
ず
そ
の
如
何
な
る

人
で
あ
る
か
は
合
く
不
明
で
あ
る
。

二
、
小

川3

校

一
、
船
出
小
川
「
校

明

治

て

二
什
頃
の
例
収
で
必
細
川
村
一三
判

μ
に
あ
っ
た
。
教

μは

近
本
光
械
先
パ
汀
(
他
は
f

小
川
)
で
児
屯
数
は
1

〈
小
名
で
あ
っ

た
。

二
、
円
杓
小
学
校

明
治
十

一
、
二
作
頃
の
創
立
で
一
松
瀬
川
村
中
川
刊
に
設
置
さ
れ
教
員
は
総

以
4
9
γ
先
住

(他
は
小
ぷ
)
で
児
虫
数
は
十
余
計
で
あ
っ
た
。

三
、
必
瀬
川
的
い
剖
小
学
校

明
治
二
十

一
作
に
一
松
尾
、
臼
杵
同
小
学
校
を
統
合
し
必
瀬
川
的
い
卸
小
学

校
と
改
称
さ
れ
た
。

数
日
は
肝
心
小
引
火
利
先
々
-
〈明
治
二
J
1

一
作
末
似
任
)
、
大
内
殺
組
先
ぺ

(
明
治
二
卜

一
作
木
就
任
明
治
二
十
二
れ
イ
バ
レ
弘
行
)
、
い
い
ハ
似
引
先
パ
u

(明
治
二
l
二
q
J
l
川
就
げ
れ
)
で
あ
っ
た
。

問
、
川
上
尋
市
小
学
校
必
瀬
川
分
数
助

明
治
二
寸
三
竹
四
月
|
五
日
町
村
制
が
赦
か
れ
、
市
ん
、
古
久
、
北
方

位
制
川
の
凶
ケ
村
が
〈
日併
し
川
上
村
と
改
称
、
辺
向
、
北
方
、
必
瀬
川

の
三
小
学
校
が
統
介
さ
れ
、
川
上
司
叩
小
学
校
が
設
-M
さ
れ
た
。

佼
A

川
ー
は
従
前
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
似
に
伏
っ
て
い
た
。
松
瀬
川
附
川
い
卸
小

学
校
は
統
A
H
後
に
川
上
「q
wM
小
学
校
松
瀬
川
分
数
以
と
よ
ぶ
乙
と
に
な

っ
た
。

冗
、
川
町
山
瀬
川
尋
常
小
学
校

明
治一

一:
五
年
|
川
一
ハ
、
新
教
ム
け
A
V
巾
ド
〈
施
さ
れ
、
い
松
瀬
川
吋什巾
小
学

校
と
し
て
独
な
0

・
川
川
匂
科
ヰ
徒
は
川
上
弘
明
山
内
勺
小
学
校

に
委
託
す

マ
令
。

-¥
、

?t1、下一:
H
l
l
l
M
y
，11』
サ
，
J
い
円

火
正
九
山付1
円
川
一
一
H川
、
ハ川片山川竹川閉山
、
校
門
改
称
。
山
M
U
科
小
川
祉
の
川

上
校
妥
託
を
解
く。

七
、
松
瀬
川
閃
民
川
寸
校

川
和
十
六
白
川
バ

一
日
、
同
氏
学
校
令
他
行
に
け
い
校
名
改
称
。

八
、
必
細
川
小
学
校
附
和
二
十
二
作
門
川

一
日
、
六
、
三
制
に
よ
る
学
校

教
育
法
施
行
に
什
い
校
名
改
称
。

~ 2~5 ~ 



1251241 23 :叶120119118117116115114113112111 11 o~! 年度

学教小'it号瀬 1:)1¥ 
校何学川ノ瀬l、松必

校学 尾 It} ホペλ弓.~乙a 

分川 総校Jb~ 
校学 小 杓二 巨二| 選l交

l会 三月南 臼J会
瀬 小 | 方村 .t'1ニ尾
)1¥ 

学校Jど五)ljJ 久村円
ノl¥ノl、

尋IJ¥ 学校を学jを交
沿

統!メ寸品、ι弓Mニ， 統メ「寸入 、
校 し北

|ぶと
上川 方村 lζh! 

し 瀬
』1 41LI2L l モIーc

て

i2P4板 旦出 I i 1」dI! 

〆教新{、 校 j村ナピ11.1 1 ~、、

会以 OAT | 学校ζ 

向令ソ胞た 初、 し 4誓YI、
)1¥ 
上

)J ，j:;t 
と

ι 1 2 
¥14 

1 1 1 1 1 1 I '-1 1 1 1 1 r-I 3予7教有

¥ I 1 I 1 1 1 1 1 I 1 1 1 11 
児

旦数1 

1 I 1 I 1 1 1 I 1 1 I I 1 1 1 
者数不業

波i可l
坂

岬‘

イ三
jij 

公
恋!

¥14 
自rl IよKS4と 才;

校

長

後

体JN長Z | 

~ 236 -

1
t

-
h
H
1
l
 

ふ
か
1

品川
n

h

川

学

校

年

表



l43 i 4;I ~ 1 T40T;1 ぉ |司ι I~33 戸 1 3 1 130 1イ叶1261

、l
 

ノ 〆 ~l )11 前! {公

1 3i 主祢i |lf 
jl叫9仏 訓 語内 新

l 八)-J 築刻T IiiI 築

ii li i|111  

円;;r-"二F円1，1年二 円何ド二ド 1 l 

五 11-.

8281 1409: 390!品川ぉ判 1 1 I I I 1 1 1 

10811121イ841861447917911  i 1 I I i 1 

161141 201 2410l13118|18
1 

18l1 I I 1 1 1 I 1 
' ‘・丸 、 、.，.・

~ 237 ~ 



肩い~-151 4 1 3 1 2 1 ~\~1 ω |ヲ|可4 114トイ12刊叶
学校松itlj )11 尋

御
大
山
内
必
念
植
樹

(
校
庭
南
凶
隅
の
桜
)

教
員
住
宅
起
築
(
五
刀
」
1
凶
日
)

日
川
等
科
設
置

校

名

改

称

(
凶
月

目、J

教
育
振
興
会
発
会
式
(
十
月
十
七
日
)

問
学
級
編
成

|[ 1 1 1 1 1 -1 [ 1 I 1 ! 1 1-1， I 

竺雪iF戸戸州3弧捌叫8倒ベ判4イl
1三2z到削~1 1引判iドい川1つサi司れ削1十れ机11Z山;払i
11ι; 十いh;j|2判iド川!司4iH{1|い凶;E;l言1t: | 刀221卜42lい111ベ23[13; 17ト|卜22 :川42|い川1M4 6{ [ 

尋
常
利

↑
U

川
匂
科

-M
A
ドド

L
J
5

4

3

7
 

仙
波

禿

士
川
似
太
郎

大

塚

義

雄

松
木
喜
一

新

部

納

一

波

郎

彦

市

一

~' 238 ~ 



止画0117~6 1~ 1 1 4 1~1 1 2可止 1 8 1 7 1 6 1 5 1 4 1

会
の

と
し
て
え

手

I~( 

食|

ゑi

i |if以

|卜164ム'16351卜1判1ム|i4|4d2J|4l l l|||1141 |l|!1W401P2|11 1 
1討1121311zi1212i1511日百13121M11141141241Z

21111i12i141;i!?!;!;;?;J?|?Jlij!1124141212 
21 5i JJl 開f

米IU 1 ! 示叶 | 秀 二

久 f!11
i t、1， 1 左 ，(111 I 

~ ， : I 1 ffi 
i点目 0'1 彼 1~ti 
火 | 村1・ FiI 

I kJf 1 協彦 |

校学民国川市'ij会

本
校
創

'v-五
卜
迎
年
記
念
教
育
祭
胞
行

(
五
月
十
五
日
)

，.リ ，!'~ 
flJ 校学小 ~1;

校
中
れ
改
ル
仲

山
民
防
石
恒
一
土
星
丁
十
字
及
川
辿
動
湯
拡
張

(
九
月
十

日
」ノ

校

ペ、
， I 

改

築

~ 239 ~ 



お[32[ 31 1 30 云両 ~;-1 云j 1 24 [ 23 [ 22 

校 字f

、i
 

ノ )11 iWti i仏}

l 沼3222凶凶叫2辺m仰叫2お抑46伺イOイlh片仇仲阿おm肌伽叩5日悶悶…6め仰5叩O

I --~4 14 14 11 31 111 1 109 : 122[ 125: 130:133[ 1321ω 

16[ 11[ 181 20いイ ~f Tト[29[ 21[ 20 

U良 品 波 ;('j 八

部 隊 gi~ tl 木

辺市 .II 宗久

ill 1 ，'~'，也、弘 1}b

ど子 矛大1」t1i 権ノl回lj寸Ek L 1/?l大 波 自谷郎保業 波j| | j| |石部 郎

ir~，j '? 7，: I ir:l; ， ，::j I ~!f[ 数

政 DII uii 政 |氏 |)l I f!ll I 一|

-240-



。
明
治
三
イ
問
介
以
降
五
ケ

4
平
均
在
籍
児
議
数

ド|fぷi学山
口
り

r
J

ト

M
M

j

d

d

Irl 
ノ'J!J:. 

成級

明

治

一
明

治

二
八
年

一
山

0
4

一一一七
一
一
一
五

円

O
年
迄
)

包H
;Ju 

一一一一|とに涜|別
宣明 |なよ務治
公:f.';1るり教凹
Tl剖| 学古ー

長五 |級の什一
;-1' 数延よ o 四 oE;. 1 "1 
る去 |三長り| 六 | 八 | 八 l 

川 一l一 一一
義 門大
務
教

一
尋

一

嘉

一

一
高

一

一

六
一

一
尋

一

六
回
-

一
尚

一

二

尋
計
一

一
一山
一

一山
計
一

一

一

四
一

一
大
正
八
年
門
月
一

一
よ
り
学
級
数
山
一

一
明
山
川
一
一
一)

一

大

ι八
Q
門
月
よ

り
高
等
科
，
品
川
置

什 l七ヨ五
ヨ5

ヨヨ
ノ丈

大

:1L 

，" 
司

IYG 

明
治
問

ヨsc
J 

" 

。
明
治
凹
十
三

4
以
降
松
瀬
川
校
(
青
年
学
校
、
中
学
校
を
除
く
)
教
育
費

竹

皮

明
治
問
z

一
山
由
出四五

大
正

ニ=一
川一

五三

告:ii
八
一五
、
一七

八七八
、
一九

九四回
、八七

九八
一、山ニ

じ
く

U

、一ユコ

ブ
-ム
ノ
ブ
ヨ

4

山

E
O
、
ニ
凹

考

司、、
ー
i

↓
ノ
川

一
同
斗E

一
五五じ一C六百

一
巳"

1J11111日
制11 ||| ||111
7川!と二

五11付
--'-- "::.;:: 
ノ、 ~.

一
、九七七
、。一

一ニ
、七九回
、
一六

一ニ
、四九七
、0
0

一で
八O
一、三八

九回回
、=一一一

九
百一

、E
回

一

(
(

)

米
川
川
'H
一=一円

l
至
一七川

-t= 

一二石
二
、一一五

八月一
五
日
米
騒
動
起
る

本
年
米
川

'U一四11
1

凶
一一円

一
同
等
科
併
置
学
級
剤

ー-cコプu " 

米
川
'
け
安
一川
|
至
ニ山川 こ

の
内

冗

/、
ν"' 

~ 241 ~ 

お 1一三|ノ、上三一|七
六)JIIIMJ}の)JII!{
. 府iI数みよ府!
コ ー|六とり -
; 11 ."1 :I;IJ'.'1 

j、よイ11 り乍イl

}jI!!り!i41 学校IJ4



11討
手n

py 与三 ニニ ←二コ JI.i .1、L- ........::ヨヒi 巴討 と三乙 二二一一 Cコ ブしノーに 1ニプ〈 ヨ吉 区昌 三三三 二二 三三五区ヨ 三三二二

三
、六六
一一
、0
0

=一
、七五
一
、五五

一一一、六車
問
、(
)
O

=一
、九
一ニ一

、O
口

豆
、九八四
、0
0

回
、Z
O

九
、0
0

=一、十((〕
八
、o
o

z
、山
二回
、0
0

ニ
、九一)一回
、。。

ニ
、九
五
回
、0
0

ニ
、。=玉
、0
0

一ユ二
三一
ニ、(〕O

=一
、ニ
八七
、。
。

一一
一
、円〔〕
七
、0
0

問
、C
C
九
、0
0

四
、ニ巴
一、(
)
C

回
、=三
九
、0
0

一、四九二
、0
0

ニ
、三ニ(〕
、0
0

ニ
、九
二七
、0
0

三
、四一八
、0
0

一、六八
E

、0
0

一
、六四五
、0
0

=一
、九九八
、。。

一ニ
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一ニ、三回
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0

九
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一
、七十(
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凶

舵

代

教

員

三
、
汀
年
(
仙
川門
)
学
校

夜

学

会

大

正
二
年
八
月
松
瀬
川
良
業
補
習
学
校
開
設
ま
で
は
松
瀬
川
小

学
校
及
び
川
筋
(
中
村
)
に
在
る
側
同
日
堂
に
於
て
市
民
学
会
を
設
け
寸
年

教
育
を
為
す
。

米
側一七

ニ一
一円

川
上
村
立
必
瀬
川
間
以
来
初
官
学
校
充
当
刊
什i

訓
練
所

大
正
二
年
八
片
六
日

松

瀬

川
尋
常
小
学
校
え
川
上
村
の
松
瀬
川
政
業

山
山
首
学
校
附
設
の
泌
川
ぷ
の
り
。

同
斗
九
月

一
日
補
習
学
校
開
校

大
正
「
五
付
六
月
二
十
五
日
必
瀬
川
民
業
柿
門
学
校
を
訂
作
訓
紋
所

に
充
当
す
る
こ
と
認
イ
さ
れ
ζ

れ
よ
り

mHq学
徒
に
対
す
る
軍
事
教

育
を
為
す
。

川
和
三
作
間
凡
六
日
学
則
改
止
必
瀬
川
民
業
仙
川
門
学
校
花
女
子
郎

を
設
置
(
こ
れ
ま
で
女
子
部
は
川
上
位
業
補
古
学
校
に
通
学
し
て
ゐ

た
が
法
的
附
の
た
め
次
第
に
就
学
者
も
減
じ
後
に
は
希
望
者
が
集
り
必

瀬
川
小
学
校
住
宅
に
於
て
裁
縫
の
み
指
導
を
受
け
て
ゐ
た
)

必
瀬
川
I

け
れ
学
校

附
和
十
年
七
月
二
日
学
則
改
正
、
校
取
れ
変
史
ね
瀬
川
有
年
学
校
と
改

に
ド

o

w
m
l
 

附
和
十
八
4
七
月
七
円

川
上
、

三
内
二
ケ
村
組
合
之
東
侃
百
句
学
校

開
設
に
作
ひ
い
怯
瀬
川
ぃ
百
年
学
校
は
と
れ
に
A
H
仰
せ
ら
れ
止
し
徒
は
川
上

ま
で
通
学
す
る
こ
と
〉
な

っ
た
。

附
和
二
ト
年
九

月

大

東
即
戦
争
終
結
に
作
ひ
従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
学

佐
川
七
教
育
並
に
戦
時
訓
付
則
及
学
校
防
空
関
係
訓
訓
紋
等
は
禁
止
さ

1
u
-

』。

・4イ
J
J

m和
二
十
二
年
凶
バ
一
日
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教
員
給
県
北
支
初
と
な
る

旅
此
ぷ

T
当
句
川
町
μ
支
緋
と
な
る

(
附
録
参
照
)

六
、
三
制
実
胞
に
け
ひ
行
作
学
校
内
泊
料



件
J
川

o

内
通
科
て
三
竹
修
了
ぷ
は
中
学
校
二
作
、二
一
行
花
編
入
(ぶ

利

一
付
修
了
行
中
布
川
止
V

引は
三
年
に
編
入
〉
但
し
け
汀i

学
校
義
務
制

一
l
-
作
肢
に
於
て
は
夫
胞
さ
る
。

附
和
二
ト
三
作
三
月
三
J
l

一
一ハ
刊
の
学
校
出
止

問
、
松
瀬
川
中
学
校

川
和
一一
|
一
午
ー川
汁

一
日
改
J

川辺
法
に
則
山
ん
す
る
教
行
機
会
均
匂
の
ト
よ
υ

倣
氏
と
同
日
以
の
文
化
中
小
池
十
の
向
上
を
附
り
半
和
的
文
化
同
家
の
般
立
に
培

-
つ
た
め
に
災
仕
切
教
ム
け
れ
限
を
延
長
し
小
学
校
六
年
山中
学
校
三
竹
の
い
わ
ゆ

る
」ハ
、

了
制
の
%
胞
と
な
り
修
来
年
限
三
ヶ
年
の
山
中
学
校
を
置
き
従
米
の

山
川
等
小
学
校
及
!
門
付
学
校
は

f

枕
さ
れ
た
。
木
村
に
於
て
も
同
日
よ
り
人
J

村

川
を
校
似
と
す
る
川
上
中
学
校
が
間
投
せ
ら
れ
た
こ
と
は
川
上
小
学
校

の
引
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

立
(
の
後
奥
Mm瀬
川
校
un
は
其
の
地
理
的
位
置
の
関
係
上
ぺ
徒
の
通
学
の
上

に
多
大
の
不
伎
が
あ
り
短
い

て
は
そ
の
修
学
の
上
に
も
一
点
な
ら
ぬ
支
的

と
州
知
が
怖
感
せ
ら
れ
る
主
り
子
弟
を
思
ふ
父
比
の
切
々
の
仙
は
終
に
関

係
当
局
を
動
か
し
川
和
二
十
三
年
間
刀
必
瀬
川
中
学
校
設
立
の
認
可
を
幻

附
和
三
1
同
行
川
バ
J
l

一
日
山
校
の
は
こ
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

松
瀬
川
中
学
校

附
和
二
|
主
計
ー
内
川
J
l

一
円
一
松
瀬
川
中
学
校
設
立
認
可

附
和
二
十
三

4
十
二
月
十
五
日
校
作
新
築
起
工
式
挙
行

附
和
二
十
円
年
同
月
六
日
校
今
完
成

昭
和
二
l
問
介
同
月
十
一

一μ

附
校
式
必
に
入
学
式
挙
行

。
ぺ

徒

数

見

二
八

女
二
九

引

χ
七
O

学
級
数
三

O
数
日
以
数
六

附
利
二
|
門
付
阿
川
|
八
日

中
学
校
辺
助
以
祈
々
に
付
ぷ
ー

同
什
問
バ
三
卜
lH

辺
助
初
完
成

J
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江
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五
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五
円
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日
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介
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川
釧
水
山
下
計
五
了

同
竹
内
凡
八
日

三
内
村

(
土
作
相
の
れ
)
よ
り
小
佐
妥
品
さ
る。

じ
わ
竹
刀

一

久

一
」ハ

O
附
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十
五
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間
バ

O
ぺ
徒
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学
級
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教

育

委

員

会

教
育
委
員
会
法

m和
二
十
三
作
七
月
十
五
日
法
第
一
七

O
号
。

こ
の
法
作
の
目
的

こ
の
法
律
は
教
行
が
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
国
民
全
体

に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
さ
で
あ
る

と
い
う

'U

党
の
も
と
に
公
正
な
以
ぷ
に
よ
り
地
方
の
実
仙
に
即
し
た
教
育
行

-245-

政
を
行

5
た
め
に
教
育
委
員
会
を
設
け
教
育
本
来
の
目
的
を
達
成

す
る

こ
と

を
目
的
と
す
る
。

什
以
初
郎
道
的
川
以
教
育
委
員
会
が
発
足
。
愛
版
以
で
は
五
人
の
教
育

安

μ
が
公
選
せ
ら
れ
た
。
次
で
昭
和
二
十
七
年
六
月
法
二

O
七
号
に

よ
っ
て
地
方
教
育
委
品
会
が
お
か

れ
、
教
育
委
員
会
に
は
教
育
長
を

日
ま
又
其
の
職
務
杭
阪
に
属
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
に
事
務
局

を
凶
い

た
。

木
村
で
最
初
公
選

せ
ら
れ
し
教
育
委
員
は
ル
の
人
々
で
あ
っ
た
。

事
務
局
は
川
上
村
役
場
内
に
あ
っ

て
初
代
教
育
長
は
渡
部
国
恵
、
次

は
松
山
市
藤
原
町
よ
り
永
野
正
を
相
川
附
し
て
其

の
任
に
つ

い
て
も
ら



っ
た
。
そ
の
後
公
選
制
は
廃
さ
れ
て
昭
和
三
十
一

年
十
月
一

日
'H治

庁
長
の
任
命
制
と
変
企
及
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

地
方
札
制
ム
川
妥
日
以

川
和
二
十
七
年
イ
バ
五
口
実
胞

昭和二七作六
r
h

m

和三一年一()月一
什

(
公
選
)
|
(
任
命
制
)

氏

一
就
任
引
ー
バ
ハ

一
退
任
年
月
日

一
仙

考

一
昭
二
七
、二
、
二
附
=
二

、
回
、一九
一
委
員
長

一
H

一
附
=一。
、
四
、二回
一
代
州
引
退
任

必
細
川

一
H

一
同

一
同

南
方

7
議
会
選
山

一

一

原
代
教
行
長
川
和
二
十
七
年
十
月
五
日
実
片
山(

公
選

)
l
(任
命
川
)

心

二

り

所

-
就
任
4
川
口

一
退
任
付
バ
H
一
仙

考

一

同
志

一
川
上
村

一
附
一一七
、一一
、
二
川
一
一八
、
一二三一

一

け

一
必
山
市
脱
原

一
川
二
八
、
ニ
、
二
恒
三
、
九
、=一O

一
満

期

一

大/;- ï~: j {Jl-佐
l出 )1須賀 伯

担宮 jjt，i
tIli ìrl~j 乍美 三
71 政一校山1I

IriJ I"J 11 )11 )11 1 |住
上上 |
北南|
方方 li所

氏

::'{， 

iAく波野s1i川
内
町
の
私
立
学
校

ι川一一
L
L
山
出

-
I
J
J
J
q
4
t
r
 

中
之
町
区

愛
版
以
公
認

川
よ
ド

レ
ス
メ
ー
カ
女
学
院

倒
立
川
和
二
十
五
年
五
川
十
円

学
院
長

波

f"11 

内
谷

一

i
J

i
l
、、F

♂
十
本
空
干

生
花
科

其
他

編
物
科

愛
媛
県
公
認

川
上
保
育
園

所
在
地

信r
1'::1 

四

|豆

制
立
昭
和
二
十
八
年
四
月

図
主
任

高
須
賀

内
容

幼
児
教
育

保
護
育
成

第
六
章

J-'づ

刀て

教

宗
教
は
大
部
分
、
習
慣
的
に
信
仰
し
て
い
る
。
神
社
は
什
か
ら
の

氏
子
を
持
ち
、
仏
教
は
粒
家
が
あ
っ
て
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

其
の
他
の
宗
教
は
、
信
者
が
川
上
村
だ
け
で
な
く
、
三
内
、
川
上
、

そ
の
他
各
地
か
ら
集
っ

て
、
川
上
の
教
会
が
そ
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北
吉
井
、
南
吉
井
、

の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

M
U

寺

教

会

総

覧

表

(川
上
村
)

現主 一 五 )11 ト|

~'， n 上
八

相11 4攻
中E 和11 i'rll 相11 lAL a 

や11
1'， 

十1: ト1: (.1 (.1 

大字方バ申公財書、
z 位大J 王大方泌t 

大'千松武J一九田1一1 
大ーチ方j上南11 

所

在

j出

小氏仲幡八泌;lii 小氏神方北部拡小氏神向市椋仁氏神量奥
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ネ申

社

神
社
や
仏
間
も
時
代
の
執
政
者
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
、

路
州
松
山
卸
神
社
号
阪
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
て
い
る
。

「
前
略
」

当
国
惣
領
主

「
以
上
紳
拙
者

河
野
家
除
邑
之
際

天
正
十
八
年
十
一
刀
大
革
命
之
為

神
仏
領
回
ヲ
政
収

渚出，
Z
仕
ぃ発

一

i
'一

一

J4
1

ノ、、
1 [ 

今
千
七
引
八
十
三
社

伊
隣
国
全
部
之
内

ニ
列
所
也

t.l: 
盟f

折

、

ド
旧
、
御
本
行
一山
ヨ
リ
、
耐
水
野
、
池
旧
、加
藤
山
山
本

liyl 
|工i

11仏
J)立

十代

U
L仁
、

4
wn
rん
-

一
柳
ノ
諸
家

ニ
引
波
ス
寺
社
帳
附
之

。ト
迷

必i

[;1ヨ

松
山
阿
国
内
十
五
山
ム
分
抜
記

『
医
長
二

4
改
、
立
永
四
付
改
、
同
十
三
年
改
、
貞
ゲ
三

4
改
、

正
徳山ハ
作
改
』
等
と
あ
っ

て
、
什
か
ら
広
々
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
天
凶
作
山中
編
の
北
方
村
寺
社
堂
山川
手
鍬
阪
に

よ
る
と
、

北
方
村
の
み
に
て
も
、
相
当
数
の
神
仏
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
事
唱
が
わ

か
る
。
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H
h
の
後

別
治
凶
十
一
介

) J 

f乙

仲
村
A
H
犯
に
閲
す
る
制

れ
の
発
十
仰
が
あ
っ
て
、
加燃
料
村
は
、
村
社
以
上
の
社
絡
あ
る
官
え
合

併
し
、
そ
の
他
、
村
内
各
所
に
散
在
す
る
小
柄
、
末
社
等
は
悉
く
、

州
以

γ
境
内
に
避
し
て
、

統
一
維
持
す
る
方
法
た
市
附
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。村

内

の

各

神

社

) 11 

上

↓
L
 

l
v
バ
1

ブミ
字
~1 
方

字
)11 
仁

やh

一
、
祭
神

ん
寸
迦
之
御
魂
紳

計
'
上
十
川
川
出
一す

，4白
川
司

J
I
f
-
-

枇
産
訂
正
命

現
々
杵
品
川

猿
田
彦
神

一
、
，
見
守
ド
土

一

'
!
カ
γ
ムツ
作



荒

神

社

:
:
大
無
主
命

口
廼
安
良
魂

命

弥
郡
一
政
能
売
命

秋
葉
神
社
:・
:
判
辿
突
知
命

杭
れ

往

古
、
北
方
古
川
沿
に
あ
っ
た
当
相

を
、
応
永
三
十
四
年
、
河
野
通

久
公
の
御
心
聞
に
よ
っ
て
、
現
在
の
と

こ
ろ
え
御
造
営
奉
遷
し
た
。

札
一
ハ
の
後
、
社

仏

廃

合

の

時

合

記

し
て
、
川
上
大
宮
五
社
大
明
神
と

号

す
る
よ
う
に
な

っ

た
。
合
わ
さ
れ
た
五

社
と
は
、
来
名
戸
目
。

豊
受
宮
、
飯

田
宮
、

社

倉
稲
魂
宮
、
浮

橋

宮

布11

で
あ
る
。

こ
の
宮
郷

社
に
列
し
て
、
北

方

上

南
方
、
松
瀬
川
下
分

}II 

の
大
氏
宮
で
、
後
県

社
に
け
引
絡

)1¥ 

1'1¥1 

枯
と
改
め
ら
れ
た
。

(御
U

針
格
年
は
附
利

十
九
年
五
川
十
七
日

指
令
)
宮
司

野
口
秀
明

一
、
川
上
神
社
所
蔵
古
文
書

θ 

社
頭
極
め
の
古
文
書

写

御
尾
形
様
之
御
忌
に
ま
か
せ
刑
部
太
夫
に
山
叩
付
候

て
東
は
か
さ
が
谷
さ
や
を
、
か
ぎ
る
、
同
土
原
、
な
め
川
、
刈
の
さ

や
を
、
か
ぎ
る

て

同

方
か
さ
が
た
に
は
、
ち
は
ら
の
、
さ
ぎ
の
、
お
ち
ゃ
い
を
、
か

ぎ
る

て
同
方
う
す
ざ
か
は
、
さ
h

の
た
に
を
、
か
ぎ
る

て
同
方
ま
せ
川
は
、
さ
う
谷
を
、
か
ぎ
る

て
南
は
ゅ
う
ち
の
た
う
を
、
か
ぎ
る
、
同
浮
穴
の
邸
内

て

同
点
ひ
つ
じ
さ
る
防
相
現
を
、
か
ぎ
る
行
久
郷
の
内

て
一
山
は
八
幡
の
御
山
を
、
か
ぎ
る
、

て

北
は
三
ぼ
う
が
た
だ
を
か
ぎ
る
、
同
ふ
く
み
を
か
ぎ
る

布
御
ぷ
之
旨
K
ま
か
せ
河
上
刑
部
太
夫
に
中
付
処
突
出
、
若
於
後
日
巡

乱
之
輩
あ
ら
ば
監
く
御
成
敗
あ
る
べ
き
之
状
的
為
後
日
如
件

V

ハ

辺

倒

(

花

押

)

応
、水
門
年
丁
未
卯
川
口

上
記
古
文
書
は
応
永
四
年

に
、
伊
隊
国

々

γ、
河
町
通
之
公
が

川
上
神
社
の
社
領
を
定
め
ら
れ
た
時
神
主
、
野
口
刑
部
太

夫
に
下
附

さ
れ
た
文
書
で
あ

っ
て
「
材
領
組
め
の
古
文
書
」

と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
。
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火
山中

「
御
以
形
総
」

と
あ
る
は
、
川
野
通
之
公
で
あ
る

こ
と
が

川
町
家
の
家
訓
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
。

。社
殿
御
造
営
の
古
文
書
写

wl
HU
仰

tuれ
と
い下
山川

川
山
辺
久
御
州
制
山

h
H
d

終
候
既
上
似
叫
的
町
口
刑
制
ゆ
太
夫
参
詣
ル
ル
御
神
山
法

政
川
城
山
州
妙
山
於
向
後
川
政
之
時
点
M
H
参
仕
御
治
J

り
山
中
将
山
仇
九

交
に
ン
下
へ
旧
パ1

f
l
;
1
L
f
 

hJ
く
リ

「

け

可

、

H
V
I
J
-
J

l

M

4
H
H
U
l
引
l
J
J
A
H
J
J
I
L
l』

修
血
行
官
菅
原
季
衡
(
花
押
)

大
制
法
添
い
総
院
ハ
相

(花
州
)

1 

u己

又

は

い
隊
問
、
国

川
町
通
久
公
が
心
闘
に
よ
り

川
上
川
村
を
北
方
l
川口い
い
の
地
か
ら

現
在
の
地
へ
近
し

応
永
三
十

凶
作
に
造
何
せ
ら
れ
た
川

神
ト
川
4
1
川
部
L
A
卜大
に
下
附
さ
れ
た
町人

書
で
あ
る
。

② 

厳

-M先
述
仰
川
刊
の
」
山
山
X
H一u
γ
j

jill 
天 'J、
火 "5I泳
三 I1・ jt11

If 'I'IJ jt 
三 Jf手迷
)J之之

河 j必 l行子r
仁 三 'jr
之 11虫[1
似中、-1'1

- ，戸、
自1¥7E 
太担Ii
犬)

上
記
十
H
J
X
引
は
河
野
辺
村
公
が
、
天
文

)11 
上
初11

，(.1 

i-rll 

野
U
源
三
郎
卜人
ト
パ
に
下
附
せ
ら
れ
た
火
誌
で
あ
っ
て
、
ぃX
u払
は
「
円
以

ド
川
先
達
の
引
は
泌
に
通
山
公
が
命
じ
た
先
例
の
通
り
心
似
よ
」
と
の

芯
で
あ
っ

て
、
文
中
「
厳
島
」

と
あ
る
は
、
安
芸
の
厳
品
神
社
を
一一一
一
い

い
「
先
達
」

と
い
う
は
、
河
野
国
主
が
恒
例
に

よ
り
厳
品
神
社
へ
れ

参
の
時

先
着
し
て
川
っ

て
、
一
川
野
公
が
打
礼
せ
ら
る
L

時

ー
コ
け
川

を
ぶ
る
役
を
日
い
っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
一
手
は
、

宝
胎
八
作
に
神
社
か

ら
必
府
へ
い
ぷ
山
し
た
』
一
円
類
の
件
え
が
仲
村
に
羽
仔
し
て
川
て
明
ら
か

で
あ
る
。
以
上
三
通
の
占
文
書
は
、
古
来
「
河
野
家
古
文
書
」
と
称

し
、
川
上
神
社
の
重
宝
で
あ
る
。
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か
よ
う
に
国
主
河
町
家
か
ら
、
特
殊
な
取
扱
い
を
象
っ
た
の
は
、

当
川刊
を
川
町
判
十
本
の
御
祈
刷
所
と
定
め
ら
れ

殊
の
外
そ
の
出
放
が
-hM

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
己
BX
M一一μ
は
支
桝
以
米

附
和
に
主
る
ま

で
、
た
記
の
通
り
閲
覧
に
供
し
て
お
り
、
妹
に
重
町
市
火
山
林
先
生
(
ロ
「
つ

成
芥
)
が
そ
の
著
告
に
掲
峨
せ
ら
れ
て
か
ら
、
占
文
書
研
究
家
の
川

に
、
普
く
知
ら
れ
る
事
に
な

っ
た
。

間
此
者
庄
の
通
り

l~ j ~.~ j;":[ j;'~ 
.1.-. 

U 政政 i恋

←1--1九八

イ|・ Irj"'_{ドイ|

H

門
戸
本
山
川
ゴJ
社
ボ
行
所

必
山
地
愉
Y
M似
半
隠
岐
守
定
同
公

号
、
υ
n
h
い
早
丸
、
L
E
E
-
は

4
に
A
が
れ
L
れ
や
日
砂

川
i
向
刊

文
相
岬
引
日
修
火
防
長
子
い
山い
山
町
山
品
料
先
住
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川
上
神
社
山
柿
の
概
略

て

沿

革

当

社

は

初

め

、
川
内
村
大
字
北
方
字
十
lev-
の
地
に
あ
っ
た
が
、

応
永
三
十
四
引
t

(

一
四
二
七
)
に
伊
予
の
土
桁
折
、
河
野
辺
久
が
引
花
の

地
に
新
た
に
造
日
し
て
、
河
野
家
の
祈
願
所
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
社
似
は
川
町
通
之
が
、
応
、
水
凶
作
(
一

三
九
七
)
に
定
め
ら
れ
た
社

飢
紙
め
の
、
古
文
書
に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
束
は
笠
方
、

凶
は
八
憾
の
お
山
、
南
は
H
川
内
峠
、
北
は
机
泉
川
桑
二
郎
の
応
界
三
点
伐

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
州
砧
は
約
十
四
半
方
組
で
あ
る
。
下
っ
て
計
一戸
時

代
に
は
、
い
松
山
球
服
代
藩
ゴ
の
崇
敬
深
く

M
4、
大
守
ま
た
は
ハ
赤
色
の
参

拝
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
年
に
郷
社
日比
指
定
さ
れ
昭
和
十

九
年
に
県
社
に
リ
引
給
し
た
。

て
諸
祭
事
天
正
十
三
作
(
一

-h
八

eh)
に
河
川
判
氏
が
滅
亡
す
る
ま
で
は

た
び
た
び
河
川
判
氏
の
参
作
が
あ
っ
た
。

当
れ

に
は
河
町
一
本
の
出
進
状
や
武
門
パ
、
什
総
な
ど
を
入
れ
た
神
山仰
が
あ

り
、
こ
の
肢
は
河
野
家
が
直
筏
代
理
を
し
て
お
り
、

「
国
封
の
防
」
と
呼

ん
で
い
た
。
大
祭
に
は
、
こ
れ
ら
の
主
物
似
を
陳
列
し
て
日
以
矧
さ
せ
て
い

た
と
い
ふ
。
同
時
代
、
当
社
に
は
能
災
台
が
あ
っ
て
河
町
公
参
お
の
時
は

大
神
一
事
を
行
う
時
に
猿
楽
を
演
じ
て
い
た
。
江
戸
時
代

K
は
代
官
所
の
依

頼
で
「
川
仰
の
祈
総
」
を
当
社
で
執
行
し
て
い
た
。
乙
の
お
然
に
は
川
内
二

十
余
何
村
の
庄
保
組
一
以
郷
筒
が
参
列
し
て
、
お
こ
そ
か
に
行
わ
れ
、
社
頭

か
ら
お
旅
所
ま
で
、
大
山
毛
、
熊
毛
、
な
ぎ
な
た
、
台
が
さ
、
な
と
を
旅

持
し
た
行
列
が
続
き
、
近
花
近
郷
か
ら
の
矧
衆
が
つ
め
か
け
て
感
仰
を
け
1

し
地
ん
名
物
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。

て
川
i

州
地
付
に
は
代
市
い
の
指
令

κよ
っ
て
、
山
川
心
二

l
余
例
村
の
仰
上

一及
び

庄
屋
、
組
頭
な
と
が
当
社
に

.
h
u
乃
至
七
日
間
、
参
能
し
ア
祈
雨
M
H
小
を
厳

修
す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
帆
例
と
し
て
お
っ
た
。
特
に
中
け
ん
政
九
勾
(
一
七

九
八
)
閏
七
月
の
大
早
川
継
に
は
代
官
竹
柳
忠
次
由
道
が
二
回
参
詣
し
て
お

り
、
こ
の
時
、
大
雨
を
幻
た
の
で
、
米

1
h伎
、
念
二
十
円
必
を
返
り
和
歌

を
詠
進
し
た
。

~ 250 -

て

1
h
殺
成
就
の
祈
願
は
代
(
じ
所
の
依
頼
に
よ
っ
て
何
年
出
二
月
の
成
の
円

に
代
打
参
列
の
上
、
執
行
さ
れ
た
。
当
時
代
{
日
の
奏
上
し
た
祝
討
が
数
通

現
存
し
村
山
止
と
さ
れ
て
い
る
。

て
当
れ
の
初
午
前
は
、
れ
戸
時
代
の
初
期
に
始
ま
り
ノ
川
町
比
盛
大
に
似
さ
れ



て
い
た
が
、
利
新
役
、
小
絶
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
正
」
1
7
1
に
刊

削ハし
、
松
山
、
l
一
ηーソ八
、
川
桑
、
山
川
米
、
清
川
の
ー
仏
い
地
域
か
ら
の
支
引

を
刊
て
、

(
治
数
二
三

O
、
訪
日
二
、

1HO
O人
)
約
二
J
i
勾

i

間
続
け
て

米
た
が
、
加
二
次
川
川
介
大
戦
な
か
ば
に
休
識
の
や
む
な
き
に
-
主
っ
た
が
、

近
い
将
米
K
復
興
す
る
汁
川
川
で
、
目
下
そ
の
昨
仙
を
進
め
て
い
る
。

て

w
I
H
N
境
内
地
は
、
パ
、
物
郎
以
と
、
日
仰
に
伝
は
り
ト
ハ
跡
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
大
き
な
山
以
の
場
所
で
(
別
I

山
川
跡
物
市
塚
)
、
州
引
の

辺
山
、

コ一

'H
Nは
織
り
山
で
あ
っ
て
、
下
二
、
±↑
ド日付
H

川
に
築
造
せ
ら
れ

た
二
法
の
!
日
出
か
ら
成
り
た
っ
て
お
る
。
乙
の

川
氏
山
が
卜
日
出
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
大
正
二
年
に
先
日
ん
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
心
什
卜々
山
で

川
汽
研
究
が
続
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
山
内
川
|
ハ
刊
で

変
限
引
火
蹴
の
抗
日
札
を
受
け
た
。

て
桁
』
L
m
山
は
「
前
々
後
川
!
日
川
と
し
て
、
州
川
口
の
し
人
川
分
が

引
存
し
、

-A
仰
が
、
窓
け
式
で
あ
る
点
投
び
、
発
似
当
時
の
状

況
に
よ
り
、
山
本
政
広
と
州
ど
せ
ら
れ
、川出
火
時
代
佐
川
築
泣
の

山
加
と
し
て
、
研
究

i
一
市
ぜ
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
ぇ
L
J
n
ff
a
iド
，、ノ

ド
、
I
L

一

〆
I
J
K
叩
刈

H
H
0
7山
山
V

却。

後
川
部
の
1
1
墳
、
玄
本
の
天
ハ
附
す
み
に
州
付
き
の
鉄
製
や
じ

り
が
つ
き
さ
さ
れ
で
あ
っ
た
。

(時
間
イ
ロ
ハ
ニ
の
郎
分
参
照
)

て
玄
主
内

-W
の
川
聞
に
は
、
鉄
や
じ
り
が
、

T
ぶ
峨
の
総
に
、

仙
一
数

κっ
き
さ
さ
れ
て

い
た
。

て
玄
安
の
入
口
、

(A
)
附
む
に
は
、
約
六
十
簡
の
祝
滞
式
士

以
が
置
か
れ
て
い
た
。

て
玄
室
の
小
山〈郎

(B
)
に
は
、
約
係
約
三
尺
の
円
形
に
、日
仇

似
の
も
の
が
あ
っ
た
。

一
、
玄
主
の
刷
〈
e
m
(
C
)
に
は
、
二
日
の
刀
剣
が
山
か
れ
で
あ
っ
た
。

前
方
部
の
十
日
明
。

て
玄
引
は
束
凶
に
-ゐ
を
仙
川
川
状
に
二
筒
一
山
に
い
肌
べ
て
、
一一一
郎
に
以
介
し
、

後
部
ほ
ど
地
味
が
刈
く
造
ら
れ
て
い
る。

一
玄出土
の
前
i
m
(
A
)
に
は
、
↓
ド
筒
六
分
位
の
小
一
ゐ
を
、
月
さ
、
二
寸
仇
に

放
さ
つ
め
で
あ
り
、
た
4

々
に
は
、
作
業
州
組
、
応
約

一
組
、
泌
と
忠
わ
れ

る
も
の
一
組
、
ト
引
々
に
は
、祝
'W
岬
土
端
、約
二
i
簡
が
、
白
か
れ
て
い
た
。

て
玄
室
の
中
火
・
市

(
B
)

に
は
前
九
三
分
位
の
小
石
を
川
さ
、
二
寸
位
に

(前方部占刊と !
発i屈当時の状，兄図 !
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数
さ
つ
め
で
あ
っ
た
。
乙
乙
に
は
、
三
体
分
の
人
m
V
が
凶
た
わ
り
、
ハ

ω

あ
た
り
と
忠
わ
れ
る
一
的
に
、
会
出
、
各
行
筒
と
、
粘
巧
な
ガ
ラ
ス
玉
、
約

J
l

簡
が
あ
っ
た
。

て
玄
室
の
奥
浦

(C
)
は
、
円
以
も
狭
く
、
砂
利
が
放
き
つ
め
で
あ
り
、

Mm

T

相
に
、
く
っ
つ
け
て
、
前
半
な
訂
が
一
筒
白
か
れ
、
そ
の
よ

K
、
m
M
U
を

南
山
さ
せ
て
、
安
置
し
て
あ
り
、
そ
の
石
の
左
前
に
は
土
器
が
一
筒
置
か

れ
で
あ
っ
た
。

O
祝
郎
式
土
総
数
府
知

O
令
改

・
銀
以

O
、ガ
ラ
ス
王

O
万
剣
(
制
令
制
川
町

O
轡
(
鉄
製
)

。
寸
什
来
(
欽
地
令
制
似

O
泌
ら
し
い
も
の
(
川
各
)

O
や
じ
り
(
鉄
製
)

川
上
大
宮
神
社
火
山
町

~リdt
、、.ヤ均叫・

めか

j
J
l
A
レ

各

『
h
筒

3

1

 

彩

イ

官1!!l-PLJ一 二
数紅l*Il組口

西

国

土

寸

源

透

欽
明
天
山
1

御
(
j
前
後
ノ
モ
ノ
卜
日
比
ユ
ル
ニ
以
ノ
1
1
刷
、
利
引
ニ
近
抜
ス
ル

モ

ノ

ノ

ベ

ア

ガ

北
々
東
ニ
花
り
、

一
ヲ
物
部
塚
ト
町
ビ
、
二
ヲ
揚
リ
塚
卜
称
ス
、

一
、
二

ハ
椀
代
以
伝
治
ア
ル
ト
日
〈
ニ

、
何
百
人
川
/
淡
糾
三
件
ヲ
伝
フ
、
此
二
以
ノ
!什
峨
/

存
ス
ル
ニ
閃
リ
テ
、
当
地
方
文
化
/
日
ト
ク
進
ミ
タ
リ
シ
ヲ
知
ル
ベ
シ
、
案
ス

ル
ニ
物

'W塚
ハ
、
川
町
氏
先
代
/
廿
λ

ヲ
葬
リ
シ
以
ナ
ラ
ン
、
其
故
ハ
河
川
判
氏
/

ヲ

忌
J

ノ
ミ

コ
ト

机
先
小
千
/

命
(
泌
神
天
日
川
代
/
人
)
ハ

、
餓
山
地
日
命
/
後
術
ニ
シ
テ
、

物
郎
氏
ナ
レ
パ
ナ
リ
、
故
-
一
一
当
地
方
ハ
イ
ハ
ク
河
川
判
氏
一
族
/
恭
一
仰
シ
ヲ
ル
処

ニ
シ
テ
、
又
l
除
将
タ
リ
シ
ナ
ラ
ン
、
此
地
ニ
河
川
判
氏
が
当
神
託
ヲ
創
設
シ

タ
ル
ノ
伝
ポ
亦
所
以
ナ
キ
ニ
非
ラ
ザ
ル
ナ
リ
(
孝
」
山
学
者
/
説
、
及
ビ
同化見

本
紀
)

敏
達
天
白
ピ
時
代
ノ
モ
ノ
ト
訟
メ
ラ
ル

ル
二
誌
の
古
川
(
、
神
M
N
境
内

ニ
存
ス

(
4
4

古
川
子
ぶ
/
ぬ
)
此
川
ハ
允
似
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
後
ニ
リ
山
ス
。

神
包
五
年

i

八
月
以
前
、
地
方
/
領
主
物
部
ぷ
(
河
町
氏
先
代
)
当
神
社
ヲ

制
点
ス
、
当
時
神
社
ハ

、
川
上
村
大
字
北
方
字
l
H
凶
(
中
字
ヲ
中
村
卜
称
ス
)

ニ
花
リ
、

(
一
覧
表
、
伝
P
M小
)

ミ
チ
ニ

応
、
水
問
作
同
月
、
同
下
河
川
判
氏
/
執
山
H
d
E
M

通
観
(
三
ぷ
通
観
)
川
町
原
形

/
命
ヲ
，
水
ケ
、
当
神
社
放
志
作
川
大
川
ニ
就
テ
ノ
門
至
ヲ
則
定
シ
、

社
務
刊

郎
太
夫
(
針
口
氏
)
ニ
沙
火
ス
、
其
必
ハ

、
東
ハ
叩
V

ヶ
谷
(
而
河
村
)
土
川

4ι
r
d
f
 

(
三
内
村
)
れ
川
、
千
以
夜
九
日
、
円
以
杓
/
谷
、

(
桜
木
村
)
必
瀬
川
さ
ら

芥
(
川
上
村
)
ヲ
限
リ、

南
ハ
判
川
内
/
峠
(
三
内
村
)
ヲ
限
リ
、
未
中
/
方

ハ
竹
久
郷
/
縦
引
山

(川
上
村
)
ヲ
限
リ
、
出
方
ハ
八
隅
/
御
山
(久
米
村
)

ヲ
限
リ
、
北
方
ハ

三
方
ケ
岳
(
純
泉
周
桑
二
郎
境
上
)
及
ビ
川
見
山
(
六
月

村
)
ヲ
限
ル
、
以
上
問
主
内
/
前
日
仙
ハ
約
十
間
半
ん
mr
ニ
一
八
レ
リ
、
此
広
大

シ
J

シ
メ

j
k域
ハ
注
辿
下
ニ
シ
テ
、
所
レ
謂
縄
張
内
ナ
リ
、
而
シ
テ
此
花
述
一
下
/
取

締
ヲ
、
河
上
川

'm太
犬
ニ
命
ゼ
ラ
レ
、
之
ヲ
円
ス
ぷ
ハ
処
訓
ス
ル
ト

ノ
沙
汰

状
ナ
リ
、
依
レ
之
観
レ
円
以
、
当
時
氏
子
ノ
陛
タ
多
数
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ

(・わ
水
州
年
引
B
N入
品
川

H
)

lb水
中
、
高
須
賀
'
弘
倫
、
河
町
家
ニ
仕
へ

、
南
方
村
荘
保
ヲ
A
W
ゼ
ラ
ル
、

神
テ
其
子
党
以
荘
一
作
卜
ナ
リ
、
河
町
家
ヨ
リ
、
説
(
折
附
刷
所
川
上
稲
川
五
社
大

切
仲
(
当
神
村
)
/
杭
之
守
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
、
尚
eK時
間
封
/
鎚
ヲ

m-フ
ル

、

而
シ
テ
社
之
守
ハ
一
日
川
須
賀
，
L

本
代
々
紘
-ポ
ゾ
、
寸
先
的
死
ス
ル
時
ニ
至
ツ
テ
止
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ム
(
一
川
ー
ル
、
伝

P

収
)

fbよ

ニ
|
川
竹
内
川
け
じ
川
、
問、下し
河
町
通
久
、
心
刷
ニ

ル肌
リ
当
仲
川札
ヲ
治

川
ス
(
剥
悠
)
以
上
似
式
ニ
際
シ
、
町
口
刑
・
市
太
夫
川
一
誠
ヲ
凝
ラ

シ
テ
神
山
ん

ヲ
奏
ス
、
雨
後
和
例
ト
定
メ
ラ
ル

(」-ゆ
氷一一
一十
円
年
十
日
火
告
)

引
μ
内
ソ
H
J
a
J

iF

十
川
時
代
、
神
庫
ア
リ
、
神
山
伴
ハ
宝
庫
ニ
シ
テ
、
問
、
十
七
河
川
判
家
其
他
ヨ
リ

施
人
/
半
物
、
什
出
、
能
道
只
、
人久刊行
I

山
録
ヲ
雌
ス
、
仙
川モ

陵

安

中
火
災

ニ川知
リ
、
忍品川向
付ム日ニ一
川
ス
、
此
地

ハ
〈1
ニ
「
カ
ウ
ク
ラ
ヤ
シ
キ
」
と
称
シ

州
社
ヨ
リ
州
ん
問
十
間
ヲ
距
ル
地
点
ニ
在
リ
、
此
宝
庫
ハ
封
ニ
シ
テ
、
其
鍵

ハ山川
円以
れ
山
本
ニ
保
行
リ
託
サ
レ
タ

ル
コ
ト
前
心
ノ
如
シ

(
折
上
、
〕依，

m)

・'r問
時
代
、
神
村
ヨ
リ
川
方
約
十
間
ヲ
距
ル
処

-一
能
判
例
台
ア
リ
、
河
川
判
以

形
右
ヒ
州
/
州
、
り
入
ハ
大
神
山
μ
ヲ
行
フ
時
、
狭
山
ぶ
リ
奥
行
セ

シ
所
ナ
リ
、
れ
(
泣

デ
サ
ゲ

跡
花
火
小
迄
ト
作
什
代
セ
シ

モ
、
地
下
工
ポ
ヲ
行
ヒ
民
家
ト
ナ
レ

リ

(
同
上
)

同
時
代
、
本
社

ヨ
リ
南
方
六
町
ヲ
距
ル
地
点
-一
的
流
ア
リ、
放
川
ト
日
フ
、

祭
典
/
州
本
仕
点
/
ミ
ソ
ギ
セ
シ
処
ナ
リ

へ
向
上
)

川
時
代
、
当
社

ヨ
リ
巽
方
約
一
町
ヲ
隔
テ
市
湯
ア
リ
、
神
社
ヲ
中
心
ト
ナ

シ
ヲ
ル
市
助
ニ

シ
テ
、
何
H
リ
H
A
什
物
々
交
換
ヲ
行
ヒ
シ
跡
ナ
リ
、

飢

1
ヨ
リ

ノ
市
川
切
免
状
ア
リ
シ
上
京
フ
(
同
上
)

ぷ・ハ
f

二

q
八
川
二
1
川
、
川判
U
式
郎
、
脳
神
l
タ
リ
、
式
部
は
州
下
山
本
ノ

分
一本
ナ
リ

(
糸
諮
)

e
久
川
王
子
学
問
月
二
十
五

u、
野
口
右
京
太
夫
(
本
山
本
)
神
主
タ
リ
(
同
上
)

ド〈火
二
作
=-
バ

i
三
日
、
川
削
ド
河
町
通
村
ヨ

リ
河
上
/
似
三
郎
太
夫
(
肝

円
氏
)
に
対
シ
、
先
例
ニ
依
リ
級
品
/
先
透
ヲ
命
ズ
、
先
例
ハ

前
領
主
河
川
判

通
ド
ボ
ノ
沙
汰
状
ヲ
訓
フ
此
状
山
地
火
(
以
上
天
火
二
介
前
aX詣
ニ
依
ル
)
当
時

女
芸
/
政
山
神
社
1
1
祭
典

ハ、

頗

ル
術
大

ニ
シ
テ
、

伊
与
ヨ

リ
モ
巨
万
/
参

指
名
刺
到
ス

、
依
リ
テ
川
町
山
本
ヲ
始
メ
、
地
方
民
/
参
府
ス
ル

一一

ハ
、
川
林

ヲ
組
織
シ
、
先
述

ニ
引
ネ
セ

-フ
ル
ル

ヲ
市
ト
ス
、
故
-
一
先
述
ハ
才
幹
ア
ル
人

物
ヲ
必
シ
、
的
円
山
下
小
絶
対
ノ
ル
帆
刈
ヲ

h
シ
タ
リ
ト
玉
フ
(
伝
，
M
引

)

本
町
時
代
、
川
町
山
本
ヨ
リ
、
木
製
引
犬

一
対
本
納
セ
ラ
ル
(
川
告
げ
、伝
引
)

京
町
叫
代
、
北
方
村
中
村
叫
し
い
ニ

花
リ
シ
山
」
仰
れ
ヲ
、
南
方
村
川
上
/
任

上
ニ
移
築
ス
、
当
時
雨
み
が
戸
川
世
間
的
シ
、
地
ん
/
中
心品川
H
h
刈
ト
ナ
リ
シ
ガ

ク
メ
ナ
リ
(
伝
，
M
下

)

ド
八
記
|
一-一年
九
日
川
、
問
問
征
伐
ア
リ
、
道
後
以
形
川
町
治
的
-W刊
氏
一
一
降

伏
民
間
ニ
ド
ル

、
日
記
ニ
於
テ
伊
l
f
w
一
ノ
ク
れ
肱
川
町
川
氏
亡
フ
、
川
川
ニ
中
l
仙川

村
ハ
信
仰
/
の
み
者
ヲ
失
ヒ
、
M
U
巡
大

ニ
涙
フ

(日比
山
)

川い
一
戸
時
初
4vr
、
門
州
(
山
河
木
品
開
)
ニ
一
桝
ヲ
桜
門
ニ
山lu
夕
、
〈J

一
代
的
出
ス

(
川
弘
存
)

-正
和
問
h

川
内
川
十
問
川
、
分
家
野

nた
京
、
脳
神
j
ト
ナ
ル

(
糸
)

中
日
』
、
水
門
付
、

一品
川
悦
釘
寸
先
ヰ
南
方
村
荘
一
民
ト
ナ
リ
、
浮
-
一
八
市
れ
い
川
口
川
ヲ
命
ゼ

ラ
レ
、
領
」
ヨ
リ
采
九
ヲ
版
フ

(
南
ぷ
)
当
時
発
ー
背
中
ハ
当
神
社
/
任
回
、
守
タ

リ

(
伝
・
ボ
)

中
川
、
水
|
二
年
七
刀
、
桑
%
以

1
松
W
T
定
行
、
船
山
J
l

五
力
石

ニ
転
汁
、
川
(

子
孫
取
引

l
五
川
継
続
、
当
神
社
ヲ
崇
敬
ス
へ
は
品
開
)

民
安
三
山
叶
十
月
十
七
円
、
神
主
野
口
昨
館
長
、
武
政
大
塚
-
一任
ゼ
ラ
ル
(
口

山
川
家
)
川
川
位
附
ヲ
授
ケ
ラ

レ
タ

ル
モ
A
1
位
記
ヲ
火
ス
、
当
時
僻
陳
ノ
州
職
-
一

対
シ、

州
制
延
ヨ
リ
叙
任
ア
ル
ハ
民
数
ナ
リ
、
依
之
当
仲
村
/
尋
常
ナ
ラ
ザ
リ

シ
ヲ
知
ル
ベ
シ

(
見
聞
)

波
安
中、

祝
融
ノ
災
ニ
舷
リ
、日
れ
殿
以
下
悉
仲
畑
蹴

ス
、
ヤ
ガ
テ
ト
ホ
般
小

股
芥
殿
ハ
再
建
シ
タ
ル
モ
、
神
奈
庫
卜
神
器
庫
ト
ハ

、』
町人化
三一
作
-一
至
ル
モ
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尚
再
処
ス
ル
ヲ
得
ス
、

(
願
書
控
)

市川ん火
J
二
h叶
4
月
十

一
日
、
久
米
川
州
南
方
村
ヲ
浮
穴

川

ニ
編
入
セ
ラ
ル

(山川
i
ι
)

広
禄
一
光
年
、
松
山
候
ヨ
リ
葵
紋
付
大
鈴
ヲ
奉
納
セ
ラ
ル
(
現
存
)

一以
禄
」
l

三
れ
叶
迄

ハ
、
応
、
水
内
々
悶
+
r
h
河
部
山
本
ニ
於
テ
規
J'
疋
サ
レ
タ
ル

、
ぺ出

迎
下
加
五
M
m
以
内
ノ
村
虫
、
神
社
七
十
五
向
、
リ
班
ニ
一
五
九
社
家
北
〈
当
神
域
/
支

配
ニ
以
シ
タ
リ
シ
モ
、
規
定
漸
ク
弛
、
、
、
遂
ニ
行
ハ
レ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
(
京
武

差
上
害
控
)

半
以
二
h
1
i
九
川
洲

n、
川
上
大
明
神
/
神
主
町
口
方
機

ニ、

風
折
鳥
川
子

狩
次
石
用
ヲ
許
サ
ル
(
神
道
裁
許
状
)
此
杭
ノ
押
ト
項
多
々
ア
ル
モ
、
以
下
約

川
町
ニ
従
フ
。

字
似
十
三

4
二
凡
、
本
殿
原
議
修
絡
ヲ
山
山
胤
シ
、
ヤ
ガ
テ
成
ル
、
此
工
白

米
じ
石
、
銀
一
民
三
官
円
五
十
匁
ヲ
耐
火
ス
(
玉
井
家
ぷ
)

一一ヂ阿川

i
k年
十
二
月
十
九
日
、
桐
{
呂
従
冗
位
下
筑
後
守
野
口
盛
山
畳
半
ス
。

(
以
友
)
同
人
ハ
仲
l
九
氷
/
分
流
ナ
リ
。

IZ
似
|
七
李
、
同
仰
天
主
ラ
ズ
、
餓
邦
子
道
ニ
満
ッ
、
之
ヲ
立
保
ノ
飢
餓
ト
称

ス
(
見
聞
)

主
M
m
八
付
」
l

一
月
二
十
日
、
上
司
/
命
ニ
依
リ
ホ
tX喜
三
通
ノ
写
及
ビ
中

伝
友
ヲ
ベ
戸
寺
社
奉
行
-
一
提
出
ス
(
其
控
、
社
日
山
)

-M削

l
付
七
八
|
口
、
ん
同
命

ニ
依
リ、

当
仲
村
ニ
於
テ
析
雨
祭
ヲ
行
ヒ
、

浮
穴
却
代
宵
春
日
必
克
祝
詞
ヲ
奏
ス
(
其
控
)

江
政
川
q
h
Hハ斗
l

六

u乃
至
二
十
二
日
、
官
A
M
W

ニ
依
リ
ペ
川
雨
祭
ヌ
行
フ
、

瑞
雨
多
シ
、
浮
穴
部
ヨ
リ
在
米
九
琶
供
進
(
社
記
)

究
政
じ
作
六
月
二
十
九
日
乃
至
七
月
五
円
、
{
円
命
ヲ
承
ケ
川
町
虫
問
機
除
祭
ヲ

行
フ
、
官
ヨ
リ
十
二
也
、
氏
子
ヨ
リ
一
一
一也
/
従
米
供
進
ア
リ
(
社
ぷ
)
川
町
ハ

伊
山
町
子
ヲ
指
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ

(
伝
承
)

克
牧
九
件
二
九
十
七
日
ヨ
リ
γ

八
日
間
宮
命
ヲ
禾
ケ
必
山
俊
必
W
T
a
X
同
ノ
除

厄
畑
山
小
ヲ
行
フ
、
祭
米
十
萄
供
進
(
社
記
)

山
川
政
九
q
三
バ
十
一
日
、
松
山
侯
除
厄
祭
執
行
中、

南
方
村
山
家
ヨ
リ山山

火
シ
、
忽
チ
社
殿
ニ
…
燃
移
リ
、
拝
殿
中
殿
ぶ
殿
桜
門
木
川
札
オ
忍
ク
烏
ト
り
ニ
一
川

ス
、

て
h
u
火
外
ハ
東
方
/
民
間
附
ヲ
延
焼
シ
、
相
州
出
円
十
株
ラ
焼
焔
ス
(
M
N
i山
)

同
年
凹
月
卜
h
日
、
仮
殿
ヲ
建
立
シ
、
五
月
十
二
日
選
出
陀
式
ヲ
行
フ
へ
社

記
)同

h
u
悶
七
月
二
十
三
U
ヨ
リ
十
七
日
、
官
命

ニ
応
、
シ
巧
祭
ヲ
行
フ
、
円山
穴

川
仰
/
神
我
忍
ク
山
助
ス
、
神
1
野
口
好
夫
、
e

川
町
明
治
自
射
法
ヲ
厳
修
ス
、
二

十
八
日
二
十
九
川
雨
油
然
ト
シ
テ
降
ル
、
従
米
十
一
h
也
、
金
二
行
疋
・
'
い
ヨ
リ

供
進
、
行
事
中
代
官
竹
仰
山
道
、
二
回
参
拝
未
幣
ア
リ
(
初
心
)

中
見
牧
l
一1
4
4凡
五
日
、
例

-
一
依
リ
神
札
ヲ
配
布
ス
ル
コ
ト
下
ノ
如
シ
付
必

山
候
同
御
ー
添
い
巳
臼
御
山
本
行
制
消
川
代
{
呂
田
京
総
御
利
守
川
、
以
下
，
川
町
ス
(
配

札
け
誌
)

光
政
寸
年
二
川
二
γ
H
U
、
官
命
-
一
依
リ
、
十
日
'
久
哲
三
通
ヲ
山
山
山
ス
、

M

似
山

峠
閉
山
ん
悶
、
親
シ
附
託
稀
作
ノ
珍
告
ナ
リ
卜
は
い
ロ
セ
ラ
ル
、
一
一月
一
.日
返
什
ア

リ
(
H円
以
山
)

日
付
九
月
卜
六

u、
神
1
川
川
口
灯
炎
、
必
山
役
所
ニ
山
所
、
日
ヲ
リ
灯
夫

/
行
為
ヲ
日
シ
、
位
附
上
京
代
令
三
十
両
ヲ
賜
フ
(
社
必
)

同
年
|
パ
二
」
l
k
u
、
仙押+仁
川
判
口
機
芳

(
好
夫
)
従
r
H
位
.
卜
ニ
叙
セ
ラ
ル

(
口
宣
案
、
位
記
)

同
則
二
|
六
円
、
従ぃ
h
位
下
町
口
峰
芳
似
体
守
-
一
一
川
ゼ
ラ
ル
(
山
円
一
円
い
)
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行川政

l
-h可
七
川
十
二
日
、

η火
山
代
行
竹
柳
山
道
、
当
仙
抑
制
ニ
帆
山
脈山
シ

州
ヲ
祈
ル
、
呉
川
土
山
川
ニ
上
リ
シ
歌
ニ
臼
ク
「
い
に
し
へ
の
乙
め
し
を
去
に
水

ぬ
し
の
州
の
必
の
一山
く
ζ

し
ま
せ
」
〉
八
日
夕
「
雨
ふ
り
て
此
川
上
に
水
ま
さ

ば

T
川
の
ぷ
の
小
間
も
・
八
束
秘
」

ト
又
必
山
/
上
一
十
・
川
崎
村
通
油
、
之
ニ
一
相
シ

テ
H
ク

「
川
ζ

ま
へ

稲
を
守
り
の
仰
な
れ
ば
民
の
乙
の
み
も
ご
つ
の
玉
川
」

卜

(
M
N
U
)

此
時
代
、
船
山
候

ヨ
リ
葵
ノ
紋
付
、
、
、
挑
灯

一
一刈ヲ
奉
納
セ
ラ

ル
、
内

一
張

引
作
す
(
社
1
ι
)

川比政

二
付
七
川
l
h
H
乃
卓
二
|

一
日
、
代
人叩
ヲ
米
ジ
刀
然
ヲ
行
ヒ
、

1

八
日
州
、
司
野
口
似
芳
川
弘
射
法
ヲ
修
ス
、
」i
分
ノ
瑞
雨
ア
リ
、
代
官
竹
柳

山
辺
容
打
不
敵
山
ア
リ
、
円
ヨ
リ
従
米

l
i片付
}
供
進
(
社
心
)

け
ん
政
ト
三
年
二
八

h
H
乃
至
十

一
日
、官
命

ニ
依
りい
h
川
氏
成
就
祭
ヲ
行
フ
、

然
米

二
信
供
巡
ア
リ
(
H
N
l山
)

日
本
年
(
克
政
中
h

刈
)
浮
穴
久
米
二
部
/
代
官
邸
ヨ
リ
、
挑
灯

一
一
対
宛
奉
納

(日刊
I
ι
)

γ
和
二
竹
七
月
二
イ
問
リ
乃
至
三
卜
打
、

官
命
ヲ
ポ
ヶ
、
大
訓
持
(
地
ナ

ラ
シ
ト

モ
臼

フ
、
土
地
/
上
中
下
ヲ
組
作
セ
、
之
ヲ
州
銭
シ
テ
作
十
ぃ

L

ヲ
定
ム

ル
ヲ
玄
フ
)
成
必
然
ヲ
行
フ
、
印
公
米
よ
1
1
也
供
逃
ア
リ
(
付
記
)

文
化
正
什
六
月
二
十
四
日
乃
至
三
十
日
、
命

ニ
依
リ
等
祭
ヲ
行
フ
、
宮
ヨ

リ
然
米
イ
ル
匂
供
准
ア
リ
、
市
シ
テ
行
引
中
附
悶
ア
リ、

一時
ビ
米
二
也
ヲ
従
ヤ

ラ
ル
(
社
J

ル
)

川
年
七
月
|
じ
川
、

松
山
/
山
本
必
v
h
、
長
泊
、
両山
本
参
打
不
幣
ア
リ、

U

ハ
〔
袋
二

十向
山
本
版
ヲ
式
市
ハ
レ
、
逼
寒
困
難
中
、当
神
社
ニ
再
興
ヲ
祈
リ
ケ
ル
そ

主
験
ア
リ
テ
今
般
的
以
臓
セ
ラ
レ
タ
ル

ニ
依
リ
、其
報
従
ノ
タ
メ
ナ
リ

(
H
N
1山
)

一久
化
二
引
同
月
二
|

一
川
ヨ
リ
九
川
問
、
行
人叩
ヲ
本
ジ
PH
「州
然
ヲ
行
フ
、

然
米
八
也
供
進
(
引

lb
以
下
官
人
叩

ニ
依
ル
祈
附
加
日
比
一山
代
小
匂
多
々
ア
ル
モ

却
テ
行
川
町
ニ
従
フ
。

ーメ
化
問
介
二
月
、
ト本
版
再
建
成
り
、
政一昨
m
式
ヲ
般
行
ス
、
叫
ノ
州

1
川A
H

六
叫
ん

(線
札
)

V
〈化
じ
作
川
川

h
川、
川

1
肝
口
方
射
、松
山
侯
ヨ
リ
令
l

h
山
れ
似
ス
、

記

ハ
叙
位
何
日
/
代
川
ト
シ
テ
印
刷
ハ

リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

(れ
I

山
)

同
李
h
バ
|

一
日
、
仙仰
j
町
口
芳

m，従一
h
位
下
ニ
紋
セ
ラ
ル
(
日
行
束
、

仙川心
)

同
月

l
阿
川
、
従
h
位
卜
肝
円
芳
『別
、
相
模
守
-
一

任
ゼ
ラ

ル

D
H
u-
)

火
政
い
札
付
加
門小礼
ノ
州
、州

l
、来
品
一-一ケ
村
氏
子
ヨ
リ
山

ス
(
玉
井
l
L
U
)

火
政
八
什
二
バ

一
日
ヨ
リ
十
七
日
、
{日
命
ヲ
ポ
ケ
沼
穴
川
州
大
初
持
制

(地

ナ
ラ
シ

M
什
)
実
胞
山
品
川
山
祭
ヲ
行
フ

(日刊
l

山
)

天
保
三
付i

八
川
二
|
八
日
、州
下
野
口
感
円
以
、従
rH

位
下
ニ
絞
セ
ラ

ル

(
川

立
系
、
位
l山
)

川
凡

一卜
1
H
、
従
h
仇
卜
町
口
従
員
、
版
作
J
-一一
社
ゼ
ラ

ル
(
山
川
U
H
)

ヒ
ロ

天
保
卜
二
付
九
月
、
氏
子
顕
高
須
賀
発
芳
、直
総
一
正
次
、
玉
川
正
対
ヨ
リ
、

サ

X
ツ
ム

γι
二
位
飛
川
ハ
靴
作
光
、
正
二
位
伐
足
時間
純、

4
二
仇
一
条
五
十
尚
ノ
力
シ
タ

ル
和
歌
額
ヲ
奉
娼
ス
(
其
銘
)

弘
化
.
作
七
月
九
日
、
未
明
棺
/
拠
瓜

ア
リ
、
川
ニ
レ
T
q
/
大
胤
卜
称

ス
(
見
聞
)

山
比
政
-h
付
ペ
バ
二
十

一
日
、川
信
山
侯
似
内
巡
側
、
抗
日
川
通
行
、
道
上
ヨ
リ

れ
礼
ア
リ
(
社

16

一久
久

ニ
aq止
バ
ニ
ト
三
ハ
、
浮
火
山
代
官
代
参
ト
シ

テ
郷
向
け
は
抗
術
川
本
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幣
ス
、
令
子
行
疋
供
進
(
社
は
山
)

止
治
.
ん
年
十
一
八
六

υ乃
至
二
十

H
官
命

ニ
応
ソ
太
守
/
武
巡
長
久
祭
ヲ

行
フ
、
H
M
州
征
伐
ア
リ
タ
ル
タ
メ
ナ
リ
(
枇

16

此
時
代
、
浮
穴
郡
代
官
/
取
れ
代
ト

シ
テ
、

郷
倒
弥
助
奉
幣
ス
、
金
行
疋
供

出
}
(
抗
心
)

度
目必

ιh1悶
h
パ一

Z
L
H
ヨ
リ
六
日
間
科
命
-
一
依
リ
同信
山
候
/
戦
肌
淀
川
ヲ

行
フ
、
以
ハ
州
制

1
松
半
定
附
長
州
征
伐
ノ
タ
メ
山
征
セ

ラ
レ
タ

ル
ニ

依
リ
テ

ナ
リ

(
M
H

心
)

明
治
初
作
浮
穴
山
代
官
H
A
、就
椴
報
告
ノ
タ
メ
奉
似
山
、金
子
百
疋
供
進
(
社

記
)明

治
二
年
十
川
二
十
川
口
、
代
有
名
代
ト
シ
テ
郷
向
成
右
衛
門
奉
敵
山
、
人心

干
γ
川
疋
供
進
ス
(
判
判
記
)

明
治
問
作
、
当
神
社
ヲ
郷
社
川
上
大
山
中
川
村
大
明
神
卜
定
称
ス
、
以
前
ハ

大
山
、
川
上
川
、
川
上
大
也
、
川
上
大
社
、
川
上
大
明
神
、
五
社
大
明
伸
、

川
上
鎮
守
利
、
川
上
五
社
大
別
州
、
川
上
村
下
賀
神
、
大
山
五
社
大
明
神
、

稲
山
川
h
壮
大
明
神
匂
卜
日
ヒ
、
社
(
称
区
々
タ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ

(
社
心
、見
聞
)

川
旬
、
則
/
内
、
河
之
内
、
山
之
内
、
必
瀬
川
/
川
ケ
村
、
当
料
引
/
配

下

ニ
属
シ
、

氏
子
数
二
千
行
丙
戸
卜
ナ
ル

(
社
記
)

同
作
七
凡
、
当
神
社
郷
M
N

ニ
列
セ
ラ
ル
(
明
細
帳
、

一
覧
表
)

明
治
問
Q

J
l

一
月
十
八
日
、
当
神
社
ニ
於
テ
初
テ
大
答
祭
ヲ
行
フ
、
当
時

/
何
代
和
田
治
倫
、
桐
山
早
川
判
口
様
一
ナ
リ

(
社
記
)

明
治
イ
年
二
刀
、
初
テ
初
午
然
ヲ
執
行
ス
(
社
記
)
案
ス
ル
ニ
初
午
祭
ハ

ホ
ク
行
ハ
レ
タ

ル
モ
ノ
ノ
如
シ、

這

ハ
再
興
ナ
ル
ベ
シ
。

明
治
卜
二
行
九
刀
、
神
社
別
制
帳
ヲ
録
上

ス
(
れ
心
)

明
治
十
七
釘
|
二
月
十
二
日
、
本
殿
い
附
議
修
治
成
就
ス
(
線
札
)

ヤ
ス
ノ
プ

明
治
二
十
一
什
同
月
、
修
史
局
編
輯
長
不
一川
判
安
料
(
い
ち
成
』
孫
)
米
H
N
、
-
H

g

久
引
三
辺
川
上
ト
ナ
リ
、
二
十
四
Q
五
月
一
必
付
(
見
聞
)

明
治
二
十
三
年
四
月

一
日
、
市
町
村
制
定
施
、
比
時
南
方
、北
方
、六
久
、

同
信
瀬
川

/
問
ケ
村
ヲ
A
H
シ
テ
川
上
村
ヲ
置
カ

ル
、
誰
シ
川
上

ハ
作
寸
川
此
地
方

の
総
祢
ナ
リ
(
代
初
、
叫
ん
間
)

明
治
二」
l

問
勾
五
刀
、
神
社
尚
南
ニ
一ゐ
/
玉
川

三
」l
間
ヲ
ぷ
ク
、
'
'
刊
芯
者

/
冷
進
ス
ル
所
ナ
リ
(
叫
ん
間
)

明
治
二
十
七
年
八
月
一
目
、
日
消
開
戦
、
之
ヲ
二
十
七
、
八
年
ノ
役
卜
臼

フ、

ニ
イ
八
年
間
片
十
七
日
講
和
成
ル

(
見
聞
)

明
治
二
l
八

qト
パ
二
十
三
日H
許
吋
ヲ
幻
テ
「
川
上
大
い
い
札
川
伸
M
N
」
ヲ

「
川
上
大
山
川
村
州
制
」
卜
改
称
ス
(
明
細
似
)

明
治
三
|
h
作
六
月

1
日
、
土
地
二
丙
七
十
即
ヲ
境
内
ニ
編
入
ス
ヘ
別
刷

版
)同

李
七
月
七
日
、
川
司
針
口
家
阿
禄
ノ
災

ニ
椛
ル

(
見
聞
)

明
治
三
|
七
作
二
八
|
川
、
日
露
間
以
、
之
ヲ
こ
|
七
、
八
h

叶
/
役
ト
称

ス
、
三

1
八
4i九
川
五
円
前
利
(
見
聞
)

明
治
問
卜
任

三
月
、
叫
間
半
大
臣
l
f
内
正
毅
ヨ

リ
、
二
一」l
七
、
八
付
役
ノ
以

利
n
川
(
歩
兵
述
発
銃
て
胞
丸
玉
二
、
長
Mm
也
一
)
ヲ
キ
納
セ
ラ
ル
へ
本
納

/
ぷ
)

明
治
州
卜
七
旬
同
月
十
一
日
、
仙
仰
叫
肌
倣
山
内
山
料
供
進
社

ニ
桁
定
セ
ラ
ル

ヘ川以

止
口
ボ
)

大
正
二
年
九
月
、
神
社
後
丘

ノ
ホ
域
二
悲
ヲ
発
侃

ス
、
人
骨
、
刀
剣
、
川

只
、
鉄
鍬
、
鈴
玉
、
破
瑠
玉
令
銀
段
、
祝
部
土
保
匂
多
ク
山
ヅ
、
心
ハ
約
一
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千
三
百
午
前
/
此
士
/
峨
ナ
リ
ト
云
フ

(
孝
十
日
学
者
/
説
、
見
聞
)

大
正
七

q
八
月
、
l
J
田
徳
太
郎
ヨ
リ
石
・見
川
ヲ
立
ッ
、
工
此
一

T
K円
余

ヲ
必
セ
リ

(什A
W
州)

大
正
九
山
川

h
刀
、
坂
本
公
徳
、
心
引
越
啓
次
郎
匂
ヨ
リ
、
山
例
外
東
側

(廿
三

山

ペ
パ
/
e
J
qu
一k
h
ヲ
日
比
ぷ
ス
、
此
工
此
二
千
二
h
余
ヲ
叫
セ
リ

(山火
銘
川ん

間
)人

正
九
作
h
川
、

中H
M
雌
啓
次
郎
外
の
↓
u
v引ヨ

リ
、
山
川
外
州
側
ニ
ワ
但
袋
玉
川

精
鋭
ボ
長
十
九
問
問
日
八
、
て
岱

一
千
八
円
令
(
日
(銘
、
見
聞
)

川
川
、
問
中
総

l
郎
外
ト付
志
お
句
、
山
知
外
参
道
右
燈
ヲ
布
設
ス

、長
六
問
、

此
工
白
人
市
二
千
川
ヲ
裂
ス
(
立
(
銘
、
見
聞
)

ト人
ル

|
一-一付
ー
九
川
、
初
午
前
ヨ

リ
引
務
所
ヲ
建
築
シ
テ
寄
付
ス
、
桁
八
間

決
行
六
刷
、
工
日
令
二
千
川
ヲ
必
セ
リ
(
日

(ib

川
町
小
九
凡
廿
七
日
、
本
般
原
稿
修
絃
了
ル
、
工
白
金
二
千
五
百
円
、
時

/

れ
i

川
町
川
秀
明
ナ
リ

(紘
札
、
社
(
1山
)

大
正

1
内山叶

一
月
廿
二
日
、
初
午
税
設
立
許
可
ア
リ
、
今
ヤ
誠
数
二
円
七

|
組
、
治
円
以
二
下
五
行
九
十
戸
、
州日(
似
域
ハ
必
山
市
、

及
机
泉
、
伊
段
、
川

桑
、
上
一
凶
ん
八
/
川
市
三
同
一ル

(
一
覚
表
、
立
(
記
)

川
作
六
月
以
本
公
徳
等
有
志
者
、
本
殿
問
問
ノ
瑞
酒
ヲ
作
ル
、
長
九
問
、

J

H

川
七υハ
、
此
工
山
一
千
百
丙
金

(uh記
)

昭
和
三
年
一
月
、
大
被
奉
唱
普
及
会
ヲ
創
立
シ
「
大
被
之
詞
」
ヲ
印
刷
シ

テ
氏
子
八
行
一
戸
ニ
頒
布
シ
、
臨
機
一
本
唱
敬
神
思
想
ヲ
洲
謎
セ
シ
ム

(只
i

山
)

附
和
九
句
、
M
引
司
即
日
秀
明
「
我
等
ノ
祖
先
」
ヲ
新
述
刊
行
シ
テ
、
之
ヲ

氏
ノ
ナ
ニ
配
布
シ
、
川明州中
)刑
判
制
/
恩
似
発
揚
ニ
資
ス
(
共
「
山
)

附
和
J
l

三
作
二
月
、
弥
栄
貯
金
〈
ム
ヲ
創
立
シ
、
会
員
ヨ

リ
酸
山
セ
ル
A
A
壱

什

A
一倣
ニ
供
ス

(U
(心
)

行
川
ヲ
向
フ

三
内
打
開
据
置
貯
会
ト
シ
、
村
川
円
以
上
市
川
出
壱
TH
万
川
訟
判
似
/

川
和
j
h
h
川

i

同
月

一
一日

現
在
ノ
払
本
川
バ
令
七

T
九
引
間
|
九
川
山

(
一
位
友
)

川
和

l
ムハ
れつ
門
川
|
二
日
ル
.主
|
九
日
/
八
ハ
川
、
変
腕
山
山人跡山ザ什脱抑制
州

点
川
妥
門
以
州
川州1
J
似
透
米
日
円
、
当
地
shM

/

山
人
跡
ヲ
州
町
内
シ
、
服
ヲ
ト
シ
テ
州
社

一
閃
ス
ル
火
利
ヲ
川
内
ス

(
M
N
1
6

川
和
卜
六
付
八
月
、
州
H
N
へ相川半山人
、
及
ビ
此
山
〈
川
町
ヲ
編
集
ス
。

O 
五

相11

て

祭

神

比
佐
槌
命

狭
山
-u
防
神

大
{
子
必
瀬
川
{
子
大
宮
一
三
二
ノ
五

O
八
悉
地

鋲
凶
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経
津
主
命

大
己
目
命

ヨJ
じ
t
f
一リ
r
I
u

、j

4

円
叫
f
，l
r
n
M山
川

d
n

一
、
羽
紡

当
M
刊
は
以
前
、
大
元
宮
と
称
し
、
武
川
公
槌
命
、
経
体
主

人
仰
を
祭
り
、
ドペ、水

q
問
、
川
野
氏
叫
制
限
を
改
築
、
別
当
上
初
寺
を

置
い

て
か
ら
得
能
氏
、
村
上
氏
等
も
深
く
崇
敬
し
た
。
一
五
弘
三
年

河
野
伊
政

γ神
領
百
貨
の
地
を
寄
進
し、

応
水
元
年
、
川
野
通
能

心
願

に
よ

っ
て
社
殿
を
繕
治
す
る
、
天
正
十
八
年
当
社
へ
大
己
宣

命
、市
杵
品
川
似
命
、松
田
彦
神
を
合
記
し
て
奥
大
明
神
と
号
し
た
。

江
永
十
六
年
社
殿
を
改
造
す
る
。
本
蹴
者
長
尊
院
と
あ
る
。

{ぷ
川畑

九
年
社
般
を
内
組
し
て
五
位
大
明
神
と
改
称
し
た
。
後
明
治
初
年



社有11本1:

に
五
い
れ
神
社
と
改
称
、
村
社
に
列
絡
、
明
治
四
十
年
神
蹴
肱
川
市
料k

 

昭
和
二
十
年
十
二
八
十
五
日
の

を
似
進
す
る
神
日
付
w
h

指
定
さ
れ
、

神
社
指
令
に
よ
っ
て
現
在
に
至
る
。
宮
=ロ

森
市
太
郎

大
字
北
方
字
海
上

↓
、
祭
神
c
-の
げ
内
三
比
例
刻

大
山
積
命

一
、

h
杭

の
一
肱
、

往
古
か
ら
大
三
島
大
山
積
命
を
勧
請
す
る
所
で
、
河
野

分
郷
し
て
町
々
ハ
郷
を
置
い
て
か
ら
こ
の
地
方
の
尊
崇
殊
に
厚
く

和
国
通
俊
は
深
く
尊
崇
し
た
。
延
暦
二
十
三
年
二
月
、

ー
〈
正
後
、
社
殿
同
法
々
災
害
に
か
か
り
し
が
、
渡
部
、
財
池
、
木
原

和
田、

大
西
、
有
岡

の
諸
族
等
、
地
方
民

衆
と
相
計
り
て
維
持

す
る
。
社
前
の
市
夜

喧
は
当
村
間
取
古
の
も

の
で

コじ
羽|

月
山
組
立

一
対
あ
り

て
北
分
は
組
山中
、
南

分
は
村
内
と
あ
る
。

L
V
U
J
吋

野

υ秀
明

O 

作11

ト
八
字
北
方
字
似

て

町九小神

武
山
必
須

住
之
男
尊

.iI 
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2 湾、

や11

当
社
一兆
揚
神
社
と
唱
え

ま
た
脳
一
大
王
社
と
も
称
し

伊
隣
国
中、

似
村
五
所
の
一
に
加
う
る
の
古
社
で
あ
る
。
ー
人
半
七

4
九
月
、
併
佐
立
、
糠
札
神
田
附
と
あ
る
外
に
伝
記
な
く
、
山
紡

不
明
な
る
も
、
一人
里
荒
木
の
宮
跡
な
り
と
も
、
ま
た
、
境
内
に
古

出
が
あ
る
と
も
申
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
と
て
も
大
き
な
柿



制
が
あ
る
。
宮
司

野
口
秀
明

トl担111
7
 

1
ク
一J
 

「
J
三
本
ド
」
?¥

宮
市
巾
川

1
Lム

f
¥
Y
A
--
一/
山
中
止
イ
t
r
f

大
字
南
方
八
幡

(
境
内
神
社
は
天
満
神
社
、
大
元
神
社
、
荒
魂
神
社
、
奈
良
原

神
社
)

↓
、
祭
神

足
仲
一
診
命

息
長
足
姫
命

誉
回
別
命

て

ん
出
緒

r-延
長
元
年
八
月
十
五
日
、
伊
議
守
越
智
息
方
、
筑
紫
字

佐
官
か
ら
紬
詰
し
、
社
般
を
挫
営
し
て
正
八
儒
宮
と
号
す
。
其
後

延
久
三
年
八
月
、
河
野
親
経
再
建
、
神
鏡
を
寄
進
す
る
、
慶
長
十

七
年
八
月
、
国
守
加
藤
嘉
明
修
理
を
な
し
、
附
田
六
反
五
畝
十
五

設
を
有
し
て
い
た
、

度
応
二
年
九
月
本
般
を
改
築
、
明
治
十
五
年

十
月
村
社
に
昇
格、

明
治
四
十
年
七
川
、

神
保
融
巾
自
巾
料
を
供
進

す
る
こ
と
を
得
る
神

社
に
指
定
せ
ら
る
。

附
和
の
農
地
改
革

に
よ
っ
て
社
旧
は
な

く
な
っ
た
。
宮
川
野

口
豊
低

O 
ゴゴ
仁I

;)1' 
村11

主l

字
士
口
久
字
山
刊
の
凶

(
境
内
神
社
平
〈
尚

神
社
索
時
神
社
)

一
、
祭
神

速
玉
男
命

当
社
は
応
永
二
年
紀
ノ
国
熊
野
か
ら
勧
請
し
た
も
の
で

一
、
由
緒

大

O
J
 

r
ヘu

nソム

U: tlll 中耳j¥.. 点
林

事
解
男
命

ず

れ

リ

し

υ
UL
H
r

-Esl
川
点
川
1
消
γ

こ
の
社
は
ふ
!
の
社
地
よ
り
南
方
山
踏
の
泊
の
傍
に
佐
立
し
、
秘
沌

権
現
と
称
し
、
祈
雨
神
と
し
て
人
々
の
崇
敬
が
深
か
っ
た
。
其
後

山口部厚
く、

戒
能
備
前
川
寸
の
将
、

吉
井
主
水
介
、
此
地
に
回
す
る
に
φ

め
た
り
尊

現
在
の
社
地
に
社
般
を
佐
立
し
て
神
霊
を
移
し
奉
り
神



社相11;)1 に1

め
現
在
に
至
る
。
宮
司

野
口
曲
一旦低

田
若
干
を
寄
進
し
た
。
明
治
二
年
郷
名
を
取
っ

て
吉
井
神
社
と
改

権
現
を
勧
請
し
て
産
土
神
と
す
。

O
熊
野
神
社

大
字
南
方
字
竹
の
鼻

(
境
内
神
社
、
高
木
神
社
、
素
駕
神
社
、
奈
良
原
神
社
、
府!

熊
野
権
現
は
応
永
二
年
九
月
十
七
日
、

紀
州
熊
野
よ
り
勧
詰
の

一
方
は
高
木
山
に
在
り
、

一
方
は
上
福
寺
に
在

神
社

加
藤
神
社
、
寒
神
社
)

山
地
主
男
命
、
伊
外
美
命
、
事
解
男
命
、
菊
理
姫
命

て

祭
神

一軸川町四4

一
、
由
緒

応
永
二
年
九
月
十
七
日
、
南
方
圧

屋
高
須
賀
発
倫
、
紀
州
熊
野
神
社
か
ら
之
を

勧
請
し
て
産
土
仰
と
す
る
。
爾
後
村
人
の
尊

浩
一作
く、

熊
野
神
社
と
号
す
。

社

神
社
誌
に
日
く

:[.111 

応
永
二
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熊
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佐
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築
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又
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。

O
間

之

坊

大
字
北
方
字
宝
円
以

て

本

尊

-262-

千
手
観
音
蚊
円
一
一
階

[1'] 

山山ぃ必
点
言
宗

T
f
L
 

本

1-11 
c 

町'
1I1 

II!~ 

和
三
十
二
年
普

通

Jノ〉

の

寺
派
と
な
る
。

土
寸

一
、

U
結

慶
長
十

主ー

一
一
介
医
王
寺
長
伝

I~: 

和
尚

の
関
誌
に
し

て
阿
川
来
法
燈
相
続

し
て
今

日
に
至
る

現
佐

神
野
弘
史



、 O I'~ 11支が ~ìl ~J れ京 行 後Tlij 、 釈 、 O
本 i施 X イ立後 /Jく は は 部 十11公 開口松山J11u本 北
尊ヨ言 、 小 A な:f)J ---，百，i、加古f 山 言 ~q-I ì}~ 虫 1 1 事斗

不子 子i り め上に I主主 'F-ヲbミ "-' オと/}、耳11 動 ~15. ~;， し法相ょ 11"l
制大 lリj 純に
111: 夙l l の改

イれiコ".. _-1'， 
1J: む

タザ匙 三i
円寸
よ::8二. ーi'，一J旬、壬、J;白 。
" 薩 仙11 す 和l'

大 !iiiJ る L色
大字 本所五

ムメ伊 字北
i主iブj i也本八
説~'!、

i依惇 片 )11 
:子 仏 は 1千1

字n 現 な 、 れ1I
ノ {主 り mt qlI 

松'- J11u式
ノj、と 加lノ¥
野あ;j己!日
回る frfiJ 
一、" 。11あ1，1 

r;;a 立国
多 上 守ー

七 ~-I 失治治 云ヨー衣仙11 山セ舵Jr.:禿出J:
~:I三f.bj 、 六」也掛 MI' -1- )七f3:j ，I.!~迎 1 11 聞 本宗
"f;f: ru 明 イトと 、、 i版文 、 位 以ii者久和 山山 派
昔 、 治 | 銚あ i1 t弘 :字通 、 通 絵 公
を H百二七失る穴 ケ lゾ j成久並虫 、'，' 、 佐藤克妙ネiii
瓦 羽|十 年 、 。飴 森ヶ 、 鎖 l占 山 立 必イー

卦 -1-八 XJ'[ 1児!日j 云JiA 立 4;;' 111 '主 的1 IIIJ 、 1aiJ ，i，qi 心

J'~ 止~j r:lli 苛一 日:
苛一 ，( : 分
似，:j ，Pii 奇
プiモ!'llli 1坑
戸 1m 1'， 
車!ll 山 石J;
)11 、 3A
iニ 逝に
JI:久ょ
日子 1;ijJ る
l術 、 と

ノ肌il、』 41、Lji ー寸

能位
ゴヨニ J叫 長

イ|者 jじ
-λ;イ|

jj illi 
大興守 1111"1 、 :iI!l川

-263 -



に
改
造
大
修
見
を
な
す
。

l
u
ト比

主
M
i
l
陣
晴

久
J1
4
4
4
l
t
胃
n勺

長
以
寺

3J¥ 
tiニ

長
野
蛮
ぷ

大
字
北
方
円
一ノ
上

一
、
橡
松
、
御
似
分
、
寺
院
名
称
録
、

円
、
佐
長
元
己
凶
年
十
一
川

大
興
寺
縁
起

十
二

μ
勅
前
、
国

γ、
河
野
伊
磯
山
寸
通
久
、
得
能
冠
者
太
郎
通
秀
、

同
心
、
伽
北
町
、
必
立
、
余
戸
郷
、
川
上
比
、
寄
附

嘉
吉
二
年
二
月
、
同
五
馬
到
通
知
官
、
伽
藍
再
建
並
鎮
守
堂
共

て
伊
崎
防
士
山
防
志
H
o
地
方
口巴
ト
川
粘
A

件
、
臼
大
興
、
処
長
之
何
十
克
仁
制
作
川
明

日
災
、
以
鎌
合
山
山
長
文
院
。
二
代
為
レ
無
徳

斜
師
、
創
洪
其
高
年
信
一
市
一一

利
為
レ
子
院
、
貞
利
-4
年
疾
起
、
呼
レ
川
弟
子
、
日
、
我
哨
瀕
実
湾
荷
人
l

、

関
山
川
裁
椛
、
z
h

川
市
符
装
荷
以
給
我
死
後
之
供
養
勿
以
他
物
的
失
、
三
年
丁

及
六
月
二
日
、山
以
州
刊
樹
則

q
-山結
定
奨
荷
冠
日
中
山
4
駕
治
子
一
本
而
祭
之
巴

凶
行
レ
川
、
出
川
原
平
沙
仙
一
水

て
漁
協
山
川
郷
川
跡
没
滋
心
、
臼
。
北
方
大
興
心
、
残
長
広
旬
、
河
町
通
久

山北虫
、
↓け
ん
{
仰
川
日
開
山
也
、
辺
久
初
、
何
能
冠
者
太
郎
通
禿
、
鐙
段
、

山
門
、
十寸領
、
余
戸
郷
、
寄
附

て

J
j
院
縁
起
H
o
Aぃ
小
戸
郷
川
上
庄
、
山
川
附
状
行
レ
」
/」、

辺
秀
、
中
山
十
'
久

字
減
、
山
石
伽
山
川
、
衣
懸
、
山一川
ケ
滝
、
出
ケ
が
城
、

γd也
、
浮
穴
御
飴

て
久
米
川
叩
北
方
付
。
ゴサ
社
、
堂
、
庵
、
下
鑑
帳
。
本
土
J
京
郎
妙
心
iy
、山仰

木
、
龍山山富
山
大剛一
i
土

木
功
、
木
像
釈
迦
如
米
、
御
れ
壱
尺
一
寸
、
咋m
似

以
前
観
音
之
由
、
協

sv一
木
像
1
W
〈
殊
普
賢
座
像
、

一
一
パ
問
寸

て
明
治
六
年
賊
火
に
会
う
て
全
焼
し
古
記
禄
等
も
失
う
と
云
う
其
の
後
再

建
せ
ら
れ
し
が
明
治
二
十
七
作
住
脈
京
部
へ
山
山
夜
中
閉
山
守
務
の
火
気

不
始
末
よ
り
山
火
〈
上
焼
山
門
を
残
す
の
み
と
な
り
明
治
二
十
八
作

住
職
総
代
世
話
人
組
家
協
力
し
て
再
建
大
工
棟
梁
藤
因
究
治
(
樋

口
住
人
)総

代
及
び
世
話
人

松
本
喜
一
問
中
宇
蔵
橋
本
長
太
郎

渡
部
伊
三
郎
住
職
和
問
義
孝

一
、
附
和
十
六
年
九
バ
門
U

本
件
し
小
尽
下
瓦
普
に
改
修

総
代
世
話
人
会
開
催
碍
々
協
議
改
修
に
可
決
す

住
職
(
美
濃
出
身
)
和
田
顕
宗

て
附
和
十
八
年
一
日
月
五
日
改
修
孫
慶
一
法
人
以
式
挙
行

参
列
将
多
数

- 264 ~ 

O 
本
有

南
昌
寺

大
字
南
方
、
{
子
竹
の
釘

一
、
本
尊

如
意
愉
観
世
音
一
九
日
際

臨

済

宗

一
、
本
山

妙

心

寺

一
、
閉
山

南
明
縦
一
師

市白

本
院
は
本
右
山
と
号
し
、
山
政
五
作
の
間
以
、
古
川
本
ひ

文
の
倒
設
に
し
て
、
南
明
禅
師
を
請
し
て
閉
山
と
し
、

逐
次
而
目

を
改
め
、
明
治
十
五
年
、
第
五
世
伊
山
和
尚

に
依
り
丙
位
。
明
治

十
八
年
以
来
、
漸
次
伽
践
を
復
修
す
。
特
異
な
る
方
形
の
本
堂
の



日
ヒi南

尾
根
も
昭
和
三
十
一
作
十
方
信
徒
の
寄
進
に
よ
り
修
理
。
市
目
を

一
新
し
た
。

、C
本宗本西
山 派連事 jギ

高 真弘
野 ー-法 þ~;
111日大制
金~;~ r:jji -"J 

|司11

社:
大
字
南
方
、
字
市
場

ゴ寸

~ 265~ 

ゴ
寸

観

1-.-1 
ノ1え

応

長

一
、
開
山
不
詳
な
る
も
初
代
僧
は
、
秀
誉
師

、
由

緒

克

永

十

凶

q
、
医
王
寺
、
秀
誉
師
、
退
去
せ
し
寺
也
、

と
、
医
王
寺
文
章
に
在
り
、
近
年
再
処
し
て
今
日
に
至
る
。

現

住

伊

原

仁

龍

現

補
佐

-X
ぷ

O
瑞
応
山

、

'十
本
出
苛

;
ー

一
、
本
山

長

泉

寺

大

字

吉

久

十
一
而
制
批
立日
祥
院
一

、
宗
派
禅
宗

妙

心

寺



大
悲
川
尚
園
川

木
内
リ
の
十
け
尉
干
に

と
あ
り

的
行
1A，凶
起
に
し
て

大
慈
川
前
回
川

一円
必
し
ぶ
る
」

「
監
小
一行
冗
竹
二
川
造
立

ー
へ
永
二
付

I~l~ 
1 LI 

d
I
一じ

F
J
決
羽
二
日
川
り
こ

よ
り
り
也
、

MIf--れ川
1
4
j
e/a
h
ノ

i
L
4
、h

t

A
ノ、

米
今
日
に
主
る
。

ゴ
寸
内
に
前
タ
引
な
山
(
仙
の
大
木
あ
り
阿
川
五
、

o
h鉄
山

一
王
子

汁
叶

J

μ

4
ヰ

大
字
南
方
字
市
場

木

背
而
金
剛
尊

iJI( 

天
台
寺
川

山
ボ
凶
城
寺
末
比

円
判
u
'
h
u

悶

H
1』

創
立
不
詳

山
紡
概
要

慶
長
七
寅
先
日
職
治

龍
和
尚
の
中
臥
(
に
し

て
、
松
山
城
下
加
藤
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υ
j
を
再
建

す
れ
の
時
三
十
六
の
先
述
に
加
わ
り
此
に
一
王
子
を
鋲
陀
す
る
に
至
っ
た

明
治
凶
作
一
一
時
廃
有
と
な
り
し
も
明
治
年
に
再
興
し
て
今
日
に
至
る。

羽
小
北
日
町
小
い
説
教
荒
川
義
一

明
治
今
中
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

天
児
教

ム
、
い
い
仏
米

メ
五
、
1
ノ
均
G
1

見
山
教
位
一寸
が

布
教
さ
れ
、
多
数
の
信
徒
を
得
て
い
る
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
、
天
開

教
、
金
光
教
は
、
地
方
に
稀
な
教
会
所
が
村
内
に
設
置
さ
れ
、
教
会

わ
れ
て
い
る
。

所
を
中
心
に
村
内
は
勿
論
、
速
く
村
外
ま
で
布
教
々
化
が
感
ん
に
行
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寺

所

在
O
日
本
キ
リ
ス
ト
教
川
川
上
教
会

地

大
字
松
山
似
川
乙
ノ
一

O
二

O
番
地

倒
立
年
川

n

111 

治1)

立

照

代

牧

川
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明
治

一
十
四
付
七
川
八

日

者

城

ノ
ブ

日
制
地
U
T
之
進

山
似

山

川
市

-

l

i

]

 

“日

以

百
J

工
桜
江
一

レ
¥
付
吋

huξ
打
J

-
d
f
e山
川
仰

L
j
!
i
r
-
-

{
十
郎
小
川
光

三
川
教
会
兼
務

一般
山
添
町
教
会
兼
山
切



抄く

鈴
kif 

111 

川
和
二
!
こ
れつ
ハ
川
門
日
必
什

そ
の
他
仙
波
公
イ
川
町
劫
道
二
氏
の
援
助
及
無
牧
川

時
代
も
あ

っ
た
。
本
教
会
は
以
前
日
本
メ
ソ
デ
ス
ト
教
会
と
一五
う
名
称
で
あ

っ
た
が
附
和
十
六
竹
七
八
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
川
が
制
札
は
さ
れ

諸
教
一
出
合
同
し
て
教
同
に
加
入
し
、
そ
れ
以
後
什
本
以
伴
教
川
川

-
教
会
と
称
す
よ
う
に
な
っ
た
。

教
会
円
以
数

現
れ
市
引

三
八
名

外
に
別
伝
会

μ
(三
旬
以
」
教
会
に
山
山
せ
ず
或
は

O
所
不
川
の

も
の
)
八
五
ぷ

ー
一
二
三
名

ド
数
二
九
ド
。

O
天
理
教
川
上
分
教
会

て

川

氏

地

て

祭

神

川
上
村
人
半
北
ん
平
川
上
-二

」
ハ
八
浜
地

同
市

Lvn
同
政
川
山
内
心
，
主
防
，叫町
川町
大
山
辺
リ
門
リ
川
川
以
内
v

m以北口
V

川

V

引
ぷ
時
川
V

昨
川
昭
大
ハ
パ
出
3

バ
山
以
ハ
ん
内
可

込
を
総
体
し
て
天
山
一
大
同
仰
と
え
・っ、

一
、
ih仏
M
1
1
n
f
い

F

1

7

r
J
 

山
知
県
吾
川
川
伊
阿
川
町
よ
り
明
治
二
1

一l

二
引
士
川
叶
川
三
郎
山
阪
布
教
さ
れ

た
の
が
本
村
に
於
け
る
そ
も
そ
も
天
川
教
の
起
り
で
あ
る
。

教
会
設
玄
は
明
治
三
J
l

三
q

J
l

一
バ
イ
問
什

-
、
rい
し
入
H
V
'
y
a
、
υワレ
一
'it--

一

(
/
H
バ
-E刷

。

1
JUつ

府
代
会
長
、
就
行
川
身
地
付
か
お
之
川
一
り
で
あ
る
。

六(~ 代Ir 代IJy三{巳 二代 4{1にj J代fi'.~ 

H利rfl町和八4E{ 布六明frl 大I1 大よじ 治別 l叱

イ同i仁 下 j41k4f1 t 三4l 1 
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lI¥ 
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j也

1 ミ六1}F記十1川lイTyl大肌f内義 佐伊x郎本 喜大三郎山 Lオミa叩ご1i1 i 

氏

アI

信
徒
数

一
一行
h

|
れ

O
令
光
教
川
仁
教
会
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令
光
教
川
上
教
会
は
、
明
治
四
十

一
介
一
月
、
越
判
部
今
治
の
人

一松
本

ν
ナ
ヨ

若
一
泊
二
十
五

J
の

身

を

以

っ

て
、
令
九
教
人
!
治
教
会

(
糾
教
会
)
よ
り
lji. 

A 
)11 
上

ノ
IIIJ 
に

京 J

d 

市
験
赫
灼
た
る
神
徳

は
、
よ
く
五
十
余
粁
の
川
辺
に
及
び
、
後
に
初
代
教
会
長
と
な

っ
た

川
地
利
市
太
郎
も
亦
、
仙
川
よ
り
そ
の
他
を
ぷ
っ
て
参
打
、
大
山山
を
政

は
れ
て
遂
に
教
師
と
な
り
、
松
木
と
結
M

附
し
て
、
大
正
三

q
六
日
凡
十

一
日
公
拘
川
を
畑
町
て
、
令
光
教
川
卜
.
教
会
台
設
立
し
た。

繭
米
教
勢
の
進
川
肢
と
共
に
、
住
居
も
字
渋
谷
た
経
て
、
現
在

の
人

神
山
麓
南
方
十
五
悉
地
の
十
二
に
移
築
、
清
楚
悲
壮
な
る
引
広
前
は

附
和
三
十
作
在
、
二
代
別
教
会
長
越
初
制
必
に
よ

っ
て
発
附
峻
コ
さ



れ
た
も
の
で
あ
る
。
何
年

四
月
二
十
五
日
十
月
二
十
五
日
の
本
秋
大

祭

に
は
各
地
よ
り
特
別
パ
ス
を
列
ね
て
参
拝
干
余
の
信
徒
を
以
て
様

大
な
る
祭
典
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。

初
代
教
会
長
越
符
叩
太
郎
は
、
議
直
を
以
て
教
凶市ぃ
責
の
職
務
に
叩
常
任
し
、

映
作
は
凹
悶
教
以'
教
務
所
長
の
安
職
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
還
ま
し
き
信
念
は

金
光
教
内
に
お
い
て
も

「
川
門
教
流
」
の
名
を
成
し
、

特
異
な
も
の
と
し
て

仰
が
れ
て
い
た
。
又
本
村
学
校
教
育
に
は
評
議
員
に
舵
さ
れ
、
教
育
資
材
を

火
川帥
附
さ
れ
て
手
先制叩
徳
の
誠
ぷ
を
つ
く
さ
れ
た
、
同
和
十
八
年
士
口
久
地
似
の

水
省
に
当

つ
て
は
信
徒
を
動
員
し
て
'
円
か
ら
桁
押
さ
れ
、
勤
労
救
媛
に
禾
μ
い

さ
れ
た
、
突
に
公
平
無
私
に
終
始
さ
れ
た
が
悩
い
事
に
附
和
二
十
作
二
月
三

円
六
十
六
才
を
以
て
対
関
さ
れ
た
。

教
会
二
代
は
別
教
〈会民
越
利
祝
志
に
よ

っ
て
嗣
が
れ
、
教
勢
愈
々
仲
仮
そ

の
主
意
の
性
怖
と
熱
烈
な
求
道
料
神
と
相
侠
っ

て
堅
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
。囚

に
信
徒
数
は
一戸
数
二
ハ
ム

一

信
一
本
列
門
五
凶
三
人

教
会
内
包
凶
体
に
は
、
信
徒
会
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
教
友
会
、
出
流
会

若
人
会
、
少
作
少
女
〈
ム
勾
あ
り
特
に
少
作
少
女
公
は
山
下
行
数
の
組
織
を

持
っ
て
沼
山
川
し

つ
つ
あ
る
。

第
七
章

民

衣

食

住

村
民
の
衣
食
住
の
生
活
様
式
は
、
古
く
は
明
治
維
新

近
く
は
第

二
次
大
戦
終
戦
時
を
そ
れ
ぞ
れ
境
と
し
て
著
し
い
変
化
を
示
し
た

が
、
こ
L

に
は
明
治
維
新
前
後
即
ち
務
政
時
代
と
明
治
総
新
以
後
に

一H
一る
変
遷
の
実
情
を
採
る
こ
と
L
す
る
。

① 

衣

m~ 

礼
服
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
斗
ま
で
男
子
は
臥
小
紋
の
羽
織
に
平

衿
、
女
子
は
白
無
垢
に
と
ん
す
の
帯
を
し
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

明
治
三
四
年
頃
名
字
を
称
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
同
時
に
服
装
の

禁
安
解
か
れ
る
と
、
従
来
禁
止
さ
れ
て
い
た
絹
織
物
も
着
用
す
る
者

が
地
加
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
晴
着
に
も
表

は
木
綿
を
用
い

、
一袋
に
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相
を
用
い
た
。
こ
の
絹
は
、
州
の
縁

に
桑
を
植
え
自
家
で
三
枚
か
凶

枚
の
箱
に
蚕
を
飼

い
手
製
で
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ふ
だ
ん
着
及
び
労
仙
着

に
は
、
綿
花
を
自
家
裁
地
し
て
手
織
の
機

織
で
綿
布
を
得
、
耐
枠
及
び
も
L

ひ
さ
を
作

っ
て
着
用
し
た
。

明
治
初
年
ま
で
男
子
の
援
は
幼
時
は
「
た
ぶ
さ
」
で
十
五
才
で
元

JJEi 
し

中
剃
り

ち
ょ
ん
ま
げ
に
し
た
。
被
り
物
と
し
て
は
労
伯
時

防
署
或
は
防
雨
用
に
竹
山
以
製
の
「
た
く
ら
ば
ち
」
を
被
り
、
地H
通
は

手
拭
の
頬
被
り
及
び
鉢
巻
ぎ
を
用
い
た
。
な
お
婦
女
は
盛
装
の
被
り

物
と
し
て
「
お
こ
そ
づ
き
ん
」
を
用
い
た
。

履
物
に

つ
い
て
は
、
落
政
時
代
に
は
桐
下
駄

の
使
用
を
禁
じ
ら
れ



焼
き
杉
に
ク
リ
ハ
ナ
ヲ
の
下
駄
な
は
き
、
分
仇
に
は
足
巾
(
誕
草
履
)

を
は
い
た
。
山
傘
は
内
無
地
の
も
の
に
限
り
使
用
ι官
許
さ
れ
、
蛇
の

自
は
行
姓
町
人
に
は
円前
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
制
約
は
礼
服
の

場
合
と
向
械
に
い
づ
れ
も
明
治
初
年
以
後
撤
ぃ
枕
さ
れ
た
。

② 

食

fllリ

十
工
食
に

つ
い
て
見
る
と

半
前
食
に
は
麦
を
主
と
し
刊
か
に
米
を

出
問
し
、
そ
の
割
合
は
麦
九
、
米

一
で
あ

っ
た
。
凶
作
時
に
は
大

は

菜
、
そ
ば
を
柚
え
て
食
し
、

そ
ば
粉
を
く
づ
米
の

た
か
き
び
の
粉
、

粉
と
似
じ
て
、
ひ
き
餅
女
作
り
代
用
食
と
し
、或
は
主
食
の
怖
い
と
し

た
。
長
く
保
存
す
る
た
め
に
こ
れ
を
切
り
餅
や
あ
ら
れ
に
も
し
た
。

ま
た
雑
穀
粉
と
米
粉
と
を
混
じ
た
団
子
を
作
り
、汁
に
入
れ
て
食
し
、

ま
食
の
怖
い
と
し
た
。
小
麦
粉
団
子
を
用
い
た
。

泊
は
明
治
初
付
ま
で
ド
ブ
酒
が
作
ら
れ
た
が
、

酒
造
税
法
の
制
定

と
共
に
造
組
は
免
許
制
と
な
り
、
酒
屋
が
繁
昌
し
た
。

漬
物
は
現
在
も
変
ら
ず
大
根
漬
(
沢
庵
漬
)

な
つ
ば
漬
、
味
噌

漬
を
食
し
、
汁
の
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
醤
油
の
粕
や
、

し
ほ
」
の
汁
を
食
し
た
。

明
治
初
年
ま
で
獣
肉
を
食
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
が
、
但
し
猪
肉

だ
け
は
楽
用
の
認
味
で
食
し
た
。
す
し
、
も
ぶ
り
飯
、
た
き
ご
み
等

今
だ
に
変
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。

明
治
以
後
、
主
食
に
用
い
る
米
の
出
川
率
が
漸
次
増
大
し
、
去
七

米
三
と
な
り
、
巾l
去
半
米
と
な
っ
た
が
純
米
飯
を
食
す
る
こ
と
は
稀

で
あ
っ
た
。

食
器
に
つ
い
て
見
る
と
、
安
政

4
聞
か
ら
明
治
十
七
斗
頃
ま
で

判
い
伸一に
附
探
製
造
場
が
あ
り
、

「
三
軒
凶
腕
」
を
作
り
地
一%
を
似
路

と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
厚
み
の
厚
い
の
が
特
色
で
蛇
色
の
も
の
が
多

か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
高
谷
池
の
奥
に
も
製
陶
の
「
か
ま
」
が
二
つ
あ

っ
た
が
そ
の
付
代
不
詳
で
あ
る
。
附
に
西
川
、
政
部
臓
五
郎
設
立
と
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の
説
も
あ
る
。

食
事
の
際
に
樹
脂
を
用
い
た
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る

ち

が

ら

臼
に
は
凶
脚
の
や
ぐ
ら
い
入
(
移
動
臼
)
一及
び
地
臼
(
固
定
臼
)
が

用
い
ら
れ
た
。

食
事
の
回
数
は
、
農
繁
期
の
み
朝
昼
お
茶
及
び
夕
食
の
凹
食
を
喫

ー「

ひ

し
、
北
円
通
は
三
回
で
あ
っ
た
こ
と
は
現
在
も
変
り
な
い
。

年
中
行
事
と
食
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
速
く
務
政
時
代
の
風

習
の
大
部
分
が
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
の
習

悩
か
ら
机
先
の
そ
れ
を
偲
ぶ
こ
と
訟
で
き
る
。



正
片
三
日
山
は
米
飯
で
毎
朝
雑
煮
含
食
し

七
日
正
月
に
は
ナ
ブ

ナ
ヰ
女
雑
煮
に
入
れ
て
煮
、
十
五

H
正
凡
に
は
新
た
に
餅
を
つ
い

た
。
統
的
旬
の
ヒ

ν餅
、
す
し
、
酒
、
端
午
の
節
句
の
カ

ν
ヲ
餅
。

盆
に
は
、
そ
う
め
ん
の
贈
答
が
行
わ
れ
た
。
旧
麿
八
月
-
日
の

の
も
節
句
に
は
「
た
の
も
凶
子
」
を
作
り
食
し
た
が

こ
れ
は
明
治
末

年
ま
で
行
わ
れ
た
。

氏
神
の
大
祭
秋
祭
に
は
餅
、
す
し

酒
肴
が
食
せ
ら
れ
、
大
晦
日

に
は
つ
も
と
り
そ
ば
が
食
せ
ら
れ
て
い
た
。

③ 

ι住

ze-
-

尾
放
の
と
り
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
務
政
時
代
か
ら
水
安
ロ
ナ
廠
応

し
て
大
部
分
の
家
屋
が
北
方
の
高
地
に
敷
地
女
求
め
、
尉
固
に
樹
木

を
机
え
、

引
引
に
は
竹
鍛
を
造
り
風
女
防
い
だ
。
旧
道
筋
に
家
屋
が
比

絞
的
密
集
し
て

い
た
が
、
明
治
三
十
年
以
後
、
新
国
道
の
開
通
に
伴

ぃ
、
漸
次
前
方
の
平
地
化
家
同
が
増
加
し
た
。
古
豪
は
土
へ
い
を
め

ぐ
ら
し
た
が
、
徳
川
末
期
ま
で
門
は
大
年
寄
役
、
正
屋
等
の
格
式
を

も

つ
者
以
外
は
そ
の
築
造
を
許
さ
れ
ず
、
ま
た
屋
棋
の
瓦
葺
も
禁
ぜ

ら
れ

一
般
家
屋
の
様
式
は
母
屋
、
納
屋
、
土
蔵
等
い
づ
れ
も
柴
背

き
ま
た
は
ぷ
の
類
を
以
て
茸
ぎ
登
り
、
平
屋
建
で
あ
っ
た
。
農
家
は

普
通
商
向
き
で
間
口
七

八
問
、
奥
行
四
閣
位
と
し
半
分
は
庭
で
上

り
閥
、
茶
の
間
が
あ
り

い
ろ
り
を
切
っ
た
。
…
挺
の
奥
に
カ
マ
ド
が

あ
っ
た
。

明
治
以
前
に
は
、
天
井
は
貧
農
は

コ
モ
.人
井
と

し
中
山
以
上
に
な

Tこ

る
と
収
天
井
を
張
っ

た
。

火
総
は
明
治
十
年
頃
ま
で
は
火
打
一
心
ぷ
び
ツ
ク
本
を
川
い
、
尚
後

漸
次
マ
ッ
チ
が
川
い
ら
れ
た
。
燃
料
と
し
て

は
、
松
や
鮒
ぶ
の
柴
を

た
き
炊
事
採
阪
を
な
し
た
。
木
炭
佼
川
に
つ
い

て
は
年
代
不
ぷ
で
あ

る

照
明
同
日
八
と
し
て
、
焔
ム
け
ろ
う
そ
く
、
行
位
(
極
油
)
が
川
い
ら

-270-

れ
た
。
も

っ
と
以
前
は
肥
必
な
ど
も
用
い
た
。

山
山
築
用
材
と
し
て
は
、

一
般
に
松
、杉
そ
の
他
雑
木
が
川
い
ら
れ

桧
や
搾
は
佐
川
を
祭
じ
ら
れ
た
。
明
治
同
代
ま
で
、
必
築
に
九
川
、

金
神

姐
り
金
村
を
避
け
る

こ
と

が
行
わ
れ

ま
た
吉
日
を
選
ん
で

住
て
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

祖

先

の

祭

紀

私
等
の
初
先
は
往
古
か
ら
今
日
ま
で
数
え
て
み
る
と
判
引
代
に
も

な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
一

般
に
聞
け
て
お
ら
な
か

っ
た
時
代
に
は
、
死
者
交
非

る
に
も
二
定
の
慕
地
と
一玄
う
も
の
が
な
く
共
の
時
其
の
方
向
女
「
う



ら

な

い

し

て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
之
を
埋
め
そ
の
追
善
供
養
の
様

な
ん事
も
外
似
め

て
単
純
で
、

四
十
九
日
を
過
ぎ
る
と

そ
の
位
牌
は

川
に
流
し
て
来
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
村
内
の
寺
院
や
旧
家
に
つ
い

て
調

べ
て
み
る
と
、
諸
政
時
代
よ

り
以
前
の
似
牌
や
一
心
埼
等
(
大
興
寺
東
方
の
山
に
、
文
明
、
明
応
の

付
号
が
あ
る

.AH冶
が
故
古
の
も
の
で
あ
る
う
)
は
治
ん
ど
存
在
し
て

い
る
も
の
が
見
当
ら
な
い
。

し
か
し
戦
国
時
代
若
し
く
は
、
そ
れ
以

u

川
点
、
仏
教
の
慌
に
行
わ
れ
て
い
た
事
は
、
現
存
し
て
い
る
寺
院

X

は
郎
H

絡
に
伐
っ

て
い
る
寺
や

一施
跡
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
似
つ

て
、
之
を
仰
い川
す
る
こ
と

が
山
米
る
O
A
F
-

其
の
一

、
一
の
も
の
を
あ

げ
る
と必

似
川
小
村
の
長
制
奇
跡

い
樹
(
い
ち
ょ
う
)
あ
り

;1七
ブj

ノ

長一
二
u.j
O
L
r
vj
b
o
J
7
f
。

，a
r
hHゴ守

1
山

H
f

f
-
u
あ

一

五

北
方
宝
米

西
法
寺

こ|じ

ブJ

村

時
見
宝
叫

札
(他
名
所
に
み
う
け
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
同
代
の
借
持
者
に
よ

っ
て
、

一
般
に
仏
教
を
信
仰
し
、

そ
の
様
式
は
あ
っ
た
が
、
徳
川
時
代
初
期
頃
か
ら

よ
う
や
く
世
の

中
が
治
ま
る
と
共
に
、
人
民
も
生
業
に
安
ん
じ
従
っ
て
京
地
の

一
定

設
け
て
、
位
仰
を
火
山
し
、

区
川
一
も
で
き
、
川

h
H

併
も
丁
寧

に
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仏
側
を

f

川
治
安
組
立
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。

る 村
内
の
作
奇
院
や
作
家
の
ハ
川
円
J
N

」
制
べ
て
み
る
と
点

の
作
口
う
が
あ

大
火
、
佐
長
、
立
永
、

万
治
、
引
火
、
11 
j丘

氏

Jじ

火

t江

μ
1」

F

止一

、

川

lノ

rd，

-'/ 
荷l

久
化

火;

政

又
久

ん
治

民
応
、

徳
川
川
町
代
か
ら
化
者
に
対
す
る
法
裂
は
ね
ん
ご
ろ
に
行
わ
れ
る
よ

ノ〈

1I{i 
利l

コじ
府l

弓l

MT ¥-、
1
ノ

μ
レ

明
治
、

疋
似
、
民
氏
、
一点
ab
、
川
例
、

し

品
、

ヘド
、レト
、

-
1
ノ
L
Y下
'

一

1

4

↓
弓

'rリ、
l
p
tu
hn

、

l
!

・
j
J

-l
i

r

J

ト

lリJ
杓1

ノよ
lリJ

政

:ム:
オく

l
A
レ
u

jftψ

，A1
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ゐ

水

う
に
な
り
、
初
七
日
、
二
た
七
日
、
三
七
日
と
七
日
日
旬
に
三
十
五

日
川
又
は
凶
十
九
日
山
は
判
別
な
ま
つ
り
を
し
た
。
メ
そ
の
川
は
仏
川

日
新
ら
し
い
京
へ

詣
で
て
山
内
保
を
と
む
ら
い

比
一ハ
の
後
は
一
一
必
忌

週
忌
七
回
忌
十
三
凶
忌
十
七
回
忌
二
十
五
回
忌
三
十
三
阿
忌
五
十
凶

新
仏
に
対
し
て

は
じ
午
正
川
新
設

パ}必
、時
に
は
川
川
J]u
rH
五
十
川
U
U
二
山
川
忌
三
川
川
パ
芯
等
合
計
ん
だ
。

新
1皮

出
は
特
に
て
い
ね
い
な
祭
を
す
る
。

(
術
院
慌
を
供
汗
伏
す
る
)

一
般

に
も
本
秋
の
彼
岸
十
川
一
附
一
盆
に
は
各
家
と
も
ネ
所
を
削
除
し
仏



摘

を
清
め
供
物
を
し
て
追
善
供
養
を
な
し
各
寺
院
で
も
法
会
や
施
餓

鬼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

山
法
寺
墓
地
と
時
の
御
堂
(
大
字
北
方
字
中
村
)

山
方
極
楽
浄
土
の

lu卜
の
基
地
と
し
て
有
仇
な
場
所
と
古
老
は
伝
え
て
い

る
u

凶
の
帥
慨
に
凶
法
寺
墓
地
を
中
心
に
四
方
日比
仙
仰
の
守
設
あ
り
、
其
の
位
置

l

、

日

{

は

前

方

は

石

鎚
連
峰
を
指
呼

司月日''相川刊
」九五に

一

の

う

ち

に

納

め
四
方
は
道
後

比
伸
明
・凶
1

凶
法
寺
誕
地
|
南
天
半
M
白

一

，

ギ
野
を

一
一
昨
に
眺
め
る
。

比
一

凶

荒

神

出

の

雄

大

風

光

明

悩

な

景
色
は

突
に
出
方
極
楽
浄
土
と
云
う
の
外
な
く
、
川田
は
三
津
松
前
方
面
よ
り
以
来
の

人
宅
の
内
に
は
、
求
め
て
時
の
御
堂
(
中
村
)
に
時
ま
ち
し
て
幽
法
寺
本
地

j~~r: 
= 社;1m 

延
長
六
年
三
月
怒
仏
一
院
と
彫
刻
あ
る
五
輪
塔

附
和
三
十
三
年
発
見

川
上
地
区
北
方
凶
法
寺
墓
地

よ型問L日円卜ヒl九I;'j八iiJ14|11LJI;六lI{f H1寺1l|但l寺

指世凶ト十目 ブl即LI時L 七l時六l時五l即四時l時11寺Il'iy両(午日IJ 

"，'"， 六六七七 Fi， i丘ノ-'-¥-ノL¥-七日じ八八五五一
ツツ 半J'J半ツツ ツツ ツツ 半ツツ ツツ ツツ ツツ 半ツツ

ユド 主ド 半 半 半

夜 w 主手 タ 昼 昼 昼 iiyj |児 出t 夜
夜

3刻~ I J五火/|l 刻山/ 
己 JK 

卯事/11 寅刻ノ 丑刻/ 子刻/ 
刻/ 五/11 五/11 

夜乙二更夜甲3初l': 夜戊更五夜了更間丙夜更三

へ
持
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
来
村
々
に

一
定
の
来
地
が
制
定
せ

ら
れ
こ
の
地
は
北
方
住
民
の
墓

地
と
な
っ
た
。
又
と
の
十川市地
の

一
隅
を
現
在
の
竜
信
河
畔
の
組

合
立
火
葬
場
が
山
来
る
ま
で
火

葬
場
と
し
て
使
用
し
た
。

刊以
近
乙
の
広
い
港
地
よ
り
建

長
六
年
三
片
「
怒
仏
一肘
」
と
彫

刻
あ
る
行
総
塔
が
波

'W
彦
一

に

よ
っ
て
発
見
ー
さ
れ
た
。
文
明
、

明
応
の
年
代
よ
り
十H
く
約
七
百

内
前
鎌
倉
時
代
の
は
川
と
す
れ
ば

村
内
で
は

最

古

の
も
の
で
あ

る。
時
の
御
品川止で
時
ま
ち
を
す
る

け比
(の
叫
の
友
は
上
記
の
以
で
あ

る。
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(
北
方
原
九
州
)

l
王

立

(
卜
三
肢
の
木
像
を
安
置
し
て
あ
る
)

ー
一土の
七

フ
ン
ド

ア
ラ
ワ

1
、

l
二一
、
合
悠
の
安
を
似
し
給
う
下

(初
じ
け
、
行
ケ
口
、

付
忌
)

2
、
初
七
日
、
災
広
王
(
不
動
明
王
)
先
山
の
山
の
山H

d

(

臨
終
、
小

h
h問

の
旅
)

一
川
川
Jい
}
…
〕

、



3
、
二
、
七
日
、
初
江
王

(
釈
迦
如
来
)
奈
河

(
三
途
川
と
も
云
う
)
懸
衣

姻
の

4

4
、
三
、
七
日
宗
市
王
(
文
珠
附
利
菩
薩
)
業
関
、
苦
役
の
事
(
邪
怒
、
殺

院
比
)

5
、
凶
七

u
h官
官
王
(
普
思
議
)
業
江
大
背
脳
の
山中
(
界
の
幌
市
市
一)
別
刷

ノ
白
、
沢
七
日
間
魔
王
(
地
蔵
菩
薩
)
附
倶
生
神
並
に
浄
頗
梨
鋭
の
事

7
、
」
ハ
七
日
変
成
王
(
弥
勤
菩
薩
)
附
鉄
丸
所
並
に
追
善
の
事

8
、
七
七
ヨ
泰
山
王
(
薬
師
)
卦
止
可
の
事
、
六
道
の
辻
天
道
、人
問
、後
山地

I

1

4

m

問
、
音
生
、地
獄

守
、
百
ケ
日
平
等
王
(
観
世
音
菩
薩
)
鉄
氷
山
、
大
苦
の
事
「
遊
戯
に
耽
け

る」

旬、

古
川
忌
知山市

γ

王

(
大
勢
至
菩
薩
)
光
明
箱
の
事
怒
図
、リ
告
図

竹
、
第
三
年
江
道
輪
転
王
(
釈
迦
如
来
)
附
八
大
地
獄
の
事

八
大
地
獄

1
、
得
活

2
、
泌
総

3
、
衆
合

4
叫
喚

5
、
大
叫
喚

6
、
焦
熱

7
、
大
依
然

8
、
無
附
地
獄

此
の
一
々
の
地
獄
に
各
々
十
六
の
別
所
あ
り
合
せ
て
一
百
三
十
六
の
地
獄

あ
り
。吋

サ
活
地
獄
は
人
間
の
下
一
千
由
旬
に
あ
り
縦
広
一
万
由
旬
な
り
。

此
の
地
獄
の
芳
命
五
百
成
な
り
(
人
間
の
九
百
万
年
に
当
る
)
。

飢
問
地
獄
は
此
の
地
を
去
る
ζ

と
二
万
主
千
由
旬
な
り
。

阿
川
川
械
の
事
。

也
、
組
楽
と
は
阿
弥
陀
如
来
の
報
土
、
裟
婆
世
界
か
ら
四
方
十
時
依
の
仏
土

を
過
ぎ
た
所
に
あ
あ
る
と
い
う
。党
認
で
幻
・除
悦
と
い
い
、
妙
楽
、安
楽
、

安
様
、
珪
拙
十
川
川
町
界
、
仰
山
H
M
光
明
土
、
加
問
品
川
か
土
な
ど
と
も
い
う
。

ハ
ク

ニ

テ

ヲ

阿
弥
陀
経
に
「
稿
時
仏
告
二長
老
舎
利
卯
一従
レ
円
以
山
方
過
二十
部
位
仏
土
一

-ア

ニ

ス

有
ニ世
界
一名
目
ニ級
楽
一共
土
行
レ
仏
門
7
一阿
弥
陀
-云
云

我
此
土
安
憾
天
入
品
川
充
満

円以近川ザ
戸j
は
尚
一刻
州
国
忠
五
郎
の
肝
煎
で
再
建
さ
れ
た
。

年

事

中

イ寸

年
中
行
事
は
未
開
の
民
族
の
時
代
か
ら
年
々
同
じ
踏
時
が
く
れ
ば

同
じ
様
式
の
慣
習
的
な
営
み
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
も
の
で
永

い
聞
に
多
少
の
変
遷
が
行
は
れ
て
い
る
。
す
べ
て
時
季
と
関
係
し
て

神
仏
の
信
仰

K
関
J

係
し
、
し
た
が
っ
て
神
仏
に
供
え
る
食
物
に
関
係
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し
て
農
耕
生
活
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

年
中
行
事
は
年
中
を
く
ぎ
る
一
つ
の
飢
(
フ
ー
v
な
い
し
セ

ツ
)
で

山
折
点
又
は
折
目
な
の
で
あ
る
。

此
の
折
目
即
ち
節
に
あ
た
っ
て
神
を
祭
る
た
め
静
か
に
忌
み

つ
つ

し
ん
で
能
り
、
神
供
を
設
け
て
こ
れ
を
人
々
相
共
に
い
た
ど
く

そ

う
い
う
こ

と
を
中
心
に
成
り
立
っ
た
行
事
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
聞
に

仕
事
を
休
ん
で
御
馳
走
が
食

べ
ら
れ

た
の
し
く
遊
べ
る
日
と
し
て

娯
楽
の
日
と
考
え
る
ま
で
に
な
っ
て
来
て
い
る
が
本
旨
を
忘
れ
て
は

工
フ
工
、
。

T
'
P
E・ナ
f

、LV

北
回
一
特
殊
な
も
の
で
麦
う
ら
し
興
行
が
あ
る
。
即
ち
上
村
似
之
丞
又



は
士
川
田
伝
次
郎
等
の
あ
や
繰
り
人
形
芝
居
安
迎
え
て
一
般
に
無
料
で

矧
せ
た
。
れ
(
の
川
山
川
は
ん
行
部
落
の
役
掛
は
も
と
よ
り
若
連
中
総
山
で

し
た
様
で
あ
る
。
(
引
の
荷
物
も
百
駄
に
余
っ
た
と
い
は
れ
て
い

る
。
)
し
か
し
人
ー
は
興
行
削
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。

せ
っ
た
い

え
お
桜
山
付
と
い
っ
て
若
連
中
が

四
国
遍
路
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の

以
所
へ

山
似
し
て
令
救
命
し
胞
す
行
事
を
し
た
。
〈
1

尚
こ
れ
は
一
郎
に

放
っ
て
芙
胤
を
と
ど
め
て
い
る
。

尚
念
仏
組
の
行
事
と
し
て
虫
祈
祷
、
初
祈
祷
、
大
般
若
経
、
荒
神

論
等
が
あ
る
。

新
返
法
発
布
後
国
家
の
祝
H
が
新
に
制
定
さ
れ
た
の
で
此
の
祝
日

を
年
中
行
事
と
し
て
盛
大
な
ら
し
め
る
よ
う
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
年
中
行
事
一
覧
表
を
附
加
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

二| ー 1} j I 
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各
バ
一
口
、

一
行
臼
を
祝
-つ
尚
慣
も
あ
る

O
印
は
同
家
祝
日



郷

土

の

伝

説

(→ 

古
久
の
お

吉
泉

今
か
ら
約
五
百
伴
の
昔
、
士口
久
の
某
農
家
に
、
歳
若
く
し
て
嫁
い

で
米
た
お
古
と
い
う
女
が
あ
っ
た
。
封
山
知
的
な
当
時
の
因
習
の
中
に

あ
っ
て
、
優
し
く
且
つ
水
の
如
く
従
順
に
刈
に
夫
に
仕
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
芯
地
出
い
Mm
は
そ
れ
を
よ
い
事
に
し
て
、
何
か
に
つ
け

て
お
古
に
つ
ら
く
当
る
の
で
あ
っ
た
。
必
暗
い
こ
の
家
庭
の
上
に
も

政
川
は
一
刻
の
以
み
も
川
県
く
流
れ
、
お
士口
一は
円十
く
も
二
人
の
子
供
の

月
組
と
な
り

や
が
て
三
人
目
の
子
供
さ
え
生
ま
れ
る
様
に
な
っ

た
。
幼
主
附
け
り
ゃ
袈
決
ま
で
憎
い

の
言
葉
通
り
、
お
士口
の
子
供

を
ひ
ど
く
肌
っ

て
い
た
佑
は

一一

u
一
日
と
嫁
い
じ
め
の
度
を
増
す

の
で
、
お
古
は
止
む
た
得
ず
型
に
刈
っ

て
お
践
を
す
る

こ
と
に
し

た
υ

そ
の
後
土
川
久
に
川
つ
て
は
来
た
も
の
L

心
晴
れ
る
日
と
て
一

υ

J
b
M
く
、

f

，
 

仙
の
度
重
な
る
仕
打
ち
に
心
は
千
々
に
乱
れ
、
遂
に
地
え

か
ね
て
死
を
決
し
、
此
の
泉
に
投
身
自
殺
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
そ
の
泉
を
お
吉
泉
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

(ニ)

山抑
神
村
の
州
の
木

北
方
向
之
側
、
防
例
制
の
境
内
に
あ
る
納
の
木
は
、
ム
「
を
去
る
八

円
作
の
目
、
或
る
村
人
が
お
願
ほ
と
き
に
、
そ
の
苗
木
を
植
え
た
こ

の
だ
と
云
う
事
で
あ
る
。
暖
い
日
光
と
慈
雨
と
に
依
っ

て、

ぷ
に
き

ず
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
す
く
す
く
と
育

っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て

初
夏
の
頃
の
美
し
い
若
葉
は
、
行
き
交
う
人
々
の
似
を
う
る
お
う
す

様
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
名
主
の
限
に
も
止
ま
ら
な
い

は
ず
は
似
く

何
時
か
一
つ
の
御
神
体
を
、
こ
の
楠
の
木
に
入
れ
て
拘
っ

た
の
で
あ

っ
た
。
土
地
の
人
々
は

一
人
も
れ
無
く
、
幼
少
時
代
を
此
の
捕
の
本

の
同
聞
に
送
り
、
刷
の
木
と
共
に
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ

ろ
が
、
何
引
作
か
の
問
、
村
人
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
米

た
納
の
木
も
、
慾
張
り
爺
さ
ん
に
は
非
%
に
附
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら

~275 ~ 

な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
少
し
北
に
仲
ひ
た
校
や
葉
が
慾
張
り
爺

さ
ん
の
田
の
上
に
伶
か
の
け
影
を
つ
く
る
為
で
あ
っ
た
。
爺
さ
ん
は

そ
の
附
近
に
回
を
杓
つ
人
達
を
集
め
て
、
納
の
木
の
山
口
に
な
る
こ
と

を
力
説
し
、
集
っ

た
人
述
も

M
日以
し
た

の
で
、
進
に
木
を
切
る
こ

と

に
決
っ
た
。
翌
朝
、
手
に
そ
れ
ぞ
れ
刃
物
を
出
え
た
老
人
達
は
什十く

か
ら
木
の
下
に
集
っ

た
。

一
同
が
集
っ
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
慾
張

り
爺
さ
ん
は
、

「わ
し
が

一
番
に
切
る
。
i

一
と
云
っ
て
、
自
の
鋭
く

立
っ

た
大
鋸
を
さ
も
得
芯
げ
に
持
っ

て
木
の
下
に
歩
み
よ
り
、

↑
忠

い
に
引
き
倒
さ
ん
ば
か
り
の
勢
で
さ
っ

と
引
い
た
。
す
る
と
そ
の
腕

問
、
爺
さ
ん
は
杭
腹
を
お
さ
え
て
う
な
り
乍
ら
そ
の
場
に
ば

っ
た
り



と
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
居
並
ぶ
人
々
は
何
が
起
っ
た
の
か
不
思
議
で

な
ら
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て

一
人
の
仲
間
が

「
神
様
の
お
た
λ

り
だ
。
」
と

言

い
出
し
た
の
で
老
人
達
は
断
念
す
る
こ

と
に
し
た。

然
し
月
日
の
過
ぎ
ゆ
く
に
従
っ
て
、
此
の
出
来
事
も
次
第
に
人
々
の

頭
か
ら
忘
れ
か
け
ら
れ
た
頃

一
人
の
樵
夫
が
一
も
う
け
を
し
よ
う

と
思

っ
て
、
又
切
り
始
め
た
。
す
る
と
今
度
は
細
い
切
口
か
ら
と
く

と
く
と
鮮
血
が
流
れ
出
し
、
樵
夫
は
其
の
場

に
倒
れ
た
ま
ま
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
、
ず
っ

と
今
日
に
至
る
ま
で
誰
一
人
と
し
て

切
ろ
う
と
す
る
者
も
出
ず

し
ま
い
に
は
木
の
周
囲
に
玉
垣
を
作
つ

て
把
り
始
め
た
。
今
日
で
も、

雨
の
し
と
し
と
降
る
夕
暮
に
は
、
白

狐
黒
狐
が
出
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
を
近
所
の
人
達
は

お

白

さ
ん
お
尽
き
ん
と
呼
ん
で
い
る
。
尚
一
説
に
は
、
大
昔
、
此
の
楠
の

木
に
神
様
が
お
降
り
に
な
っ
て
LV

伯
ら
れ
た
の
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
国

界

Pi3 

法

橋

場
所
は
南
方
天
神
町
、
国
道
が
三
内
村
に
抜
け
る
と
こ
ろ
に
滝
の

下
橋
が
あ
る

。
そ
の
川
下
に
最
近
新
し
く
架
け
ら
れ
た
橋
が
法
界
門

橋
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
述

べ
る
伝
説
な
と
は
、
何
も
知
ら
な
い

様
子
で
、
多
く
の
人
々
が
、
下
流
に
展
開
す
る
佳
景
を
眺
め
つ

L

こ

の
橋
を
渡
っ

て
い
る
。
今
で
こ
そ
人
家
が
立
ち
並
び
商
庖
街
を
さ
え

な
し

て
い
る
が
、
此
の
附
近
一
帯
は
広
大
な
荒
野
で
あ
っ
て
、
原
の

入
口
に
は
小
さ
い
門
が
あ
り
、
昼
尚
暗
い
森
さ
え
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
を
横
切
っ
て
一
筋
の
路
が
通
じ、

川
向
う
に
住

む
人
々
の
川
上
に
出
る
唯
一
の
交

通
路
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
夜
に
な
る
と
森
の
中
か
ら
法
界
坊
が
出
て
来
て

日
十
松
山
の
道
を

急
く
人
々
を
非
市
に
な
や
ま
し
た
。
長
い
間
人
々
は
、
誰
か
法
界
坊

を
退
治
し
て
く
れ
る
も
の
は
居
な
い
か
と
願
う
の
み
で
、
詔
一

人
と

し
て
手
出
し
を
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
然
し
法
界
坊
に
よ
っ
て
こ
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う
む
る
申告
は
日
毎
に
増
し
、
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
人
々
は
相
談

を
し
退
治
す
る
こ
と
に
話
は
決
っ
た
。

さ
て
、
認
が
行
く
か
と
い
う
事
に
な
る
と

一
座
は
水
を
打
っ
た

様
に
静
ま
り
返
っ
て
、
お
互
顔
を
見
合
わ
せ
る
の
み
|
|
。
や
や
あ

っ
て
、
平
素
静
か
な
若
者
が
進
み
出
で
、
「
私
が
行
き
ま
し
ょ
う
。」

と
号百
っ

た
。

一
同
は

E

意
外
な
感
に
打
た
れ
、
衆
目
は
期
せ
ず
し
て
そ

の
若
者
に
注
が
れ
た
。
其
の
限
に
は

日
頃
村
の
若
者
逮
に
噺
笑
さ

れ
て
も
一

言
も
言
わ
な
い
で
引
き
下
る
意
気
地
無
し
に
何
が
出
来
る

か
、
と

い
う
気
持
が
あ
り
/
{
¥、と
表
わ
れ
て
い
た
。
や
が
て
ひ
そ
ひ

そ
と
話
が
始
ま
り
、
中
に
は
あ
ん
な
も
の
に
何
が
出
来
る
か
、
と
叫



ぶ
者
さ
え
居
た
。
そ
れ
か
と
云
っ

て
'
什
分
が
行
こ
う
と
云
う
者
は
細
川

ぃ
。
何
は
と
も
あ
れ
、
此
の
若
者
に
よ

っ
て

さ
し
も
の
米
戚
を
ふ

る
っ
た
法
界
坊
も
地
治
せ
ら
れ
、
多
年
苦
し
め
ら
れ
て
来
た
人
々
は

安
械
の
胸
を
撫
で
干
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
森
の
木
も
切
り
取

り
、
野
原
は
聞
製
さ
れ
、
流
れ
る
ま
与
に
放
置
さ
れ
て
い
た
川
も
せ

ば
め
ら
れ
て
析
が
架
け
ら
れ
た
。
村
人
達
は
昔
法
界
坊
が
出
て
、
文

続
の
処
に
北
H
門
が
あ

っ
た
と
云
う
の
で
、
こ
の
橋
を
法
界
門
橋
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

同

椀

貸

伝
説
の

塚

川
上
神
社
の
東
北
方
約
二
町
の
処
に
杭
貸
伝
説
の
あ
る

塚
が
あ

ハ
ゼ

る
。
明
治
三
十
斗
頃
ま
で
は
、
而
砧
約
二
畝
を
占
め
、
大
き
な
械
の

木
や
小
笹
の
街
生
し
た
お
ど
ぐ
ろ
が
あ
っ

て

昼
間
で
も
何
か
も
の

淋
し
い
場
所
で
あ

っ
た
が
、
次
第
に
開
墾
さ
れ
て
現
在
で
は

ii政

位
に
せ
ば
め
ら
れ
、
平
木
も
取
り
除
か
れ
て
刊
か
に
昔
の
而
影
を
偲

ぶ
事
が
出
来
る
位
で
あ
る
。
此
の
塚
は
物
部
塚
在
原
塚
と
呼
ば
れ

千
数
百
年
前
の
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
昔
説
で
も
深
夜

此
の
塚
に
到
り
、
必
要
な
も
の
を
お
貸
し
下
さ
い
と
云
っ

て
お
願
い

し
て
お
く
と
、
課
制
そ
の
品
物
が
塚
の
上
に
揃

っ
て
い
た
と
云
う
こ

主
で
あ
る
。
或
る
時
村
人
の

人
が
膳
椀
二
十
人
分
を
お
貸
し
下
さ

円〆
， 

い
と
云
っ
て
借
り

た
。一
山
が

一
つ
だ

物N5塚
川上 村IHの北 {ζ 在 る在日il塚

け
破
損
し
た
の
を

そ
の
ま
L

黙

っ
て

返
し
た
の
で
あ

っ

た
。
其
れ
か
ら
後

は
、
そ
の
人
に
対

し
て
何
も
貸
さ
な

く
な
り
、
遂
に
は

~ 277 -

人
聞
に
対
し
て
は

一
切
貸
さ
な
く
な

っ
た
と
云
う
事
で

伝
説
の
あ
る
塚
は
全
国
に
も
処
々
方
々
に
あ

っ
て
、
北日
隣
の
部
落
と

あ
る
。
此
の
様
な

物
々
交
換
を
す
る
場
所
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
従

で
あ
る
と
云

5
事
が
山
来
る
。

っ
て
腕
貸
伝
説
の
あ
る
処
は
比
較
的
早
く
か
ら
文
化
の
開
け
た
地
方

(百)

五

の

J苔

北
方

n-之
上
に
五
愉
の
椛
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
此
処
で
出日

'1倫



大
剛
(
寺
の
和
尚
が
、
定
に
入
る
と
云
っ
て
生
出
め
に
な
っ
た
の
だ
と

云
わ
れ
て
い
る
。
和
尚
は
穴
に
入
っ
て
か
ら
二
十
日
間
鈴
を
鳴
ら
し

て
い
た
。
鈴
の
音
は
口
毎
に
弱
ま
り
つ
与
も
和
尚
の
死
ぬ
る
ま
で

十
口
聞
は
円
一の
上
一
持
に
響
い
て
い
た
。
附
近
の
人
達
は
和
尚
の
死

後
、
冥
福
を
祈
っ
て
此
の
地
に
五
輪
の
川
拾
を
築
い
た
の
だ
と
い
う
。

(六)

i!:¥r 

1"] 

与

右

自
隣
村
と
北
方
村
と
の
入
会
山
出
が
判
然
と
せ
ず
北
方
の
西
方
の

部
落
民
は
何
年
山
境
の
事
で
苦
し
ん
で
い
た
。
と

こ
ろ
が
北
方
村
円
一

の
上
の
百
姓
与
右
衛
門
と
云
う
人
の
家
で
古
文
書
が
発
見
さ
れ
そ
れ

を
添
え
て
お
上

へ
訴
願
し
た
の
で
検
分
の
結
果
古
文
書
の
通
り
で
瓜

は
判
明
し
以
来
論
争
が
絶
え
た
。
村
人
は
与
右
衛
門
の
こ
の
犠
牲
的

制
川
村
と
力
官
に
感
謝
し
山
以
後
は
そ
の
許
制
の
為
に
似
年
泊
料
を
村
よ

り
送
る
事
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
七
日
「
義
人
与
右

術
門
翁
の
問
」
と
し
て
北
方
そ
の
他
住
民
よ
り
多
額
の
窃
附
と
引
力

奉
仕
が
あ
っ
て
立
派
な
仰
-右
が
北
方
原
沖
に
建
立
さ
れ
た
。

叫
い
『t
 児
兵
吾
(
大
力
)

昔
は
米
を
売
り
に
行
く
の
に
、
駄
馬
を
以
て
し
た
。
そ
の
馬
は
料

加
に
飾
っ
て
あ
り
、
朝
か
ら
応
の
鈴
も
高
ら
か
に
街
道
を
往
復
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

大
字
北
方
生
れ
の
人
に
凡
兵
吾
と
い
う
者
が
あ
っ
た
。
馬
方
連
中

と
城
下
か
ら
の
問
り
久
米
村
に
さ
し
か

も
ふ
っ
た
時
、
馬
方
迎
中
が
口

頃
時
折
稲
を
し
ご
く
こ
と
か
ら
口
論
と
な
っ
て
あ
わ
や
腕
力
沙
決
に

な
ら
ん
と
し
た
。
こ
の
時
見
兵
吾
は
連
中
の
馬
方
を
帰
し
て
独
り
残

り
、
手
近
に
あ
っ
た
古
竹
を
し
ご
い
で
搾
に
か
け
、
稲
木
丸
太
を
以

て
仁
王
立
と
な
り
「
何
れ
も
来
い
」
と
身
構
え
た
の
で
土
地
の
者
ど

も
は
僻
易
し
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
雨
後
上
通
り
の
応
方
に
は
文
句

を
つ
け
る
な
と
お
そ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

又
或
る
時
、北
方
庄
屋
重
松
氏
に
仕
え
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
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松
山
城
下
へ
公
用
が
あ
っ
て
庄
屋
が
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
時
鬼
兵
吾
は
お
簡
を
独
り
で
か
つ
主
新
立
橋
へ
さ
し
か
L

っ
た

「
ー
比
屋
様
ょ
い
と
こ
ろ
を
御
覧
に
入
れ
ま
し
ょ
う
」
と
慌
の
棒
を
橋

の
欄
干
に
も
た
せ
て
突
き
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
大
力
を
伝
え
山
い
た
武
家
連
中
に
あ
る

n捌
か
れ
て
棒
抑
の

仕
合
を
し
た
。
鬼
兵
吾
は
相
手
の
武
士
を
宙
に
振
り
廻
し
た
と
た

ん
、
武
士
は
家
を
越
し
掘
に
投
げ
と
ば
さ
れ
た

と
い
う
こ

と
で
あ

る。
そ
の
大
力
で
あ
っ
た
こ

と
が
今
に
寸
詰
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も

に
先
兵
吾
の
手
形
が
現
存
し
て
い
る
。



川
上
村
に
伝
わ
る
迷
信

川
上
村
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
迷
信
は
山
間
部
の
特
質
と
し
て
数
々

あ
る
が
、
そ
の
山中
主
な
る
も
の
を
挙
げ
て
見
る
と
次
の
如
き
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

尚
そ
の
中
に

は
い
ま
し
め
の
言
葉
と

M
さ
れ
る
も
の
も

数
々
あ
り
、
迷
信
の
後
に
つ
け
た
す
こ
と

に
す
る
。

-

下
の
幽
が
依
け
た
時
は
尿
恨
の
上
に
、
上
の
歯
が
政
け
た
川
は
は
の
卜

に
治
て
る
と
次
の
歯
が
円
イ
く
生
え
る
。

2

七
夕
祭
の
刊
に
稲
で
目
を
つ
く
と
盲
名
に
な
る

0

3

さ
す
り
仏
を
さ
す
る
と
病
気
が
治
る
。

4

[係
数
の
中
rh

「
ホ
ー
ス
キ
」
「
ヒ
ワ
」
「
シ
ュ

ロ
L

「
シ
キ
ヒ
の
ハ
ナ
」

を
植
え
る
と
そ
の
家
に
死
人
が
山
米
る
。

5

烏
が
家
の
上
空
を
旋
廻
す
る
と
そ
の
家
に
凶
事
が
あ
る
c

d

成
の
夜
の
一尽
を
踏
む
と
け
ん
の
一
誌
に
豆
が
山
来
る
。

7

家
の
巾
で
は
竹
ね
は
佼
わ
れ
な
い
。

8

満
湖
の
叫
に
家
が
焼
け
る
と
そ
の
山本
は
栄
え
る
。

?
干
湖
の
川
に
米
が
焼
け
る
と
壮
(
の
家
は
衰
え
る
。

泊

州

、
仰
の
木
か
ら
孫
ち
る
と
中
風
が
つ
く
か
、
又
は
、
一二
年
以
内
に
必

ぬ。

什

妊
似
小
の
人
が
火
引
を
けん
る
と
生
れ
る
子
供
に
「
ホ
ヤ
ケ
」
が
山
米
る
ω

又
「
タ
コ
」

を
食
べ
る
と
引
髪
が
亦
く
ち
い
ふ
れ
る
。

口
氏
川
人
の
け
北
跡
に
お
後
一
を
す
る
と
能
人
が
け
ん
が
ん
丘
た
な
く
な
る
υ

匂

一
般
に
「
サ
ル
」
と
云
う
正一
日
葉
を
嫌
う
。

村内

A
W-
物
を
川
一ド
へ
訴
す
と
白
が
恋
く
な
る
。

市

夜
爪
を
つ
ん
で
は
い
け
な
い
。

村山

祭
の
MA
ゃ
、
お
阪
の
上
で
物
を
切
る
と
三
ツ
口
の
下
が
生
れ
る
o

nυ

新
し
い

F
駄
を
伐
お
ろ
す
と
い
く
川
れ
る
。
(夜
お
ろ
さ
ぬ
山
ド
)

叩山

茶
腕
の
上
に
ゆ
引
を

一
ぶ
泣
い
て
箸
の
転
ば
ぬ
よ
う
に
お
ぶ
を
の
む
と

「

シ
ャ
ツ
ク
リ
」
が
な
お
る
。

ザ

蛇

に
桁
ざ
し
す
る
と
桁
が
凶
る
。

加
笈
川
刊
の
双
子
を
食
べ
る
と
双
生
子
が
引
れ
る
。

い
ま
し
め
の
常
葉

ー

う
そ
を
つ
く
と
山
地
幽
が
生
え
る
。

2

う
そ
を
つ
く
と
鬼
が
舌
を
依
き
に
来
る
。

ろ
夜
一
家
の
巾
て
怖
や
、
口
付
山
な
ど
を
吹
く
と
従
人
が
入
る

U

4

御
飯
を
姶
て
る
と
目
が
つ
ぶ
れ
る
。

5

夜
「
カ
ク
レ
コ
ツ
コ
」
を
す
る
と
成
が
引
く

0

6

「
カ
-
こ

を
殺
す
と
勉
強
が
山
来
な
く
な
る
。

7

岱
を
股
ぐ
と
日
の
子
が
山
来
る。

8

お
正
月
に
け
ん
か
を
す
る
と
一
年
中
け
ん
か
を
す
る
よ
う
に
な
る
ο

?

妊
U
畑
中
の
人
が
水
を
杓
の
み
す
る
と
口
の
大
き
な
子
が
生
れ
る
。

叩

似

所

に
火
ゃ
、
令
物
を
い
仇
す
と
目
が
恐
く
な
る
。

刊

首
の
仙
川
る
叫
へ
そ
を
山
し
て
い
る
と
、
へ
そ
を
取
ら
れ
る
。
蚊
帳
の
中

へ
入
れ
υ

刊
は
誌
の
中
の
ひ
き
川町
を
殺
す
と
火山ド
が
起
る
。
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民

i吾

引
在
で
は
山
中
の
改
良
発
達
に
伴
っ
て
民
業
労
仙
も
労
力
も
行
い

て
機
械
化
さ
れ
て
米
た
の
で
汚
仙
に
伴
う
俗
請
も
次
第
に
其
跡
を
絶



つ
様
に
な
っ
た
が
旧
来
か
ら
明
治
の
末
期
大
正
の
初
期
に
至
る
頃
迄

は
田
植
、
草
取
り
、
籾
附
り
、
麦
た
L
、
辛
口
を
始
め
、
農
業
労
伯
殊
に

共
同
作
業
に
は
相
唱
和
し
て
盛
ん
に
謡
わ
れ
た
の
で

そ
の
為
苦
し

み
を
忘
れ
能
率
が
上
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
ふ
ー
で
は
溜
池
工
事

の
亀
の
甲
音
頭
等
は
、
其
の
而
影
を
残
し
て
居
り
、
古
老
の
人
達
が

知
っ
て
居
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
其
の
俗
認
を
拾

っ
て
見
る
と
左
記

の
様
な
も
の
が
本
村
で
は
謡
わ
れ
て
居
た
、
之
等
は

「
ふ
し
」
の
付

け
様
で
何
作
業
に
で
も
適
用
出
来
た
も
の
で
あ
る
。

回

i直

l現

O
今
年
間
且
年
松
山
札
泌
が
咲
い
て

道
の
小
草
に
木
が
し
げ
る
(
回
航
唄
)

O
今
年
豊
年
総
に
秘
が
川
吹
い
て

道
の
小
草
に
米
が
な
る

(
回
航
唄
)

O
お
さ
ん
ぱ
い
の
仰
は
な
に
を
き
て
お
ろ
し
た

み
の
に
か
さ
に
た
つ
く
り
に

み
か
ん
を
そ
ろ
え
て
お
ろ
し
た
(
田
柿
唄
)

O
私
と
あ
な
た
は
や
け
の
〉
か
ず
ら

つ
る
は
き
れ
で
も
取
は
切
れ
ぬ
(
田
純
唄
)

O
似
十
七
八
は
ち
ょ
う
ち
ょ
う
も
と
ま
る

と
ま
る
は
ず
だ
よ
花
ち
ゃ
も
の
(
間
航
唄
)

O
奥
山
の
草
刈
ば
ん
子
架
に
花
が
咲
い
た
か
の

咲
い
た
も
の
咲
い
た
も
の
奥
に
や
と
う
か
ら
咲
い
た
わ
の
(
間
航
引
)

O
お
三
ば
い
の
仰
は
あ
ら
た
な
神
じ
ゃ
の

応
か
け
お
り
て
笠
を
と
れ
と
れ
と
の
(
田
植
唄
)

O
お
三
ぱ
い
の
糾
は
何
置
さ
て
お
ろ
す
が
の

み
の
に
笠
に
間
作
り
に
み
か
ん
を
揃
え
て
お
ろ
す
の
(
回
航
唄
)

O
土
佐
は
良
い
悶
簡
を
・つ
け
て

さ
つ
ま
あ
ら
し
が
そ
よ
そ
よ
と
(
草
取
引
)

O
花
の
お
江
戸
の
み
く
ら
し
御
門

ど
乙
の
大
工
が
建
て
た
や
ら
(
草
取
唄
)

O
か
ず
ら
長
い
の
は
ま
さ
き
の
か
ず
ら

花
は
お
江
戸
の
江
戸
で
咲
く
(
草
取
唄
)

O
わ
し
と
お
前
は
二
足
の
わ
ら
じ

共
に
は
い
た
り
は
か
せ
た
り
(
草
取
唄
)

O
熔
し
白
山
た
の
若
陰
線
は

校
も
縫
え
る
集
も
し
げ
る
(
市
収
唄
)

O
辛
絡
し
な
さ
れ
五

4
が
あ
い
だ

せ
め
て
こ
の
子
が
五
つ
ま
で
(
草
取
唄
)

O
山
田
の
稲
は
叫
に
も
た
れ
か
L

る

十
七
八
こ
い
し
と
の
に
も
た
れ
か
h

る
(
草
取
唄
)
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二
、
庭

11貝

O
く
る
り
く
る
り
と
廻
る
は

よ
と
の
か
わ
せ
の
水
事
(
麦
米
持
唄
)

O
君
と
別
れ
て
般
原
ゆ
け
ば

松
の
緩
や
ら
一
決
や
ら
(
友
米
機
唄
)

O
辿
れ
て
行
乙
-つ
ぞ
や
御
凶
さ
ん
が
山
た
ら



伊
抽
出
の
金
子
の
御
じ
よ
も
と
へ

O
わ
た
し
は
加
占
川
本
械
の
政

力
弥
さ
ん
と
は
に
せ
の
縁
(
籾
摺
唄
)

O
あ
す
は
お
立
ち
か
お
名
残
り
お
し
ゃ

容
は
き
な
さ
れ
花
の
凶
(
籾
招
唄
)

O
奥
山
で
一
人
米
つ
く
あ
の
木
市

た
れ
を
待
つ
の
か
く
る
く
る
と
(
粉
ひ
き
唄
)

O
は
ぶ
の
金
ざ
い
さ
ん
は
し
ら
み
か

の
み
か
の
み
は
の
み
で
も
州
の
み
じ
ゃ
(
地
拘
引
)

(籾

m唄
)

小
一
九
が
い
さ
ん
で
花
が
ち
る
(
道
中
う
た
)

O
日
一郎
大
黒
か
み
さ
ん
夷
子

今
度
来
る
子
が
福
の
神

(
む
っ
き
う
た
)

O
お
前
宵
ま
で
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で

共
に
し
ら
が
の
生
え
る
ま
で
(
包
拘
う
た
)

O
色
は
山
市
て
も
ど
ん
乙
の
よ
う
で
も

ひ
な
ず
を
い
れ
な
わ
し
が
と
の
(
氾
拘
の
う
た
)

O
思
う
て
か
よ
わ
は
丁
以
も

一
民

合
は
ず
民
ら
ば
ザ
〈

T
卯
(
氾
偽
う
た
)

O
米
る
か
お
山
る
か
と
浜
に
山
て
見
た
ら

浜
に
や
川
似
胤
五
日
ば
か
り
(
伯
偽
う
た
)

O
思
山
し
て
は
写
点
を
な
が
め

な
ぜ
に
写
真
が
も
の
き
円
は
ぬ
(
包
偽
う
た
)

O
今
度
来
る
附
も
て
米
て
お
く
れ

う
ら
の
小
放
の
い
け
仰
を
(
危
拘
う
た
)

O
立
て
ば
し
ゃ
く
や
く
、
す
わ
れ
ば
ぼ
た
ん

歩
く
安
は
ゆ
り
の
花
(
伯
尚
唄
)

O
こ
h

の
白
ず
り
さ
ん
と
迷
い
の
い川
は

と
乙
の
ち
庭
で
う
た
う
や
ら
(籾
問
歌
)

O
う
た
え
う
た
え
と
詰
め
か
け
ら
れ
て

訴
は
山
ま
せ
ぬ
パ
が
山
る

(
籾
潤
う
た
)

O
ほ
れ
た
ふ
り
す
り
ゃ
ふ
ん
だ
り
け
た
り

ま
こ
と
ほ
れ
た
ら
こ
ろ
す
き
か
(
亀
偽
う
た
)

O
あ
な
た
一
人
と
定
め
て
お
い
て

-281 -
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11ft 

O
わ
し
が
若
い
時
お
だ
ま
で
か
よ
う
た

お
だ
の
川
原
で
夜
が
明
け
た
(山
行
唄
)

四
、
業

IIEI 
f 、

O
た
と
へ
山
中
三
判
家
で
も

住
め
ば
押
印
じ
ゃ
孜
山
じ
ゃ

嫁
に
な
り
た
や
木
仇
さ
ん
の
嫁
に

仲
の
良
い
木
を
ひ
き
わ
け
る

ア
ラ
ゴ
ツ
シ
ン
ゴ
ツ
シ
ン

(木
挽
唄
)

O
川
よ
歩
け
よ
く
つ
買
う
て
は
か
す

周
知
り
や
お
か
h

が
一兄
煮
て
く
わ
す
(
川
子
う
た
)

O
桜
三
里
を
夜
で
こ
す
附
に
や

親
は
ぜ
ひ
な
い
つ
ま
ど
い
し

咲
い
た
桜
に
だ
れ
か
小
川
つ
な
き
ゃ



う
わ
さ
や
そ
の
日
の
山
来
心

(包
偽
う
た
)

O
来
い
と
云
う
た
て
行
か
れ
た
道
か

道
は
山
寸
五
里
浪
の
上

(
包
偽
う
た
)

O
恩
や
苦
と
な
る
苦
は
し
ゃ
く
と
な
る

し
ゃ
く
は
病
の
和
と
な
る
(
泊
挽
う
た
)

O
お
前
さ
ん
の
よ
う
な
ぼ
た
ん
の
花
が
咲
い

て

お
り
ま
す
米
る
辺
に
(
氾
拘
う
た
)

O
お
前
川
上
わ
し
ゃ
川
の
下

か
い
て
お
流
し
思
惑
を
(
氾
拘
う
た
)

O
お
前
思
い
に
こ
れ
だ
け
や
せ
た

二
よ
ま
わ
り
が
三
よ
ま
わ
る
(
亀
偽
う
た
)

O
夏
は
木
の
か
げ
稲
夜
に
や

こ
た
つ

は
な
れ
と
も
な
い
主
の
家
(
お
金
唄
)

O
色
が
白
い
と
小
雪
が
ほ
れ
る

お
雪
き
や
太
陽
が
照
り
や
水
に
な
る
(
お
食
う
た
)

七
、
，F

11貝

ハ
、
遊

ひ

r~、

O
ね
ん
ね
ん
お
こ
ろ
り
ね
ん
ね
ん
し
な

ぼ
う
や
は
よ
い
子
だ
ね
ん
ね
し
な

山
の
兎
さ
ん
何
故
耳
が
長
い
の

小
さ
い
叫
に
悶
さ
ん
が

耳
を
く
わ
え
て
ひ
っ
ぱ
っ
た

そ
れ
で
お
耳
が
長
い
の
よ
(
子
守
唄
)

O
ね
ん
ね
ん
乙
ろ
り
よ
お
こ
ろ
り
よ

ぼ
う
や
の
お
す
り
は
ど
乙
え
い
た

あ
の
山
腿
え
て
型
え
行
た

出
の
士
山
K
川
も
ろ
た

で
ん
で
ん
た
い
こ
に
し
よ
う
の
何

そ
れ
を
も
ろ
う
て
川
に
す
る

ふ
い
た
り
た
b

い
た
り
し
て
滋
ぶ
(
子
守
う
た
)

O
ね
ん
ね
ん
子
た
つ
ね
子
や
ぐ
ら
ね
乙

や
ぐ
ら
の
下
に
は
子
が
ね
と
る

い
ろ
で
は
お
く
れ
な
大
事
な
子

起
き
た
ら
ま
ま
喰
う
乳
の
も
う

云
う
て
か
ら
親
に
は
仕
事
を
さ
し
ま
せ
ぬ
(
子
守
う
た
)

O
て
ん
て
ん
下
巡
て
ん
手
越

~282 ~ 

五
、
祝

11貝

日
砂
や
乙
の
う
ら
'
川
に
ほ
を
あ
げ
て

波
の
あ
は
じ
の
絵
風
や

泣
く
な
る
を
の
お
き
す
ぎ
て

勾
す
み
の
え
に
つ
き
に
け
り

円
似
の
川
政
治
か
に
て
よ
も
に
治
る

川
の
風
枝
を
な
ら
さ
ぬ

み
よ
な
や
れ
や
あ
い
に
あ
い
お
い
の

松
こ
そ
め
で
た
け
れ
(
嫁
入
り
う
た
)

O
お
金
が
来
た
ら
こ
そ
麦
に
米
ま
ぜ
て

そ
れ
に
さ
〉
げ
を
う
ち
ば
ら
せ
と
(
お
然
別
)



て
ん
て
ん

T
訟
に

T
が
そ
れ
で

と
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
と
ん
で
い
た

い川似
を
こ
え
て
い
似
似
組
え
て

い
え
の
泊
り
え
飛
ん
で
い
た
/
¥

ぷ
の
通
り
は
州
じ
ゃ
い
な

紀
洲
の
殿
内
帆
お
同
入
り

金
紋
先
約
供
ぞ
ろ
い

し
お
か
ご
の
そ
ば
に
は
ひ
げ
や

っ
こ
(
手
起
う
た
)

O
子
ま
り
と
下
ま
り
が
行
き
よ
う
て

一
つ
の

1rgが
云
う
こ
と
に
や

川
さ
ん
起
き
て
茶
々
わ
か
せ

ち
や
ん
ち
ゃ
ん
茶
が
ま
に
水
入
れ
て

て
ん
て
こ
l
J
に
参
ら
ん
か

て
ん
て
こ
i
J
の
き
じ
紡
は

門
よ
り
外
で
ほ
ろ
、
う
つ
つ

ほ
ろ
ろ
で
あ
る
で
ま
い
傘
で
あ
ろ
う

傘
は
何
傘
越
後
傘

越
後
の
土
必
に
何
も
ろ
た

一
に
鋭
台
二
に
銃
三
に
さ
な
だ
の
川
叩
も
ろ
た

刊
を
粘
ん
で
花
お
る
の

花
お
り
に
花
お
り
に

(
子
-V唄
)

O
お
下
し
ゃ
み
お
と
し
て
お
山

お

T
ば
さ
み
決
し
て
お
山

お
ち
り
ん
こ
山
治
し
て
お

m

お
み
ん
な
お
山

お
ひ
ど
り
ま
い
ま
い
山ド
ヅ
お
肌

お
h
分
れ
小
山
川
下
旬

そ
ろ
り
と
お

T
つ
い
て
お
川

や
や
ち
ゃ
な
い
や
ち
ゃ
な
い
旅
し
て
お
川

お

T
つ
ぶ
し
で
ん
で
ん
ま
い

阪
が

Y
ち
ゃ
と
ん
で
乙
い

お
〉
城
お
h

城
一
回
お
肌

お
と
7

相
お
〉
一ゐ
一ゐ
一知
一乙
わ
し
て
お
皿

お
〉
仙
お
』
拙
い
ハ
仙
乙
わ
し
て
お

m

お
子
ば
さ
み
お
下
ば
さ
み

し
か
け
て
た
た
い
て
お
肌

お
〉
ず
い
と
な
た
が
お
・

4

さ
ら
い
抗
し
て
お
則

お
一
つ
斥
の
大
日
中
子
お
二
つ
尽
の
大
息
子
お
即

お
み
ん
な
お
川

(お
下
玉
う
た
)

O
ぜ
ん
ま
い
か
ず
わ
ら

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
か
ご
ん
だ

後
の
人
ど
な
た
(
山
地
き
め
う
た
)

O
げ
た
か
く
し
で
し
の
子

ま
な
板
の
ね
ず
み
が

つ
い
つ
め
く
わ
え
て

さ
き
の
い
た
も
ん
の
か
ち
じ
ゃ
(
山
地
き
め
唄
)

O
い
の
こ
い
の
こ
い
の
こ
餅
つ
い
て

祝
は
ん
お
は
お
に
バ
め
じ
ゃ
沌
め
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つ
の
の
は
え
た
子
産
め

一
で
依
ふ
ま
え
て

二
で
に
っ
こ
り
笑
っ
て

三
で
酒
つ
く
っ
て

凶
つ
世
の
中
よ
い
よ
う
に

五
つ
い
つ
も
の
ご
と
く
な
り

六
つ
無
病
そ
く
さ
い
に

七
つ
何
乍
な
い
よ
う
に

八
つ
尾
数
を
立
て
ひ
ろ
め

九
つ
小
倉
を
た
て
な
ら
べ

十
で
と
う
と
う
お
さ
め
た

乙
の
家
は
ん
じ
ょ
せ
い
/
¥

O
東
に
高
き
石
川
仙
の

雪
の
す
が
た
の
う
る
わ
し
く

西
は
る
か
な
る
小
み
な
と
の

は
ま
べ
の
波
の
し
っ
か
な
る

と
き
わ
の
肢
の
か
げ
受
け
て

流
れ
た
え
せ
ぬ
れ
川
の

北
(
の
名
も
品
川
き
松
瀬
川
の

我
が
す
む
監
の
白
川
た
さ
よ

そ
と
に
あ
ら
す
だ
す
き
か
え
す

い
た
づ
き
深
く
し
の
び
つ
h

内
に
家
を
し
治
む
る
は

山
家
の
主
婦
の
っ
と
め
な
り

か
し
乙
き
さ
と
し
身
に
し
め
て

村
の
み
た
め
を
は
か
り
つ
h

女
の
道
を
い
そ
し
ま
ん

そ
の
い
そ
し
み
は
や
が
て
は
や

五
パ
の
稲
の
穂
に
い
で
て

咲
く
や
時
り
の
訂
の
花

さ
か
え
久
し
く
仰
が
れ
ん

(
松
瀬
川
婦
人
会
の
歌
)

事

物

の

変

遷

明
治
維
新
後
の
事
物
の
変
遷
に
は
実
に
自
党
ま
し
い
も
の
が
あ
る

其
の
二
三
の
例
を
挙
げ
て
見
ょ
う
。

(
い
の
こ
唄
)

マ

ッ

チ

の

変

遷

~28~ ~ 

マ
ッ
チ
は
明
治
十
伴
頃
よ
り
使
用
す
る
者
も
一
部
に
は
あ
っ
た
が

一
般
は
火
打
-
ノ
引
を
も
っ
て
火
花
を
散
ら
し
、
と
れ
を
に
く
さ
に
移
し

附
木
に
燃
え
つ
か

せ
て
火
を
得
て
い
た
。
其
後
ほ
と
ん
ど
マ
ッ
チ
の

使
用
は
一
般
的
と
な
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
於
て
は
火
薬
の

不
足
か
ら
一
時
火
打
石
附
木
等
が
相
当
使
用
さ
れ
た
が
昭
和
の
今
日

で
は
ほ
と
ん
と
使
用
す
る
者
も
な
く
ラ
イ
タ
ー
等
の
便
利
な
も
の
も

相
当
数
使
用
す
る
椴
に
な
っ
た
。

2 

燈

火

の

変

遷

ほ
火
と
し
て
は
右
油
が
愉
入
さ
れ
て
後
は
種
子
油
の
代
り
に
こ
れ

を
使
用
し
、
ラ
ン
プ
を
一
部
使
用
す
る
様
に
な
っ

た
が
、
多
く
は
従



来
の
種
子
仙
或
は
石
油
を
行
燈
に
使
用
し
た。

し
か
し
其
後
電
気
の

発
達
に
伴
い
川
上
村
に
も
大
正
年
聞
に
川
上
電
気
会
社
が
創
設
さ
れ

三
内
村
則
之
内
慈
雲
の
井
内
川
に
水
力
発
電
所
を
設
置
し
送
電
し
た

が
水
不

μ
、
文
故
障
が
多
か
っ
た
の
で
そ
の
後
伊
換
鉄
電
と
合
併
問

和
に
主
り
山
国
配
電
の
所
有
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

3 

交
通
機
関
の
変
選

古
の
交
通
機
関
に
於
て
そ
の
主
な
も
の
は
「
か
ど
」
に
よ
る
も
の

或
は
民
の
背
に
よ
る
も
の
で
ら
り
、
此
の
川
上
村
に
も
多
く
の
宿
屋

が
あ
り
大
い
に
栄
え
て
い
た
が
其
後
馬
車
、
人
力
車
、
荷
車
が
発
達

し
、
文
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
の
輸
入
発
達
に
伴
っ
て
だ

ん
/
¥
此
の
宿
屋
も
な
く
な
り
今
日
は
一
部
そ
の
名
残
を
止
め
て
い

る
に
過
を
な
い
。

川
上
村
民
の
気
質

川
上
村
民
の
気
質
の
長
短
に
就
い
て
考
察
す
る
に
、
本
村
の
地
勢

風
土
と
城
下
町
を
西
方
に
持
つ
道
後
平
野
の
一
角
の
住
民
と
し
て
の

生
活
、
尚
又
古
来
か
ら
の
平
安
文
化
の
影
響
等
を
考
察
の
重
要
素
に

入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
制
点
か
ら
し
て
次

の
如
き
事
項
を
挙
げ
る
次
第
で
あ
る
。

川
上
村
民
の
気
閣
の
長
所

ー、

温
厚
篤
笑
に
し
て
人
情
味
豊
か
で
あ
る
。

風
光
明
加
の
自
然
の
下
、
野
に
山
に
文
程
遠
か
ら
ぬ
海
に
院
す

る
産
物
に
富
む
と
共
に
、城
下
町
の
影
響
も
受
け
て
、言
語
風
俗
気

質
等
総
て
道
後
平
野
一
般
の
特
色
と
し
て
極
め
て
温
和
で
あ
り
、

他
人
に
対
し
て
や
さ
し
く
親
切
で
あ
り
人
悩
味
山
か
な
点
が
先
づ

挙
げ
ら
れ
る
。
就
中
山
間
部
に
あ
る
当
村
の
如
き
は
、
道
後
平
野

一
般
に
以
上
の
如
き
長
所
、
と
共
に
純
朴
さ
の
見
受
け
ら
れ
る
点
も

あ
る
。

2
、
文
化
を
受
け
入
れ
る
素
質
が
あ
る
。

~ 285 ~ 

出
宮
な
産
物
は
、
自
然
住
民
の
生
活
を
保
証
し
て
い
た
為
か
、

又
城
下
町
の
同抗議
u

も
あ
っ
て
か
能
楽
、
遊
芸
、
茶
道
、
歌
舛
伏
、

人
形
芝
居
等
相
当
感
に
行
は
れ
た
ら
し
く
、
や
は
り
人
々
も
こ
の
文

化
生
活
を
享
受
す
る
気
風
が
学
校
教
育
を
始
め
青
年
教
育
、
果
て

は
成
人
教
育
等
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
は
本
村
々
民
の
世
の
文
化

を
受
け
入
れ
、
文
化
生
活
の
向
上
に
対
す
る
そ
の
気
質
の
現
れ
か

と
思
わ
れ
る
。

3
、
郷
土
愛
の
念
強
く
協
同
一
致
の
美
風
が
ら
る
。

南
北
に
山
を
控
え
南
は
又
重
信
川
で
他
と
抗
さ
れ
た
平
和
郷
に

あ
っ
て
、
衣
食
足
り
温
厚
に
し
て
人
情
味
山
か
な
村
民
の
間
に
は



自
然
自
分
の
村
を
愛
し
和
衷
協
力
郷
土
自
治
の
美
風
あ
る
を
認
め

る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在
農
協
組
合
の
発
展
振
り
、
就
中
農
協
組

合
の
貯
蓄
高
が
県
下
一

、
二
を
競
う
実
績
を
一
不
し
、又
一
方
に
於
い

て
は
農
地
改
革
の
一
端
と
し
て
施
行
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
農
地
の

交
換
分
合
に
当
っ
て
モ
デ
ル
村
に
指
定
さ
れ
て
居
る
が
如
さ
は
、

其
の
発
露
の
一
端
に
外
な
ら
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4
、
業
務
に
忠
実
勤
勉
で
あ
る
。

村
民
の
中
農
家
が
そ
の
七
割
を
占
め
る
農
村
に
し
て
其
の
農
家

の
者
は
果
、
暑
晴
雨
に
係
ら
ず
業
務
に
精
励
す
る
の
気
風
を
有
し
、

幾
多
輩
出
さ
れ
る
篤
農
諸
氏
と
共
に
一
般
農
家
の
経
営
技
術
の
他

の
町
村
に
比
し
て
遥
に
進
歩
し
て
居
る
は
村
民
一
般
が
業
務
に
勤

勉
な
る
一
所
以
で
あ
ろ
う
。

川
上
村
民
の
気
質
の
短
所

ー、

剛
毅
の
気
象
に
乏
し
い
。

旧
幕
時
代
に
は
城
下
よ
り
少
し
く
隔
っ
た
地
に
あ
り
、
唯
共
の

影
響
と
し
て
は
幾
多
遊
芸
方
面
の
み
相
当
に
惨
透
し
て
来
た
も
の

か
、
純
農
村
人
と
し
て
そ
の
気
質
も
培
わ
れ
、
従
っ
て
現
在
の
村

民
一
般
の
気
風
に
も
小
成
に
安
ん
じ
安
逸
に
流
れ
る
気
風
あ
り
、

剛
毅
な
気
質
は
比
較
的
乏
し
い
か
に
思
は
れ
る
。

2
、
進
取
の
気
象
に
乏
し
い
。

余
り
に
も
天
地
自
然
に
恵
ま
れ
過
ぎ
た
環
境
に
馴
れ
た
為
か

小
天
地
に
安
ん
じ
他
に
出
で
て
活
動
し
発
展
せ
ん
と
す
る
気
概
に

乏
し
く
、
郷
土
以
外
か
ら
大
い
に
知
識
を
採
り
入
れ
る
気
風
に
欠

げ
、
井
底
の
知
識
で
以
て
批
判
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
な
い
で
も

内久、

。

φ
十九

tv

第
八
章

保

健

衛

生

け
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幕
末
維
新
川
上
村
衛
生
状
態

木
村
は
道
後
平
野
の
東
端
に
位
し
旧
金
毘
羅
街
道
筋
、
中
山
越
の

一
歩
手
前
の
地
点
の
宿
場
で
あ
っ
た
の
で
、
諸
国
の
旅
人
は
常
に
出

入
し
、
従
っ

て
自
然
文
化
が
発
達
し
た
事
は

「
に
ぎ
お
う
駅
路
」
に

見
え
て
い
る
。
衛
生
環
境
に
も
め
ぐ
ま
れ
て
町
筋
は
実
に
立
派
な
大

建
築
の
酒
屋
、
質
目
、
宿
屋
、
雑
貨
倍
、
鍛
治
屋
、
石
屋
等
が
位
ち

並
び
医
師
(
別
表
)
も
住
居
さ
れ
て
病
人
は
直
ち
に
診
察
が
受
け
ら

れ
た
。
そ
の
こ
ろ
一
般
に
最
も
治
療
に
困
っ
た
の
は
天
然
痘
で
あ
っ

た
が
、
牛
痘
種
法
が
我
固
に
伝
り
種
痘
法
の
実
施
に
よ
っ
て
人
々
は



天
然
足
柄
を
制
服
し
た
。

愛
阪

jJト

政
/KI 
久
米

WIi1I 
次北
自/¥ブJ

村
長何

何 !A審
j也

一仁
民

'l

，iJ
h
u
-
川
本

h

l焔

九
ケ某
JJ 

fiIi 

1汽

イI

イ!
1!!( 
~~! 

愛

愛

川

以

伊

政

同

組

泉

川

所

之符 ìl~t
痘泉

印所1111

明
治

l
二
句
七
月
廿

一日

話
刊

).J. 

当
時
は
」
記
の
様
な
文
書
が
村
役
場
(
戸
長
)

か
ら
廻
っ

て
米
て

種
痘
を
村
医
が
一
定
の
場
所
で
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

仁j

近
世
の
保
健
状
態

本
村
は
比
較
的
環
岐
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
の
で
従
来
は

一
般
に
健

以
状
態
は
良
好
で
あ
っ

た
が
、
最
近
様
々
な
る
扶
病
に
か
L

る
者
が

多
く
な
っ

た
。
特
に
呼
吸
器
病
、
皮
脂
病
、
眼
病
等
に
山
中
る
者
が
多

く
孔
の
別
化
球
病
、
神
経
系
病

五
管
器
病
等
が
之
に
次
ぐ
。

し
か
し
な
が
ら
践
防
医
学
の
進
歩
と
共
に
村
民
が
関
心
を
も
っ
こ

と
に
よ

っ
て
漸
次
減
少
し
つ
L

あ
る
。

攻
が
村
の
保
健
闘
係
の
専
門
家
数
を
参
考
迄
に
記
せ
ば
医
川
四

(弓

伝

名
、薬
剤
川
一
名
、制
科
医
三
名
、産
婆
五
名
、持
陛
七
名
で
あ
る
。

染

病

終
戦
後
初
々
の
伝
染
病
が
企
図
的
に
抗
行
し
た
が
進
山
市
政
び
に

関
係
当
局
の
適
切
な
る
処
置
指
導
に
よ
り
漸
次
減
少
の
傾
向
に
あ
る

が
、
我
々
国
民
は
こ
の
伝
染
病
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
研
究
と
努
刈

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
村
の
伝
染
病
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

伝

染

病

尖ml
l七病

41表
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北
宝 四 J並志ill 7与 問 谷間同
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問 泉 越打 9)((川 E日中 口
中

= -・ 4ブコU = -L-
Eコ 、 ，，'、→ Tr. .J、
/ 毛 / ー- ノ， フー'ーー・ミミe フ仁J三'之、J 

一一一一一一 一 一一 J也 ニ=L.:CJ 

cCブココU -Cニ-ユコa 

pq  8・く ー- 一 Z主主 ー-
Cコ

ヨロ j b cC二;;-.;ー・ー，， Cコ

)11 川 吉南 川Jじ 相同同同
コt

上 上 久方上昇 多
二止 ゴノI、ニ

やj 村同 而j 自1¥

同同 火 同 同 同 同
可MP-f 

埋;ボ
務

#~~ iお 人人人人

5
3

1
U
己
，

r

U
A
月
寸
ノ
，
コ
「与

通
、
通
信

父

道

路

本
県
を
通
ず
る
同
道
二
本
の
内
そ
の
一
本
(
国
道
二
十
一
号
線
松

山
市
一
番
川
県
川
前
を
起
点
と
し
て
索
鷲

桑
原
、
久
米
、

型F

北
吉
井
、
川
上
、
三
内
、
各
村
を
経
て
周
桑
郡
に
入
る
)
が
本
村
を

四
か
ら
束
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
国
道
三
十

一
号
線
は
大
正
九
年
四

月
一
日
の
内
務
行
行
示
に
よ
っ
て
国
道
二
十
一
号
線
と
改
称
せ
ら
れ

た
。
昔
の
金
山
山
総
街
道
、
又
一
名
讃
岐
街
道
と
殆
ど
同
一
で
あ
っ

て

(
明
治
三
十
件
頃
に
改
修
に
着
手
し
て
桜
三
里
が
竣
工
し
た

の
が
、

明
治
三
十
五
年
十
月
で
あ
っ

た
と
云
う
)

R
t
H
の
川
上
駅
の
あ
っ

た
現
在
の
宮
西
よ
り
長
野
医
院
の
前
に
下
る

道
よ
り
新
道
を
市
場
下
〈
川
刊
に
通
じ
渋
谷
桧
皮
峠
を
経
て
来
見
に
至

る

旧
街
道
で
あ
っ
て
必
瀬
川
本
谷
川
に
沿
う
。
川
上
村
役
場
か
ら
桧
皮

叫
ま
で
は
約
五
粁
あ
る
。
道
一附
は
約
凶
米
、
勾
配
は
旧
道
に
く
ら

べ

て
設
や
か
で
あ
る
が
松
瀬
川
に
入
っ

て
屈
曲
が
多
い
。
人
や
諸
車
の

交
通
が
多
い
。

旧
讃
岐
街
道
は
十
日
く
か
ら
の
街
道
で
あ
っ

て
弘
の
川
上
駅
か
ら
束

北
に
の
ひ
小
鳥
越
大
鳥
越
か
ら
三
朝
屋
に
出
て
七
山
り
坂
を
査
っ

て

大
桧
山
政
峠
に
至
る
延
長
規
約
二
粁
道
幅
三
米
で
周
桑
郎
来
見
に
通
じ

川上中之町旧道入口

金i'i!Jfi!道 t~'! (盟f医院liij)
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伊l

ー『ごー 国道、県道、主要村道

~そヤ 普通村道

凡

北↑
丁
雨-

西

至
松
山

て
い
る
道
で

あ
る
。
北
川

上
駅
が
栄
え

て
い
た
頃
道

前
の
各
地
か

ら
道
後
に
行

ぎ
来
す
る
人

又
は
A
M

比

緋
参
り
の
芥

が
徒
歩
、
お

筒
、
民
な
ど

の占
d
-
r訴
え
、
会
品

な
姿
で
迎

つ

た
頃
は
相
当

に
よ
c
や
か
で

あ
っ
た
で
あ

石
こ
ろ
が
山
た
り
、
水
た
ま
り
が
山
米
た
り
し
て
さ
び
れ
、

ろ

5
0
此
の
追
も
人
!
は
附
辺
と
し
て
修
約
も
あ
ま
り
加
え
ら
れ
ず
、

mf
人
の

道
路
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

州知
山
街
道
は
什
の
川
上
駅
の
あ
っ
た
所
よ
り
内
、
桃
川
似
を
す
ぎ

て
松
山
に
ゆ
く
五
裂
な
道
で
あ
る
。
そ
の
道
路
の
重
信
川
を
渡
る
所

に
は
附
河
原
橋
が
あ
る
。

m和
五
年
に
か
け
ら
れ
た
も
の
で
そ
の
長

さ
二
三
六
、
六
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
木

桁
が
あ
っ
た
。
明
治
の
終
頃
迄
は
こ
の
橋
の
あ
る
あ
た
り
を
、
杭
河

山
の
波
し
と
一一一一μ
っ
て
山
山
に
波
し
」
勺

の
人
夫
小
民
が
あ
っ
て
大
出

水
の
同
は
川
ど
め
と
な
っ
て
い
た
。
水
が
へ

っ
て
く
る
と
人
夫
の
背

に
白
は
れ
て
人
も
荷
物
も
波
さ
れ
て
い
た
。
車
は
汁
寸
使
い
が
お
っ
て

パ
寸
で
ひ
い
て
渡
し
て
く
れ
た
も
の
で
東
海
道
五
十
三
次
の
大
井
川
や

-295-

-
〈
能
川
の
渡
し
の
絵
が
よ
く
あ
る
が
、
あ
の
よ
う
に
は
だ
か
の
人
夫

が
叫聞

い
て
い
た
と
一一行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
後
不
完
全

な
ト
小
柄
の
頃
も
川
上
、

三
内
あ
た
り
か
ら
松
山
に
通
説J
し
て
い
た
生

誌
は
山
水
と
な
る
と
川
ど
め
と
な

っ
て
家
に
州
れ
ず
、
組
制
胡
や
友
達

の
家
に
川

っ
て
川
た
と
い
う
不
似
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
大
き
な
木
椅

と
な
り
、
更
に
引
杓
の
様
な
立
派
な
橋
と
な

っ
た
が
、

太
半
洋
戦
争

の
小
途
で
鈴
倒
防
や
欽
'帥
は
取
除
か
れ
て
し
ま

っ
た
の
は
伐
念
で
あ

る。
仙
川
原
橋
い
然
続
の
前
後
に
は
人
力
車
が
三
ム
け
あ
っ

て
版
川
似
の
駅

と
川
上
町
の
巾
火
に
い
れ
利
一山
を
設
け
往
来
し
人
々

の
似
利
を
は
か
つ



て
い
た
。
そ
れ
よ
り
少
し
お
く
れ
て
、
乗
合
引
車
が
一
台
川
上
と
駅

の
聞
を
往
復
し
、
定
時
に
向
車
が
長
閑
な
怖
を
川
町
ら
し
な
が
ら
当
時

と
し
て

は
広
い
国
道
を
往
さ
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
附
近
の
人

々
は
、
こ
の
何
を
附
い

て
凡
そ
の
時
刻
を
知
り
得
た
と
号
日ノ
こ
と
で

あ
る
。昭

和
三
年
頃
ま
で
は
、
石
槌
山
の
登
山
者
や
石
槌
神
社
の
参
詣
者

の
主
要
道
路
で
あ
っ

た
の
で
、
品川

4
の
七
月
一

nか
ら
七
月
十
日
に

至
る
十
口
川
は
多
数
の
長
山
者
が
隊
を
な
し
て
通
行
し
て
い
た
。
川

上
駅
は
そ
れ
ら
の
人
々
の
止
約
す
る
所
と
な

っ
て
、
大
に
ぎ
わ
い
を

し
、
こ
れ
を
見
る
人
と
此
〈
に
往
米
す
る
人
で
維
と
う
し
て
い
た
と
言

は
れ
る
。
桁
民
も
こ
の
十
日
間
の
収
入
で
一

年
中
の
主
食
費
に
困
ら

な
か
っ
た
と
一一ハ
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ

て
川
上
町
の
名
も
遠
く
県
内

外
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
政
治
制
が
高
仰
柏
市
十
れ
い
川
の
海
山
総
を
通
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
川
上
駅
も
次
第
に
片
の
而
影
を
失
う
て
い
っ

た
。

(
昭
和
二
年

松
山
国
鉄
開
業

隊
治
川
献
が
f

十
和
a

い川
迄
全
通
し
た

の
は
附
和
二
十
年

で
あ
っ
た
。
)

す
作
山
川
車
が
長
山
な
仙
の
引
を
引
い
て
通

っ
て
い
る
頃
、
村
人
の
叫

目
を
殺
か
し
た
も
の
は

天
神

町
越
抑
制
与
六
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
釆
合
自
動
車
で
あ
ろ
う
。
氏
は
往
来
の
頻
繁
と
な
る
に
及
ん

で
川

上
、
横
河
原
聞
を
釆
合
自
動
車
で
結
ん
だ
、
そ
れ
が
周
桑
自
動
車
会

社
に
合
併
さ
れ
、
次
い
で
伊
放
鉄
道
会
社
と
合
併
し
現
在
で
は
伊
政

鉄
パ
ス
の
線
に
平
行
し
て
瀬
戸
内
パ
ス
が
本
村
を
西
か
ら
東
に
貫
く

国
道
を
通
り
、
そ
の
乗
客
は
一
ヶ
年
三
高
三
千
人
(
川
上
停
留
所
か

ら
乗
る
人
)
に
及
ん
で
い
る
。

国
道
も
貨
物
、
来
合
自
動
車
の
往
来
と
自
転
車
の
往
来
が
頻
繁
と

な
る
に
及
ん
で
狭
陥
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
度
々
交
通
事
故
等
に

依
る
死
傷
者
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
村
当
局
で
は
中
央
政
府
に

-296-

向
っ
て
小
松
か
ら
級
河
原
に
到
る
聞
の
大
改
修
を
要
望
し
機
会
あ
る

旬
に
陳
情
し
実
現
に
努
め
た
。

れ
の
後
昭
和
二
十
七
年
八
月
国
道
第
二
十
四
号
，
総
(
か
つ
て
の
国

道
第
三
十

一
号
線
)

は
国
道
第
十
一
号
線
と
改
称
さ
れ

昭
和

十

八
作
一
月
十
三
日
に
歪
り
川
上
中
学
校
で
待
望
の
改
修
工
事
起
工
式

が
行
わ
れ
て
着
工
の
巡
び
に
至
っ

た
。
茶
堂
よ
り
始
め
ら
れ
た
工
事

は
凡
そ
三
年
の
後
附
利
三
十
年
三
月
市
場
迄
開
通
し
た
。

原
町
小
松
総
は
士
口
久
、
道
向
、
板
戸
、
竹
ノ
品
を
経
て
国

道
第
十
一
号
線
と
合
す
る
。
こ
の
総
は
郡
中
町
、
低
部
町
に
通
ず
る

県
道

道
路
で
あ
る
。



判

官山

H
引
退
の
ト人
引
に
つ

い
て
は
凶
に
依
っ

て
見
ら
れ
る
如
ぎ
も

の
で
あ
る
。
そ
の
れ
称
ゃ
い民
さ
は
迫
附
規
紅
に
依
っ
て
一ぷ
す
。

}II 

4、l
辺
日行
~JJ 
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(
抄
)

(
本
火
は
日
似
名
川
以
川
)

第
一
条

トホ
村
内
道
路
に
し
て
同
迫
以
道
私
道
を
除
去
」
た
る
も
の
と
な
す
。

村
道
の
竹
川
川
は
ト
本
州
ん
止
に
拠
る
も
の
と
す
。

日
以
一
条
村
道
を
M

円
分
す
る
乙
と
ト允
の
如
し

て
特
別
路
線
部
決
ト

U
M陀
統

一
の
附
川
条
件
た
る
松
制
川
央
分
の
特

E'近
川
献
を
い
う
。

二
、
1
H法
的
川
線
川
判
官
心
に
し
て
m

J
l
九
条

κ
指
定
せ
る

仁L
叫
品
川
山
献
を
い

-つ。
三
、
内
通
路
線
村
道
に
し
て
仙
川
路
線
i
必
路
線
を
除
き
た
る
も
の
を

い
-っ
。

第
三
条

l
叫
村
辺
は
日
(
の
一
帆
日
二

・
八
米
以
上
な
る
乙
と
を
叫
す
る。

但
し
附
和
三
れ

二

川

三
J
l

一
日
以
前
の
改
修
の
も
の
に
し
て
「
メ
ー
ト

ル
」
代
以
外
の
刷
則
に
依
り
た
る
も
の
に
付
い
て
は
バ
の
帆

μ
の
小
什
ん
h

似
ま
で
は
と
を

A
す
。

筑
間
条

トトし
色
村
道
の
勾
配
は
二
J
l
五
分
の

一
よ
り
急
な
る
ζ

と
を
り
ず
、

但
し
特
殊
の
的
所
に
付
い
て
は
長
さ
八
イ
米
以
内
は
十
分
の

一
ま
で
之
を

i
一
。

γ
μ
J
d
J
 

m
h
e条

i
吹
川
辺
川
山
郎
小
心
，
ね
の
中
十
一
任
は
州
卜
米
以
上
と
な
す
べ
し
。

け
む
を
刊
さ
る
判
似
の
問
所
は
す
米
半
乙
れ
を
納
少
す
る
こ
と
を
引
、
山

山
川
に
於
て
は
灼
切
ぬ
に
日
(
の
他
必
引
の
設
備
を
な
し
危
険
防
け
を
旅
%
に

す
べ
し
。

第
六
条

下
叫
村
辺
山
川
山
は
し
川
併
と
な
し
砂
利
を
用
い
て
凸
凹
な
か
ら
し
め

小
川
帆
貨
物
二

T
川
仙
の
ず
中
日
以
に
耐
ゆ
る
が
を
必
す
。

却
し
条

1.吹
い
刊
辺
路
線
の
焔
川
本
は

eh
T
砥
の
吊
討
に
耐
ゆ

る
乙
と
を
叫

-

O

 

」

qm八
条

主

必

日
刊
辺
前
川がの

TH川
卜
米
の
問
は
川山山
v

仰
に
匂
況
を
投
く
べ
か

ら
ず
。
地
形
上
止
む
を
ね
ざ
る
助
A
け
に
あ
り
で
は
危
険
防

H
の
投
仙
を
附

%
に
す
べ
し
。

第
九
条
ト
仁
叫
村
辺
は
日
判
長
検
代
の
上
比
(の
A
H
給
し
た
る
も
の
は
之
を
泌
山

す。

村
長
の
松
山
起
し
た
る

1
必
村
道
台
帳
に
自
伝
記
す
る
こ
と
を
ぜ
す
。

第
十
条

村
道
の
竹
山
は
は
各
大
字
以
利
組
A
H
委
員
に
嘱
託
す
。
一
路
線
に
し

て
二
大
字
以
上
に
跨
が
れ
る
も
の
の
竹

m
k分
は
大
字
区
域
に
依
る
村
辺

に
し
て
ニ
大
字
の
岐
界
を
通
過
す
る
も
の
に
つ
き
で
は
け
(
の
似
聞
の
れ
即

お
の
合
議
に
依
り
之
を
行
う
べ
き
も
の
と
す
。

知
J
l

一

条

科

盟
名
は
H
A
(

の
大
字
水
利
組
A
N
補
助
委
員
そ
し
て
村
道
院
仰
の

打
い
に
当
る
o

m卜
二
条

村
道
沿
道
土
地
所
約
者
拾
に
住
川
名
は
村
辺
の
維
持
保
リ
品
川
に
勿

め
日
ハの
山川い仰
を
な
す
災
抗
あ
る
も
の
と
す
る
。

相川

1
三
条

村
道
に
施
工
し
又
は
特
定
別
問
l
H
m
せ
ん
と
す
る
も
の
は
竹
川

行
の
副
川
吋
を
受
く
べ
し
。
但
し
非
常
災
%
に
当
り
て
は
公
安
上
前
ぷ
の

A

り
を
受
く
る
似
な
き
場
人
け
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず
。

m
l
門
条

村
道
に
於
て
む
険
物
げ
人
は
政
ぷ
制
限
を
越
え
貨
物
辺
搬
を
九
さ

ん
と
す
る
も
の
は
れ
剛
山
花
の

A
吋
を
受
く
る
いが
を
叫
す
。

て
長
さ
に
於
て
卜
米

二
、
日川さ
に
於
て

μ
米
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三
、一
帆
円
以
に
於
て
二
米

問
、
州
市
を
附
い
た
る
以
A
H
は

一
円

O
U

五
、
木
円
切
山
小
を
附
い
た
る
以
A
H
は
門

O
O氾

六
、
立
(
の
他
市
川
川
を
附
い
た
る
以
A
円
は
六

O
O氾

七
、
半
戦
せ
ず
し
て
涼
引
す
る
以
A
N
は

h
C
氾

第
十
-h
条
第
イ
三
条
の
以
A
刊
に
於
て
村
道
山
用
十

U
以
上
に
一山
り
て
胞
行

し
又
は
第
十
円
条
の
場
介
投
仙
の
迎
一合に
関
し
い
知
あ
る
場
介
は
竹
川
刊
訂
は

其
の
許
，
り
に
当
り
村
長
の
指
祁
を
仰
く
こ
と
を
必
す
。

第

十

六

条

故
'r
ぷ
に
又
は
市
川
畑
一止
〈
に
依
り
村
道
を
破
損
し
た
る
勾
A
n
は
村
長

は
加
害
者
に
刈
し
日
パ
の
復
似
を
命
ず
る
乙
と
を
幻
。

前
項
の
命
に
従
は
ざ
る
以
人
口
は
村
長
が
復
川
を
な
し
其
の
尖
白
を
加
山
札
口

者
よ
り
徴
集
す
る
乙
と
を
行
。

第
十
七
条
村
辺
の
川
相
川
村
修
刊
に
叫
す
る
経
目
白
川
刊
は
友
の
M
円
分
に
よ
り
予

柄
引
の
定
ま
れ
る
純
間
内
に
於
て
支
耕
す
。

て
特
別
路
線
は
村
山
を
以
て
会
側
支
弁
を
ね
す
。

二
、
主
ぜ
路
線
は
村
山
を
以
て
H
(の
出
分
の

h
十
以
内
を
支
緋
し
残
矧
は

関
係
大
字
J
地
所
有
将
放
に
川
住
者
の
寄
附
に
拠
る
も
の
と
す
る
。

三
、
品
川
口
通
路
線
に
刈
し
て
は
村
代
支
耕
を
為
さ
ざ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
下
公
村
川
一
維
持
修
結
の
工
事
の
簡
単
に
し
て
総
工
法
見
府
知
十

-h
円
以
内
な
る
川
に
あ
り
で
は
そ
の
設
仙
見
ぷ
に
対
す
る
前
条
の
村
山
氏
負

担
渉
合
の
人
制
を
聞
係
帆
引
に
ふ
父
附
し
胞
行
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し
。

第
十
九
条
村
辺

1
波
路
線
を
定
む
る
乙
と
左
の
如
し
、

(昨日
、
道
蒋
号
の

み
を
I

心
し
て
地
同
と
対
照
し
て
叫
ん
や
す
く
し
他
の
事
柄
引
は
附
す
、
本
文
に

は
そ
の
長
さ
は
入
つ
て
な
い
が
入
れ
る
乙
と
に
し
た
)

ー、

山
山
寸
一
日
的
什
川
町
村

一
八
二

O
米

2
、
北
方
巾
火

線

二

一九

O
O米

3
、
海
上
南
方
ト
山
川
線

一

一
二
三
米

4
、
芥

院

木

板

戸

線

抗

六

O
米

5
、
上
砂
山
川
木
川

町

六

五

O
米

6
、
川
上
凶

ノ

側

線

八

有

O
米

7
、
吉
井
神
社
川
先
ル
山
此
紘

九

O
O米

8
、
南
方
東
州
似

二

二

二

三

米

?
、
一向
的
回
線
凶
側
線

一

五

O
O米

旬、

四
/
側
必

セ

川

原

線

七

六

O
米

刊
、
市
場

松

細

川

原

料

一

五

石

O
米

也、

河

附

学

校

線

一

九

O
O
米

包
、
船

貯

木

作

料

一

fnOO
米

リ円、

大
'VM
考

記

川

辺

川

町

三

七

h
米

知
二
J
1
条

村
道
村
川
路
線
を
応
む
る
こ
と
た
の
如
し

『

V
J〉
ド
ー
ド

4
l

h
p
和山
バ
い

O
L刷ド
句
L
V

2
、
船
皆
本
谷
川
似

橋
山
山
本
の
主
な
も
の
次
の
如
し
。

年
代
は
変
る
)

J42hlJA 

-(， 

砂 才F

桁桁

k 

七

・
川叶米
一

七

・
ち
米
一
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一
五

O
O米

(
以
下
一
条
時
)

(
順
次
永
久
橋
に
架
替
え
ら
れ
架
設

一

架
設
作
バ
ハ

問

・
三
米

川

和

二
十
付
。

問

・
一
米
一
附
和
J
l
八
付
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ヲー:x一

通

関

機

川
上
村
の
交
通
協
同
凶
の
発
述
に

つ
い
て
は
、
そ
の
内
科
は
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
!
北
山
か
ら
野
郎
へ
次
第
に
移

っ
て

米
た
大
什
の
人
々
は
、
木
を
制
作
せ
て
そ
り
の
よ
う
な
も
の
を
造
つ

て
、
そ
れ
に
初
を
来
せ
て
引
っ
ぱ
っ
た
り
、
扇
状
地
を
流
れ
て
い
る

川
を
木
を
組
人
H

せ
て
そ
れ
に
す
が
っ
て
水
を
波
て

い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
と
川
U

は
れ
る
。
川
上
神
社
及
そ
の
北
方
の
古
瓜
を
造
っ
た
頃
は
人

々
は

っ
こ
ろ
」
を
使
っ
て
、大
き
い
ふ
を
動
か
す
こ
と
、
「
て
こ
」
を

使
っ
て
γ
仰
を
動
か
す
こ
と
を
や
っ
て

い
た
こ
と
は
、
・十円
凶
引
に
使
っ
て

あ
る
大
き
い
ナ
れ
を
見
て
も
考

へ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
道
路
の
発
述

し
て
い
な
か
っ
た
此
の
凶
の
川
上
村
で
は
、
牛
川
の
刊
を
仙
り
て
人

や
引
何
を
巡
ん
だ
こ
と
も
必
保
さ
れ
る
。

山
の
中
が
だ
ん
だ
ん
聞
け
て
、
川
上
駅
の
出
来
た
凶
に
な
る
と
、

松
山
平
野
と
道
前
半
野
を
住
米
す
る
人
が

徒
歩
や
お
能
や
民
に
来

っ
た
り
し
て
讃
岐
街
道
を
通
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
似
倣
さ
れ
る
。

「
γ'q' 

F
J
'
h
 

そ
の
頃
に
な
っ
て
、
上
流
家
庭
で
は

お
慌
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も

現
花
村
内
の
旧
家
に
伐
っ
て
い
る
お
箆
で
推
察
す
る

こ
と
が
で
き

る
。
農
家
に
於
て
は
、
人
が
踏
み
倒
め
て
造
っ
た
よ
う
な
あ
ぶ
な
げ

な
旧
制
道
を
重
い
山
物
JNι

栄
に
辺
ぶ
方
法
は
な
い
も
の
か
と
が
り
へ
た

末
造
ら
れ
た
の
が
引
車
で
あ
ろ
う
。
納
車
は
四
国
地
方
の
山
山
部
に

古
米
間
い
ら
れ
た
車
で
あ
る
と
'X
献
に
出
て

い
る
か
ら

)11 

1~j 

だ

け
に
あ

っ
た
と
は
巧

へ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
-

e
l
¥
D
1
1
己
ニ
マ4
〉

l
J
l
l
山岨

α川

us刈
T
h
J
U

川
J
村
の
文
明
の
利
叩
俗
で
あ
っ

た
に
ち
が

い
な
い
。

荷
車
の
山
来
た
の
は
似
く
円
以
近
で
、
荷
物
の
巡
搬
車
は
鉄
輸
の
も

の
か
ら
、

現
在
で
は
始
と
タ
イ
ヤ
車
と
な

タ
イ
ヤ
の
も
の
に
変
り



っ
て
い
る
。

乗
用
車
と
し
て
は
、
ハ
転
車
で
あ
ろ
う
。
人
力
車
も
あ
る
に
は
あ

っ
た
が
、
純
く
上
比
家
庭
の
人
が
時
た
ま
使
用
す
る
か
、
婚
礼
用
仙

で
あ
っ
た
。
山
人
も
叫
々
こ
れ
を
佼
川
し
て
い
た
が
、
普
通
病
人
の

運
搬
は
戸
板
を
佼
川
し
て
い
た
。

川
上
村
に
最
初

'H転
車
が
入
っ
て
来
た
の
は
、
明
治
二
十
五
年
頃

で
、
ふ
ー
か
ら
七
十
年
位
前
で
あ
る
。
そ
の
頃
今
の
中
年
以
上
の
人
に

な
つ
か

し
い
、
芥
川
車
が
登
場
し
て
来
て
い
る
。
パ
パ

l
。
と
言
う

あ
の
筒
の
告
を
山
い
て
、
馬
車
に
乗
れ
ば
城
下
行
き
の
列
車
が
、
被

河
原
で
待
っ
て
い
た
の
で
、
心
は
お
と
っ
た

D

肱
川
版
に
汽
車
が
着

い
た
の
は
、
今
か
ら
六
十
句
位
前
で
、
明
治
三
十
二
年
で
あ

っ
た
、

そ
の
頃
か
ら
の
交
通
の
発
述
は
め
ま
く
る
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
大

八
車
に
変
っ
て
、
オ
ー
ト
三
輪
車
、
酒
屋
の
マ

l
ク
入
り
の
前
だ
れ

に
向
う
鉢
巻
告
が
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
ジ
ャ
ン
パ

ー
の
辺
転
子
と
変

り
、
人
力
車
、
存
馬
車
は
姿
を
消
し
て
、
大
正
の
末
期
パ
ス
が
砂
ぼ

こ
り
を
あ
げ
て
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。
牛
車
や
馬
車
に
代
っ
て
、

ラ
ッ
ク
が
疾
走
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
数
を
役
場
の
課
税
対
象

の
調
十
代
に
よ
っ
て
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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通

一言ロ

川
上
村
郵
便
局
は
、
明
治
七
年
頃
よ
り
松
瀬
川
伝
馬
紘
場
の
後
へ

~ 3CO ~J 

gg 

一一- -一 一-ー一司ーーヨヨ フミ

ヨヨ
Cコ

設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
、
初
代
局
長
宇
和
川
寅
太
郎
、
次
は
川
上

駅
、
中
の
町
、
下
の
町
と
移
っ
て
、
其
の
後
現
泊
地
に
新
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

川
上
駅
に
あ
っ
た
頃
、
集
配
の
区
域
も
川
上
、
北
吉
井
、
南
吉
井

拝
志
の
各
村
に
わ
た
り
、
集
配
度
数
は
、
駅
内
は
二
回
、
其
の
他
は

ほ
ど
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

一
回
で
あ
り
、
配
達
す
る
人
家
は
各
所
に
散
在
す
る
の
で
集
配
は
よ

屯
信
は
、
横
河
原
駅
に
於
て
取
扱
わ
れ
て
お
っ
た
が
、
松
瀬
川
へ

は
冠
制
惜
の
配
達
が
駅
か
ら
直
接
な
さ
れ
な
い
の
で
松
山
局
か
ら
郵
送

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
代
局
長
、
坂
本
公
直
の
時
に
、
屯
報
出
削
を



川
上
川
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
の
で
そ
の
不
伎
は
な
く
な
っ
た
、
だ
が

邸
似
物
は
、
松
山
川
か
ら
の
分
は
、
比
例
何
版
以
ま
で
邸
似
点

に
よ
っ

て
ハ
忙
復
さ
れ
て

い
た
。

同
氏
の
末
期
に
及
ん
で
、
南
吉
井
、
北
吉
井
、
拝
じ
心
村
は
分
離
し

当
い
同
は
、
三
内
村
と
川
上
村
の
み
と
な
っ
た
。

波
部
制
久
局
長
の
と
き
、
屯
話
の
開
設
が
あ
り

小

の
町
よ
り
下

の
町
へ
品
を
移
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

O 
JII 
上
郵
便
局
所
在
地

覧
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各

種

団

体

トi

農
業
協
同
組
合

事
務
所

川
上
村
大
字
北
方
二
八
八
二
の

作}

lj1r: 

L

人
正
四
作
十
二
川
七
け
ん
旬
限
主
任
川
上
村
一
一
い
川
附
民
版
元
利
川
飢

合
(
通
称
注
業
組
合
)

組
合
長
松
木
喜
て

組
合
口
一

九

O

創
立

名
、
昭
和
十
九
年
三
片
三
十
一
日
川
上
村
山
E

会
を
合
併
し
て
川
上
村

農
業
会
と
改
称
、
会
長
三
津
山
似
太
郎
。

~ 30 1 ~ 

附
和
二
十
一二
自l

二
川
十
日
川
よ
村
農
業
会
解
散
と
同
時
に
川
土
利

農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

事
業
内
山
社

・
活
助
状
況
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o
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0
0
0川

一
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二
九
て
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0
0川

三
、
九
一
行
、
0
0
0川

K
、
九
五
七
、
0
0
0川

じ
、
。
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、
つへ
J
O
川

入 f，j

六
て
二
一
九
、

0
0わ
川

一六

て
七
五
九
、

ondC川

同
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時
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工
利
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教
育
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事
業
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、
映
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、
講
習
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佐

必

事

業

内
同
業
技
術
の
折
導
、
州
民
業
経
常
の
指
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、
府
市
、
家
音
の
的
抗

民
協
共
済
事
業

ル
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保
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日
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川
上
村
消
防
組

持}
一
、
創
立
は
ト八
ドル
五
作
で
あ

っ
た
、
当
叫
火
災
、
次
容
に
際
し
て
は

近
所
附
は

υ

ん
よ
り

村
内
外
n
u
v
山
が
山
勤
し

く
，H
リ
K
M丸

i

叶
4
4
t作
計
局
『

i
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hω 

委
円
以
、
部
治
総
代
、
組
長
等
の
有
ぶ
の
指
仰
才
許
に
よ
り
て
防
火

防
水
に
あ
た

っ
て
い
た
c

一
山
が
、
明
治
四
十
年
頃
川
上
駅
の
H
A
大
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家
に
火
災
が
起
り
、
消
火
困
難
を
さ
わ
め
た
。
こ
の
時
よ
り
、
手

川村
ポ
ン
プ
仙
人
の
機
起
に
向
い

つ
つ
あ
っ
た
が
、
「
¥
円
い
い

-1
I
L
-
-
l
a

」ノ

一1

3
J
，1
-
74
/

、
、rい
tu
l』

A
叫
ヱ
コ
J
I

二
十
二

日
大
山
I

心
念
に
、
阪
本
公
徳
外
七
名
の
寄
附

同
を
以
て
松
山
山
内
療
法
の
山
話
に
よ
り
、

一ム
け
を
時
入

川
刊
の

村
会
に
於
て
消
防
組
ぷ
山
の
件
を
可
決
さ
れ
た
。

立
(
の
組
織
は
、
組
以
一
名
、
小
以
凹
名
、
消
防
手
凶
五
名
で
あ

っ
た
。

て
大
正
五
年
八
月
三
十
日
、
回
中
隊
十
郎
外

一
一
六
名
の
得
附
令

弐
引
円
を
得
て
広
品
市
方
面
よ
り
直
旬
以
ポ
ン
プ
一
台
を
納
入
し
て

こ
れ
を
第
二
』
部
と
し
た
。



組
織

組
則
一
名
、
部
頭
二
名
、
小
頭
五
名
、
消
防
手
五

O
名

と
す
。

一
、
附
和
四
年
七
月
十
九
日
中
道
式
英
国
製
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
附
入

当
時
の
村
長
は
松
木
喜
一

、
助
役
は
仙
波
卓
縦
、
収
入
役
は
樋

口

光
春
、
消
防
組
頭
は
仙
波
卓
雄
、
中
道
式
ポ
ン
プ
世
話
人
動
力
組

合
の
北
下
政
吉

て

大

正
五
年
、
川
上
村
消
防
組
を
設
立
、
手
押
ポ

ン
プ
二
台
を
鵬

入
一
、
昭
和
四
年
中
道
式
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
一
台
購
入
、
東
温
地
方
に

お
け
る
機
械
化
消
防
組
の
哨
矢
と
す
る
。

一
、
昭
和
二
十
七
年
、
芝
浦
ポ
ン
プ
一
台
を
購
入
し
て
奥
松
瀬
川
桧

山以
に
蔵
山
陸
一
山
を
設
置
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
二
台
購
入。

昭
和
二
十
九
年
、
大
ガ
ソ
リ

ン
ポ
ン
プ
一
台
購
入
。

一
、
名
称
の
改
変

ω
大
正
五
年
二
片
二
十
二
日

川

上

村

消

防

組

問
問
利
十
四
年
三
月

川

上

村

内

防

問

問
附
和
二
十
二
年
九
月
一
工
』
二
口

川

上

村

消

防

凶

て
本
部
所
在
地

川
上
村
役
場
大
字
北
方
二
二
七
七
帯
地

二
、
目

的

消
防
聞
は
郷
土
愛
の
精
神
を
以
て
仕
会
の
災
厄
の
防
止
を
な
す
こ
と
を
目

的
と
す

-i
t

t

・子

一二

川
r

ゲ「

山

火

災

、
水
災
の
像
防
、
作
成
及
び
防
正

山

火

災

、
水
災
時
の
救
設

間
そ
の
他
の
非
常
災
直
の
告
成
及
び
救
護

ω
国
家
非
常
事
態
等
の
笠
成
及
び
救
設

凶
、
活

動

状

況

川
上
村
消
防
団
創
立
以
来
災
当
時
に
於
け
る
活
動
は
白
ぎ
ま
し
く
モ
の
郎

度
村
氏
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
年
1
三
十
年
機
具
其
の
他
調
査

動

力

ポ

ン

プ

一
腕
用
ポ
ン
プ

一
共
の
他
器
具
一

形

式

尽

力

一台

数

形

式

一台
数
一
形

式

一
数
↑

手

引

ご
七
一

二
正
直
二
号
一

一
二
水
管
車

一
二

分
回
数

ル
ビ
ン

ご

一
二

二

三
号
一

二
放
置
所

一
六
一
1
ヨ
畑
ケ
分
団

一

一

一

一

一

一

一

仁じ「
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米
氏

芝
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一
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二

一
一

瞥
鐙
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一
五
一

一
五
二
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(斗

川
上
村
婦
人
会

事
務
所

川
上
村
役
場
内

沿大
正
四
年
二
月
農
村
の
不
況
を
打
開
し
て
生
活
を
改

善

す
る
た

め
、
前
松
瀬
川
に
戸
主
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
協
力
す
る
た
め

前
松
瀬
川
主
婦
会
を
結
成
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
総
会
を
聞
く
こ
と

三
十
九
回
に
及
び
本
村
婦
人
会
発
展
の
原
動
力
と
な

っ
た
。

大
正
八
年
当
時
の
政
府
が
民
力
淵
養
を
唱
え
、
そ
の
実
践
要
項
な

ど
を
示
し
て
普
及
に
努
め
た
の
で
全
国
各
地
に
各
種
の
団
体
が
結
成

み
た
の
で
、
新
に
主
婦
会
連
合
会
が
設
立
さ
れ
た
。

さ
れ
、
本
村
で
も
松
瀬
川
以
外
の
諸
部
落
に
杭
々
主
婦
会
の
結
成
を

附
和
十
二
年
頃
時
局
の
要
請
に
よ
り
国
防
婦
人
会
と
改
称
し
た
。

東
に
又
昭
和
二
十
一
年
九
月
終
戦
後
、
国
防
い
州
人
会
を
改
組
し
て

れ
た
。

川
上
村
財
人
会
と
改
め
た
。
当
時
の
会
長
に
は
応
の
人
々
が
退
任
さ

大

凶

政

志

f

鋭

部

浪

子

H

仙

波

フ

デ

会
員

千
再
寸
名

事
業
内
容

・
活
動
状
況

'
川
月
定
例
何
人
公
を
開
催
し
、
又
、
成
人
総
陀
、
桃川什
、
訪
成
、
映
両
川
匂
の

人
ム
を
開
催
す
る
。

民
民
祭
、
慰
以
然
、
敬
泡
人
公
、
共
同
法
会
、
貯
訟
の
克
行
、
述
励
会
匂
に

協
力
す
る
。

会
長

昭
和
二
十

一
日
ヰ
九
月

昭
和
二
十
三
年
度

附

和

二
十
円
4
三
川

昭
和
二
十
四
年
度
附
和
二
十
五
年
三
バ

そ
の
後
の
役
員
名
一
覧
表

昭

和

二

十

五

年

度

会

長

波

部

忠

子

昭
和
二
十
六
年
度

H

佐

伯

尚

子

昭

和

二

十

七

年

度

佐

伯

由
子

昭

和

二

十

八

年

度

刻

、

以

ヨ
シ
ヱ

昭

和

二

十

九

年

度

引

沢

ヨ
シ
ヱ

副
会
長

'1 

fノ" 11 
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佐
伯
山
子

官
野
、
、
、
チ
ヱ

渡

部

ミ

ヤ

波
部
、
、
、
ャ

渡

部

清

子



t剖

川
上
村
青
年
団

沿

-1;1-

.Ea 

創
立

明
治
四
十
一
年
二
月
十
五
日
、
川
上
村
青
年
聞
を
名
越
座
に

て
編
成
す
。
大
正
四
年
二
月
十
一
口
、

川
上
処
女
会
を
結
成
す

大
正
四
年
十

一
月
十
一
日
、
川
上
処
女
会
を
改
め
、
女
子
青
年
間

と
い
う
。
昭
和
二
十
三
年
一
月
五
日
、
川
上
村
青
年
間
と
し

て
、

男
女
統
合
さ
れ
る
。
団
長
及
び
分
団
長
は

団
長

松
本
正
己

団
員
数
二
二

O
名

分
団
長
玉
名

昭
和
二
十
八
年

'

-

4

-

v
LM
44
4
 

ん

-
一
」
l
斗
ノ
ね
叶

事
業
内
科

・
活
動
状
況

団
長
の
体
位
知
識
の
向
上
の
為
め
に
す
る
事
業

文
化
資
料
の
配
布
、
会
合
映
凶
、
各
間
刊
誌
胃
、
講
演
、
抗
謡
、

の
集
い
、
巡
励
会

社
会
事
業
に
対
す
る
事
業

共
同
募
金
、
赤
十
字
奉
仕
団
、
各
積
辺
助
、
北
(
の
他

1/ 団
長

"g' i度
野部

.0:1 弘~

清介

ラ
ジ
オ

(五j

川
上
村
商
工
会

事
務
所

川
上
村
役
場
内

沿

叫
叫
寸

ぷJL
ftX 

立

昭
和
二
十
四
年
三
月
十
四
日
、
村
内
商
工
業
者
の
改
良
発
達

並
に
会
員
の
福
利
増
進
を
図
る
た
め
設
立
。

事
業
内
容

・
活
動
状
況

商
工
業
の
改
良
発
達
を
図
る
に
必
要
な
調
査
、
研
究
、
施
設
を
な

す。
会
員
相
互
の
徳
義
を
進
め
信
用
の
向
上
を
図
る
。

会
員
相
互
の
意
志
の
疏
通
を
図
り
必
要
に
応
じ
一
致
の
行
動
を
な

目
。

」
3営

業
上
に
関
し
官
庁
の
諮
問
に
応
じ
文
は
官
庁
に
佐
議
上
申
す
。

知
徳
線
踏
の
為
め
、
講
習
会
を
開
き
文
は
研
修
見
学
す
。

商
工
業
に
関
す
る
功
労
者
、
優
良
従
業
員
の
表
彰
を
な
す
。

- 306 ~ 

歴
代
会
長
名
と
会
員
数

1!.9 初 千に

大 旧 大 回
氏

凶 j卜 石

tiii 正 万 正

亡と 平
名

Eコ

IlH 1 11自 IlR H召
和 和 和 手[1 就

十 十 任
I~ ノ¥ 五 1!.9 
壬E 年 年 年 1-1'-
ムノ¥ E. r!.9 
)CJ )-J )'J tJ )-J 

日 凶
日 |ミ| 11 11 

ノ』数i、I
IJI:j 七 1¥ 
:I~ 

(子守

川
上
村
森
林
組
合

創
立

昭
和
十
七
年
二
月
二
十
六
日
川
上
村
森
林
組
合
を
設
立
。

事
務
所
々
在
地

川
上
村
役
場
内



初
代
組
合
長

理
事
四
名

役
員
改
選

二
代
組
合
長

h
主主寸町、、

R

L
仙川‘
ヅ
レ
，
7
ノ
ノ
山
広

監
事
四
名

参
与
員
十
七
名

昭
和
二
十
三
年
五
月

渡

部

長

作

昭
和
二
十
五
年
三
月
改
選

永

井

為

蔵

三
代
組
合
長

組
合
員

参
与
員

四
百
二
十
二
名

理
事
七
名

監
事
三
名

現
在
事
業
内
容
又
は
活
動
状
況

十
七
名

て

施
業
甘
部
案
に
よ
る
用
材
及
び
薪
炭
材
の
伐
採
二
、
造

林

三

、
出
樹

養

成

四
、
保
安
林

五
、
木
炭
の
指
導
検
査
六
、
森
林
、火
災
、国
営
保
険

昭
和
二
十
六
年

組
合
長

同

人

記
録
次
之
通
り

加
入
区
域

川
上
地
区
一
円

~kJl I 6f I 

所
有
山
林
市
政

二
、
二
二
四
阿

度

一昭
和
二
七
年一一一
八
年一
一
一九
年一一一一
十
年
一一一一

一
年
一三
一
一
年
一
三
一
二
年
一

胎
一
四
一
号
ア
人
一
四六
千人
一
四
六
回
人
一
四
歪
人
一
回芸
人
一
回
歪
人一

固ま了
八
一

金

一
年

度

予

一七
年一

一
一
八

年

一
一
一
九
年

一三

O
年

7
二

Ti--o三
割
一
ニ
四
五
日
一

一一四五

回目
一一一四
八
島
一

出

資

I五日
ノーに

宮内|年

職
員
及
事
業
状
況

男
二
名
、
女
一
名
、
工
員
男
九
名

利 ね製t4k1 在nWx業貸教zRt式l 年

力112412 受付 指
度用 工 売託施導

/Ui 
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(日

川
上
村
酪
農
組
合

事
務
所

川
上
農
業
協
同
組
合
内

大
字
北
方
二

八
八
二
の

創
立
昭
和
十
五
年

事

業

内

谷

飼
育
管
理
、
衛
生
の
研
究
指
導
、
優
良
牛
の
導
入
、
牛
乳
の
集
荷

及
び
共
同
処
理
、

一
日
平
均
集
荷
量
四
斗
五
升
、
松
山
ミ
ル
ク
プ

ラ
ン
ト
及
村
内
業
者
に
販
売
す
る
。

飼
料
、
資
材
の
共
同
時
入
斡
旋
。

村
内
獣
医
就
任
状
況

加
藤
幸
雄
昭
和
二
十
五
年
十
月
、
次
は
宮
田
吉
三
郎
、
次
は
森
保



次
は
岩
崎
敏
明
、
次
は
山
之
内
玄
実
、
次
は
宮
間
吉
三
郎
、
次
は

越
暫
清

股

代

組

合

長

五 四
代 代 代 代

波 イ丁 桑 1111 

部
7G 原 波

鹿

太
義 11寺 親 満

自日 丸 雄 1也U、 久

lls l沼 l沼 IItl 昭
和 和 和 和
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}，.五五三 三三 四四
員

h 三 O八 六 六 O二
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七五五 1，.."iJ: "/，. TI.六
o I¥. 0三 七 七 八 一 数
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同

川
上
村
園
芸
組
合

川
上
村

「
旭
組
」
と
し
て
発
足
、
後
川
上
村
園

芸
組
合
と
な
り
、
果
実
、
説
菜
青
果
一
般
を
扱
う
。
当
時
、
組
合

創
立

大
正
元
年
、

員
四
十
名
位
で
あ
っ
た
が
戦
時
中
食
糧
増
産
の
国
策
に
基
き
平
川
一

に
な
っ
た
。
組
合
員
も
百
数
十
名
に
な
っ
た
。

郎
の
果
樹
は
殆
ん
ど
伐
採
さ
れ
た
が
、
戦
後
復
活
し
て
戦
前
以
上

事
業
内
容

て

栽
培
技
術
の
改
良

二
、
共
同
選
果
販
売

旋AU
 

HV
 

川
上
村
煙
草
耕
作
組
合

一必
μ
叶
発
似
し
A
j

H
で
は

創
立

大
正
十
四
年
始
め
て
本
村
に
耕
作

八
町
歩
、
新
作
人
員
五
十
八
名
。

事
業
内
容

一
、
改
良
国
を
組
織
し
、
耕
作
技
術
の
研
究
改
良

lj待
旋

防
犯

o
m和
二
十
二
年
か
ら
由
業
協
同
組
合
の
内
に
羽
売
公
社
収
納
所
も

設
置
さ
れ
て
使
利
に
な
っ
た
。

十il

川
上
村
遺
族
会

川
上
村
辿
族
会
規
約

て
川
上
村
迫
族
会
と
称
す
。

二
、
本
会
は
事
務
所
を
川
上
村
役
場
に
置
く
。

、
本
会
は
川
上
村
迫
族
を
以
て
組
織
す
。

三
、
資
材
の
斡

二
、
資
材
の

~ 308~ 



四
、
本
会
は
追
放
相
互
扶
助

の
精
神
を
振
起
し
靖
国
の
英
訟
を
慰
め

生
活
の
火
山
ん
を
図
り
以
て
新
川
本
を
挫

設

す

る

を

以

て
目

的
と

目
。

」
3

五
、
前
条

の
同
的
を
達
成
す
る
為
め
た
の
事
項
を
行
う
。

ー
、
以
内京小
を
春
季
に
行
い
英
霊
を
慰
む

2
、
治
家
肱
に
対
し
相
互
援
助
似
附
(
に
関
す
る
件

ろ、

生
活
扶
助
及
び
職
業
及
び
之
れ
が
斡
脱
出
制
導
を
な
す

4
、
生
業
品
に
厚
生
事
業
企
図
巡
引
に
関
す
る
件

5
、
追
肢
に
関
す
る
諸
川
州
代
報
告
等
に
関
す
る
件

六
、
本
会
に
左
の
役
員
を
置
く
任
期
二
ヶ
年

と
す
。

ー
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
仏
、
国市九
Y

七
名
、
顧
問

一
私
、
幹
祐
子
打

.1私
、

会
A
一
治
、
常
一
可
山
一
名
を
置
く
。

2
、
役
員
は
総
会
に
於
て
選
出
し
再
選
す
る
も
さ
ま
た
げ
な
し

0

5
、
役
員
の
刊
則
は
二
ケ
作
と
す
。

七
、
会
立
は
お
ぶ
・米
の
出
合
附
放
び
必
要
に
必
じ
会
貨
の
分
担
に
依
り

支
弁
す
る
こ

と
。

川
和
二
十
三
年
四
川
十
八

日
決
定
す
。

(ょう

川

上

r

T

A

川
和
二
十
凶
作

。
創
立

九
月
三
口

会
長

渡
部
前
久

副
会
長

松
末
虎
之
助

仙
波
フ
デ

昭
利
二
十
五
作

附
和
二
十
六
年

昭
和

十
'じ

予
/.'~\. 

:7J!-

一
二

O
、

0
0
0円

一
下
業
部
結
山
川
以
懇
淡
人
以
、
映
州
八
ム

市
民
会
ハ
上
小
川
久
光
ぺ

小
学
校
遊
円
パ
胞
ぷ
、
中
学
校
机
山
側
、
巡
日
明
以
前
飲
仙

会
長

け
d
C
T吋

S
J

げ、、

L

い
れ
れ
W
J

A
『
れ川

IMυ

山
町
タ
ツ
子

T
え

υり
し
1
1
f

、、

制川

b
t
u
J作
ん
ノ

刷
会
長

'
7

‘1-「

弓
J

M
V
T
↑剖

ー、二
川J

FF

ノ
，↓ー‘
uut

可t
-"ぞオょこ

郎
総
山
張
懇
談
会

川
上
小
学
校
創
L
Y
六
十
週
作
ぷ
念
式

川
上
付
の
お
も
か
げ
編
第

雨
傘
均
贈
(
一

O
O本
)

中
学
校
校
内
放
送
技
術
、
小
学
校
遊
具
胞
ぷ
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予会
算 長

渡

部

尚

久

別

会

長

一

二

、

0
0
0
川

仙
波
フ
デ

渡
部
高
義

部
族
山
張
懇
談
〈
一
ム

中
学
校
第
二
期
工
事
似
進
巡
動
、
幼
児
学
級
汀

4
学
級
阪
助
、叶味

噌
汁
給
食
推
進

雨
傘
待
問
(
二
二
h
本
)

中
学
校
問
者
航
、
小
学
校
郷
土
教
有
資
料
与
以
製
作
小
九
%

会
長

渡
部
高
義

仙
波
フ
デ

渡
部
前
久

副
会
長



昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
九
年

昭

和

三

十

年

予
算

一
二
五
、

0
0
0円

事
業

映
写
会
(
支
部
巡
回
)
講
演
会
宮
本
七
郎
、
渡
部
磁
雄
先
生

中
学
校
第
二
期
工
事
務
成
式

雨
傘
寄
贈
(
一

O
O木
)

中

学
校
時
幕
図
書
、
小
学
校
郷
土
教

育
資
料
充
実

会
長

伊
藤
茂
男

渡
部
浪
子

9
1「
JE

 
副
会
長

相
原

予
算

二
三
一
、

0
0
0円

事
業

映
写
会
、
講
演
会

年
ー
少
指
導
者
講
習
会
(
近
藤
美
佐
子
先
生
)

大
連
動
場
土
入
れ

中
学
校
図
書
、
小
学
校
教
育
資
料
充
実

会
長

副
会
長

渡
部
ミ
ヤ

官
野

相
原

cl-] 
，，，"、

勇

予
算

一
六
四
、

O
二
八
円

事
業

映
写
会
、
講
演
会
、
P
T
A
議
座
(
問
川
先
生
、

先
生
、
近
藤
先
生
)

小
、
中
学
校
同
省
郷
土
資
料
充
実

武
田
先
生
松
附

ぷ〉、

長

渡
部
尚
久

度
目
白
f
以
P
4

1

別
似
』
y
c
'
r訓
斗
J

副
会
長

口
問
須
賀
利

予
ノ笠2

:;9-1::" 

一
四
三
、

O
一
九
円

昭
和
三
十
一
年

昭
和
三
十
二
年

事
業

講
演
会
、
五
島
貞
雄
先
生

学
校
給
食
実
施
推
進

中
学
校
庭
土
入
れ
、
大
運
動
場
南
土
手
築
造

小、

中
学
校
図
書
郷
土
資
料
充
実

会
長

渡
部
満
久

副
会

長

伊
賀
富
美
枝
高
須
賀
利

予
算

一
五
八
、

七
一

O
円

事
業

県
の
研
究
P
T
A
と
し
て
指
定
、
表
彰
を
受
け
る

家
庭
環
境
調
査
、
児
童
生
徒
の
実
態
調
究
実
施

実
践
目
標
決
定
実
施

中
予
地
区
研
究
P
T
A
発
表
大
会
(
一
一
了
二
七
)
開
催

学
校
給
食
実
施
促
進

部
落
山
山
張
懇
談
会
、
講
演
会
鎌
田
正
三
先
生
、
森
信
三
先
生

巡
動
羽
土
入
れ

中
小
学
校
図
書
郷
土
資
料
充
実

~ 310~ 

会
長

渡
部
国
恵

副
会
長

局
須
賀
利

大
西
恒
子

予
算

一
五
七

一
二
五
円

事
業

映

写

会

学
校
給
食
研
究

P
T
A
研
修
会
(
一
二

-
U
)

講
演

LM
山
本
七
ー
郎
先
生



昭
和
三
十
三
年 討

議
折
埠
越
川
竹
民
次
郎
、
波
郎
磁
側
先
生

会
悶
P
T
A
大
会
(
松
山
市
)
参
加

小
学
校
雨
傘
笥
州

。

(
小
小
分
削
)
川
上
小
学
校
P
T
A
創
立
五
月
二
川

会
長

波
部
正
忠

副
会
長

口同
須
白
利

度
以
V

・一zH
py

-
-
i
{
二

予
算

一
二

O
、

0
0
0円

事
業

市
州
泌
〈ぶ

践

的

一
院
先
住

ト
じ
之
本
佐
久

g
g
L
I

計
百
刊

μkr叫
/
下

学
校
林
設
置
放
川
林
作
業
(
二
二

O
名
山
動
)

述
励
会
臨
'
川
学
校
阿
佐
助

役
員
研
修
会

|りL
Wli 
/、

.L' 

第
十
二
章

名

勝

「
仁

助:

五

柱

神

社

名
所
、
一別
荘
地
、
出
米
略
記

(
松
瀬
川
)

当
村
の
大
氏
宮
で
、
奥
分
最
古
の
社
自
然
林
を
以
て
固
ま
れ
て
い

長

る。
福

寺

(
松
瀬
川
)

立
派
な
観
音
様
が
安
置
さ
れ、

裏
手
の
銀
杏
の
巨
木
は
殊
に
古
い

も
の
で
あ
る
。

i五

里

(
松
瀬
川
)

旧
街
道
に
て
、
桜
等
を
三
盟
の
聞
に
植
え
て
、古
来
よ
り
名
高
い
。

(
松
瀬
川
)

大

桧

田

峠

1
1y
 

a
 

}凶
中
山
越
の
難
所
七
山
坂
急
峻
と、

屈
曲
で
き
こ
え
て
い
る
。

坂

(
松
瀬
川
)

大
鳥
越
小
九
越
と
二
つ
あ
っ
て
、
急
峻
で
あ
る
が
、
絶
頂
は
追
に

上

百

n
erf 

海
を
望
み
眺
望
が
よ
い
。

一一・
"f 

(
松
泌
川
)

-311-

F
¥
 

，叫ジ

上
神
色
年
中
河
野
家
机
先
の
造
営
で
、
古
刺
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

出
出7
 
(
松
瀬
川
)

旧
金
比
羅
街
道
は

池
と
も
-
写
コ
。

I
-
、

8
0

ト、.
l
'
 

出心
ザ

k
庁

当
村
最
古
の
池
に
し
て
、沿
道
の
松
説
木
は
公
園
の
よ
う
で
あ
る
。

(
松
瀬
川
)

品。

野
弘
長
年
中
新
田
の
一
族
、
四
川
口
発
氏
中
山
口
の
押
と
し
て
こ

L

を

と
の
池
沿
い
に
て
風
景
が
妹
に

よ
く
、
又
大

山
U

(
松
瀬
川
)

'"'じ弓とa

大
守
る
眺
望
が

よ
い
。

北

ミ子

方
)



建
長
元
年
克
仁
禅
師
閉
山
菖
蒲
井
関
等
と
共
に
名
高
い。

阿

弥

陀

堂

方
)

大
興
寺
下
の
道
沿
に
あ
る
小
さ
な
野
堂
で

北
方
の
只
一
つ
残
る

主
で
あ
る
。

自

1生

施

:1[; 

方〉

中
村
本
尊
観
音
、
南
に

四
つ
足
門
が
ら
り
、
大
庄
屋
重
松
、
竹
似

両
氏
の
墓
所
。
又
あ
わ
し
ま
様
と
も
云
っ
て
名
高
い
。

-1.1-

1t~ 

堂

:1七

方
)

往
古
通
行
諸
人
に
湯
茶
の
接
待
を
し
た
堂
が
あ
っ

た
の
で
、
名
付

け
て
茶
堂
と
云
う
。

夷

:1七

方
)

宮

え
ん
ぎ
の
仰
と
し
て
ま
つ
り
、
小
社
の
森
等
の
川
が
あ
る
。

子

天

方
)

和1I

-
P
M
 

南

乍八
糾
廿
-大
村
山
四
麓
の
地
に
在

っ
て、

現
今
町
名
と
な
っ

て
、
向

家
が
並
ん
で
い
る
。

J，i5 

1~日

( 

|拘

方
)

手f

市
場
寛
永
年
中
大
覚
寺
宮
二
品
空
性
法
親
王
二
名
御
巡
行
記
で
有

名
。
寛
永
十
四
年
医
王
寺
禿
誉
師
退
去
し
た
と
も
伝
わ
っ

て
い
る
。

}II 

上
神

社

(
南
方
川
上

五
社
の
神
を
ま
つ
り
、社
内
の
古
境
は
県
の
史
跡
に
指
定
せ
ら
る
c

}II 

上

!
 

r
t

d
d
 

l
h
 

北
方
南
方
)

(
松
瀬
川

三
ケ
村
の
寄
合
っ
た
駅
町
で、

伝
馬
継
場
、
市
場
、
宿
場
、
等
近

郷
の
商
業
中
心
地
で
名
高
い
。

善

願

寺

庵

(
北
方
、
川
上
)

宝
踏
三
年
再
建
せ
ら
れ
、
城
長
州
先
生
謙
三
哲
三
、
渡
部
喜
一
郎

氏
之
墓
や
又

五
輪
様
で
名
高
い
。

L
11
ぺ

外
↓
式

(北
方
、
川
上
)

ム
1占

ム
ヴ
庁
ι
1

川
上
小
坂
に
鋲
座
し
て
あ
っ
た
が

亦

命
後
合
把
さ
れ
、
今
社
社

~ 312~ 

の
み
が
あ
る
。

111 

t，jR 

(南
方
、
施
の
下
)

度

今
は
桜
三
里
の
入
口

と
さ
れ
、
新
道
よ
り
北
の
方
の
位
置
に
あ
り

扉
風
を
た
て
た
よ
う
な
絶
壁
、
断
阿
川
が
重
畳
し
て
実
に
見
事
で
あ

る
法
旧
介
門
橋

内
と
川
上
の
境
に
梨
し
、
近
国
新
し
い
木
橋
が
出
来
た
。
東
西

の
跳
も
よ
く
、

月
見
絡
が
多
く
古
く
よ
り
名
高
い
。

重

一一=
ロ
{
 
}II 

旧
久
米
川
本
村
の
西
方
を
流
れ
、
南
は
支
流
表
川
と
な
り
、
平
常



水
が
流
れ
て
鮎
が
多
い
。

胤

ケ

森

城

南
方
の
南
に
控
え
時
台
が
あ
り
、
頂
上
の
制
限
応
神
は
γ
相
槌
権
現
を

制
請
し
て
あ
り
、
雨
乞
の
京
場
で
あ
る
。
東
北
慌
の
高
台
は
、
河

野
家
支
族
河
野
某
の
砦
の
社
で
、

四
方
の
眺
望
が
妹
に
よ
い
。
近

年
再(同一
山
者
が
多
い
。

寺

r、、
南

方
)

回
目

南
方
中
央
に
あ
っ
て
、
建
造
風
が
珍
ら
し
い
。
又
川
上
高
等
小
学

校
舎
に
使
川
し
て
い
た
ら
し
い
。

拐

天

王

宮

「ルー山

方
)

伊
政
国
中
揚
社
五
一
仙
の
一
に
加
へ
る
古
社
で
、楠
の
巨
樹
が
あ
る
の

医

(北

方
)

王

守

。

大
宝
二
作
似
行
基
開
基
と
伝
え
ら
れ
、代
々
国
守
山
一市
倣
で
名
高
い

二|七

方
)

[I[ 

片
山
来
戦
兆
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
何
が
あ
る
。
又
西
南
の
な
が
め

が
よ
い
。

r
H
1
 

コυ
r
h

占一
、

刊
は

(北

方
)

寺

北
に
神
明
、
南
に
天
王
宮
、
東
八
慨
西
荒
神
と

四
方
神
の
中
に

在
っ
て
、
国
中
三
ケ
一山
の
一
に
加
え
た
と
云
い
伝
え
が
あ
る
。
又

一
般
諸
人
の
埋
非
地
で
も
あ
る
。

平日

(円
一ノ
上
)

回

i業

州
野
家
の
一
族
和
田
氏
の
居
た
一山
で
、
五
輪
以
が
あ
り
、

又
、
城

ケ
ム
口
は
桃
山
千↑が
よ
い
。

よ
け

焼

北
方
Hh
谷
の
池
の
北
山
舵
に
あ
り
、

二
つ
の
窯
を
見

谷
る。

干ql

1明

校

斗刀
)

北

本
谷
の
口
に
あ
っ
て
、
天
間
大
仰
を
把
る
と
も
伝
え
。
こ
こ
の
神

力
を
う
け
た
鬼
兵
吾
と
い
う
人
の
伝
説
が
あ
る
。

~313~ 

一
の
宮
三
島
社

t毎

J:: 

一
郷
一
の
宮
で
、
当
村
最
古
の
行
路
地
が
あ
る
。

_I-f_ 

1ー~I
1=1 

蒲

関

往
古
此
の
地
は
野
々

μ
邑
に
あ
っ
て
、
当
村
水
門
の
要
所
の
地
で

あ
る
。

自巨

isF 
付1

t，1 

(
竹
の
臥
)

当
部
落
の
祭
神
と
し
て
、
旧
正
尽
の
仙
什制
し
た
も
の
で
あ
る
。

地

(
斉
院
の
木
)

市長

，叫ん

呈

近
く
迄
堂
が
あ
っ
た
が
、
今
は
地
蔵
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
西
方

に
は
大
樹
が
あ
っ
て
お
さ
や
様
を
ま
つ
り

旧
道
中
の
休
場
と
し



て
有
名
で
あ
る
。

森
正
八
儒
官

fヘ
j¥、

111需

八
慨
様
を
ま
つ
り
、
又
、
八
社
参
り
等
で
崇
敬
者
が
多
い
。

長

自
7J<' 

寺

久
、ーノ

'" 亡と
I二1

行
基
の
開
山
に
し
て
、寺
内
の
(
ピ
ヤ
ク

ν
ン
)
の
巨
樹
は
廻
り
五
・

五
米
。

吉

井

神

社

(
士
口

久

検
滝
権
現
を
ま
つ
り
、
雨
乞
の
神
事
筈
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
当

村
の
氏
宮
に
し
て
自
然
林
が
あ
る
。

お

士
口

(
土
口

久

泉

お
き
ち
も
ず
く
で
名
高
い
。

大

西

一家

神

〆，、、

Iコ

久

畑
川
の
問
地
を
開
い
て
此
の
地
に
住
わ
れ
、
大
西
八
兵
衛
正
次
の

徳
を
た
L

え
て
、
後
の
出
の
人
が
小
社
を
造
営
し
て
祭
礼
を
営
み

砕
石
を
娃
立
し
た
。

森

天

神

様

(森

天
神
様
官
原
道
真
公
を
祭
り
、
南
の
方
よ
り
拝
す
れ
ば
古
社
の
感

に
う
た
れ
る
。

第
十
二
章

人

物

小

伝

~}( 

長

州
(
詩
人
)

長
州
姓
は
城
、
通
称
隆
平
一
長
州
は
そ
の
号
で
あ
る
。
江
戸
高
輸
に

生
れ
た
が
後
紀
伊
園
長
島
に
移
る
。
長
州
少
壮
の
頃
よ
り
江
戸
の
佐

藤
一
斎
、
大
窪
詩
仏
、
熊
谷
緋
庵
、
京
都
の
田
中
大
蔵
、
伊
賀
の
松

井
彦
由
自
一
等
に
就
い
て
詩
及
ひ
医
業
を
学
ん
だ
。
後
諸
国
を
遊
歴
し
て

遂
に
三
津
に
居
を
梢
え
る
に
至
っ
た
。

長
州
は
特
に
詩
作
に
長
じ
て
い
た
。
殊
に
三
津
道
後
温
泉
往
復
の

~ 314 ~ 

途
上
百
種
の
詩
を
作
っ
て
人
々
を
驚
か
し
た
。
こ

もふ
に
長
州
の
絶
句

を
摘
録
す
る
。

喫
山
際
州
飯

豆
腐
勝
笑
調
香
尚
一式

熱
飯
箆
来
食
有
声

鼓
腹
柳
怪
猿
而
老

併
呑
一
百
二
都
城

金友

三
(
学
者
)

チ宥

長
州
は
後
妻
テ
イ
の
弟
謙
三
を
養
い
後
こ
れ
を
世
嗣
と

し
た
。
謙

一
初
め
は
家
で
学
ん
で
い
た
が
、
長
崎
に
遊
学

ν
l
ボ
ル
ト
に
師
事

し
た
。
業
な
っ
て
岡
山
で
開
業
し
て

い
た
が
長
州
の
計
を
聞
い
て
急

法
家
を
整
理
し
て
帰
郷
し
た
。
後
川
上
地
方
十
七
ケ
村
里
正
の
懇
請



に
よ
っ
て
川
上
に
移
り
住
む
に
い
た
っ
た
。
謙
三
は
五
男
三
女
の
子

約
者
で
あ
っ
た
が
、
小
で
も
哲
三
は
年
十
五
レ
寸
で
近
藤
の
義
訟
に
て

州
民
学
を
修
め
か
た
わ
ら
米
人
モ
ズ
レ

l
氏
及
、
不

l
ク
ス
同
士
に
英
語

を
学
び
十
八
才
の
時
松
山
二
番
町
に
英
語
学
校
を
創
立
子
弟
に
教
綬

し
た
。
教
を
う
け
る
者
が
七
十
余
名
に
及
ん
だ
。

明
治
三
十
三
年
体
子
を
以
て
城
北
の
地
に
校
舎
を
辿
て
生
徒
を
教

。
。
。
。
。

慢
し
た
。
こ
れ
が
北
泌
中
学
校
の
前
身
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
程
な
く

病
に
終
わ
れ
京
阪
地
方
に
転
地
療
養
し
た
が
遂
に
起
つ
こ
と
が
出
米

な
か
っ
た
。
年
齢
刊
か
に
三
十
一

、
大
阪
安
倍
野
に
持
ら
る
。
明
治

地
内
に
あ
る
。

十
八
年
四
月
二
日
放
城
家
の
梨
地
は
大
字
北
方
字
川
上
芹
聞
奇
市
川

城
長
州

安
テ
イ

城
謙
三

城
克
U
T

城
公
十

械
折
国
三

野

仁1

山反応
二
年
九
月
朔
川
逝

誠
心
院
点
応
か
μ
人
川
土

川
約
十
三
山
叶
丙
以
川
六
月
h
H

L
辺
院
妙
肌

W
M絃
大
川

明
治
二
十
八
年
十
一
月
廿
凶
日
永
眠

明
治
三
十
六
年
九
月
廿
五
日
永
眠

明
治
三
十
円
hη
十
ニ
バ
十
ニ
リ
水
眠

明
治
三
イ
八
引
山
一
刀
二
日
逝

(
大
阪
安
川
町
に
葬
る
)

犯
政
の
頃
町

μ
椛
芳
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
翁
は
川
上
の
大
宮
社

i

t

J
 

H
h仲

ぺ
寸
λ

(
学
者
俳
人
)

の
神
宮
(
野
口
秀
明
氏
の
組
)

で
神
偏
仏
の
諸
学
に
通
じ
多
数
の
後

先
を
指
導
し
た
。
松
山
球
主
其
の
功
を
引
し
令
"参
拾
円
を
下
し
て
、

ん
似
階
好
進
の
た
め
京
都
御
所
に
参
内
せ
し
め
た
。
即
ち
克
政
十
年
十

月
二
十
五
日
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
二
十
八
日
摂
津
守
に
任
ぜ

ら
れ
た
。

翁
俳
摘
に
遊
ひ
道
楽
翁
五

U
と
号
し
其
の
名
四
隣
に
凶
え
来
り
学

ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
。
文
化
八
年
十
月
四
日
卒
す
。

野

l二|

(学
者
俳
人
)

ゴjt:
ノコ

射

野
口
芳
射
翁
は
同
じ
く
川
上
大
宮
社
の
神
江
で
(
野
口
一
究
明
氏
の
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机
)
翁
も
亦
松
山
落
主
か
ら
務
金
を
い
た
だ
い
て
上
京
従
五
位
下
相

枝
ー
に
叙
任
せ
ら
れ
た
。
神
儒
仏
の
諸
学
に
達
し
且
つ
医
学
を
も
心

得
俳
句
を
よ
く
し
鈍
仰
と
号
し
そ
の
門
に
学
ぶ
も
の
が
多
か
っ

た
。

文
化
十
三
作
十
一
月
卒
す
。
川
川
出
の
旬
に

か
く
て
こ
そ
い
つ
ま
で
も
見
ん
秋
の
月

~í~ 

1'1'1' 

尚
翁
は
川
上
神
社
拝
殿
正
面
の
俳
句
の
額
に
も
左
の
句
を
残
し
て

い
る
。
こ
れ
は
翁
晩
年
の
作
で
あ
る
。

人
の
む
る
隙
を
散
る
な
り
柿
の
輩

会I

，'(f' 

こ
の
額
の
中
に
は
有
名
な
大
洲
の
十
九
を
始
め
以
下
今
治
小
松
等

の
文
化
年
代
に
於
け
る
知
名
の
仙
人
の
も
の
し
た
も
の
が
多
い
。



西
門
渡
部
喜
一

郎

(
外
数
人
)

(功
労
者
)

ザ
ム
口
谷
池
事
蹟

新
池
新
田
開
発
工
事

渡
部
喜

一
郎
は
(
屋
号
西
門
)
大
字
北
方
字
川
上
西
門
家
に
生
れ

代
々
大
年
寄
役
で
あ
っ
た
。
久
米
郡
第

一
の
人
格
者
で
あ
っ
て
附
の

領
主
よ
り
非
市
な
信
頼
を
う
け
て
い
た
。

北
方
村
字
文
口
谷
と
い
う
地
が
あ
っ
て
、
非
山
一
川
に
池
山
体
と
し
て
の
条

件
を
具
備
し
て
い
た
。
喜

一
郎
は
時
の
大
庄
屋
重
松
そ
の
他
畑
地
所

有
者
と
計
っ
て
新
池
新
田
の
開
発
を
思
い
た
ち
願
い
出
た
と
こ
ろ
幾

ば
く
も
な
く
し
て
、
大
庄
屋
相
原
次
郎
衛
門
を
経
て
安
政
五
年
お
許

し
が
あ
っ
た
。
喜
一
郎
外
数
人
は
、
三
ヶ
年
の
年
月
を
貸
し
て
漸
く

完
成
し
た
。
然
し
乍
ら
大
工
事
の
為
資
金
も
枯
渇
し
た

の
で
領
主
よ

り
同
三
資
金
並
に
穀
物
を
借
り
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

か
も
半
似
一等
の
た
め
収
雅
も
誌
の
如
く
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
そ

の
苦
心
は
革
大
抵
の
事
で
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
先
人
の
苦
労
の
紡

品
が
今
日
池
、
田
地
と
な

っ
て
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。

瑞
地
(
院
厚
学
法
裁
口
居
士

渡
部
喜
一

郎

文
久
元
年
二
月
朔
日

満
積

(怒
善
家
)

渡
部
蔵
五
郎

西
門
家
渡
部
喜

一
郎
に
は
こ
ど
も
が
無
か
っ
た

の
で
実
弟
蔵
五
郎

は
西
門
家
の
嗣
子
と
な
っ
た
。
村
人
の
信
用
厚
く
久
米
郡
第
一
の
高

徳
者
と
崇
め
ら
れ
て
い
た
。

性
来
慈
善
家
で
あ
る
氏
は
貧
民
な
ど
に
惜
し
げ
も
な
く
金
穀
を
分

与
し
て
救
済
し
た
。
皆
そ
の
徳
を
し
た
い
そ
の
息
を
忘
れ
な
か
っ

た
。
川
上
村
成
立
の
時
氏
の
宅
は
役
場
と
な
っ
た
。

仙
川
被
院
慎
愛
世
明
居
士

明
治
二
十
一

年
六
月
十
四
日

渡
部
職
五
郎

州議
竹

村

太

夫

(
古
典
芸
術
家
)

大
阪
玉
造
り
の
生
れ
で
吉
田
伝
次
郎
内
と
あ
る
。
浄
瑠
硝
の
普
及
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に
つ
と
め
た
。
現
在
善
願
寺
路
地
内
に
同
石
が
あ
る
。

-X
政
年
中
間以

川
上
若
述
中
山比
γ
伺

し

問三二初
イに 代代代

防i
小小小小 室1

4会松 10松竹
'I:L.: )1¥ J収村

川川川 良 太

病問皮点 夫

bif fr'政 P1)

上

砂

茶

堂

凶
之
側

以
上
大
阪
押
尾
川
内
に
て
地
方
世
話
人
頭
取
で
あ
っ
た
。

渡

部

豊

三

郎

(
教
育
功
労
者
)

明
治
十
七
年

一
月
一
日
大
字
南
方
に
生
れ
た
。
資
性
温
厚
に
し
て

責
任
観
念
強
く
教
育
に
精
根
を
う
ち
こ
ん
で
い
た
。
教
育
界
に
あ
る



こ
と
実
に
五
十
年
、
そ
の
閥
親
子
は
も
と
よ
り
そ
の
孫
に
至
る
ま
で

師
の
払
陶
を
-
つ
け
た
も
の
で
令
国
稀
に
見
る
永
年
勤
続
者
で
あ
っ
た
。

川
上
村
が
二
千
六
百
年
の
式
典
を
挙
げ
た
時
、
第
一
に
教
育
功
労
者

と
し
て
表
彰
を
う
け
た
。
今
川
上
小
学
校
の
応
接
室
に
教
育
功
引
者

と
し
て
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
又
師
は
一
岩
城
と
号
し
俳
句
に
粘

進
そ
の
旬
風
は
設
固
体
と
と
も
に
一

家
を
な
し
て
い
た
事

4

は
批
人
川
知

の
事
実
で
あ
る
。
昭
和
汁
四
年
十
一
片
一
円
-
比
去
行
年
六
十
七
ぃイ

玉

井

(
県
議
)

正

興

松
瀬
川
村
玉
井
正
貝
の
二
男
に
生
れ
明
治
十
九
年
久
米
郡
よ
り
逃

ば
れ
て
議
員
と
な
り
明
治
二
十
三
年
香
川
県
分
立
以
来
二
十
九
年
迄

県
会
議
員
を
勤
め
地
方
何
川
の
為
に
尽
す
処
が
多
か
っ
た
。
明
治
三

十
九
年
二
月
十
九
日
於
松
山
市
政
。

仙

波

良

太

郎

(
川
県
議
)

南
方
佐
伯
久
次
郎
の
子
息
と
し
て
生
れ
、
苦
心
勉
学
し
、
弁
護
士

と
な
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
選
ば
れ
て
県
会
議
員
と
な
り
県
政
に
尽

し
た
。
昭
和
五
年
十
一
月
三
一
日
松
山
市
に
於
て
放
し
た。

仙

波

党

三

郎

(
自
治
功
労
、
宗
教
家
)

日
似
断
川
の
人
、
庄
屋
廃
止
の
後
村
民
の
信
望
厚
く
明
治
七
年
組
副

助
幼
と
な
り
幾
多
の
議
員
戸
長
等
を
務
め
、
明
治
二
十
一
年
組
長
を

故
後
に
信
仰
の
道
に
入
り
工
人
山
教
権
訓
導
ボ
職

地
方
教
化
に
尽
し

た
o

A

「
時
村
の
お
も
か
げ
を
著
す
に
あ
た
り
氏
の
伐
し
た
服
阪
に
よ

っ
て
庄
屋
以
来
明
治
二
十
三
年
川
上
村
成
立
迄
の
紋
様
を
知
る
を
得

た
。
昭
和
三
年
六
月
二
日
八
十
三
才
で
死
去
。

藤

井

繁

太

郎

(
青
年
指
導
果
樹
先
鞭
者
)

北
方
藤
井
虎
太
郎
の
長
男
に
て
資
性
杭
厚
に

し
て
勉
学
し
永
く
役

場
に
勤
務
し
又
高
年
指
導
、
果
樹
栽
培
の
先
椴
者
と
さ
れ
又
村
有
柏

林
等
に
尽
し
其
の
今
日
に
見
る
功
付
加
は
誠
に
大
き
い
。
昭
和
六
年
二

1
J
L
l
r
¥
ll
u
し
二
、
。

に六
・1
バ
ノ

l
ト

b
ノ
斗

1
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田

中

藤

T 

郎

(商
人
)

南
方
田
中
熊
土
口
の
長
子
と
し
て
明
治
元
年
八
月
七
日
に
生
る
。
若

年
に
し
て
浄
山
に
秀
で
籾
太
夫
と
号
す
。
後
川
上
駅
に
商
出
を
凶
き

降
感
を
極
め
数
多
社
会
事
業
及
神
仏
に
多
額
の
金
制
を
窃
附
し
た
。

仙

波

茂

三

郎

(
地
方
刷
発
先
党
者
)

氏
は
明
治
十
五
年
本
村
南
方
佐
伯
文
四
郎
の
次
男
に
生
れ
、
JJJ 
k 

し
て
松
瀬
川
仙
波
家
の
養
子
と
な
り
松
山
中
学
校
を
経
て
早
稲
田
大

学
に
学
び
、
帰
郷
後
は
専
ら
地
方
開
発
に
志
し
私
財
を
投
じ
て
幾
多

の
事
業
を
試
み
た
が
、
其
の
重
な
事
業
を
挙
げ
る
と
地
主
と
し
て
小

作
人
を
保
護
助
成
し
、
其
の
信
頼
厚
く
ミ
文
部
治
改
善
迎
似
郷
の
位



設
を
目
指
し
て
大
正
四
年
部
落
戸
主
会
並
に
主
婦
会
を
結
成
し
て
白

治
、
教
育
、
生
活
、
隣
保
相
助
、
勤
倹
貯
蓄
等
の
実
施
に
指
い
婦
に
専

ム
「
五
(
の
基
礎
を
作

っ
た
。
爾
来
三
十
五
年
後
の
現
在
尚
氏
の
遺
言
を

継
い
で

い
る
。
又
自
ら
川
上
水
力
発
電
所
を
設
け
、
川
上
町
附
近
一

咋
に
電
灯
を
点
じ
て
其
の
恩
典
に
浴
さ
し
め
た
の
は
一
般
の
記
憶
に

今
尚
新
な
る
事
実
で
あ
る
。
文
大
正
八
年
の
頃
、
伊
橡
米
の
阪
神
地

方

へ
の
販
路
開
拓
を
計
ら
ん
と
し
、

農
業
倉
庫
の
前
身
温
泉
郡
米
券

倉
庫
事
業
を
計
画
し
郡
内
各
町
村
に
倉
庫
建
設
を
実
現
し
、

入
庫
と

阪
神
移
出
の
途
を
聞
き
、
伊
橡
米
の
声
仰
を
挙
げ
た
事
は
氏
の
事
績

中
特
筆
す
べ
き
功
績
で
先
見
の
明
と
進
取
の
気
悦
を
示
す
も
の

で
あ

っ
た
。
文
郡
内
青
年
指
導
に
尽
し
た
事
実
は
一
意
気
の
旺
ん
な
り
し
を

物
語
り
青
年
敬
慕
の
的
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
卓
越
せ
る
氏
の
梢
偲

は
本
村
稀
に
見
る
人
物
に
し
て
今
に
健
在
な
り
せ
ば
社
会
の
た
め
一員

献
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
思
う
が
昭
和
十
六
年
五
十
八
才
に

し

て
病
の
為
物
故
せ
ら
れ
た
。

flb 

(
自
治
功
労
者
)

波

秀

氏
は
明
治
十
年
本
村
北
方
の
旧
家
仙
波
慶
次
郎
の
長
男
に
生
れ

高
等
小
学
校
卒
業
後
青
年
時
代
は
数
年
を
川
上
小
学
校
に
教
鞭
を
執

り
父
君
山
以
後
家
事
整
理
に
人
知
れ
ぬ
苦
心
を
続
け
ら
れ
た
。
後
年
情

の
人
、
熱
の
人
と
し
て
村
民
敬
仰
の
的
と
な
っ
た
事
は

と
の
尊
い
体

験
の
賜
で
あ
っ

た
と
思
う
。
明
治
の
末
期
か
ら
松
木
村
長
の
下
で
村

書
記
就
職
は
自
治
行
政
の
事
務
に
携
る
第

一
歩
で
ら
っ
た
。
繭
米
本

村
助
役
に
就
任
し
て
二
期
後
村
長
に
当
選
三
年
余
に
し
て

一
応
退
職

し
た
が
、

昭
和
八
年
再
び
村
長
就
任
二
期
八
ヶ
年
勤
続
し
て
昭
和
十

六
年
末
退
職
し
た
の

で
あ
っ
た
。
其
の
問
実
に
三
十
余
年
、
村
自
治

行
政
の
為
に
終
始
し
村
民
の
慈
父
と
し
て
尽
し
て
来
た
幾
多
の
功
結

は
枚
挙
に
速
が
な
い
。
事
に
当
り
て
は
至
誠
着
実
、
情
熱
人
と
し
て

感
憤
せ
し
む
る
の
人
格
は
村
民
の
敬
服
す
る
所
で
あ
っ

た
。

~318~ 

昭
和
十
三
年
治
績
上
り
自
治
優
良
村
と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰
を

受
け
、
又
同
十
四
年
全
村
貯
蓄
優
良
村
と
し
て
国
民
貯
蓄
奨
励
局
長

官
か
ら
表
彰
せ
ら
れ
た
外
大
東
亜
戦
争
中
は
出
征
将
兵
並
に
遺
家
族

援
護
慰
安
に
尽
浮
せ
る
心
労
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
殊
に

昭
和
十
六
年
川
上
小
学
校
二
階
建
校
舎
建
築
に
際
し
、
村
有
林
伐
係

を
村
会
に
提
案
し
た
当
日
早
朝
登
庁
し
て
、
階
上
に
掲
げ
て
あ
る
廃

代
村
長
の
肖
像
の
前
に
端
座
し
、
今
回
校
舎
建
築
の
た
め
先
代
各
位

が
心
血
を
注
い

で
育
成
さ
れ
た
模
範
材
木
の
伐
採
使
用
の
余
儀
な
き

に
至
っ
た
事
を
訴
え
、
判
一
(
の
伐
採
を
認
め
ら
れ
た
い

と
声
涙
と
も
に

乞
願
い
村
会
に
臨
ん
だ
一
事
を
以
て
し
て
も
氏
の
情
と
至
誠
の
発
長



で
あ
っ
た
事
を
偲
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
退
職
後
の
身
の
疲
労
甚

だ
し
く
病
の
た
め
遂
に
逝
去
せ
ら
れ
た
。
本
村
自
治
の
為
殆
ど
生
涯

を
捧
げ
た
氏
の
人
格
と
功
績
は
な
が
く
村
民
の
忘
れ
て
な
ら
ぬ
恩
人

で
あ
ろ
う
。
爾
後
三
内
、
川
上
、
両
村
、
合
併
さ
る
L
に
至
り
旧
村

に
於
て
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

松

木

で告
すーγ

(
自
治
功
労
者
)

川
上
村
大
字
南
方
字
森
、
一家出属
、
松
木
三
郎
の
長
男
と
し
て
明
治

五
ヲ
申
年
十
月
三
日
出
生
、
資
性
温
厚
に
し
て
父
悶
の
教
養
よ
ろ
し

く
、
成
人
の
後
は
川
市
に
郷
里
に
あ
っ

て
村
人
と
交
際
厚
く
信
望
を
得

南
方
水
利
議
員
に
当
選
さ
れ
、
次
い
で
村
会
議
員
に
当
選
す
る
事
七

回
に
及
び
、
其
の
間
村
長
に
当
選
す
る
事
又
四
回
、
其
の
就
任
期
間

十
七
年
有
余
ク
月
、

大
正
八
年
に
至
り
近
郷
よ
り
懇
請
さ
れ
て
県
会

議
員
に
当
選
さ
れ
る
事
二
回
、
村
長
及
県
会
議
員
を
兼
ね
て
就
任
さ

れ
大
い
に
地
方
の
為
め
活
動
せ
ら
れ
た
。

並
(
の
事
村
山
の
重
な
る
も
の
を
掲
ぐ
る
と
、
学
校
教
育
振
興

産
業

の
改
良
発
達
、
農
会
設
置
、
植
林
事
業
、
村
内
部
落
有
財
産
統

農
業
倉
庫
設
置
、
信
用
組
合
の
創
設
、
金
融
事
業
と
し
て
銀
行
の
誘

致
、
役
場
事
務
の
向
上
、
国
道
(
第
三
十
一
号
時
代
)

の
改
修
に
当

り
、
土
地
の
交
渉
に
多
大
の
尽
力
を
さ
れ
た

川
上
平
坦
地
の
刺
地

怒
川
は
事
業
を
完
遂
し
制
作
に
農
道
改
修
に
村
人
と
共
に
協
力
を
を
し

ま
な
か

っ
た
。
又
明
治
改
革
以
来
村
々
の
行
政
区
画
は
安
定
せ
ず
、

合
併
や
分
離
を
く
り
返
し
役
場
、
村
会
所
は
仮
家
を
充
っ

と
云
う
状

態
な
り
し
が
、
大
正
八
年
八
月
本
村
の
中
央
部
大
字
北
方
二
二
七
七

番
の
一
に
水
害
防
禦
を
考
慮
に
入
れ
た
二
階
建
庁
舎
を
建
設
し
本
村

自
治
行
政
の
本
拠
と
し
て
此
処
に
移
転
し
東
温
地
方
に
於
け
る
雌
村

と
し
て
の
面
討
を
一
新
さ
れ
た
。

県
会
に
於
て
は
多
年
の
地
方
民
の

J

桁
訟
た
り
し
横
・
河
原
橋
の
架
設

に
対
し
て
一
段
と
骨
折
り
を
さ
れ
た
と
云
う
。
県
財
政
困
難
の
中
に
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木
橋
が
大
正
八
年
頃
架
設
さ
れ
た
と
云
う
事
は
何
と
云
っ
て
も
よ
ろ

こ
ば
し
い
事
で
あ
っ

た
。
並
(
他
村
内
消
防
施
設
と
進
歩
せ
る
機
共
脳

入
に
就
て
は
大
い
に
配
慮
さ
れ
た
と
云
う
、
其
の
外
事
縞
は
枚
挙
に

速
が
な
い
、
殆
と
生
涯
を
治
村
の

為
に
捧
げ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
二
日
病
の
為
に
他
界
せ
ら
れ
し
は
惜
別

の
極
で
あ
る
。
三
内
、
川
上
両
村
の
合
併
が
成
立
し
て
、
村
名
は
川

内
村
と
名
問
け
ら
れ

四
月
二
十
五
日
発
足
の
連
と
な
っ
た
時
、
本

村
に
於
て
は
、

本
庁
舎
建
設
此
処
に
約
四
十
年
重
大
な
事
務
を
取
扱

っ
た
思
出
多
き
役
場
に
於
て
四
月
二
十
日
間
村
式
を
挙
行
す
る
事
に

な
っ
た
。
其
の
際
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
せ
ら
れ
た
。
其
の
功
結



は
永
く
伝
え
ら
れ
燦
然
と
輝
く
で
あ
ろ
う
。

オ寸

回

(民
生
事
業
)

さ

だ

伊
山政
国
久
米
郡
北
方
村
字
川
上
、
松
木
利
平
の
次
女
と
し
て
、

弘

化
三
丙
午
年
十
一
月
二
十
日
生
れ
、
幼
い
時
か
ら
、
気
だ
て
が
や
さ

し
く
、
成
人
の
後
は
浮
穴
郡
南
方
村
寺
田
広
次
に
嫁
し、

一
男
一

女

の
悶
と
な
り
、
種
々
困
難
な
生
活
を
送
る
内
に
、
故
あ
っ

て
川
上
駅

に
お
い
て

、米
田
屋
旅
館
を

一
時
経
営
す
る
こ

と
と
な
り
、性
来
の
温

順
と
至
誠
は
、
諸
人
の
愛
敬
す
る
所
と
な
り
、諸
国
の
商
人
の
宿
泊
、

官
公
吏
の
指
定
旅
館
同
様
の
信
用
を
得
て、

大
い
に
業
績
を
上
げ
て

地
方
名
物
と
さ
え
い
わ
れ
た
。
金
比
雑
宮
月
参
宿
、
石
槌
山
御
縁
日

の
十
日
間
の
市
に
は
何
千
人
の
修
業
者
の
宿
と
な
り
、
町
を
貧
ぬ
く

川
は
、
白
衣
姿
の
行
者
の

「
こ
お
り
と
り
」
で
賑
わ
っ
た
。
こ
の
頃

は
各
商
匹
、
酒
屋
共
繁
昌
し
て
川
上
験
の
金
銭
時
代
と
云
え
よ
う
。

こ
の
繁
昌
の
中
に
、
明
治
三
十
年
前
後
、
キ
リ
ス
ト
教
松
山
教
会

米
人
デ
コ
リ
宣
教
師
の
布
教
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
三
十
七
年
露
国

同け
腐
の
白
猪
滝
見
物
の
帰
途
一
泊
等
、特
異
な
国
際
的
世
話
を
な
し、

常
に
信
仰
心
に
厚
く
、
慈
悲
善
根
に
身
を
尽
し
、
難
渋
者
と
見
れ
ば

物
心
両
国
の
援
助
を
加
え
、
仕
事
の
な
い
人
に

な
に
か
と
仕
事
を

み
つ
け
、
家
庭
論
争
は
身
を
以
て
解
決
し、

男
子
も
及
ば
ぬ
温
怖
を

以
っ
て
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。
又
無
縁
の
墓
を
興
し
て
は
、
香
小
平
を
供

へ
、
五
輪
塔
堂
を
建
立
し
て
は
供
養
を
な
し、

晩
年
は
長
子
と
北
〈に

市
場
に
於
て
、楽
し
く
余
生
を
送
る
内
、長
寿
を
完

5
し
て
大
往
生
を

と
げ
た
。
其
の
死
を
伝

へ
聞
き
て
哀
悼
す
る
も
の
数
多
く
、
通
夜
は

連
日
続
き
、
葬
儀
は
誠
に
磁
大
を
極
め
た
。
そ
れ
は
大
正
七
年
七
月

十
四
日

の
事
で
あ
っ
た
。
さ
だ
女
の
恩
沢
は
永
く
人
々

の
心
に
妓
り

民
生
事
業
の
我
が
村
に
於
け
る
先
駆
者
と
云
う
べ
き
人
で
あ
る
。

容

日

111 

(力
士
)

本
姓
は
名
越
感
行
、
明
治
十
九
年
八
月
に
生
れ
、
資
性
温
厚
心
願

呉
海
兵
固
に
入
隊
し
日
露
戦
役
に
従
軍
累
進

一
等
兵
曹
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丘ハ
と
し
て
、

と
な

っ
た
。
其
の
間
相
撲
道
で
は
伏
見
宮
様
か
ら
春
日
山
の
縦
名
を

頂
い
て
名
乗
り
、
海
軍
内
の
横
綱
を
許
さ
れ
て
部
内
で
其
の
名
を
一
品

か
し
た
。
尚
ボ
l
ト
界
で
は
春
日
の
鬼
ク
リ
ヲ

l
と
名
さ
れ
、
/1 

本

海
軍
内
で
恐
れ
ら
れ
縦
隊
対
抗
競
消
に
も
し
ば
し
ば
優
勝
し
た
。
帰

郷
後
は
専
ら
地
方
相
撲
界
に
努
力
し
た
た
め
、
相
撲
界
は
急
に
権
大

と
な
り
黄
金
時
代
を
な
す
に
至
っ
た
。
其
の
他
野
球
等
各
磁
の
運
動

方
面
に
協
力
し
て
発
展
の
た
め
に
尽
し
た
。
こ
と
に
地
方
相
撲
界
で

は
四
国
一
と
さ
え
言
は
れ
、

そ
の
大
力
美
技
速
わ
ざ
、
し
か
も
卑
し

か
ら
ず

た
め
に
斯
界
の
人
気
を

一
身
に
集
め
た
。
な
お
村
政
に
閲



し
て
は
村
会
議
員
に
推
さ
れ
て
絶
対
多
数
で
当
選
。
見
る
べ
き
も
の

の
多
か
っ
た
こ

と
は
、
今
も
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
亦

貧
洗
う
中
に
義
侠
心
強
く
、
衣
食
を
分
け
自
他
の
わ
き
ま
え
さ
え
も

っ
か

ぬ
か
に
見
ら
れ
た
。
子
供
好
き
で
せ
が
ま
れ
る
と
何
で
も
し
て

や
る
。

ま
た
孝
心
も
緩
め
て
厚
か
っ

た
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
事
業
に
も

協
力
し
て
、
争
い
事
の
中
に
入
る
と
如
何
な
る
難
事
も
解
決
を
見
な

い
事
は
な
か
っ
た
。

と
こ

ろ
が
昭
和
九
年
七
月
二
十
二
日

N

A

L
才
0

・
3
自
三
旦

J

J

E
斗
l
4
ノ

斗

イ

勺

4
3
-T
I--
d，

辿
刻
し
た
。
そ
の
報
を
聞
い
た
も
の
は

そ
の
ま
ま
家
を
出
て
記
鎚

山
麓
に
向
う
こ
と
蟻
が
列
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
続
い

た
と
の
事
で
あ
る
。
死
体
は
仲
々
の
難
所
で
決
死
の
一
隊
は
生
命
を

賭
し
て
収
容
、
後
に
春
日
山
で
な
か

っ
た
ら
あ
の
死
体
は
収
容
出
来

な
か
っ
た
と
い
う
。
盛
心
義
情
居
士
の
葬
儀
の
盛
ん
な
こ
と

は
東
担

に
そ
の
比
を
見
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
な
お
村
民
の
思
慕
の
情
は
碑

と
な
り
、
追
善
相
撲
と
も
な

っ
て
昭
和
十
一
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た

が
四
国
各
地
か
ら
参
加
が
あ
り
盛
観
で
あ
っ
た
。
其
の
後
昭
和
三
十

一
年
四
月
に
第
二
回
追
善
相
撲
の
発
起
人
相
談
会
が
有
志
の
聞
に
ま

、と
古

A

炉
内
ノ、

た
ま
た
ま
日
本
相
撲
協
会
、
時
津
風
部
屋
、
横
綱
鋭
里
、

大
関
大
内
山
、

一
行
百
二
十
二
名
の
巡
業
中
を
追
善
相
撲
と
し

て
川

上
村
横
河
原
橋
東
詰
北
側
空
地
に
於
て
施
行
す
る
に
決
定
し
、
村
内

外
有
志
の
多
大
な
る
戸
開
放
と
人
気
を
よ
ん
で
実
に
感
矧
で
あ
っ
た
。

(
巡
業
中
の
老
力
士
は
こ
う
語
っ

た
。
わ
し
ら
巡
業
に
出
て
、
こ
れ

ほ
と
広
い
場
所
は
な
く
装
飾
品
の
陥
り
、
こ
も
称
、

L
¥
下

j
L
R
:

-r
〆」ぺ
A
M-T
J
i

引
U
チん

も
の
だ
だ
っ
た
、
今
ま
で
出
合
っ
た

こ
と
が
な
い
。
)
老
h
A
j
の
詔

っ
た
通
り
空
前
と
云
へ
ょ
う
。
二
回
に
及
ぶ
壮
挙
は
人
々
の
思
慕
去

り
が
た
い
も
の
あ
り
。
と
も
か
く
も
不
思
議
な
魅
刈
を
も
っ
た
打
|

で
あ
っ
た
。

(第

-m第
二
回
追
善
相
撲
)

1)>><; 

(社
会
教
育
家
)
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フ

ノ

謙
三
の
二
女
と
し
て
明
治
五
年
生

お

り

ん

ぽ

れ
で
あ
る
。
娘
時
代
は
マ
サ
さ
ん
と
も
云
っ
て
、
「
男
マ
サ
」
の
料
名

本
新
川
内
町
大
字
北
方
、
城

が
ゐ
り
角
川
官
に
男
下
駄
を
は

い
て
歩
い
て
い
た
と
い
う
。
勝
気
で
見

事
ざ勝

り
の
気
性
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
若
く
し
て
キ
リ

ス
ト
教
信
者
と
な

り
、
東
京
市
或
は
兵
庫
県
に
住
居
し
、
宗
教
家
及
ひ
社
会
教
育
家
と

し
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
神
戸
須
磨
の
鉄
道
線
路
踏
切
に
自
殺
者
が

司乞

ζ

多
く
出
る

の
で
、
其
処
に
「
一
寸
符
て
」
の
制
札
を
建
て
た
こ
と
は
有

名
な
話
で
あ
る
。
日
本
キ
リ
ス

ト
教
婦
人
前
正
会
兵
庫
部
会
長
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
日
八
十
八
才
で
神
戸
市
灘
区

青
谷
町
の
自
宅
に
於
て
逝
去
し
た
。
終
世
独
身
を
通
し
た
人
で
あ
る
。
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